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都市伝説『たくしぃえれじぃ』




　しとしとと雨が降る夜の事だ。

　あるタクシーが、女性客を拾った。

　どこか暗い影のある女は、目的地を告げると、あとは運転手の問いかけにも答えない。

　タクシーの運転手は不ぶ気き味みに思いながらも、言われた場所に向かって走り続けたのだが──。

「お客さん、この辺りでいいんですかね？」

　そう言って運転手が振り返ると──女性の姿は何ど処こにも無く、シートにはグッショリと濡ぬれた、不気味な痕こん跡せきが残されているだけだった。












埼さい玉たま県所ところ沢ざわ市　某ぼうアパート




「たぶんさ、これって一番有名な都市伝説の一つだよねえ」

「色々な類話があるけどね。外国でも語られてるし、日本だって駕か籠ご屋や牛車なんかで似たような話があるし」

「最近の定番は、目的地の家でつい最近死んだ女の子……っていう奴やつかなあ。──よっと」

　そう言いながら、セーラー服を身に纏まとった少女がベッドの上に身を投げた。

　バネの反動による感かん触しよくを楽しみながら、少女は幸せそうに口を開く。

「ムー、いいね、この新しいベッド！　中古で買ったって言うからもっとぼろいのかと思ってたけど、これなら前よりずっと気持ちよく寝られそうだね！」

「ルルが寝るわけじゃないだろ？」

「今は、まだね」

　ルルと呼ばれた少女──赤あか神がみ瑠る流るは、まだ幼さの残る笑みを浮かべながらも、少しばかりませた視線を自らの恋人へと向けている。

　パソコンに繫つながれたスピーカーからは独特の雰ふん囲い気きを持つ歌が流れており、部屋の中にはさらに独特で怪あやしげなムードが満ちていた。

「あ、この音楽、知ってるよ。ええと、『ジョン＝デルタ』だよね？」

「うん、そう。……ルル、よく知ってるね、結構マイナーなユニットなんだけど」

　ジョン＝デルタ。

　日本人の少女のボーカルと、黒人と白人の男が一人ずつといったメンバーで構成される風変わりなアーティストだ。

　テレビにも殆ほとんど出る事はないのだが、聞く者の心に独特な響き方をする歌声でコアな層に対して絶大な人気を誇るグループらしい。

　ルルはベッドの横の棚たなにあったＣＤジャケットを見ながら、得意げな顔で言葉を漏もらす。

「へへッ、あれだよ、前に話した針はり山やまさんって子、あの子のお父さんがこのジャケットのデザインやってるんだよ！」

「え？　そうなの？　……ふーん。なんでもやるんだねえ……。７組の針山ってあれでしょ、美人だけどすっげー無ぶ愛あい想そうで皮肉げな笑いをすぐに浮かべる奴やつ」

「ああ見えて結構涙なみだもろいよ、あの子」

「ふーん……そうなんだ」

　いつも通りの雑談。

　仲の良い男女の、中なか弛だるみした気だるい会話。

　今日もそれが続く筈はずだったのだが──




「ところでさ、ルルは幽ゆう霊れいとかって信じる方？」

　自分の所有物である『ジョン＝デルタ』のＣＤアルバムに眼めを向けながら、ムーは少しだけ真剣な表情になって語りかけた。

「え？　うーん……ま、恐いけど、死んだ後幽霊になって飛び回るのは楽しそうだから、いたらいたでいいかなーってぐらいだよ。でも、どしたの？　急に。さっきのタクシーの話？」

「ああ……それなんだけどさ。この歌を唄うたってる、三人組なんだけどさ……どうもね、視みえるらしいよ」

「視えるって……何が？」

　どうも歯切れの悪い事を言うムーに対し、ルルは不思議そうな視線を差し向ける。

　そんな視線に耐えかねたのか、ムーは溜ため息いきをつきながら問いの答えを口にした。

「だからほら、あれだよ。幽霊……とか？」

「あ、そうなの？」

　あまりにもあっさりとした答えに、ムーは些いささか拍ひよう子し抜けしたように言葉を返す。

「普通に返したね」

「えー……でも、芸能人って結構多いじゃん、そういうの」

「まあ、そうだけどさ……」

　拍ひよう子し抜けしているムーを余よ所そに、ルルは自分の興味がある話に戻そうと、調子を変えて語りかけた。

「それよりもさ、さっきのタクシーの話だけど……ニュースになってるタクシーの事件、知ってる？」

「ああ、連続タクシー強ごう盗とうの……？　あ、そろそろ出ないと映画に間に合わないんじゃない？」

「あーッ！　そうだった！　ええと、じゃあ、通りでタクシーつかまえてこ！」

　今日、ムーの家に来た理由を思い出し、ルルは慌あわててベッドから跳はね起きた。

　学生鞄かばんを摑つかんで玄げん関かんに向かう少女を追うように、少年はサイフと携帯電話だけを持って立ち上がる。

「タクシーって……この時間なら走ってると思うけど、金は？」

「割り勘かんでお願い！」

　ルルの明るい声に溜ため息いきをつきながら、ムーは彼女に続いて部屋の外に歩み出す。

　念入りに戸締まりを確認した後──ルルとムーは、大通りへと向かって駆かけだして行った。

　過去に起こった事件を記き憶おくの彼方かなたへと追いやり、自分達の日常を取り戻す為に、二人は今日も町へとくり出した。




　その先に、自分達の日常を根本から覆くつがえす、常識を超えた存在が待ちかまえているとも気付かずに────





☆






　……嫌いやな客を拾ってしまった。

　フロントガラス越しに見える前方の風景に注意を払いながらも、耳はどうしても後部座席の二人に集中してしまう。

「そう！　タクシー強ごう盗とう……あれさ、ただの強盗じゃないっぽいんだよねー」

「あー。運転手が……死体は見つからないけど、多分もう、絶望的だろうって奴やつだろ？」

　こっちが如い何かに真剣に仕事をしようが、客にはそんな事は関係無い。もちろん、こちらも客に神しん妙みようにしろと言っているわけではない。……極力、静かにして欲しいとは思っているが。

　ハンドルを握る手に汗を感じながら、私はただ、無言で仕事を続ける事しかできなかった。

「でね？　タクシーは発見されるんだけど、運転手だけが消えてるの……運転席に血の痕あとが残ったりしてるんだけど……不思議な事にね、シートベルトはちゃんとはまったままなの！」

「それってつまり……なに？　身体からだをばらばらにされて、シートベルトの隙すき間まから……？」

　本当に嫌な客だ。

　タクシーの運転手を始めて３年になるけれど……この手の客は本当に嫌だ。

　タクシー強ごう盗とうの話は、私も聞いたことがある。最近流は行やってるって話だが……私が知ってるのは、タクシーの車ごと行方ゆくえ不明になる奴やつだ。そんな、運転手だけが血の痕あとを残して消えるなんて尾ひれもいいとこだよ。まったく。




　駅に向かう通りで拾った客は、セーラー服の女と、同い年ぐらいの男の二人組だった。

　雰ふん囲い気きからして、カップルだってのはすぐに解わかった。そりゃあ、恋に恋するお年頃だ。二人の世界に入りたいんだろう。10歳さい近く年上の、新人運転手の私なんざ世界の中には入れてもらえない。

　解ってる。それは解ってる。

　でも、さあ……。

　だからって、タクシーの中でそんな話をすることはないと思うんだよ。なあ？

　もちろん、物理的に嫌いやな客っていうのはいくらでもいるさ。乗り逃げしようとする奴や、いちゃもんを付けて金を踏み倒そうとする奴。コンビニ弁当をバクバク食い始めてボロボロこぼす奴。酔よっぱらいの場合はゲロや小便をされる事も覚かく悟ごしなきゃならない。

　まあ、それはいいんだ。そういうのは、この仕事をやる上である程度覚悟しなきゃいけない事だ。

　だが、こういう……一見、他ほかの連中から見ればなんともないアレでも、こっちにとっちゃ最悪って場合がある。




　俺はさ……あれだ。

　……恐い話が苦手なんだよ！




「タクシーの怪談はね、密室状態という中の恐怖を描くものだから、昔から世界中で語られてきた怪談なんだよ。言わばテンプレートみたいなものさ」

　男の方は、極めて論理的に怪談を語ろうとする。ああ、こいつの方はまだ我が慢まんできる。幽ゆう霊れいなんざ迷信だっていう気にさせてくれる。

　問題は、女の方だ。

「でも……そういうテンプレートの話ってさ、本物を引き寄せるって言うよ！　だから……このタクシーにも、もう寄ってきてたりして！」

　待て待て待て。

　不安にさせるような事を言うな。

　お前らはいいさ。どうせもうすぐ車を降りる身なんだからな。

　だが、私はこのタクシーで一日仕事するんだぞ？　深夜まで……それどころか、明日あしたも明後日あさつてもこのタクシーを使って仕事するんだ。

　引き寄せると思っているなら、これ以上そんな話をしないで欲しい。

　かといって、『お客さん、そういう話は勘かん弁べんしてくださいよ』というのも、なんだかオバケを信じているようで格好悪い。

　悶もん々もんとした気持ちで運転していると、彼女にムーとか呼ばれている男が、私にとって救いとなる言葉を口にした。

「そういえば、悪あく霊りように襲われた時に必ず助かるおまじないがあるらしいよ」

「え、そうなの？」

　そうなのか!?

　非常に助かる。いや、幽ゆう霊れいを信じているわけではないが、心の平へい穏おんは一つでも多い方がいいだろう。

　私は運転の方に向ける集中を、事故を起こさない最小限に減らし──残る感覚を、少年の放つ声に集中させた。

「それでね、その方法ってのが──」

「あ、ちょっと待って、ムー」

　!?　おい！　なんで止める!?

「運転手さん、ここでＯＫですよー」

「え!?　あ、は、はい！　一三〇〇円です」

　我ながら、間抜けな声を出したと思う。

　そして、実際私は間抜けだ。

　話に怯おびえる間に、既すでに彼らの目的地である駅前のロータリーに到達してしまったのだ。

　おのれ、こんな事ならばもっとゆっくり走るべきだった……！

　救いの手である少年は先に車を降りてしまい、彼から千円札を手渡された少女が、自分のサイフから三百円を出して私の方に差し出してくる。

　私は複雑な思いでそれを受け取りながら、精一杯の営業スマイルを浮かべて『まいどあり』と言ってやった。




　少女が降りたのを確認してから、私は大きな溜ため息いきをついた。

　私は気分転換にと窓の外へと目を向け、この駅も随分と雰ふん囲い気きが変わったものだとしみじみ考える。

　店の並びも、３週間前とまるで変わっているようにも思え、時代の流れの速さに私は再び溜息をついた。

　このまま暫しばらく心を落ち着けて恐怖を紛まぎらわせたかったが、職業上、世間はそう簡単には休息を与えてくれないようだ。

　コツコツと窓を叩たたく音に振り向くと、先刻の少女とそう変わらないと思しき娘むすめが、私のタクシーの横に立っていた。

　反射的にドアを開けて彼女を迎え入れたのだが──その直後、少女の後から更に二人の男が現れ、私は少し緊張した。

　東洋人の少女……普通に考えれば日本人だと思うが……その少女に続いて車に乗り込んだのは、サングラスをかけたドレッドヘアの黒人と──同じようにサングラスをかけた、驚くほどに白い肌はだをした白人の二人組だった。





☆






「へえ……ジョン＝デルタっていうんですか」

「そだよ。聞いたことある？」

　ハンドルを握りながら、私は助手席に座った少女と会話を続けていた。

　後部座席に座った黒人はヒャハハハハハと笑い続けるだけで、白人男性の方は難しい顔をしたまま顔を伏せ、いっこうに喋しやべる気配がない。

　そんな外国人二人に違和感を感じながらも、日本人である少女との会話によって徐じよ々じよに私の緊張はほぐれていった。

「……いやあ、すみません。音楽にはとんと疎うとくて……今度、店で探してみますよ」

「ネット通販の方が確実だよ？」

　無む邪じや気きな調子で言う少女。カジュアルな服を身に纏まとい、確かにどこかのアイドルがお忍びで買い物に来ているというような格好だ。

　そう考えれば、後ろの二人の外国人はボディーガードのようにも見えてくる。

　だが、彼らもそのユニットの一員で、白人は作詞を、黒人は作曲を担当しているのだという。

「私ね、歌う事しかできないの！　無能って奴やつだね！　無能！」

　自じ虐ぎやく的な事を言いながらケタケタと笑う少女。確かに作詞や作曲が得意そうには見えなかったが、その笑い声は驚く程に透すき通っており、私の耳に静かに浸透していった。

　もっとも、後ろから聞こえてくる野太い笑い声でそれはすぐに打ち消されてしまったが。

　……それにしても、笑ってるのはこの子と黒人の兄ちゃんだけで、白人の男はピクリと笑っていない……寧むしろ、生きてるのか、この男？

　少し不安になったが、とにかく目的地までもうすぐだ。

　やれやれ。今回は気楽に仕事が済ませられそうだ。

　そう思った次の瞬間────少女が『あッ』と呟つぶやきながら前方に眼めを向けた。

　何かあるのだろうか？

　私がそちらに視線を向けたのとほぼ同時に──狭せまい車内に、神経質な叫び声が響き渡った。

「止め、と、止めろ止めてくれ今すぐに頼むからすぐに止めろすぐにこの車を！」

　奇き妙みような日本語は後部座席の白人の口から放たれたようだ。

　正直、身体からだが弾はじけるようにビクリと震えた。

　思わずブレーキが急になってしまったとしても、誰も文句は言わないだろう。……いや、本当は二種免許を持つタクシードライバーとしてやってはいけない事なのだが、私だって人間だ、このぐらいは大目に見て欲しい。

　ふらつくように路ろ肩かたにタクシーを停め、極めて冷静な顔を装いながら、後部座席の白人へと声をかけた。

「お、お客さん……そんな、驚かさないでくださいよ……」

「ああそれは済まなかったね非常に申し訳ないと思っているからお金を払うし釣つりもいらないからもう下りてもいいかと私は問いたいのだがどうすれば許してくれるのかね」

　流りゆう暢ちような日本語を喋しやべった事にも驚いたが、それ以上に、彼の異常な剣けん幕まくに圧倒される。

「ここまで運んで貰もらった事には非常に感謝しているが今の私のこの車を降りたいという衝しよう動どうは止められないし止めようとも思わないので扉を開けてくれると私は更なる感謝を君に捧ささげようだから早くしてくれると助か……」

　マシンガントークとはよく言ったものだが、この白人の場合は寧むしろ散さん弾だん銃じゆうといった感じだ。言葉の塊かたまりをぶつけられた私は、金を受け取りながら既すでにドアを開けてしまっていた。

「あ、あああ、ありがとうという言葉をもって感謝するとしよう。ありがとう」

　転がるように外に飛び出した白人を追って、相変わらず笑ったままの黒人が車を降りた。

　そして、最後に日本人の少女が、

「ごめんね！　あの人、頭がおかしいの！」

　と言いながら助手席のドアを開け放った。

　そのまま降りると思っていたのだが──彼女は不意に動きを止め、私の顔をじっと見つめてくる。

　ジョン＝デルタというユニットのボーカルだと名乗った少女。可愛かわいい顔をしているが、まるで野生のフクロウのような、全すべてを見み透すかすような眼めをしていた。そのガラス玉のような瞳ひとみが、何かピン、と張りつめるような空気を車内に生み出していたように思う。

　そして、彼女は笑っているのか真剣なのか解わからない表情で、私を見つめたまま口を開く。

「……気を付けてね？　心を強く持てば大丈夫だと思うよ？」

「へ？」

　私が何かを疑問に思う前に、彼女は助手席の扉を閉めて、二人の外国人の後を追いかけて行ってしまった。




　……なんだったんだろう。

　先刻のカップルとは違い、恐怖や怒りよりも『違和感』が湧わき上がってくる客だった。

　まだ目的地まで１キロ程あるというのに、あの白人はどうしてあんなにせっぱ詰まっていたのだろう。

　トイレでも我が慢まんしていたんだろうか？

　そうか、それなら納得できる。

　さて……駅にでも戻って、新しい客を捜さがすとしようか……。いやまて、今の客、釣つりはいらないって……一万円札を置いていったぞ!?

　本当にいいのだろうかと思ったが、まあ、自分の態度に問題があるという事を自覚していたのかもしれない。

　ならば、少し休きゆう憩けいに入ってもいいだろうか。

　フロントガラス越しに見える空は、ただ静かに青い。身体からだに照りつける日差しの中、私は眠ねむ気けを振り払う為に車内で大きく身体を伸ばす。

　私は、仕事前に買ったスポーツ新聞を読もうと、ダッシュボードに手を伸ばし──




　──そして、見た。




　路ろ肩かたの前方。うっそうとした雑木林の脇わきで、ランドセルを背負った女の子がこちらに向かって手を振っているのを。

　私は取りだした新聞を思わず助手席の床ゆかに落としてしまう。……しまった。まあ、後で拾えばいいか……。それよりも、今は客を待たせない事だ。

　小学生がタクシーを使う事なんざ、最近では珍しくもなんともない。

　自分の子供の頃と大違いだ。いや、当時も使ってる子は使っていただろうか。

　曖あい昧まいな記き憶おくに振り回される前に、私は自分の頰ほおを叩たたいて眼めを覚ます。

　エンジンを軽くふかしながらクラッチから足を上げ、女児の方へと向けてゆっくりとタクシーを前進させた。




「……あれ？」




　私は、思わず疑問の声を漏もらしてしまう。

　後方の安全を確認する為に、バックミラーとサイドミラーに視線を向けた直後、少女の姿が先刻立っていた場所から消えている事に気が付いたからだ。

　──消えた？

　不思議に思って周囲を見回すと──首を左後ろに捻ひねった時点で、私は少女の姿を見つける事ができた。

　少女は既すでに車の横に立っており、後部座席のドアの前からこちらを見て柔やわらかい笑顔を向けていた。

　一体何い時つの間に……どうやら、少し寝ぼけていたらしい。

　まったく、健すこやかな陽気というのは時に罪な事をしてくれるものだ。

「はい、どうぞ」

　私は営業スマイルではなく、子供に対する素すの笑顔を見せながら扉を開いた。もっとも、そうやって実際に乗せたら生意気極まりない子供だったという事も多々あるのだが。

　そんな事を考えながらバックミラーを覗のぞき込むと、少女は既すでに後部座席の真ん中に腰こしをかけている。

　……あれ？　もう乗ったのか。

　全然気付かなかった。やはり考え事はよくないな。運転中は気を付けなければ。

　慌あわてて後部座席の扉を閉めながら、私はバックミラー越しに少女の顔を覗き込んだ。

「はい、お嬢じようさん、どこまで行きますか？」

　少女は、私が話しかけた途と端たん、とても嬉うれしそうな顔をした。本当に嬉しそうな笑顔だ。

　？

　……まあ、子供だからな。自分からタクシーの運転手に声をかけづらかったのだろう。

　そう判断しながら、私は少女の次の返事を待ち続けた。艶つやのある黒くろ髪かみに、かわいらしい目鼻立ちをした少女だ。きっと将来は美人になるだろうな。さっきのボーカルの女の子ぐらいには可愛かわいくなるかもしれない。……眼めはちょっと不ぶ気き味みだったけどな。

　更に前に乗せたカップルの女子高生も可愛かったが、あれは駄だ目めだ。タクシーの中でタクシーの怪談をするような無神経さは頂けない。

　……うう、恐い事を思い出してしまった。

　女の子が笑顔を浮かべたまま何も答えないので、タクシー内に奇き妙みような沈黙が生まれている。

　ちょっと不気味だ。

　気のせいか、車内の空気が僅わずかに冷えたような……？

　私は静寂の中で、少女の笑顔に再び違和感を覚え始めた。

　少女の笑顔はまるで静止画のようにその場に固定されており、その周囲だけ時間が停止しているような……

「多た摩ま湖この方までお願いします」

　時間が動き出した。

　やはり普通の少女だ。

　ったく、あの女子高生の話ですっかり神経質になってしまっているようだ……。

「はい、わかりました」

　必要以上に微笑ほほえんで、私は静かにアクセルを踏み込んだ。

　その笑顔は、半分は自分自身を安心させる為のものだったのだが……。

　ミラー越しに見える女児は、そんな私の笑顔に対し──再び、満面の笑みを浮かべていた。

　見る者を逆に不安にさせる程の、嬉うれしそうな嬉しそうな笑顔を────
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　出発してから５分余り。

　私と小学生の少女は──目的地までの旅路の中で、ちょっとした団だん欒らんを過ごしていた。

「いやー、私もまだ新人ですから……」

「そうなんですか……大変だと思いますけど、お仕事、頑がん張ばって下さい！」

　少し妙みような雰ふん囲い気きの子だな、と思っていたのだが──話してみると、実に朗ほがらかで聰そう明めいな少女だった。年ねん齢れいよりも遙はるかに大人おとなびている態度……と言っても、マセているとかそういうのではなく、こちらの事を気き遣づかって会話をする事ができるという意味だ。

　外見は５～６年生といった所だろうか。時間からすると学校帰りなのだろうが、多た摩ま湖こに何をしに行くのだろう。隣りん接せつする遊園地で友人や家族と待ち合わせでもしているのだろうか。

　とりあえず、せっかく盛り上がった空気を冷やす事もないだろうと思い、私は何か話題を探そうと思い──今し方がた降ろしたばかりの人々の話をすることにした。

「いやあ、そういえばお客さんの前に、変わった三人組を乗せたんですよ。知ってますかね、ジョン＝デルタっていう、歌手っていうか……グループらしいですけど」

「知ってます。あの三人……やっぱりそうだったんですね！　テレビには殆ほとんど出ないけど……一部では……凄すごく有名な人達ですから」

「へえー。そうなんですか」

　全然知らなかった。

　こんな女の子でも知ってるユニットだとは。

　客と円えん滑かつな空気を作る為に、ちょっとは音楽の事を調べなきゃ駄だ目めだな……。

　ああ、そんなに有名だと知ってれば、さっき乗せた時にサインでも貰もらえば良かった。仕事仲間にも自じ慢まんできたかもしれないのに……。

　まあ、降りる時の様子じゃあ、大して期待もできないが、

「あの人達……女の人と黒人のお兄にいさんの方……視みえるみたいですよ」

「視えるって、何が？」

　私の朗ほがららかな調子の問いかけに対し、少女もまた、朗らか極まりない声で言葉を紡つむぐ。

　ただ一言。

　ただ、ひとこと──




「……幽ゆう霊れい」
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所ところ沢ざわ市某ぼう所しよ　針はり山やま真しん吉きち宅　門前




「はーりやーまさーん。きーたーよー」

　呼び鈴りんが目の前にあるというのに、その少女は自らの声を高らかに響かせる。

「ハハーハァ」「……」

　一方、サングラスの二人組の方は、全く対照的な表情で彼女の後ろに佇たたずんでいた。

　少女の放つ言葉は幼よう稚ち極まりない調子だったが、その声は、まるで神か精せい霊れいの一声のように周囲の風をざわめかせた。

　そんなざわめきを代表するかのように──玄げん関かんの扉が開き、一人の男が三人組──『ジョン＝デルタ』の前へとその姿を現した。




　眼鏡めがねをかけたその男は、誰にも憎にくまれないような、何者にも嫌きらわれないような、そんな顔をしていた。

『憎めない顔』というのを突き詰めればそうなるであろうという、一切の嫌いや味みの籠こめられていない相そう貌ぼう。

　眼鏡以外には殆ほとんど造形的な特徴の無い顔に浮かぶ表情には、大切な友人に出会ったというような、素直な喜びに満ちた色が浮かべられていた。




「やあ……お久しぶりです、三人とも！　コダマちゃんもストレーガさんもクラリタスさんもお元気そうで！」

　満面の笑みで迎えられた三人組。男二人はその表情に変化を見せなかったが、コダマと呼ばれた少女だけは少し照れくさそうに笑い返し──そのフクロウのような眼めを細めて、眼鏡の男と──その周辺を睨ねめ付ける。

「アハハ、針山さんもすっごく元気そう。周りの人達も、すっごい元気そうな顔してるもん」

　明らかに不自然な事を言い出したコダマに対し、針山さんと呼ばれた男は、困ったような笑いで自分の周りを見渡した。

「あー……やっぱり、何か居ます？　なんですかね、ご先祖様とかですか、やっぱり」

「うーん、私はうっすらとしか見えないけど。どなの？　ストレーガ」

「ハハーハァ」

　ストレーガと呼ばれた黒人の男は、全く変わらない笑みを浮かべたまま、『ジアルガ、ガルアイ、ラ、ウチュージン、ウィラシ。スラ、レゴルド、ジャル、ラ、ボルト、リェタルリ、ァララシィ』と告げた。

　どこの言語かもさっぱり解わからない言葉だったが、コダマはニコリと笑いながら、何事もなかったかのように仲間の台詞せりふを通訳してみせた。

「えっとね、『人間とドラゴンと宇宙人の霊れいと、魚顔の妖よう精せいと、なんだかよく解らない触しよく手しゆとネジが絡からみ合ったような化ばけ物ものがウネウネ見える』だってさ！」

　なんの躊躇ためらいもなく告げる少女の言葉を聞きながら──針はり山やまさんは、寧むしろ安あん堵どしたような顔になり言葉を紡つむぐ。

「いやあ……、私に霊れい感かんが無くて、本当に良かったですよ……」
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「ゆ……幽ゆう霊れい？」

「そう、それだけじゃなくて……なんだか妖よう怪かいとかそういう、『普通じゃないもの』が視みえるらしいですよ」

　……嫌いやな単語が出てきた。

　内心では少し焦あせりを覚えたが、まあ、子供のする話だ。

　私はぎこちない笑みを浮かべながら、少女の言葉に適当な答えを返す。

「へえ……霊れい能のう者なんですか」

「それを売りにしたり、商売したりしてるわけじゃないですけどね。……あの人達のレコードをかけてると、出やすくなるっていう噂うわさもありますから」

　……少し前の発言を撤てつ回かいしよう。サインを貰もらったりしなくて本当に良かった。

　私は弱く情けない内心を少女から隠かくすように、彼女に対して更に平凡な答えを返す。

「でも、本当なんですかね」

「本当だと思いますよ」

「どうして？」




「あの人達……私が視えてるみたいだったから……」




　危あぶな！

　……ったく、割り込みかよこのやろう……運転手ちゃんと免許もってんのか。赤いニット帽ぼうなんざ被かぶって気取りやがって……。

「あ、ええと、すみません、まったく、最近の若い人ってのは運転が荒あらいのが多くて……。って、私もまだ20代ですけどね。……ええと、今、何か言いました？」

「ううん、何も……事故に遭あわないように気を付けてくださいね」

「はは、私はともかく、お客さんには絶対怪け我がはさせませんよ」

　営業めいた言葉を返すと少女が笑う気配が背後から伝わってきた。

　笑う気配が……

　笑う……え？

　バックミラーを覗のぞくと、確かに少女は笑っていた。悦よろこびに満ちた口元を人形のように歪ゆがめて、歓喜に満ちた眼めをこちらに向けている。

　笑う……え？

　笑う……え？

　気配……気配……あれ？

　笑う気配って……なんだ？

　確かに私は今、彼女が笑ったって解わかった。

　だが……笑い声を聞いたわけでも、空気が漏もれる音を聞いたわけでも……バックミラーを見たわけでもない。

　なのに……どうして。

　どうして私は今、彼女が笑ったと解った？

　疑問。

　私の感覚は、脳は、彼女が笑っていると確かに感じ取った。

　……身体からだの五感を全く用いずにだ。

　自分に特別な能力が備わったとは思えない。

　何かあるとすれば、それは……

　それは……

　考えたくない。

　今はただ、自分の仕事をこなすだけだ。

「それにしても……運転手のお兄にいさんは、私みたいな子供に対しても敬語を使ってくれるんですね」

「え？　いやあ……まあ、なんとなくですけどねえ。ハハハ」

　私は今しがたの違和感を誤ご魔ま化かす為に、彼女の話に軽く合わせようとしたのだが──

「前に乗った運転手さんはね、すっごく恐い人だったよ……？」

　……あれ？

　また、違和感だ。

　今度は何の違和感だろう。

　確かめてはいけないと思いつつも──考えてしまった。その違和感は、意識すれば……いや、意識しなくとも気付く違和感なのに！

　そして、意識を向け、その違和感の実態に気付いた瞬間──




　ギチリ

　音が……聞こえた。

　私の中から聞こえてくる、音。

　全身の神経を電でん撃げきが駆かけめぐり、私の背中を瞬しゆん間かん的に震わせた。

　今の音は、背骨が軋きしんだ音だ。
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　原因は解わかっている。

　恐怖だ。

　そして、恐怖の原因も解っている。

　最後の少女の声が──

　自分のすぐ隣となり。

　助手席の方から聞こえてきたからだ。

　自分の心臓が高鳴るのを感じる。恐ろしくて左側を見る事ができない。助手席の方向を、声のした方向を振り向く事ができない。

　その代わりに、バックミラーに慎しん重ちように視線を移す。

　……だが、そこには──

　何も変わらず、少女の姿が映っていた。

　反射的に左側に視線が動いた。

　……そこには、助手席のシートと、その奥にあるドアと窓しか見あたらない。

　なんの異常もない。

　ない……筈はずだよな？

　だが、私は今、確かに少女の声を……。いや、声だけじゃない、さっきと同じ……笑いの気配を左側から強烈に感じたんだ。

　床とこ屋やで首筋の髪かみを切られる時に感じる、くすぐったいような緊張感。あれが数倍になって、不快感となって襲いかかってくるようなこそばゆさを……私は確かに、身体からだの左側に感じていたのだ。

「どうしたの？　運転手さん。ちゃんと前を見ないと危あぶないよ？」

　少女の声が、先刻までの物と変わって聞こえる。……いや、ただの少女の声だ。何も変わってない。その筈だ。

　……くそ、あのカップルが変な話をするから、きっと神経質になってしまってるんだろう。そうに違いない。

「え……ええ……大丈夫ですよ」

　なんだろう。

　気持ち悪い不安感が喉のどの奥に絡からみついてくる。生まれて初めて激しい腹痛や頭痛を味わった直後のような、気持ちの悪い不安だ。痛みの正体がわからない不安。それによって自分の命が脅おびやかされるのではないかという、病気に対する瞬しゆん間かん的な不安によく似ている。

　そうした不安は、痛みを忘れたり、あるいは医者で検査などをすることによって消え去ってしまうものだ。

　だが……今の私は、その『痛み』に相当するものが進行中なのだ。

　先刻まであった団だん欒らんの空気は既すでに無くなっている。違和感が積み重なった結果だが、そう思うと、沈黙がその不安を更に増ぞう幅ふくさせていく。

　どの瞬間からこうなったのかは、もはや思い出せない。たった数分前、あるいは数十秒前の事なのに。

　全すべてが曖あい昧まいだ。

　少女にはなんの罪もないというのに。

　……そう思いたい。

　少女はただの少女だ。そう思いたい。

　私は不安になって、もう一度彼女の顔をミラー越しに覗のぞこうとした。

　その刹せつ那な──少女が、背後から淡々と指示を出してきた。

「あ、そこの道を左でお願い！」

「え……」

　この先は、多た摩ま湖こに向かうには遠回りだ。それどころか、この先は急に人ひと気けが薄うすらぐ道で、車は疎おろか、歩行者も殆ほとんど通らない。

　だが、客の声を無視するわけにもいかない……という日常の癖くせが、私の判断を鈍にぶらせた。

　しまったと思ったのは、ハンドルを切った後だった。

　それに、気のせいだろうか？　少女の言動が……先刻よりも徐じよ々じよに子供っぽくなってきているような気がする。

「ごめんね、運転手さん！　どうしても行く前に寄りたいところがあるの……」

　少女の言葉は、もはや半分ぐらいしか頭に入ってこない。

　急速に、急速に人気が無くなった。

　町のざわめきも一いつ瞬しゆんにして消え失うせた。

　頭に突然布を被かぶせられたかのように、雑木林の間に造られた荒れ道の中を進んでいく。

　道を一本入っただけでこんな場所に出てしまうのだから、やはり都会に比べてまだまだこの町も未開発だという事だろうか。ほんの30秒前まではコンビニが見える通りを走っていたというのに！

　混乱する私の背中から、声が響く。

「どうしたの？　運転手のお兄にいちゃん……さっきから、無口になっちゃったね？」

　冷たい声だ。

　別に感情の薄うすい声というわけじゃない。

　声に……温度を感じた。

　冷たかったんだ。本当に！　今！

　誰か俺おれの心を覗のぞき見している神様か悪あく魔までもいるなら、声を大にして言いたい！　俺は今、声に温度を感じたんだ！　信じてくれ！　全身が……魂たましいが、心が冷やされるような冷たさを、俺は確かに感じたんだ！

　そんな事がある筈はずがない！

　錯さつ覚かくだ！　後ろにいるのは普通の女の子だろうが！　さっきまで、あんなに楽しくジョン＝デルタの話とかしてたじゃないか！

「あー、そうそう、ここ、ここだよ？」

「？　な……何が……ですか？」

　やはり、徐々に子供っぽくなってきてる。

　不思議な違和感を感じながら、私は数秒前の自分の行動を後悔した。

　何が、などと聞くもんじゃなかった。

　聞いたらいけない事だ。本能がそう告げてる。

　それを言うなら、この子を乗せてはいけなかったのかもしれない。

　あの前の三人組を乗せたから……駅に向かうというカップルを乗せたから……

　タクシー運転手になんかならなければ良かった。私はそう確信する。少女の答えを待たずに確信する事ができた。

　なぜなら……彼女は再び……

　助手席に座っていたからだ。

「ここなんだよ……？」

　口内が急速に渇かわいていくのを感じながら、私はただ……少女の言葉を受け入れた。

「私が──前に乗ったタクシーの運転手さんに殺されたのって……」

　受け入れることしか、できなかった。




　他ほかに！

　他に何ができるっていうんだ！

　この状況で！

　この、私に！
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「すごかったよね、あの女の子。私にも凄く凄くはっきり視えたよ！」

「ハハーハァー」「……」

　客間である洋室に通された『ジョン＝デルタ』の三人は、打ち合わせの書類を取りに行っている針山さんを待つ間、時間つぶしの雑談に興きようじていた。

　コダマとストレーガは時折宙に視線を這はわし、ストレーガに至っては普通に『何か』に話しかけているが、クラリタスは仲間のそんな行動に何も言わず、ただ頰ほおを押さえてブツブツと独り言を呟つぶやいているのみである。

　普段と全く変わらぬ様子だが、今日という日の中で唯一変わったことがあるとすれば──それは、クラリタスが急にタクシーを降りると言い出したことだけだった。

　その結果、タクシーから降りた後、彼らは１キロ程の距離を歩くハメになったのだが……ボーカルの少女は、その事になんら不満を抱いだいた様子もない。

　ただ、先ほど自分が視みえた物についての感想を仲間に述べているだけだった。

　対する黒人の男は陽気な笑いをもって相あい槌づちを打ち、白人男性は顔をうつむけて沈黙を保ったままだった。

「あの後……ちょっと振り返って見てたんだけどさ……あのタクシーの運転手さん、ドアを開けたって事は、視えてたって事だよねえ？」

「ハハーハァー」「……」

　そして少女は──自分達を運んできた運転手の事を、嘲あざ笑わらうでも哀あわれむでもなく、ただ淡々と自分達が視みた物の正体について言葉を紡つむぐ。

「あれ……久しぶりに見たけど、凄すごく『濃こい』存在だよね。もしも悪あく霊りようだったら──」




「30分もあれば、人の一人ぐらい殺せちゃうんじゃないかな？」
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　私が彼女の言葉を聞いた瞬しゆん間かん、私がした事は──車から飛び降りる事でも、少女の瞳ひとみをまっすぐ見つめ返す事でも無く──

　ただ、アクセルを踏み込む事だけだった。

「じょ……ハハ……ジョ……ハハハ……冗じよう談だんはよしてくださいよ、お客さん。殺されたって……ねえ、子供が言っていい冗談じゃないですよ」

　的はずれな言葉。

　考えもなしに自然に出てくる言葉。

　そんな無意味な物を吐はき出しながらも、脳味み噌そと足はアクセルを踏み込む事に全力を注いでいる。

　スピードを上げればなんとかなると思ったわけじゃない。

　ただ、この場から逃げたかっただけだ。

　……いくら車の速度をあげようが、恐怖の根本は同じ車内に……すぐ隣となりにいるというのに！

「冗談じゃないのは、もう解わかってるよね？」

　うるさい、黙ってくれ。

　いえ、黙って下さい。

　消えて下さい、お願いします。

　なんで……こんな……なんで……！

「や、やだなあ……どうやって助手席に……？」

　解ってる、その理由などとうに解っている。

　だが、口は勝手に開いて肺は息を振り絞しぼる。

　本能が、希望に縋すがらせる。

　何かの、何かの間違いだと。

　私の頭の中では、カップルの言葉が何度も何度も繰り返される。

『でも……そういうテンプレートの話ってさ、本物を引き寄せるっていうよ！　だから……このタクシーにも、もう寄ってきてたりして！』

『引き寄せるっていうよ！』

『引き寄せるっていうよ！』

『引き寄せるっていうよ！』

　うるさいうるさいうるさいうるさい。やめろこの子はこんなに可愛かわいい小学生じゃないか幽ゆう霊れいだなんてあり得ないし今までの事も全部間違いに違いないそうだ俺おれが疲れているだけなんだ！

　疲れてるだけ……なんだ。

　疲れ……疲れ……。




　……




「ねえ……運転手さん……現実を……見よ？」

　少女が何か誘さそいかけるような……友達を肝きも試だめしにでも誘うような声で私に語りかける。

「運転中ですから！　前しか見られません！」

　私は叫んだ。意味の無い台詞せりふを。この状況で何を叫んでいるんだ私は。これではまるでコントじゃないか。ああ、でも、コントだったらどれだけよかった事だろう。

　笑う気配がのしかかる。

　少女が助手席で笑っているのが解わかる。

　よく、ホラー映画や怪かい談だんなどで『今、あなたの後ろにいるの……』と幽霊に言われた時……私は『俺なら絶対に振り向かないね！　そのまま肘ひじ鉄てつか後ろ蹴げりでも喰らわせてやる！』と強がっていたが、いたがいたが、いたが……無理だ！

　運転してるからじゃない……これは……これは本能なのかなんだか知らないが、振り向かずにいられない……！　ホラー映画を見る時、恐ろしさのあまりに顔を覆おおったにも拘かかわらず、指の間からもついつい見てしまうのとおな……じ……で……もっと強烈な……

　強烈な……誘ゆう惑わくというよりも……

　一種の催さい眠みん術にかけられたように……視線は引き……ひきッ……ひきッ……！　ひきよせられて……ッ！




　次の瞬しゆん間かん、私は見た。

　笑顔のままの少女が、いつのまにか手にしていたカッターナイフで──少女自身の首を切り裂さくのを。

　赤い液体が噴ふん出しゆつし──私は一いつ瞬しゆん、生暖かい血の海に溺おぼれたような気分に囚とらわれた。

　急ブレーキ。

　衝しよう撃げき。

　そして────
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「でも……幽ゆう霊れいって、私達が幽霊に触さわれないんだから、向こうもこっちには触れないんじゃないんですかね？」

「んーん。そんなことないよ」

　３ヶ月後に発売する『ジョン＝デルタ』のニューアルバム。それのデザインに関する書類を広げながら、針山さんは世間話のつもりで霊れい能のう者達に声をかけた。

　それに対して、ボーカルの少女は友達と世間話でもするように、極めて明るい声で言葉を返し始める。

「んーとね、クラリタスが言ってたんだけど、この世界で幽霊とか魂たましいって言われてるのはね、情報の塊かたまりみたいなものなんだって！　電気信号のやりとりに過ぎない意識の、その『やりとり』の結果の集合体だと考えられてて……ええと、まあ、その辺はどうでもいいや。とにかく、特殊な『情報』っていう要素で構成された存在が幽霊なんだってクラリタスは定義してたよ？　他ほかの世界ではそれぞれ違うとか、わけわかんないこと言ってたけどね？」

「大丈夫。私はこの時点でさっぱり解わかりません」

「うん、私も全然解ってないから大丈夫だよ！　ええっと。それで……そう、情報の塊かたまりである霊れいっていう存在は、他ほかの情報に自分を同調させる事で、相手の情報を書き換えるの。幽霊なのに物を触さわれたりするのは、直接触ってるわけじゃなくて、その物の『存在情報』を書き換えた結果としてそう視みえるだけなんだって」

　無む邪じや気きな声で奇き妙みような事を言い続ける少女に、針山さんは解っているのか解っていないのか、曖あい昧まいな笑顔で頷うなずいて見せた。

　対する彼女は、既すでに自分の世界に入っているようで、周囲の空気も読まずに自分の言葉を呪じゆ詛そのように吐はき出し続ける。

「だからね、本当は情報の『色』が合ってる人にしか幽霊って視えないんだよ？　私達は特別なんだってクラリタスが言ってたけど。でもね、幽霊の方の情報の密度が濃いとね？　それは恨うらみとかそういうのかも知れないけど……他の人にも視えるようになったりするんだって。ね、そうだよね、クラリタス？」

「……」

　唐とう突とつに声をかけられた白人は、身じろぎもしない。視線をコダマの方に向けもしない。

　ただ、暗あん鬱うつとした表情で──頭を重力に任せながら沈黙し────

「……」

　ただ、先刻タクシーを急に降りた時の事を思い出して、カタカタと震え続けるだけだった。

　カタカタと、

　カタカタと
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　赤い雨……いや、洪こう水ずいといった方がいいかもしれない。

　私の身体からだに勢いよく降り注いだのは、生暖かい……いや、寧むしろ熱いとすら思える温度の赤い液体……血だ。

　そう認識した瞬しゆん間かんに、鉄錆さびの匂においと、生なま臭ぐさい匂いが私の鼻に広がった。




　……今、私が冷静にこんな事を考えていられるのは……それらの出来事が過ぎ去った後だからだ。

　視界が全すべて赤に埋うめ尽くされる直前、私は確かに、少女の姿を見た。

　助手席に座ったまま、自分の身体を豆とう腐ふのようにグシャグシャに切り裂さいていく少女の姿を！　豆腐だぞ！　豆腐！　何がどうなってるんだよ！　あんな……人間の身体が……グシャリって簡単に……簡単にだ！

　その前後、私はとてもじゃないが……物事など考えちゃいられなかった！　だって……そうだろ？　今だって足と肩かたがガクガク震えて、声もマトモに出せやしない！

　どういうわけかタクシーの無線はちっとも通じやしないし……。誰か……誰か説明してくれよ……本当に……！

　私はあの瞬間、凄すごい悲鳴を上げた事を覚えている。絶叫が押し寄せる赤い液に吞のみ込まれたと思った瞬間──

　消え失うせたんだ。

　何もかも……何もかも消え失せたんだ！

　赤い色も！

　錆さびの匂においも！

　身体に感じていた熱さも！

　そして……私の横でバラバラになっていた筈はずの、少女の姿も……。

　気が付いたら、私は他ほかに車の見あたらない通りの真ん中を、ぼんやりとしながら走っていた。

　先刻の状況で、よくハンドルを離さなかったものだと思う。そして、よく事故を起こさなかったものだと自分の運に感謝したかった。

　なん……だったんだ？

　すぐに冷静になれた事を自分でも不思議に感じていたが、悪夢から目覚めた瞬間、人は思ったよりも冷静にものを考える事ができる。

　少なくとも私の場合はそうだ。

　だが……だが……本当に……なんだったんだ？　夢ならばまだいいが、私は今の状況を全く説明することができない。

　夢。

　白はく昼ちゆう夢む、という言葉を聞いたことがある。

　どのようなものかは解わからないが……今のようなものなのだろうか。

　……錆さびの匂においも綺き麗れいに消え果て、身体からだを満たした筈はずの血の痕こん跡せきはおろか、音や気配すらも……違和感を創つくりだしていた一切合がつ切さいがなくなっている。

　これはもう……夢と思うしかない。

　疲れているんだ。

　と、思いたい。

　そんな事はありえないとは思ったが、なんとかして身体を落ち着けない事には……。

　まだだ、まだ、冷静に考えられる。

　恐怖のあまり、色々なものがまままマヒしてるんだと、おお、お、思う。

　冷静に先刻のこここ事をおおおお思い出すたびににににふッふふッ震えがががが

　とま　ら、なきゃ。

　みち　の　はし　に、く、くくく、くく、くるまを

　そだ　ぶれき　ブレー　キ　を！

　とにかく、ブレーキだ！

　自分が成すべき事をはっきりと理解した私は、強制的に脳味み噌そを覚かく醒せいさせる。

　ただ、ブレーキを踏んで減速、路ろ肩かたに停める。

　それだけだ、それが済むまで理性が保もてばいいんだ。

　私は止まりかけていた呼吸を整え、ゆっくりとサイドミラーで後方を確認する。……正直、バックミラーは見たくなかった。

　何も見えない。

　対向車……後ろから追ってくる何者かも。

　よかった……

　私は安あん堵どの溜ため息いきと共にブレーキペダルを踏み込んだのだが──

　漏もれる溜息とは裏うら腹はらに、足は一向に動かない。

　？

　力が入らないわけではない。ブレーキペダルに変な感かん触しよくがあって上う手まく踏み込む事が──




　──そして私は、気が付いた。

　どうやら私の身体からだと脳は完全に分離されたようだ。それに気が付いた瞬しゆん間かん、私の全身の骨がギチリと鳴り、口と肺からは絶叫が奏かなでられていたのだが──私は、こうして冷静だ。

　ブレーキに眼めを落とした私が見た物は──ブレーキと床ゆかの間に詰め込まれた、細く、白い──人間の子供の腕うでだった。

　誰の腕かはすぐに解わかる。

　……さっき、少女がカッターでバラバラにしていた……自分自身の腕だ。

　恐い。恐い恐い恐い恐い恐い恐い恐い恐い。

　冷静に、恐怖を味わっている。恐怖は脳をパニックに陥おとしいれる事を諦あきらめた代わりに、私の身体を猛もう烈れつな吐はき気と寒さむ気けに陥おとしいれた。

「どうしたの？　運転手さん……駄だ目めだよ、止まっちゃ」

　少女の声が聞こえた。

　車内の温度が瞬しゆん時じに冷え込み、私の肌はだをチリチリと締め付ける。

　それと同時に──私の足が何かに摑つかまれた。

　ブレーキペダルの下にあった腕が……いつの間にかするりと抜け出て、私の両足首を握り締めている。強い握力を感じるわけではない。だが、何な故ぜか足が動かなくなった。まるで催さい眠みん術にでもかかってしまったかのように。

「まだ……目的地に着いてないよ？」

　声は……助手席の方から聞こえていた。

　助手席にあったのは、赤い赤い女児用のランドセル。……何が入っているのかは容易に想像がついた。

　なんで……なんでこんな……

「ああ……よかった……やっと……やっと触れるようになった」

　嫌いやだ……嫌だ嫌だ嫌だ。

「あなたが……私に近づいたってことだよ？」

　少女の言葉は子供っぽくも聞こえ、老ろう齢れいな詐さ欺ぎ師のようにも感じられる。

「ほら……視みえるよね……？」

　少女の言葉に逆さからう事ができず、私は……窓の外に眼を凝こらす。

　タクシーの周りに……窓に……フロントガラスに……うっすらと透すき通る、ホログラム映像みたいな何かが……

　何か……じゃない。

　私には……もう、解る。

「おにいちゃんの、お友達だよ？」

　それは……タクシーの運転手だった。

　感情も何も無い、自分の意志すらもなさそうな表情をして、走行中のこの車にベッタリと張り付き、私に対して乾いた視線を向けている。

　……まるで、私からこの運転席を奪おうとでも言うかのように。

　彼らの正体はすぐに解わかった。つい先刻噂うわさで聞いた、失しつ踪そう事件に巻き込まれた運転手達だろう。

　ああ、あああ、今なら、恐怖でギチギチと軋きしむ身体からだから解放された今なら解る。……失踪事件の……いや、殺人事件の犯人は、この少女だ。少女の……幽ゆう霊れい……いや……悪あく霊りようか、あるいはもっと違う存在か……。

　とにかく……このままでは、私もこの半はん透とう明めいの運転手達と同じ存在になってしまう！

　窓という窓、ミラーから見える景色の全すべてに張り付いた彼らは──私が気付いた事を察したのか、瞳どう孔こうの開ききった眼めはそのままに、ただ顎あごと舌しただけを動かして笑い始めた。

　一いつ斉せいに

　一斉に

　まるで一つの生き物のように、ゲラゲラとゲラゲラと。

　ゲラゲラゲラゲラゲラゲラと。
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　監かん獄ごくだ。まるで監獄だ。

　無機質な笑いに閉じこめられて、もう逃げる事も適かなわない。

　ブレーキを踏む事も、右手をドアノブに動かす事も適わない。笑い声を聞いた瞬しゆん間かんから、私の身体は自分の意志を離れ、勝手に車を運転している状態となった。

　もしかしたら、この運転手の連中が、生きている頃を懐なつかしんでいるのかもしれない。

　私にだけ聞こえる笑い声なのだろう。

　今、道路の横をすれ違った通行人は、タクシーの異常になど全く気付いていない様子だ。

「じゃあ……私……そろそろ降りるね。ごめんね、お金、持ってないから────料金の分だけ──おにいちゃんの身体を増やしてあげる」

　増やす……恐らく、切り刻むという事だろう。

　見ると……いつの間にか、助手席のランドセルの蓋ふたが開いていた。

　中の様子がチラリと見える。白い筈はずの内うち革がわが、血の色で歪いびつに染まっている。しかし、その中に少女の……少女の首は存在しなかった。

　ああ、解わかっている。

　少女の笑う気配は……私の耳の横に迫っていたからだ。

　私は怯おびえる事は身体からだに任せ、視線だけを……視線だけを自分の横に滑すべらせる。

　そして……私は見た。

　少女の顔から──笑みが消える瞬しゆん間かんを。

　ああ、これはきっと、殺すという合図なのだろう。

　モウダメダ。

　ダメダ────────




「え……ッ？」

　だが──

　私が次に聞いたのは、少女の口から漏もれた意外な一言だった。




「……なに……これ……」
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「でもさぁ。クラリタスって本当に酷ひどいよね？　あそこで急にタクシーを止めたのって……巻き込まれるって思ったからでしょう？」

「ハハーハァ」

　お茶ちや菓が子しを探しに行った針山さんを余よ所そに、ボーカルの少女は仲間である白人男性の頭をペシペシと叩たたく。

　クラリタスと呼ばれた男は、それまでと同じように無反応のまま過ごすだろう。チームのメンバーであるコダマとストレーガはそう思っていたのだが──

　彼はガバリと顔を起きあがらせると、血走った目でコダマ達に向かって口を開く。

「馬鹿な事を、馬鹿な事を言うな。何度も何度も何度も何度も馬鹿な事を言うな何度も。私は、私は貴様達のように、視みえてはならないものが視えてしまう異常者とは違う。少女？　悪あく霊りよう？　フン！　自じ慢まんではないが、私にはそんなものは視えも感じもしなかったがな！」

　テープレコーダーを早回しにしているかのように、マシンガンのような勢いで言葉の塊かたまりをぶつけ始めた。

　コダマは一いつ瞬しゆんだけ面めん喰くらったような顔をしたが、すぐに気を取り直し、少しふくれたような顔をしてクラリタスに言葉を返す。

「あー、また人のことをおかしいみたいに言った！　もう、信じてないの？」「ハハーハァ」

「いや、そんなことはない！　当然、お前らが『視みえた』というのならば、いたのだろう！　確実に！　そこに！」

　力強い声を叩たたきつけてくるクラリタスにコダマは更に言葉を返そうとしたのだが──

「……あれ？　待って、じゃあ、クラリタス……本当に視えてなかったの？　あの子の事」

「だから私に霊れい感かんはないと言っているだろう何度も何度もだから何度も！　……ああ、やはり貴様らは気付かなかったのか？」

「何に？」

　コダマの問いに答える事なく──彼は静かに首を振りながら、確認するように他ほかの二人へと尋ねかけた。

「ああ……ああ……そう言えば……そういえばコダマ、ストレーガ。お前達が視た……その、お前達には視えたその少女というのは、あのタクシーに乗り込んだのか？」

「うん」

「ハハーハァ」

[image: ]

「そうか……」

　二人の答えを聞いて、無表情だったクラリタスの顔に、初めて感情の色が籠こもり始める。

「……可哀想に」

　運転手ではなく、明らかに自分には視みることのできなかった少女への同情を露あらわにして──カタカタと震えながら、彼は現在の状況を予測した。

「気付いてしまったのならば……今頃、恐ろしい恐怖を味わっている事だろうな」




「あのタクシーに乗ってしまった、不運な悪あく霊りようとやらは……」
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「なに……なんなの……なんなのよこれは！」

　？

　どうしたのだろう。

　もはや諦あきらめの入り始めていた私の耳に、少女の狼ろう狽ばいした声が響き渡る。

「なに……これ……メーターの故こ障しよう……？　でも……基本料金の説明書きにも……え？　何、なんなの。これ……？」

　？　一体何を言っているんだろう……。

　少女は私の事を睨にらみ付けると、緊張を含んだ声でこう告げた。

「読んで……いいからこの料金を口で言ってみなさいよ！」

　なんだっていうんだ、全く。殺すならとっとと楽にしてくれ、見逃すなら見逃してくれ……！

「早く読んで！」

　私はわけが解わからずに──少女に命令されるまま、メーターに表示されている料金を読み上げた。震える口で、よく言えたものだと思う。




「りょ……りょりょ……りょろ……料金は……せ……せんらいひゃくらいじゅう円です！」




「なによ……なによそれ！　ちゃんと読みなさいよ！　この状況でどうして巫ふ山ざ戯けてられるの！　自分の立場が解ってないの!?」

「へ……へ？」

　なんでこの幽ゆう霊れいは怒っているのだろう。

「らいって……らい百らい十円ってなによ！」

　何って……『らい』は『らい』だ。

「この……この、ひらがなの『し』を角かく張ばらせたような……アルファベットのＬみたいな数字は何……？」

「だ……だ、だから。『らい』ですよ。いち、にい、さん、しい、ごお、ろく、らい、はち、ねえ、じゅうの……らいですよ」

「……『ねえ』って……。『ねえ』って何よ！　『なな』は!?　『きゅう』は何ど処こに行ったのよ！」

「……なな？　きゅう？」

　なんでこんな事で殺される前に怒鳴られてるんだろう。この子は……数字もろくに数えられないのだろうか？

　少女は車内をもの凄すごい勢いで見回し、助手席の下に落ちていたスポーツ新聞に目を付ける。

　新聞はひとりでに宙ちゆうを舞い、私の横にある少女の首の前で静止する。

　そして──それを一目見るなり、少女は更に困こん惑わくの強まった声でわめき立てた。

「何よ……この新聞の日付……」




「16月３日って……『16月』って……何よ……!?　なんなのよ……!?」
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「どうしたんですかクラリタスさん。また異次元にいる自分の夢でも見ましたか？」

　お茶ちや菓が子しを運んできた針山さんは、興奮しているクラリタスの前に湯飲みを置きながら尋ねかけた。

「前は……なんでしたっけ。異次元にいる自分が変なテストを創つくって霊れい感かんをチェックしてたとかなんとか……また別の世界じゃ神様の泡あわの悪夢がどうたらとか……」

　そんな針山さんの言葉を遮さえぎるように、クラリタスは勢いよく立ち上がりながら針山さんの肩かたをガシリと摑つかむ。

　そして、話の流れを全く無視した言葉を紡つむぎ始めた。

「……仮に、仮にだよ針山さん！　考えてみて欲しいだけなんだ私はただ考えて欲しい！　仮にだ！　幽ゆう霊れいになってしまった存在が、自分が『恐怖』を与える側になった存在は、一体何に恐怖すると思う!?　いや、違う、思うんじゃだめだ！　推理だ、推測、ロジックの末の帰結を聞きたいのだよ私はただ単に単に単に！」

　頭を抱かかえてテーブルに突っ伏しながら、視線は針山さんの眼鏡めがねの奥に絡からみついて離れない。

「霊れいは……霊はね、基本的には生きている人間と同じなんだ。自分達の知らない物に恐怖を覚える。自分の常識を覆くつがえすような……例えば、人間にとっての霊だとか妖よう怪かいだとかのような……『よくわからない物』に対して物もの凄すごい恐怖を覚えるんだよ。自分の情報を、過去を、常識を突き崩くずされるわけだからね！　そして、そして彼らは恐れるわけだ！　自分がこのまま情報という肉体を粉々に打ち砕くだかれて消えてしまうのではないかと！」

　そんな鬼き気き迫る表情を見た後も、針はり山やまさんは微み塵じんも嫌けん悪お感や恐怖を示さずに、

「はあ」

　どうして今そんな話をしているのかさっぱり解わからなかったが、針山さんはとりあえず頷うなずいておいた。

　クラリタスは再び先刻の事を思い出したのか、カタカタと震えながら、

「あのタクシーは……私達の乗ってきたタクシーはね、針山さん！　明らかに、明らかにおかしかった！　タクシーの幽ゆう霊れいだとかじゃない、もっと……もっと霊れいよりも異質な……！　少し……ほんの少し違うだけなんだ！　だからこそ、だからこそ────」





★






少女という情報の独白




　──私は、殺された。

　タクシーの運転手に、首を絞しめられて。しめられて。シメラレテ。

　自分ではそう認識している。

　そう記き憶おくしている。

　間違いかもしれない。他ほかの……周囲を漂ただよう霊と交わった際に混こん濁だくした記憶かもしれない。




　自分がどういう存在なのかは認識している。

　幽霊だ。殺される前は人間だった。

　人間として生きて動いていた。

　私は自分を殺したタクシーの運転手に復ふく讐しゆうを果たす為に、魂たましいをこの世界に留とどまらせ続けた。

　相手に恐怖を与える事で、相手の魂を揺さぶり、自分と同調させ──相手が私に恐怖している間に、殺し、更なる恐怖と孤独を与え、相手の魂を支配する。

　そうやって、私は力を付けてきた。

　……その実、復讐は簡単に終わった。

　最初はせいぜい、自分の姿を見せて事故を起こさせるぐらいだったのだが──最初に事故を起こさせて殺したのが、自分を殺したあの運転手だった。今もタクシーの後ろに、道に吐はかれたガムのようにへばりついている。いい気味だ。

　だが──一通り満足した時に、私は急に恐くなった。

　復ふく讐しゆうが終わった私は、どうすればいい？

　いや……どうなるのだろう？　と。

　なんの為に存在している？

　自分は魂たましい、霊れいという存在だ。この世でやることが無くなったら成じよう仏ぶつ……成仏？　天使もご先祖様も迎えに来ないのに、あの世なんてもの、本当にあるの!?

　恐くなった私は──この世に留とどまり続ける事にした。転生という物があるのか試そうとして、赤ん坊や妊にん婦ぷの周りをうろついた事もあった……。最初はまだ子供としての知識しか持っていなかったけれど……殺した運転手や、周囲を漂ただよう自分と似たような何かと魂を同調シンクロさせてきて……知識を奪ってきた。そして、その知識が思いつく限り──生まれ変われないか、天国へ行く事はできないか……あらゆる手段を試してきたのに、結局どうする事もできなかった。

　恐い。

　このままこの身体からだが壊こわれてしまったらどうなるのだろうか。私の意識が途と切ぎれて……永遠の闇やみ……いや、闇すらもない、ただの消失。

　恐い。恐い。恐い──

　もしくは、周囲を漂う自分と似たような者達のように……徐じよ々じよに希き薄はくになって、結局自分を失ってしまうのだろうか。

　嫌いやだ、そんなのは嫌だ。

　だからこそ……だからこそ私は、目的を見つけた。殺す事を……タクシーの運転手の全すべてを憎にくみ、蹂じゆう躙りんし、恐怖を与えた上で殺す事を自分の命題とした。

　殺す度に自我が強まり、自分の魂の色が濃こくなっていくような気分になった。……いや、実際にそうだったのだろう。殺せば殺すほどに……私の事を感じる人間が増えてきたのだから。




　そして今日も、全て上う手まくいく筈はずだった。

　こいつを殺せば終わる筈だった。

　なのに……！

　それなのに……！

　違う……！

　違う！　違う！　違う！

　このタクシーで見ている物は……私じゃない！　私の知っている記き憶おくと……私の常識と、私の知っていた世界と違う！

　見たこともない数字、見たこともない日付。

　新聞の文字を見ても、見たこともないひらがならしき物がいくつも見受けられた。

　新聞には、北極と南極の冷戦が解除されたと書いてある。北極と南極に国などあっただろうか？　見れば、北極にあるノーリアという国が世界最大の軍事国家であるかのように書かれていた。

　違う、ない、ない、今まで私が吸収してきた知識と違う。私は「らい」とか「ねえ」なんて数字は知らない！　16月なんて知らない！

　噓うそだ、これは全部噓だ！

　私は現状を打破する為に、一刻も早く運転手を殺す事にした。

　早く殺して、このタクシーから離れなければ……噓が、現実になってしまう！

　怯おびえた私は、自分の内面から、車内という空間に意識を戻す。

　だが、その瞬しゆん間かん──

　私は、更なる異常に気が付いた。




　タクシーの周囲にへばりついていた、私が殺した運転手達。

　彼らの笑い声が聞こえなくなっている事に。

　そして……その姿もかき消えている事に。

　馬鹿な、あいつらはまだ……消える筈はずがない。

　私は自分の身体からだが歪ゆがみ始めるのを感じながら、恐怖を紛まぎらわせる為に、消えた亡もう者じや達の姿を探して外を見た。

　次の瞬間──強い後悔に襲われた。

　外の景色など、見なければ良かったと。




「ここ……どこ……？」
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「ある種の呪のろいというのは、情報の奪い合いだ。相手の過去から未来に至るまで、記き憶おくから病理細胞のＤＮＡに至るまで、その存在をその人生を証明するすべての情報を奪い合い干かん渉しようし合い壊こわし合うんだよ時にそれは恐怖と呼ばれるものとなって」

　針山さんの肩かたをガシリと摑つかんだまま、『ジョン＝デルタ』のリーダーは怯おびえた目つきでブツブツと語り続けた。

　意味があるのかどうかも解わからない、霊れいに関する奇き妙みような論を。

「考えてもみろいやさ考えてみてください。我々は死んだら幽ゆう霊れいになるとしよう。だが仮にそれを受け入れたとしてもだがしかし受け入れようがなんだろうが……君、考えてもみろ。幽霊はどう思うだろう？　『もしも自分が壊こわれてしまったら、自分の自我はどこに行ってしまうのだろう』……そうさ人間には死後の世界があるが……」

　日本語として破は綻たんしている台詞せりふを聞きながらも、針はり山やまさんは相手の言葉をゆっくりと嚙かみしめながら言葉を返す。

「幽ゆう霊れいには、その先がない、と？」

「あるいは転生するのかもしれないが、誰も解わからないし……コダマやストレーガが視みてる物の話を聞くに、霊れいの間で宗教が流は行やっているようには思えない。そう……普段幽霊達は……自分達がこれ以上殺される事は無いと思ってる！　だからこそ、だからこそ！　彼らが自分の危機を感じた時の恐怖たるや──」

　そこで一いつ旦たん言葉を止め、全身をゾクリと震わせてから、最後の言葉を吐はき出した。

「恐らく、人間には理解することはできないレベルではないかと──私はそう推測する」
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「どこ、どこなの……ここ……違う……違う！　私の知ってる町じゃない！　よく似てるけど……よく似てるけど……違う！」

　勘かん弁べんしてくれ。

　もう勘弁してくれ。

　この少女は……幽霊は……一体何をさっきから叫んでいるんだ。

　殺すならもうひと思いにやってくれ。

　助けるなら助けてくれ！

　理性はそう叫びたかったが、感情は完全に私を置いてけぼりにして、口元をガクガクと震わせているだけだった。

　少女はひとしきり叫び終えたかと思うと──バックミラーに映る自分の姿を見て、先刻よりも更に情けない悲鳴を上げ始めた。

「いや……いやぁ……いやぁ……。鏡の中の私……歪ゆがんでる……歪んでるよう……！」

　少女の言葉に触しよく発はつされ、ちらりと彼女の方に視線を向けると……確かに、少女の顔は先刻とは大分変わっていた。

　口からは血をこぼし、顔は紫むらさきに鬱うつ血けつし、眼球は……。

　……。

　これ以上は見たくなかった。

　まるで……まるで死人の顔だったからだ。

　死人の顔に、恐怖に歪んだ表情が張り付いていたからだ。

「殺された時の……顔に……！　いや、いや、戻りたくない！　あの時みたいに……死にたく……死にたく……でも……あの時の……生きてた時の私は本当の私なの!?　違うのに……私の記き憶おくと……世界が……どうしてずれてるの!?　……え？　……あれ？」

　相変わらず何を言っているのか解わからなかったが──少女は一いつ瞬しゆん静かになったかと思うと、感情を喪そう失しつしたような声になって呟つぶやいた。

「鏡……どうして……？　この……鏡……どうして？　左右が……どうして……どうしてこの鏡、左右が逆にならないで映ってるの!?」

　またわけの解らない事を……！

　何が……何がどうなってるんだ！

　私はようやくろれつが回るようになってきた口を動かして、なんとか自分の思う所を叫ぶ事に成功した。

「か……鏡が……左右逆に映るわけないだろ！」

「いやぁ……いやぁぁぁぁぁぁぁぁあああぁぁぁぁ……もういやぁだぁぁぁああぁぁぁぁぁ」

　駄だ々だをこねる幼子のような叫びを上げながら、少女は私に対して叫びかける。

　恐怖を微み塵じんも隠かくそうともせず、同じように恐怖している私に向かって、躊躇ためらう事無く悲鳴を浴びせかけてきた。

「ねぇ……なんなの!?　私は……私はなんなの!?」

　こっちが聞きたい！

「たすけて……おにいちゃん、助けて！」

　助けて欲しいのは……助けて欲しいのはこっちの方だってのに……ッ！




　──気が付くと、私は自分が見慣れた場所を走っていた。




　駅前の通りだ！　このまま……このままロータリーの所まで行けば、会社の仲間が……！　生きている仲間に会える！

　もしかしたら助かるかもしれない。

　希望が湧わいてきた私とは対照的に──

「……殺さないで……運転手さん、殺さないで……苦しいよう……」

　少女の声には、もはや絶望しかなかった。

　いや、絶望すらもそこには残っておらず──まるで、本能が叫ばせているような懇こん願がんの呟つぶやきだけが────

「痛いよう……痛い……よう」

　私はそこで少女の声から意識を背そむけた。

　耐えきれない。

　何が起こっているのかはさっぱり理解できない。だが、少女の悲痛な叫びが耐えられなくなって、私はその声を聞かない事にした。

　……それでも鼓こ膜まくに入る叫びは止められない……そう思っていたのだが、なぜか……私は彼女の声を拒否しようと思った瞬しゆん間かんから、本当に彼女の声が小さくなったように感じられた。

　また私を罠わなに嵌はめようとしているのかもしれないし、もしかしたら本当に弱っていて、心底助けを求める声かもしれない。

　だが、知った事じゃない！

　こいつは私を呪のろい殺そうとしたんだぞ！

　……だが……。

　断だん末まつ魔まを叫ぶ少女の眼め。怯おびえた子供そのままの眼を見て、少しだけ罪悪感にも駆かられた。

　それ程の恐怖と苦しみが、少女の叫びには込められていた。自分を殺そうとした相手だというのに、思わず哀れんでしまう程の……相手が子供という事もあるだろうが……断末魔というのに相応ふさわしい叫びが……私に逃げる事すらも恐ろしく感じさせる。

　しかし……結局私は動く事ができなかった。

　そう──何もできない。

　何もできないじゃないか！

　私に何ができるって言うんだ！




　もう、足を摑つかんでいた彼女の手の感覚は感じない。

　耳から手を離すと、既すでに彼女の声は聞こえなくなっていた。

　駅前ロータリーのタクシー乗り場にたどり着いた私は、そこに車を停車させる。

　それと同時に、私はハンドルから手を離し、彼女の顔を見ようと──

　顔を……見ようと……

　顔……

　私が振り向いた時、既に彼女の姿は無く──赤いランドセルが助手席に置かれているだけだった。

　もう、少女の声は聞こえない。

　少女の気配も感じない。

　やがて私は、車内の温度が急に暖かさを取り戻すのを感じ……ランドセルの姿も、いつの間にか消え失うせてしまっている事に気が付いた。




　そこに少女が居たという痕こん跡せきは殆ほとんど消え去り──後に残されていたのは、助手席に染みついた、大きく濡ぬれた跡あとだけだった。

　昔から語られる怪談のように、シートがグッショリと濡れているという奴やつだ。

　だが、怪談と一つ違ったのは──

　そのシートが、真まっ赤かな鮮血によって濡れていたという事だろうか。

　赤く、赤く──

　その赤さは、私に何かを訴えかけているかのように。
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　呆ぼう然ぜんとしていた私の耳に、後部座席のドアを叩たたく音が響き渡る。

　……客だ。

　正直、もう誰も乗せたくなかったが、このまま赤い染しみと二人きりというのにも耐えられそうにない。

　後部座席だけで収まる人数だったら問題ないだろう。私は客が二人という事を確認して、心臓を落ち着かせながらドアを開いたのだが──




「じゃ、タクシー代はムムの奢おごりね！」

「ルーは本当にワガママだなあ」




　……？

　？　？　？

　あれ……？

　こいつら、昼にここまで乗せてきた子達じゃないか？

　もう用事は済んだのだろうか。それにしては、少し顔かお形かたちが変わっているような気がしないでもない……。

　彼らはタクシーに乗り込むと、朝に彼らを乗せた場所の近所を指名してきた。

「ねえムム、タクシーにまつわる都市伝説……知ってる？」

「ああ、最近噂うわさになってる奴やつだろ？」

　……？　あれ？

　その話、行きのタクシーで……？

　私は、もしや今度はタイムスリップにでも巻き込まれてしまったのだろうかと思って駅前の時計を見たが、時は私の感覚に対して正常に刻まれている。

　やはり別人なのか……？

　……あれ？　駅前の様子……さっきとまた変わってないか……？　昼は『随分変わった』と思ったのに……なんだか、今は昔のままに見えるぞ……？

　ああ、何がなんだか、さっぱり解わからない。

　私が見たものは、全すべて幻覚だったんだろうか？　だが、紙さ幣つ入れの中には確かにあの白人から貰もらった一万円札が入っている。

　……疲れている。それだけのことだろう。

　助手席の赤い染しみは、会社になんとか言い訳するとして……。

　ああ、今日はもうあがろう。

　そして、早く眠ねむるとしよう。

　できれば、部屋の電気はつけたままで……。
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「この辺りを走るタクシーはね……ある順路を回ると、この世界とよく似た、平行世界に飛ばされちゃうんだって……。ほんの１時間ほどの間だから、気付かない事が多いらしいけど……。そこでは、こっちの世界とほんの僅わずかに違うところが色々あって……それに気付きすぎると、戻って来られなくなっちゃうんだってさ！」

「ああ、最近のタクシー失しつ踪そう事件で生まれた都市伝説だろ？　それって」

「んー……でも、昔からあったみたいだよ？　駕か籠ご屋の提灯ちようちんや牛車の明かりでも……」

「牛車の時代に、ここって発展してたの？」

「それがさ……」

「うんうん……」

「……」

「……」




　若い男女は、後部座席で楽しく語らう。

　自分達の日常を満まん喫きつし、忌いまわしい過去を洗い流そうとするように。




　今のタクシーが、常識を超えた経験をしてきたという事にも気付かずに────





『としれじぇ２　～たくしぃえれじぃ～』──完















間章１　禍まがいもの







　私は、別に、違う、の、です。

　殺すつもり？　そんなものは、無かった。

　ただ、ね。ほら、ちょっとあの女の子が生意気だったから、うん。

　そもそも、小学生が一人でタクシーなんて、その時点で生意気なん、です。

　だから、しょうがないんだ、です。私は、それを、お客様である、の糞くそ生意気なメス猫ねこに、教え込む、そう、です。

　いや、違う、です。メスとか、そういうの関係ない。です。

　です。……です。

　私、ロリコンの変態違う。ペドフィリア、違う。違う、です。

　そんなつもり、は、なかったのです。ないのです。

　これからもです。これまでもです。です。はい。

　私は、違う、違うんです。無かったんです。別に、彼女を、どうこうしようとしたわけじゃなくて、イラ、イラ、してた、だけなんです、です、です、子供の癖くせに、子供の癖にタクシーなんかに乗るから子供の癖に妙みように礼れい儀ぎ正しいから腹立たしかったんです子供らしくないからいちゃいけないと思ったからお仕置きをしようとして首を軽くしめて殺そうとしただけなんです。はい。殺そうとしただけで、その、殺すつもりなんてなかったんです。

　眠ねむい。眠い。眠い。眠い。眠い。

　ああ、こんなに、眠い、のに、どうして、横に、なれないの、ですか。

　私はただ、タクシーの運転手になりたかっただけなのに。

　でも、二種免許なんか、難しくて、とれない、のです。

　眠い。眠い。眠い。眠い、の、です。

　だから、です。

　だから、だから、だから畜ちく生しよう、です。しょうがねえじゃないか、です。

　あの偽にせタクシー造るのに、どれだけ、金を使ったと思ってやがるです。

　うまくいってたのに、あの糞くそ生意気なガキが、全すべてぶち壊こわしやがった……です。

　眠い。眠い。眠い。眠い。どうなってるんだ畜生畜生畜生こんなに眠いのに眠れないなんてずっとずっともう何ヶ月も、なんで、いつから、だ、です。

　眠い。眠い。眠い。

　あのガキが、あのランドセル背負った雌めす犬いぬが、私が、俺おれが、俺を、俺が、俺は、俺が、偽にせ物もののタクシーの運転手だなんて気付くから、いけない、です。

　生意気、でした。

　殺し、ました。

　殺して、埋うめて、すっきり、したはずなのに。

　どうして、また、あのガキが、俺の、私の、俺の私の眠い俺の私が俺のタクシーにタクシーに乗って乗って載って野のってノのって之のって来てきてきてきて眠い眠い眠い眠い眠い眠いどうすればこの眠気が覚める、ですか。ずっと悩んで、苦しんで、でした。

　あのガキが、死んだのに、乗ってきて、私、俺を、殺し、ました、です。

　です……です、です。眠い。です。眠いです。

　眠い、でも、終わる、です。

　あれからずっと、ずっと、私、俺、あのガキに捕つかまってた、です。

　そのガキ、変なタクシーと一緒に、どこかに消えた、です。

　消えた、消えた。

　……こない。でて、こない。




　…………。




　…………。




　眠ねむ気けが……少し、覚めましたよ、お客さん。

　ほんの……少しだけですけれど。




　返事がありませんねえ。

　……聞こえませんか？

　まあ、それだけ血が出てればねえ。

　そろそろ、目も見えなくなっている頃でしょう？

　でも、大丈夫ですよ。経験者として言わせてもらいますけどね。

　完全に死ねば、また聞こえるようになりますから。

　まあ、すぐに私に喰われる事になるんですから、大した時間にはなりませんけどね。

　でも、まあ、聞こえなくても聞いてくださいよ。

　あのガキがどこかに消えて、死んでから初めて自由になれたんですよ。

　幽ゆう霊れいなんて信じちゃいませんでしたけど、こうなってみると嬉うれしいもんですねえ。

　あの世って奴やつはどうやら無いみたいですけど、それもまた嬉しいですよ。

　なんせ、もしも天国だの地じ獄ごくだのがあったら、私は完全に地獄行きでしょうからねえ。

　ああ、ああ、眠気をもっと覚ましたいんですよ。なんせ、こんな状態になってから……眠り方が解わからないんですよ。

　だから、眠気を覚ますしかないんです。

　その協力をしてもらったんですよ、お客さんには。

　あのガキを絞しめ殺した時……その、なんていうんですかね、もう目がギンギンと冴さえてねえ、心臓の鼓こ動どうもバクバクいってましたが……人生の中であれほど意識がハッキリとして、世界の全すべてに集中した瞬しゆん間かんはありませんでしたよ。

　ですから、その……お客さんを殺せば、あの時と同じように目が覚めるんじゃないかなって思ったんですよ。それで、この幽霊って状態のイロハも解らないあんたの魂たましいを、無理矢理押さえつけて私の力にしようってわけですよ。あのガキがやってたみたいにね。

　……おっと、そういや『あのガキ』なんて言っても誰の事か解る筈はずないですよねえ。

　やっぱりまだ寝ぼけているみたいですねえ。すいませんね、お客さん。

　ま、その辺りは後でおいおい理解して貰もらうとして……

　まだ死なないんですか、しぶといですねえ。

　……おや、そう言った途と端たん、息が弱くなってきましたね。

　ああ、料金は結構ですよ。

　さっき寝ぼけて言ったかもしれませんが……

　私、実はタクシーの運転手でもなんでもありませんから。




　しかしね、信じて貰もらえないかもしれないですけど、今は気分がいいんですよ、私は。

　絶対に居るはずの無いと思ってた幽ゆう霊れいに、自分がこうしてなってるんですからねえ。

　いやいや、世の中捨てたもんじゃないですよ……今なら、宇宙人だってネッシーだって雪男だって信じられる。世の中には完全な空想の産物なんてないんじゃないかってぐらい。

　……ああ、でも、でもね、お客さん。

　あれは駄だ目めだ。あれは信じられないよ。

　ハリウッド映画とか、日本でいえば特とく撮さつっつーのかね、ああいうのに出てくる……その、なんだ。『正義の味方』って奴やつか。変身したりして悪い奴らと闘うあれだよ。

　それだけは信じられないねえ。お客さんだって同意するでしょう？

『正義の味方』なんてものが実在するんだとしたら──

　私が殺したあの小こ娘むすめも、今の貴方あなたも、その正義の味方に助けられてる筈はずですもんねえ。

　いやいや、それとも、ああいう人達は『悪の組織』って奴と闘うのに必死で、あなたや小娘みたいな木こっ端ぱを助けてる暇ひまはないとでも言うんですかね。

　だとしたら、それも笑える話でしょう。世界の平和を守ってるのかもしれないけれど、実際死んだ奴にとっちゃ警察以下だ。

　そう考えると、『悪の組織』ってのはダムに毒を投げ込んだり、幼稚園バスをジャックしたりする無意味な行動にも意味があるのかもねえ。

　ヒーロー様がそんな下らない茶ちや番ばん劇に構っている間に、こうして貴方は死にゆくわけだ。

　確かに、完全な正義も完全な悪も幽霊や宇宙人以上に架か空くうの存在と言えるかもしれませんねえ。どう思います、お客さん。

　……お、瞳どう孔こうが広がってきましたねえ。そろそろですか。

　あの小娘も、死ぬときはそんな感じでしたから。ハハ。

　ああ、そうだ。

　領収書はご入用ですかね、お客さん？





『柏木クロスの真っ赤な死』へ続く









[image: ３７５６４人目の悲劇　ジャンル『雑魚戦闘員』]










　強くなりたい。

　ただそう思っていただけなんだ。

　他ほかに何もいらなかった。

　何も、何も、何も。

　護まもりたい人がいたわけじゃない。

　貫きたい信念があったわけでもない。

　ただ、俺おれは──




　理由もなく、強くなりたいだけなんだ。





∞






「聞いてもらっても、いいですか」

　女は、男の横に静かに腰こしを下ろしながら口を開く。どこか照れているようで、頰ほおを軽く染めながら周囲を気にするようにキョロキョロと眼めを動かしている。

「なんだ？」

　興味を示しているのかどうか解わからない男の声に対し──女は、静かに言葉を紡つむぎ出す。

「ええと……私、昇進する事になったんです」

　そこで男は、初めて女の顔に向き直る。女はそんな男の様子を見ながら、嬉うれしそうに嬉しそうに言葉を続けた。

　幸せそうな笑顔で、異常極まりない言葉を。




「私……これで、これで怪人になれるんです！」




　それに対し、男の方はしばし無言だった。

　女はしばらく反応を待ったが、やがて諦あきらめたように立ち上がる。

「あ、あの、それだけです！　すみません……休きゆう憩けいのお邪じや魔まをしちゃって……」

　少し残念そうに笑いながら、女はそそくさと『彼』に対して背を向ける。

　だが──去り際に、その背中にやはりぶっきらぼうな声がかけられた。

「……おめでとう、な」

「！」

「がんばれよ」

「……はいッ！」

　女は今までの中で一番明るい笑顔を浮かべ、男に対して力強く頷うなずいた。まるで、昇進した事よりも、その男に声をかけられた方が嬉しいとでも言うかのように。

　だが、やはり男の表情は窺うかがいしれなかった。

　その場所が暗かったというわけではない。

　単に──男の顔が、奇き妙みようなマスクに覆おおわれていただけだ。

　ただ、それだけの話なのだ。




　ここは、秘密結社『クロック』の総本部。

　多た摩ま湖この湖底より、更に地下深くに建設されたその地下施設には──文字通り、テレビやマンガに出てくるような、『怪かい人じん』や『戦闘員』が闊かつ歩ぽしている。

　その総本部の隅すみにある倉庫の更に隅、暗がりの中に、『彼』は静かに座っていた。

　組織のヒエラルキーの最下層に存在する、下級戦闘員の一人として──。




『クロック』の下級戦闘員。

　彼らに名前はない。

　彼らに過去はない。

　彼らに未来はない。

　彼らに希望はない。

　彼らに権限はない。

　彼らに野心はない。

　彼らに権利はない。

　彼らに自由はない。

　彼らに選択肢しは存在しない。

　ただ一つ。組織の為に死ぬという事を除いて。

　それが、組織の使い捨ての道具である戦闘員達の不ふ文ぶん律りつであり、運命でもあった──

　──筈はずなのだが──

　運命の歯車は静かに狂う。

　たった一人の、やはり名も無き戦闘員の登場によって。





∞






関かん越えつ自動車道・所ところ沢ざわ付近　バス車内




「おとなしくしないと、前の方に座ってるガキの首からチョン切っていくぜぇー。ギヒ、ギヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒ！」




　それは、楽しい遠足となる筈だった。




「ギヒヒヒヒ、大人おとなしくしな、ガキども！」

　下げ卑びた笑いと共に叫んだのは、奇き怪かいな外装と体たい軀くを持ち合わせた、化ばけ物ものとしか呼べない存在だった。

　しかし、単純に化物というにはあまりにも人間を思わせるフォルムをしており、なにより、日本語を流りゆう暢ちように操っているのが不自然だった。

　全身を赤い外骨格に包み、右手は人間のそれだが、左手はまるでショベルカーの先せん端たんのような大きさの、カニやザリガニを思わせるハサミが取り付けられていた。

　その奇き妙みような怪かい人じんの横には、サブマシンガンを持った黒ずくめの男が二人、更に、バスの通路に同じような格好をした男が一人、徒と手しゆ空くう拳けんで待たい機きしている。

　黒く染めた軍人風のズボンに上半身をスッポリと覆おおうシャツ。頭にはマスクとフルフェイスヘルメットが融ゆう合ごうしたような奇妙な被かぶり物を嵌はめていて、体の露ろ出しゆつ部分はまったく見られない。

　パーキングエリアに停まっていた、小学校の遠足帰りのバスに乗り込んできた怪人達。

　抵抗をする暇いとますら与えられず、あまりにもあっさりと──私立所沢祭さい媛えん小学校６年１組は、悪の組織にバスジャックされることとなった。




　子供達は最初何が起きたのか解わからず、皆一様にキョトンとした表情を見せていた。

　何かのアトラクションだろうか。

　そう考える子供達も多かったが、目の前の怪かい人じん達が放つ嫌いやな気配に、子供達はそこに『噓うそ』が無い事を感じ取り──どうしようもない不安が、徐じよ々じよに恐怖へと上書きされていった。

「ギヒヒヒヒ！　運が悪かったなぁ？　ガキども！　貴様らはこれから改造手術を施し、我らが秘密結社『クロック』の新兵にしてやる！」

　自分から秘密結社の名前を叫ぶ怪かい生せい物ぶつだが、子供達の大半はそんなことを聞いてはいない。

「見せしめに一人ぐらい殺してやるってのもいいよなあー？　窓から高速に投げ込んでやれば、さぞ軽快に死体が撥はねるだろうぜ！」

　右手でカニのような己おのれの左腕うでをさすり、怪人は舌したなめずりをするように声をあげる。

　その様子を見ていた子供達や引いん率そつの教師は、カニ怪人の噓とは思えぬ言葉に恐れ、気の弱い何人かが目に見える程の勢いで震えだした。




　だが──後部座席の一部では、なんとも緊張感の無い会話がささめかれていた。

「わあ！　見て、僕達のバスについてくるバンがあるよ！　あれがきっと、あの人達をパーキングまで運んできたんだよ！」

「へえー」

[image: ]

　一人は、好奇心の塊かたまりといった瞳ひとみで状況を楽しんでいる男子。もう一人は──黄おう緑りよく色しよくの髪かみと水色の瞳を持つ、国こく籍せき不明の美少女だった。

　奇き妙みような会話をする男女に興味を持ち、謎なぞの組織の『戦闘員』は、ゆっくりとその二人に歩み寄っていった。

「ねえ、なっちゃん……あのカニの人、なんで赤いんだろうね？　ゆでられてないのに」

「どうしてかなあ」

　全く緊張感の無い会話になったところで、下級戦闘員はゆっくりと顔を最さい後こう尾び座席の子供達に近づけ──小声でそっと呟つぶやいた。

「はじめての大仕事だから、照れてんだよ」

　そこでようやく、少年少女は戦闘員の接近に気が付いたようだ。

　一いつ瞬しゆん驚いた顔を見せたが、少年は無機質なマスクに対して好奇心に満ち溢あふれた瞳を向ける。

「凄すごい！　お兄にいさん、『イー』以外も喋しやべれるの？」

　小声ではしゃぐ少年に、戦闘員はマスクの下で苦笑を浮かべる。

　かつての自分を思い出しながら、戦闘員は少年に対して何か話しかけようとしたのだが──

　バスの天てん井じようから響いた衝しよう撃げき音に、バスの乗員達が一いつ斉せいにそちらに目を向ける。

　続いて、何かが湧わき立つ音がしたかと思うと──天てん井じようの一部が円を描くように発光し、その内部が一瞬にして蒸発した。

　子供達は何が起こったのかよく解わかっていないようで、僅わずかなざわめきは、天井の穴から響き渡る風の音にかき消された。

「とぅッ！」

　威勢のいいかけ声がバスの中にこだまし、その穴から一つの赤い影が飛び込んできた。

　全身に赤いコスチュームを纏まとい、戦闘員達と同じように顔を隠かくしているが、こちらはハッキリと顔の存在を意識したデザインとなっており、フルフェイスのヘルメットを顔にフィットさせたような形状をしている。

　外見の九割が赤に包まれたその男は、熱苦しいまでの熱意を込め、バスの先頭にいるカニの怪人に名乗りを上げた。

「そこまでだ、『クロック』め！　子供達を誘ゆう拐かいしようとは──ゆるせん！」

　時代がかった台詞せりふを吐はく謎なぞの『ヒーロー』に、一層混乱の深まる車内。

　カニ怪人はどうやら赤い男を知っているようで、不ふ敵てきな笑みを浮かべながら左腕のハサミを振りかざした。

「くくく……馬鹿め、このガキどもは囮おとりに過ぎん！　先さき走ばしって一人で来るとは愚おろかな奴やつだ！」

　それを皮切りに、狭せまい車内での戦闘が始まる。

　テレビで見た、『ヒーロー』の戦闘シーン。

　人ひと質じちを傷つけることなく、華か麗れいな絶ぜつ技ぎで敵てきを屠ほふる赤いヒーロー。




　──いや……そんな光景は、訪れない。




『彼』がそう考えた時──既すでに『彼』の前には、赤い戦士が振り向きざまに放った蹴けりが迫っていた。

　まずは後方の雑ざ魚こを一いち撃げきで倒し、そいつを盾たてにしながら銃じゆうの二人に突進してやろう。

　赤いヒーローは、そう考えていた。

　だが──『彼』は──車両後部で少年達の会話に参加しようとしていた戦闘員は──赤いヒーローが立てた算さん段だんと、彼の己おのれの強さに対する自信と、そして……その『強さ』そのものを、完かん膚ぷ無きまでに打ち砕くだくことにした。




　パシッ




　軽い音が響いたかと思うと──馬や牛をも屠ろうかという勢いの蹴りが、目の前の戦闘員の片手で簡単にいなされてしまったのだ。

「なッ……!?」

　蹴りの勢いの方向を変えられ、赤いヒーローはいとも簡単にバランスを崩くずしてしまう。

　その隙すきを見逃す事無く、空を切った蹴りの下をくぐるように赤ヒーローと密着する戦闘員。

　息がかかる程の距離で、彼は眼前のヒーローに向かって、小声で呟つぶやいた。

「……馬鹿か、お前。ガキを……殺す気か？」

「なッ……!?」

　レッドは思わず動きを止めた。その隙を逃さず、カニ怪かい人じんは勝ち誇ほこった声で手て下したに命令する。

「でかしたぞ！　いまだ！　撃うてぃ！」

　マシンガンを構えた部下達は、上じよう司し（？）であるカニ怪人の指示通りに、サブマシンガンの引き金に指をかけた。

「しまった！」

　今からでは避さけようがない。仮にかわしたとしても、バスの中の子供達に当たってしまう。……いや、仮に微び動どうだにしなかったとしても、流れ弾だまは確実に当たるだろう。

　──ガキを殺す気か？

　今しがた呟かれた言葉が頭に繰り返される。

　残念な事に、このヒーローに弾だん丸がんを全すべて摑つかみ取るような力がある筈はずもなく──

　バスジャックされた子供達が撃ち殺されて死ぬという、およそヒーロー物ではあり得ない、ある意味とても現実的な展開が繰り広げられる事となった。




　──そう思われたのだが──

　その最悪の事態は、現実をも凌りよう駕がする、異常な展開によって覆くつがえされた。

　レッドは自分に向けて弾だん丸がんが発射される直前──身体からだの横を風が通り抜けるのを感じた。

　轟ごう音おん。

　一いつ瞬しゆん遅れて、硝しよう煙えんの匂においが車内を支配する。

　子供達の何人かは絶叫をあげ、さらに何人かは恐怖によってそのまま意識を失った。

　だが──それだけだった。

　子供達の精神には十分な被害が与えられたものの──放たれた銃じゆう弾だんは、誰も傷つける事はなかったのだ。

　最さい後こう尾びに座る、好奇心に満ちた少年は──その時に起こった事実を正確に目に焼き付ける。

　先刻自分と会話をした、優しい声の戦闘員が──ヒーローの攻こう撃げきを軽く払いのけたかと思うと、風のような速さでバスの前部に移動し──

　轟音が響くと共に、その戦闘員の腕うでが分ぶん裂れつしたように見えた。

　少年の視覚では追い切れない速度で動かされたその戦闘員の両腕は、二人の仲間が放った弾丸の嵐を、全て全て受け止めたのだ。

　豆鉄でつ砲ぽうを受け止めるのとはわけが違う。もし速度が間に合ったとしても、掌てのひらが腕の先ごと砕くだけ散り兼ねない衝しよう撃げきがあった筈はずだ。

　だが──その戦闘員は、上半身をのけぞらせる事も、腕を後ろにそらせることもしなかった。

　そして、ようやく事態に気付いた銃じゆう撃げき手しゆ達が攻撃をやめると、対たい峙じした『彼』も動きを止め、その両りよう掌てをゆっくりと下に開いて見せた。

　掌からは、既すでに弾だん丸がんの形をしていない鉛なまりがいくつもこぼれ落ち、その淡々とした動作の中に、何とも言えない威圧感が滲にじみ出している。

　少年がその芸術的な光景に感動していたのとは対照的に、カニ怪かい人じんと、残された二人の戦闘員はみな、カタカタと震えながら怯おびえている。

　──たった一人の、下級戦闘員に。




「いや、あの……い、いらしてたん、ですか？」

　子供達の悲鳴が収まり始めた時、最初に口を開いたのはカニ怪人だった。

　先刻までの強つよ腰ごしはどこへやら、まるで番長を目の前にしたいじめられっ子を思わせる声で、機き嫌げんを窺うかがうように尋ねかけた。

「きょ……今日は、いらっしゃらないとばかり……ハハ……ハハ」

「なんで、笑ってんの？」

　ピシャリと言い放たれた冷たい返事に、カニ怪かい人じんは全身から汗が流れたような気がした。改造された自分の身体からだにどれだけ汗かん腺せんが残っているのかは知らないが、精神的にも様々なものが溢あふれ出そうとしているのが解わかる。

「いえ……その……申し訳ございません」

「部下に謝るなよ。みっともねえ」

　淡々と語る謎なぞの戦闘員の背を見ながら──赤いヒーローは無意識のうちに唾つばを飲み込んだ。

　この場では最高位と思われたカニ怪人が、あからさまな敬語を使って応対している。

　その下級戦闘員は、首をコキリとならして溜ため息いきをついたかと思うと──既にレッドの前に立っていた。

「……ッ!!」

　一いつ瞬しゆん遅れて、レッドの顔に風がかかる。

「おま……」

　……えは、なにものだ？

　最後まで尋ねる事ができず──レッドの身体が、戦闘機の脱出装置を使ったかのように垂直に上昇し、そのまま自分が空けた穴から車外へと放り出される。

『彼』は一瞬のうちにレッドの襟えり首くびを摑つかみ上げ、実に無造作に上に放り投げた。ただそれだけなのだが、その投げやりな行動とは裏うら腹はらに、人間がまるで床ゆかに跳はね返ったスーパーボールのような勢いでバスから外に飛び出したのだ。

　そのまま後続車両に撥はねられるのではないかと、一部の子供達がバスの窓に目を向けたが、赤い服を着た人間が落ちてくる様子はなく──最さい後こう尾びにいた、戦闘員と会話した子供だけが、ただ一人気付いてた。

　高速道路の上にかかる一般道の鉄橋に落下する、赤く小さな人影を。




　沈黙する車内。しばしの間まをおいて、『彼』は自分の上じよう司しと同どう僚りように向けて口を開く。

「……で、お前らさ……」

「うっ」

「何、この狭せまい中で銃じゆう乱射しちゃってんの？」

「あっ、い、いえその……」

　声をかけられた三人は完全に覇は気きを消し飛ばされており、目の前の部下と仲間に対してあからさまに肝きもを冷やしていた。

「大事な人ひと質じちに当たったらどうすんの？」

「あ……いや、でも、任務は敵てきを倒す事で……」

「……ていうか、俺おれに当たったらどうすんの？」

「ひっ……」

　人間を超越した筈はずのカニ怪かい人じんは今、バスの中で誰よりも誰よりも強い恐怖を感じていた。




　外観的には他ほかと全く変わりの無い、組織の最下層である戦闘員に対して──怪人は、確かに確かに恐怖を感じていた。
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　時は──１ヶ月ほど前に遡さかのぼる。




「フェヒヒ……気分はどうかね？」

　目が覚めると同時に浴びせられた嘲ちよう笑しように、男は朦もう朧ろうとしながらまぶたを開いた。

　まぶしい明かりに思わず眉まゆを顰ひそめるが、彼はすぐに眼球の神経を組み替え、周囲の状況を的確に脳に伝達させる。

　男は固いベッドに皮のベルトで縛しばりつけられており、天てん井じようでは空飛ぶ円えん盤ばんのような照明器具が、自分の身体からだを煌こう々こうと照らしている。

　首が固定された状態で視線を下に向けると、更に部屋の様子が詳くわしくわかる。

　仰あお向むけに寝かされた男は、周りにいる複数の人影と、奇き妙みような機械や手術用具に眼めを向ける。

　眼球と脳の調子は正常だ。

　恐らく自分は完全に正気だろう。

　だが──男はそれでも、自分の置かれた状況に驚きはしない。

　彼にとって──これは、実に見慣れた光景だったからだ。




「クヒャヒャ……さあ、これから貴様には改造手術をうボヒャぁ」

　科学者の言葉は、途と中ちゆうで遮さえぎられた。

　手術台に寝ていた男の拳こぶしが、口の中に半分程ほど捻ねじ込まれたからだ。

　手足を固定していた器具を紙のように引き千ち切ぎり、鉄てつ拳けん一いつ閃せん、科学者の歯を半分程ぶち折ってみせた。彼がやった事はただそれだけだったが、部屋の中の空気を凍こおらせ、時間を止め、支配するには十分過ぎる行為だった。

「ひっ…？」

　助手と思しき白衣の男達が、突然の出来事に揃そろって息を吞のむ。

「き…緊急じたギャアアアアア────ッ！」

　壁に設置されていた何かのスイッチ──恐らく外部との通信機器であろう──に触ふれようとした男の手に、切開用の鋏はさみが突き立った。

　博士を殴なぐり、たった今鋏を投げた男は、まだ二は十た歳ち前後といった所だろうか。

　中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜいで、無む駄だの無い引き締まった筋肉を纏まとっているのが解わかる。

　そして、その暴ぼう漢かんは周囲に対して淡々と、何の負い目もためらいも無く口を開いた。

「服」

　手近に居た男に、要求を手短に突き付ける。

「あ、あの……いや」

「俺おれに着せるつもりだった、ここの戦闘員が着るのがあるんだろ……それでいいからょぉ」

「は……はいぃッッッ！」

　これが、この組織の栄光と挫ざ折せつ……その両方の始まりだった。




　そして、時は一月ほど流れ──
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「……あ、ここでいいです」

　所ところ沢ざわＩＣから一般道に出たバスは、近くに見えたレストランの駐ちゆう車しや場に停車する。

　唐とう突とつにそのドアが開いたかと思うと、中から一人の戦闘員が首をコキリと鳴らして現れた。

　背後には頭を殴なぐられて気絶したカニ怪かい人じんと戦闘員二人が引きずられており、最後にクルリと運転手と教師、そして子供達の方を見ながら──少し自じ嘲ちよう気味な声で謝罪の言葉を述べた。

「……お騒さわがせしました」

　マスクの下で、『彼』は自じ虐ぎやく的に笑っていた。

　本来ならばそんな言葉で済む筈はずはない。子供達の中には、今回の件が強いトラウマになるかもしれない…………とは、『彼』は思わない。

　バスの窓からは何人もの子供達がこちらに眼めを向けていたが──その内の一人だけは、他ほかの子供達と様子が違っていた。

　その少年だけは、『彼』の事を──驚きでも恐怖でもなく、憎にくしみが籠こめられた眼で睨にらみ付けていたからだ。

「……」

　しかし、『彼』は特になんの反応も見せずに、何事も無かったようにバスから遠ざかる。

　一度だけ背後を振り返ると、最さい後こう部ぶの窓ごしに、例の元気な少年と、国こく籍せき不明の少女がこちらに向かって手を振っていた。

『彼』はマスクの下で静かに微笑ほほえみながら、その少年少女に軽く手を振り返し──途と端たんに、切ない気分に囚とらわれた。

　バスの周りにはヤジウマと思しき人混みが生じ、何人かはこちらを凝ぎよう視ししていたが──やはり、『彼』は欠片かけらもうろたえる事は無い。

　彼らは、全てを忘れるのだから。

　何もかも、忘れるのだから。

　騒ぎなど起きはしないし、警察も出てこない。

　それが解わかっているからこそ──戦闘員は、その二人に手を振る事が寂しくて仕方なかった。




　怪かい人じんを拳こぶしの一いち撃げきでのし、ヒーローを軽々とあしらったその戦闘員は──少しだけ寂しげな表情を作り出す。

　だが、その表情も、マスクの下に埋うもれ──誰にも知られる事はなく、ただ、彼自身の中に静かに埋もれていった。
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　秘密結社『クロック』。

　子供達や特とく撮さつファンが見る、ヒーロー物にありがちな悪の組織。

　その外面的な印象を、そのまま現実に具ぐ現げん化させたのがこの組織の特徴だった。

　この『クロック』は──秘密結社と言いながら、堂々と表舞台に姿をさらす。しかも、バスジャックや学校占せん拠きよなど、派手なだけで意味のない事件ばかりを好んで起こす組織だ。

　怪かい物ぶつとしか思えない身体からだを堂々と民衆の前にさらけ出し、戦闘員ですら自己主張の激しいマスクを被かぶらされている。

　それにも関わらず、世間では彼らの事がニュースになった事は無い。

　理由は簡単だった。──彼らの姿を見た者は、皆その事を『忘れて』しまうからだ。

　まるで、彼らが事件に巻き込まれていた時間が、まるまる消し飛ばされてしまうかのように。




「それでクロックか。時間を支配してるつもりか？　実際には時計の方が時間に支配されてるのにな」

　組織の本部。多た摩ま湖この地下に建設されたこの空間は、大学などにある巨大な研究棟とうを思わせる内装だった。地下なので当然ながら窓はないが、必要以上に明るい蛍けい光こう灯とうが、屋内全体を明るく照らし出している。

　任務を終えた戦闘員達が、マスクをしたまま休きゆう憩けい室で次の指令を待っている。

「いや……寧むしろ時間の下げ僕ぼくって言い方のほうが、俺おれ達には相応ふさわしいだろう……」

「まったくだな。ヒャハハハハハ」

　休憩室の椅い子すに座って談笑している二人の戦闘員の許もとに、細い線をした人影が近づいてきた。

「あ、あの……」

　格好は男のそれと似通っていたが、身体に浮かぶラインから、その影が女性であるという事は一目でわかった。案の定、マスクの下から響く声も女性のそれだったのだが──

「？　なんだよ。顔もわかんない俺おれらをナンパする気かい？」

　明るい口調の方の戦闘員が返答するが、その女戦闘員は軽くお辞じ儀ぎをすると、無ぶ愛あい想そうな口調の戦闘員の方に声をかけた。

「い、いえ、あの……ええっと、[image: なんばー]３７５６４さん……ですよね？」

　[image: なんばー]３７５６４。

　その番号を彼女が告げた途と端たん──陽気な口をきいていた戦闘員が、即座に全身を凍こおらせる。

　ギギギ、と関節がきしむ音を響かせながら、凍った首を隣となりの仲間に集中させる戦闘員。

　それまで彼と談笑していた無愛想な戦闘員は、しばらく沈黙した後──目の前の女戦闘員に対して、静かにその舌したを動かした。

「……そうだ」

　その返事と共に、彼を除のぞいた部屋中の戦闘員が身体からだを固まらせる。

　首は[image: なんばー]３７５６４と呼ばれた男に向いているが、目線は決してその顔に向けようとはしない。

　誰もが理解しているのだ。

　彼が、この『クロック』という組織で、最強最悪の存在であるという事を。

　誰もが、耳にしているのだ。

　眼めを合わせれば即座に腕うでをへし折られるという噂うわさを。そして、幹部や総そう統とうすら彼を咎とがめる事ができないという、まことしやかな伝説を。

　周囲の人間が緊張に息を吞のむ中──その女戦闘員だけは、安心したように大きく息を吐はいた。

「ああ、良かった！　人違いだったらどうしようかと思って……」

　おべっかや作り笑いではないその声を聞いて、周囲の戦闘員達は皆驚いたように彼女の方に眼めを向け、ことの成り行きを見守った。

　女はほっと胸をなで下ろした後、椅い子すに座る戦闘員に対してお辞じ儀ぎをしながら、ハキハキとした声で伝令を下す。

「戦闘員[image: なんばー]３７５６４。総統閣かつ下かがお呼びですので、至急司令室に向かって下さい」

　総統。

　何気なく含まれていたその単語に、部屋の空気がより強く冷え込んだ。

　当然ながら、この秘密結社『クロック』の最高権力者であり──戦闘員達がやすやすと口にしていい存在ではない。

　それが、戦闘員一人を直じき々じきに呼びつけるなど、異常としか言えない事態であった。

　だが、その場にいる誰もが知っていた。

　戦闘員[image: なんばー]３７５６４。

　彼はそもそも存在自体が異常なのだ。何が起ころうと決して不思議ではない。疑ってはならない。深入りしてはならない。

　それが、改造手術を受ける前にドクターを半殺しにし──たった一人で、この組織の全すべての『力』をねじふせてしまった男に対する────暗黙の、不ふ文ぶん律りつだった。
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「僕は、貴様が嫌きらいだ」

　開かい豁かつとした空間に、澄み切った声が響き渡る。

『僕』と『貴様』。アンバランス極まりない組み合わせだったが、硝子ガラス細ざい工くのような声は、言葉の内容に違和感を感じさせなかった。

　階段を更に地下に降りた階層の最さい深しん部。

　広い空間が様々な物資によって飾り立てられ、まるで部屋全体が一つの祭さい壇だんのような造りになっている。催さい事じ場じようと言ってもいいだろう。

　だが、現在その空間内にいるのは、呼びつけられて部屋の中央に立つ戦闘員が一人と──それに相対するように部屋の奥に存在する、一つの小柄な人影の二人きりだった。

「今日も……随分と勝手な真ま似ねをしてくれたな」

　自分の身長の倍もあろうかという漆しつ黒こくのマントを引きずり纏まとい、頭の上半分にはおどろおどろしい仮面を被かぶっている影。

　だが、その仮面の下に見える口元は白く、幼く──仮面の隙すき間まから見える瞳ひとみは、まだ成長期のただ中にいる少年の物に他ほかならなかった。

　そして──戦闘員は、その瞳に数時間前も睨にらまれたばかりだと思い出しながら、自らの雇こ用よう主ぬしに対してぶっきらぼうな言葉を紡つむぎ出す。

「……勝手か。総そう統とう閣かつ下かのクラスメイトを、空気の読めない馬鹿レッドと荒れ狂う銃じゆう弾だんから護まもったのは、確かに命令に無い行動だったな」

　その言葉を聞き、総統のマスクの下の口が僅わずかに歪ゆがみ、薄うすれた威い厳げんを隠かくすように小声で叫ぶ。

「クラスメイトって言うな……！」

「悪い。総統閣下の正体は秘密だったな。決して総統閣下は私立所ところ沢ざわ祭さい媛えん小学校６年１組の時とき平ひら有ゆう紀きなんて名前じゃなくて、秘密結社『クロック』の二代目総統である玉たま響ゆらの支配者、『ワン・デイ・タイラントある日の暴君』様に他ならない」

　総統閣下と呼びながらも、敬意は欠片かけらも見られない。かといって、嫌けん悪お感も全く見られない。

「……嫌いやみを籠こめて言うな」

　苦々しげに呟つぶやくその少年は──まさしく、昼間にバスの中から[image: なんばー]３７５６４を睨にらみ付けていた小学生に他ならない。

　同時に、彼は──戦闘員の言うように、この秘密結社『クロック』の最高責任者である事も事実だった。

　先代の総そう統とうが不ふ慮りよの事故で重傷を負った際──少年の父親でもあった前総統は、己おのれの命が尽きる前に、組織のドクターに命じて自分の息子むすこに己の持つ『知識』と『能力』の全すべてを移植させたのだ。

　新たなる組織の総統として、自らの跡あとをつつがなく継つがせる為に。

　……通常ならば、秘密結社の組織が簡単に世せ襲しゆうなどは赦ゆるす筈はずなどないかもしれない。しかし、それだけの能力が……いや、そのための能力が少年には受け継がれた。

　洗脳。

　単純に言えば、その一言で終わる力。

　科学というよりも、超能力や妖よう力とうといった類たぐいの力になるだろう。『クロック』総統である彼が受け継いだ力は、周囲の人間に……最大では街単位で、記き憶おくの改かい竄ざんや催さい眠みん、魅み了りようなどの『干かん渉しよう』が行える事だった。身体からだの何ど処こかから電波でも発しているのか、視線や声を媒ばい介かいとせずに、人の心をある程度自在に操る事ができるのだ。

　そして──少年は、自らの組織の人間に、父親がしたのと同じような洗脳を施した。

　バスジャックなどという馬鹿馬鹿しい命令にも、なんの疑問もなく従うような……『忠ちゆう誠せい』をその心に植え付けて。

　事実──その能力のおかげで、今日のバスジャックも含め、今までどんな事件を起こしても人々の記憶にも残る事はなかった。

　そして、彼が組織を手しゆ中ちゆうに収めてから半年、組織の運営はともかく、茶ちや番ばんじみた『支配』は順風満まん帆ぱんに続く筈はずだった。




　ある日──一人の戦闘員が現れるまでは。




「どっちにしろ、気楽なもんだろう？　ばれたところで、総統閣かつ下かの『力』でみんなの記憶をいじれば済むだけの話なんだからな」

「…………」

　少年はしばらく最下級の配下を睨にらみ付けていたが──不意に大きく息をつくと、苛いら立だちを完全に隠かくした声で呟つぶやいた。

「今は、貴様の嫌いやみを聞きたいわけじゃない」

　小学生とは思えない程に老成した瞳ひとみをしていたが、声の中には、十分に年相そう応おうの子供らしさも感じさせている。

「とにかく……勝手に持ち場を交代し、バスジャックを妨ぼう害がいした事を、どう言い訳する？」

「言い訳はしない。罰ばつを与えるなら好きにしろ」

　他ほかの戦闘員ならば恐怖に震えるだろう展開に対し、男は苦笑しながら肩かたを竦すくめるだけだった。

　その態度が余計に苛立たしさを募つのらせるが、少年は感情を必死に抑おさえ込む。

「どんな罰ばつを与えようが貴様には何の効果が無い事も解わかっている」

「……」

　少年は子供らしからぬ皮肉げな笑みを浮かべながら、目の前に立つ『異い端たん児じ』を睨にらみ付けた。

「貴様がドクターを殴なぐり飛ばして以来、あらゆる方法で貴様を始末しようとした。だが……力も刃やいばも火も酸も毒も通用しない、一酸化炭素に満ちた部屋に閉じこめても顔色一つ変えず、何より貴様には、何な故ぜか僕の力が通用しない！」

　最後の一つが特に悔くやしいというように、僅わずかに声に力が込められる。だが、そんな忌いま々いましげな言葉を投げかけられた男は、マスクの上から頰ほおを指で搔かきながら──

「いや……その、なんだ。照れるなあ」

　と、心底照れているような声を発っした。

「……もういい。下がれ」

　相手にするだけ無む駄だだと再確認したのか、総そう統とうである少年は、大おお仰ぎようにマントを翻ひるがえして戦闘員に背を向けた。

「そうか……悪いな、総統閣かつ下か」

　軽く息を吐はきながら、戦闘員も少年に対して背を向ける。

　だが、何かを思い出したように振り返ると、少年の背に淡々と声を投げつける。

「そうそう、いつか言おうと思ってたんだが……自分で自分の事を『暴君』って呼ばせるのはどうかと思うぞ？」

「出　て　行　け」

　少年らしからぬ凄すごみを利かせた声が響き、戦闘員は再び肩かたを竦すくめながら歩き出した。

　だが──扉の手前まで来た所で、総統から独り言のような声がかけられる。

「どうして貴様にそれだけの力があるのか、それは問わん。だが……なぜ、貴様はそれほどの力を持ちながら、戦闘員なぞに身をやつす？　僕に取って代わる事もできる筈はずなのに……」

　当然と言えば当然の疑問に、戦闘員はしばし何かを考えるように俯うつむき──

「総統閣下は俺おれの事が嫌きらいみたいだけどな……」

　やはり独り言のように、答えをはぐらかすための言葉を吐はき出した。

「俺は、お前の事は嫌いじゃないぞ？　少なくとも、飯めしと寝る場所は用意してくれるしな」







「なんで、組織を乗っ取らないか、か……」

　部屋から出た所で、戦闘員は一度立ち止まり──今度は、本当の独り言を口にする。

「何もねえんだよ」

　バスでヒーローを撃げき退たいした彼にはあり得ない程の、弱々しく、何かを悔いているような声で。

「俺には、やりたいことが何もねえんだ……」
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「ねえ、どうだった？」

「ううん？　何もないよ？　普通に総そう統とう閣かつ下かの部屋に案内しただけだよ？」

　廊ろう下かの隅すみで、何人かの女戦闘員が集まって姦かしましい声を上げている。

「でも、ごめんね、本当は私が命令されたのに……代わってもらっちゃって」

「ううん、いいよう。でも、そんなに怖がる事無いと思うよ？　少し無ぶ愛あい想そうだけど、普通の人だったし」

「嫌いやよ！　あいつ、どんな噂うわさがあるか知ってるの!?　他ほかの幹部を脅おどして、夜な夜な私達女性戦闘員の中から何人か選んでハーレムみたいな事をしてるって……」

「でも……噂でしょ？」

　やんわりと否定する女に対し、周りの女達は強い口調で否定の声を上げ始めた。

「馬鹿ね！　そういう噂が立つような奴やつが、マスクを被かぶって私達の中に紛まぎれ込んでるっていうのがまず不ぶ気き味みじゃない！」

「そうよ！　大体、あんな強いのに、なにが目的で戦闘員のマスクなんか被ってるわけ？」

「そうよそうよ！　あのマスクの下だって、いったいどんなにゴツイ顔が隠かくれてるのか！　知ってる？　あいつって自分に割り当てられた個室以外では絶対マスク脱がないから、ほとんど誰も素顔を知らないんだよ？」

　好き勝手な事を語る彼女達に、中心にいた女戦闘員はなんとか否定をしようとしたが、

「でも…………あッ」

　彼女は、集団の後ろに立つ一人の男の存在に気が付いた。

「よう」

　そこには、他ほかの戦闘員達と変わらぬ姿をした男が立っている。

「さっきはありがとよ」

　その言葉を聞いただけで、他の女戦闘員達も男の正体に気付いたようだ。

　彼を案内した少女を除のぞく全員が身体からだを強こわばらせ、怪かい物ぶつを見るような目で男の顔に目を向ける。

「あ、あのッ！　今のは、その、ちちち、違うんです！　私じゃなくて、その」

　先刻まで『彼』についての流言を垂れ流していた口の一つが、文章になっていない言い訳を紡つむぎ出す。だが──

「ん……？　なんの話だ？　いや、俺おれは彼女に礼を言おうとしただけだが……」

　わけがわからないといった声を上げて肩かたを竦すくめると、女達は一いつ瞬しゆん安あん堵どしたような表情になって、続いて、そそくさと不自然にその場を立ち去って行った。

　後に残されたのは、一人の特殊な戦闘員と、彼を総統の元に案内した女戦闘員のみとなり──互いに沈黙しそうになった所で、女の方が不意にペコリと頭を下げた。

「あ、あの。すいませんでした」

「？　何がだ？」

　とぼけたように言う戦闘員に対し、女はマスク越しにも感じ取れる微笑ほほえみを浮かべて明るい声を張り上げた。

「私、[image: なんばー]３７５６４さんの事を『普通の人』って言ってしまいましたけど……凄すごく……その、『いい人』だったんですね！」

「あぁ？」

「あれだけ酷ひどい事を言われてたのに、怒らないでくれて……聞いてなかったフリをしてくれてたんですよね？」

　それは果たしていい人なのだろうか？　そう思いながら、彼は相手を窘とがめるように口を開く。

「おいおい……もうちょい考えて物を言えよ。……本当に聞いてないかもしれないだろ？」

「話を最初から聞いてなきゃ、私が案内した人だって見分けが付かないじゃないですか」

　もっともな事を言う彼女に、戦闘員は誤ご魔ま化かすように口を開き──

「……ま、それはいいとしてよ……俺おれがこの場は見逃して、後であいつらに陰いん険けんな復ふく讐しゆうをするかもしれねえぞ？」

「うーん。でも、やるなら、今ガツーンってやってたと思います。だって、どんな理り不ふ尽じんな事をしたって、[image: なんばー]３７５６４さんに意見を言える人なんていないんですし」

「いい人呼ばわりした割に、ずいぶんはっきりと言ってくれるなぁ……」

「あ、す、すみません！」

　慌あわてて頭を下げる女に対して、男は寧むしろ自分の方に罪悪感を抱いだきながら、話をすり替えるように言葉を紡つむぎ出した。

「しかし……あんたの方はよく俺の事が識別できたな？　体格も声もそんなに特徴的だって自覚は無いが……」

　ごく自然に湧わき上がってきた疑問に、彼女は生き生きとした声で答えを返す。

「えっと、総そう統とうの護衛と秘書も兼ねてる私達のマスクには、戦闘員の番号を識別できる機能がついてるんです。ほら、ブラックライトを当てると浮かび上がる文字とかあるじゃないですか。あれと似たような感覚で、皆さんのマスクに特殊な塗料で番号が書いてあるんです」

「そうなのか……」

　全然知らなかったという顔をする[image: なんばー]３７５６４に対し、女は本来の話題を切り出した。

「でも……お礼ってなんですか？　私はただ、普通に案内しただけですけれど……」

「ああ……いや」

　自じ嘲ちようの笑みを浮かべ、男は静かに言葉を紡ぐ。

「俺を俺だと理解して、普通に話してくれた奴やつは……初めてだったんでな……」

　無ぶ愛あい想そうの中にひと欠片かけらの色を籠こめながら、マスクの下から似合わない言葉が飛び出した。

「少し、嬉うれしかった。それだけだ」
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数週間後──東とう京きよう都　多た摩ま湖こ畔はん




　──茶ちや番ばんだよな。

　常識なんて、みんな噓うそだ。

　そう思わざるをえなかった。

　今の自分を見て、そう思わざるをえなかった。

　──何が噓かって、俺おれの存在が多分世界から見りゃ大噓だ。

　彼が立っているのは、馬鹿げた大きさの巨大ロボ。

　──これが、茶番じゃなくてなんだってんだ。

　素手でバラバラにした敵の巨大兵器の上で、彼は目の前に転がって呻うめいているヒーロー達に目を向ける。

『クロック』と敵てき対たいしている五人組……俗に『正義のヒーロー』と呼ばれている面々だ。

　レッド以外と[image: なんばー]３７５６４が遭そう遇ぐうしたのは初めてだったが……怪かい人じんをあっという間に倒し、とどめを刺さそうとした瞬しゆん間かん──突然邪じや魔まに入った戦闘員に、自分達の全すべてを打ち砕くだかれたのだ。

　最後の手段である、巨大ロボまでも。

「……なんでお前ら、俺より弱いんだよ」

　重々しく放たれた奇き妙みような一言に、反応はない。

　顔を背そむけて隙すきを作って見せたりもしたが、反はん撃げきしようともしてこない。ただ、痛みと屈くつ辱じよくに苦しみながら──[image: なんばー]３７５６４を恐怖に満ちた目で見上げている。しかし──誰も、こちらの顔を直視しない。畏おそれているのだ。マスクの下から注がれる視線と、目が合ってしまう事が。

　それが、勝者である戦闘員には苛いら立だたしくて仕方が無かった。

　心の奥底に隠かくしてきた感情を、目の前のヒーロー達に吐はき出していく。

「俺は、俺はずっとお前らみたいなのに憧あこがれてたんだ。その為に俺は人間を捨てたんだ、お前らみたいになりたくて！　お前らが強いと思ってたからだ！」

　理り不ふ尽じんな事を言っているのは解わかるが、黙っていた所で気が晴れるわけではない。

　自分は、強くない。

　強くないのだ。

　そう思っているからこそ──彼は叫ぶ。

「返せよ……俺の憧れを返せよ！　この状況でも諦あきらめないでくれよ。最後まで希望を信じろよ！　俺おれを恐れないで立ち向かってくれよ！」

　戦闘員の言葉は怯おびえるヒーロー達の耳に届く事はなく──誰よりも誰よりも強いその戦闘員は──ただひたすらに叫び続けた。

　最強である筈はずの自分だけが──己の強さを信じる事ができなくて。
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　しかし──苛いら立だち紛まぎれに『ヒーロー』達をコテンパンにしたという事実は、少なからず彼の周囲を動かした。




　彼の行動から数日の間、『クロック』の総本部はちょっとした活気に包まれた。

　突然現れ、何度も何度も作戦の邪じや魔まをし──何人もの怪かい人じんや戦闘員の命を奪ってきた『ヒーロー』の集団が、たった一人の戦闘員によって捕とらえられたのだ。

　無論、そんな事ができる戦闘員は一人しかいない。それは誰もが解わかっていた。

　自分達が手も足も出なかった存在に──一人の男が、傷一つ負わずに勝利を打ち立てる。

　確かに彼に対する畏い怖ふの視線も一層強くなったが──その一方で、別の感情が込められた視線も現れ始めた。

　強さという純粋な摂せつ理りに、憧あこがれという感情を持つ者達が……少なからず、現れ始めたのだ。




　休きゆう憩けい室の片かた隅すみで漫まん画がを読む[image: なんばー]３７５６４の元に、一人の戦闘員がやってきて、おずおずと声をかけてきた。

「あ、あの……[image: なんばー]３７５６４さんですよね？」

「……ああ」

　どうして自分の事が解ったのだろう。そう思いながら言葉を返すと、相手は背筋をピシリと伸ばして言い放つ。

「じ、自分は先日の任務で御一緒させて頂いた[image: なんばー]２９１８２ッす！　ピンチの際に助けて頂いたお礼を言おうと思いまして……！」

「いや、俺は別に、あのヒーロー連中がむかついただけで、お前らを助けたわけじゃ……」

　困ったように言葉を返すが、相手の戦闘員は聞いてはいない。

「自分、[image: なんばー]３７５６４さんの戦いぶりを見て……俺、この組織にスゲエ自信が持てました！　今までは何な故ぜか理由も無く忠ちゆう誠せいを誓ちかわなきゃって思ってただけですけど……」

　それは総そう統とうの洗脳のせいだ。解ってはいたが、[image: なんばー]３７５６４はそれを口には出さなかった。

「でも！　俺！　[image: なんばー]３７５６４さんを見て、貴方あなたのいる組織なら喜んで忠誠を誓ちかえると思って！　俺もいつか、[image: なんばー]３７５６４さんみたいになりたいっす！」

「あー……いや、俺おれはそんな偉いもんじゃ……」

　苦笑している隙すきに、[image: なんばー]２９１８２の戦闘員はひたすら礼と賞しよう賛さんを述べて去っていった。

　自分と同年代か、もっと若いと思われる雰ふん囲い気きの戦闘員の背を見送り、彼は静かに漫まん画が雑誌の斜め読みを再開した。

　と、その背に別の声がかけられる。

「人気者ですねー」

　女の声に反応して、彼は振り返る事無く後ろに立った女戦闘員に言葉を返す。

「お前か、俺の居場所を教えたのは」

　無ぶ愛あい想そうに言葉を返す[image: なんばー]３７５６４に、女戦闘員は「はい！」と無む邪じや気きな言葉を紡つむぐ。

　彼女は先日総そう統とうの許に[image: なんばー]３７５６４を案内した女戦闘員だが、あれから彼にたびたび声をかけてきており、[image: なんばー]３７５６４も声で相手の事が解わかる程度の関係にはなっていた。

「そうそう、急ぎじゃないみたいですけど……総統閣かつ下かがお呼びですよ？」

　笑顔で自分に与えられた任務を告げる少女。その声を聞いて、またかという意味の溜ため息いきをついて立ち上がる。

　そして、彼女と並ぶようにして下の階層にある総統の部屋へと向かったのだが──ヒーロー捕ほ縛ばくの後に会話するのは初めてだった為に、彼女の方が好奇心丸出しの声で話しかけてきた。

「でも、凄すごいですよね、[image: なんばー]３７５６４さん。巨大ロボットなんて出てきたのも驚きですけど、それを素手でやっつけちゃうなんて！　でも……どうしてそんなに強いんですか？　何かここに来る前に山ごもりをしてたとか……」

「俺は……そういう努力なんかしたことない」

　どこか負い目を感じさせる声で、少しばつが悪そうに呟つぶやいた。

「俺は、自分の力で得た強さなんて、何一つ持ち合わせちゃいないんだ」

「……？　どういうことですか？」

　少し遠えん慮りよしがちな声をあげた。聞いてはならない事だと思ったのかもしれない。

　[image: なんばー]３７５６４は、己の過去を語るのを一いつ瞬しゆん躊躇ためらい──次に、隠かくす理由が無い事を思い出す。

　だが、進んで語る事でもないと思っていただけに、どうしようか迷いながら……自分でまず整理する為に、独り言のように呟き始めた。

　己おのれ自身の、強さの秘密を思い出しながら。

「俺の、人間としての最後の記き憶おくは──痛みだ」

「え？」

「痛みしか……なかった。思えば俺は、あの時点で狂ってたのかもな……今も……ずっと」
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　痛みはやがて、喪そう失しつ感を伴った。




　必要以上に白い天てん井じようには、赤いデコレーションが添えられたばかりだ。

　──あれは誰の返り血だろう。少なくとも自分の血じゃないと思痛い痛い痛い痛い痛いああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ。

　別の事を考えて痛みを誤ご魔ま化かそうとしたが、やはりそんな器用な真ま似ねは出来なかった。

　少年と言っても差さし支つかえないような年ねん齢れいの男が、脇わき腹ばらから自分の血が流れるのを感じながら、激しい痛みと闘っていた。

　どうしてこんなことになったのだろうか。

　普通に生きていただけなのに、チンピラのもめ事に巻き込まれて、そのままそいつらの事務所に連れ込まれた。

　だが、その事務所の面々は、他ほかにも色々なもめ事を抱かかえていたようで──長ドスを持った鋭い目の男が乗り込んできて、事務所にいた強こわ面もて達を次々と切り捨てていった。

　しかし、少年はその男にやられたわけではない、焦あせったチンピラ達が放った銃じゆう弾だんの一つが、流れ弾だまとして彼の脇腹にめり込んだのだ。

　長ドスの男がチンピラ達のボスとおぼしき男を追っていった後、沈黙が事務所の中を支配した。自分の血が減っていくに従って、己おのれの鼓こ動どうさえも小さくなっていく。入れ替わりに、キィィインという音が耳に響き始めていたが、果たしてこれは幻げん聴ちようなのだろうか。

　──俺おれが何をしたんだよ、何をしたんだよ嫌いやだ嫌だ嫌だ死にたくない俺が強ければもっと強ければチンピラに絡からまれた時だって殴なぐって逃げてこれたのにあの怖い奴やつが乗り込んできた時もとっとと逃げられたのに銃じゆう弾だんの流れ弾だまだって交かわせたのに指と指の間にパシってつかんで！　パシッて！　パシって！　パシ……パシ……あああああああ痛い、痛い、痛い、いたったたたたたたたたたたたた、あああ俺が強ければ強ければこんな痛み跳はね返せるのに、我が慢まんできるのに、こんな傷すぐに治るのに！

　少年はそこで、自分が子供の頃に憧あこがれたヒーローを思い出していた。

　どんな逆境にも窮くつ境きようにも負ける事なく、自分の力だけで全すべてを乗り越えたヒーローの姿を思い出していた。そうなりたかった。子供の頃よりも、夢から覚めたこの歳としになって、死という現実を目の前にした瞬間にこそ、彼は強く強く強く強く願った。誰よりも誰よりも。




　──強く……なりたい。




「凄すごいな。何分で奴やつはこれをやったんだ？」

「分じゃない、秒単位だ。……流石さすがは『怨おん霊りよう』と渾あだ名なされるだけの事はあるな。銀ぎん島じまか……奴のような個体を手にいれられれば……」

　痛みを耐え続ける少年の上から、くぐもった男達の声が聞こえてくる。

　誰だろうと思って目線を向けようとするが、そこで少年は、自分の目がもはや焦しよう点てんすら定まらなくなっている事に気が付いた。

「戦闘慣れというなら、軍関係から攫さらった方がいいように思うが」

「軍人が行方ゆくえ不明になったら、多分お前の想像以上の大騒ぎになるぞ？　軍隊を敵てきに回す程、まだ我々に力は無い。だからこういう場所から『スカウト』するんだろうが」

　──誰だろう痛い痛い痛い痛い誰でもいいこの痛みを消してくれるなら助けてくれるなら誰でも誰でも痛い……痛い……痛……い。

　もう駄だ目めか、そんな思いすらも、痛みに支配されている。そこに安らぎなどはなく、痛みだけがただひたすらに、消えゆく彼の世界にへばりついていた。

「こいつは？　ヤクザじゃないみたいだが」

「ふん……」

　最後の瞬しゆん間かん、少年は声を聞いた。

「坊ぼう主ず、強くなりたいか？」

　声に反応するように、己の全すべての力を振り絞しぼって頷うなずいた。つもりだったが、果たして顎あごは動いたのかどうか。

　だが──目の前の声は、確かに自分の意志をくみ取ってくれたようだ。

「なら……お前を強くしてやろう」




　そして──

　目を覚ますと、彼は人間ではなくなっていた。

　同時に、あれほどまでに強く望んでいた『力』を手に入れた。

　だが、それは百人力りきのヒーローではなく、それと対抗する異い形ぎようの怪かい人じんですらなく……。

　単なる、雑ざ魚こ戦闘員の一人として。




　そして次の日──彼を改造した組織は、正義のヒーローによって滅ぼされた。

　完全に、跡あと形かたもなく。

　彼が手に入れた力が、強かったのか弱かったのかを確かめる暇いとますらなく────
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「……え？」

　独り言を聞いていた女戦闘員は、不思議そうな顔をして[image: なんばー]３７５６４に向き直る。

　彼女の疑問に答えるように、彼は独り言を一いつ端たん打ち切り、彼女の方に顔を向ける。

「この『クロック』だけじゃない。過去にもいくつもいくつも……人を改造してどうこうしようってえ『秘密組織』があったんだよ」

　そして、自分の言葉にある『いくつも』という単語を説明するように、彼は再び独り言のような説明を紡つむぎ出す。

「俺おれは、よくわからないが、力を手に入れた上で自由になったんだと思った。だけどな、俺はそれからすぐに自分の運命を感じたよ」

　過去を懐なつかしむように憎にくむように、マスクの下から重々しくも淡々とした声が漏もれだした。

「自由を満まん喫きつして、改造された自分の力を見たくてよ……都内のスポーツジムに行ってみたんだ。そしたら、軽くやったのにすげえいい結果が出てよ……美人なインストラクターに声をかけられて、事務室で話が聞きたいって言うからほいほいついてって茶を飲んだらよ……気が付いたら、手術台の上だった」





∞






　そして──説明をする間も無く、彼は再び改造された。以前の組織とは全く違う、どこか魔ま術じゆつめいた方法で、肉体を強化されたのだ。

　前の改造と何か変な相互作用を起こしたのか、身体からだの中に常に重い痛みが走り始めた。




　しかし──異常を訴える前に、その組織は以前とは別のヒーローによって滅ぼされた。

　崩ほう壊かいしていく組織のアジトの中で、いよいよ死を覚かく悟ごしていたのだが──壊かい滅めつに乗じて組織の遺い産さんを狙ねらってきた別の組織に、改造人間のサンプルとして連れ去られ────




　だが、その組織もまた。

　次の組織も、また──
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「四回。合計で四回も俺は改造された」

「……」

　偶ぐう然ぜんと言うにはあまりにも運命じみた過去を語りながら、[image: なんばー]３７５６４は大きな大きな溜ため息いきをついた。

「色々な方法で改造されたよ。変な半透明のもんを口から憑ひよう依いさせられたり、脳味み噌そをいじられたりな。……三回目の改造で身体からだの中の痛みは消えてよ……四回目の組織は、俺おれが丈夫なのに気が付いて、どこまでやったら死ぬのかってのを確かめようとして、ありとあらゆる事をやられたよ。……そこで俺は、自分の身体がこんなことになっちまってるって気が付いた」

　具体的にどういう事をされたのかは解わからない。だが──女戦闘員は、彼が体験した地じ獄ごくの内容を想像し、激しくその身を震わせた。

「四つ目の組織は、内部崩壊して終わったよ。結果として、俺の取り合いみたいになってた。もし……ヒーローが現れていれば、組織は一致団結してたんだろうがな。そんな時に限ってヒーローは来やしねえ」

　改造された事よりも、ヒーローという単語を口にした瞬しゆん間かんに彼の口が重くなった。

「……前の組織を滅ぼしたヒーロー達は、なんの容よう赦しやも無く殺してたしな。俺は、怖くて怖くて仕方なかった。命乞ごいしてた戦闘員とかも容赦なくぶっ殺していくんだもんよ。血の臭においがどうしようもなくて、生き残った奴やつなんかいねえんじゃないかな、ありゃ」

「で、でも、[image: なんばー]３７５６４さんは助かってるじゃないですか？」

「俺は……闘わなかったんだよ。ヒーローと。……怖かったんだよ。奴らの強さを見て……俺は死ぬのが怖くて、ずっとずっと隠かくれてたんだ。まだ、洗脳手術とか受ける前だったからな……」

　時の経過と共に罪悪感に苛さいなまされ始めた彼は──次第に、死を考えるようになり始めた。

「だから俺は……組織を滅ぼしたヒーロー達を探して、勝負を挑いどむ事にしたんだ。……殺されるだろうとは思ったが、それで罪悪感から解放されるなら、それもいいと思った……いや、そう覚かく悟ごするまでにすっげー悩んだけどな」

　無言で話に聞き入る女戦闘員に対して──最後に彼は、マスクの下に寂しげな笑顔を浮かべながら、復ふく讐しゆう劇の結末を語りだした。

「解わかるか？　死ぬ覚悟で挑いどんだ、俺の憧あこがれとも言えるヒーローが……俺のパンチ一つで、あっさり伸のされちまった時の気持ちがよ……」

　情けない事を喋しやべってしまった。そう思ったが。同時にもうどうでもいいとも考えた。

　だが──女戦闘員はこちらから顔をそらそうとせずに──総そう統とうの部屋の前に来た時、一言だけ呟つぶやいた。

「でも……今度は助けてくれたじゃないですか。私達の組織を──正義のヒーローから」

　優しい声で紡つむがれたその言葉に、[image: なんばー]３７５６４は、ついに返事をする事ができなかった。
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「……光ひかり島じまの事件を知っているか？」

　部屋に入ると、総そう統とうである少年はしばらく沈黙していたが、やがて不可解極まりないといった声で呟つぶやいた。

「そりゃまあ。数ヶ月前、島の人間が全部消えたって奴やつだろ？」

　相変わらず敬意もへったくれもない言葉使いだが、今は総統もそのことを気にしてはいないようだ。

「いや……貴様が捕ほ虜りよにした奴らの事を調べたんだが、どうやら奴らは光島出身らしくてな。島の住人を全すべて消し去る……あの事件は、僕の憧れの一つだ」

　総統の少年は戦闘員に背を向けており、その表情は窺うかがいしれない。

　現代の神隠かくし……光島住民一いつ斉せい消失事件。

　光島という太平洋に浮かぶ島で、住民の二千人が忽こつ然ぜんと姿を消すという事件が起き、いまだにその事件の顚てん末まつは判明していない。あまりにも異常な事件だったので、[image: なんばー]３７５６４でさえも不ぶ気き味みさに背筋を震わせた程だ。

「……憧あこがれ？」

「あれだけ大規模な異常を起こして、世界に謎なぞだけを与えて、徹底的な混乱に落とし入れる……それこそが、本来僕達がやるべき事なんだ」

　声に真剣な物を感じた戦闘員は、自らのボスに対して嘲あざけるような声で進言する。

「おいおい。なんだその凶きよう悪あく過ぎる愉ゆ快かい犯はんは？　前から思ってたけどな、総統閣かつ下か。バスジャックだのダムに毒だの、ああいう意味の無いテロで一体何をしようってんだ？　あれじゃまるで、そのまんまアニメや特とく撮さつの悪役じゃねえか」

　対する総統の答えは、実にシンプルだった。

「そうだよ？　僕は……それになりたいんだ」

「……あ？」

　間の抜けた声を出す戦闘員に対し、総統閣下は今までに見せたことの無い調子で自分の心情を語り始めた。

「ああ、現実なんかいらない。……僕には、現実の社会で生きるなんて許されないんだ」

「総統閣下、お前何言って……」

「僕が……こんな力を望んだと思ってるのか？」

　総統はそこで戦闘員の方に向き直る。翻ひるがえったマントが、仮面の奥に鋭く光る少年の瞳ひとみが、今までで一番悪人らしく見えた。

「父とうさんのエゴに引き込まれて、僕は無理矢理自分の物でもない知識と力を押しつけられた。同時に、この馬鹿げた組織の運命さえも……ここに所属する数多あまたの兵隊達の運命さえもだ！」

　その声には、普段の総そう統とうらしさを装っている様子は皆かい無むであり、完全に12歳さいの少年の素すの言葉であった。

　なのに──彼の言葉を聞いた戦闘員は、今までには見られなかった、少年の力を感じ取る。

　それは、強い意志の力。

　そして、醜みにくく歪ゆがんだ悪意。

「僕は──悪人になりたいんだ」

　しかしその声は純粋で、仮面の下から覗のぞく口くち許もとは無む邪じや気きな笑みすら浮かべている。

「善も悪もはっきりしない内に、何人も何人も殺し合うこのくだらない世界の中で……僕は、完全な悪意になりたいんだ」

「……なんの為に？」

[image: ]

　少年の答えは、戦闘員には予想できた。自分もかつて──同じ考えが頭をもたげた事があったからだ。あるいは……今でも、なお。

　拳こぶしを軽く握る戦闘員に、少年は、透すき通った瞳ひとみと共に、嬉うれしそうな笑顔で答えを紡つむぐ。

「この世に本当の悪意が現れれば──いつか……ヒーローが現れるから」

「……」

「ヒーローが、僕を殺しに来てくれるから。僕を、このくだらない世界から消してくれる。きっと、それが僕の役目なんだ。父とうさんが僕に託たくした仕事なんだ。この世に、ヒーローを……本当の正義を呼び出す……ああ、僕は山や羊ぎだ。僕は生いけ贄にえの山羊なのさ。僕も……この組織の連中も、世界で普通に息をしてる連中も！」

　子供じみた馬鹿な妄もう想そうと笑う事もできたかもしれない。だが──その仮面の奥に見える、人形のような硝子ガラス玉に浮かぶのが完全な狂気だと感じ取り、戦闘員はあえて言葉を言い返さない。

　総そう統とうはそこで一いつ旦たん言葉を止めると、それまでの子供らしい笑顔とは違う、どこか恍こう惚こつとした艶なまめかしい微笑ほほえみを貼はり付けた。

「ついに現れたと思った。組織を、僕を滅ぼしてくれる正義の味方が現れたんだと思った。僕は表面では憎にく々にくしげなふりをしながら、胸の内では心が躍おどってたよ……！　なのに……肝かん心じんのヒーローが、ただの戦闘員にあっさりと負けてしまうなんて……これは何の冗じよう談だんだい？」

　狂ったピエロのような笑顔の下で、うっすらとその瞳ひとみに悲しみが宿る。

「貴様がまだ──何かの意志を持つ強い人間だというなら、貴様に滅ぼされてもよかった。殺されても良かった。あるいは貴様が自分の欲望に忠実だったなら、僕は自分の夢を素直に『世界征せい服ふく』に変えていたかもしれない！」

　少年の顔から唐とう突とつに笑顔が消え、今度は深い悲しみに満ちた怒りの色が湧わき上がる。

「貴様は、思想も信念も意志すらもないのに──強すぎる。強すぎるんだよ！」

　だが、怒りはすぐに悲ひ愁しゆうの色に上書きされる。

　クシャクシャの泣き顔に本物の涙なみだを伝わせながら、少年は戦闘員の眼下にまで歩み寄り、小さな身体からだで相手の襟えり首くびを摑つかみ込んだ。

「……『なんとなく』で生きているだけのくせに、強すぎるんだよ」

　幻げん灯とう機きのようにクルクルと変わる少年の様子を見て──[image: なんばー]３７５６４は相手の境きよう遇ぐうを改めて顧かえりみる。それまで普通の小学生だった彼の元に──突然膨ぼう大だいな知識と人間を超えた能力、そして何より、『クロック』という組織が押しつけられたのだ。その影響は、少年の人格を狂わせるには十分な物かもしれない。そもそも、少年の能力が脳にどれだけ負ふ担たんをかけているのかもわからないのだ。

「貴様は多分、核兵器の直ちよく撃げきを受けても生き残る事ができるだろう！　太陽に突っ込んだって死ぬかどうか解わからない存在なんだぞ!?」

　黙って言葉を受け入れ続ける戦闘員に対し、少年は、徐じよ々じよにいつもの総そう統とうらしい調子を取り戻していく。

　しかし、それが冷静さを取り戻したからなのか、あるいは新たな狂気の一面が現れたのか……一いつ介かいの戦闘員には、到底計り知れなかった。

「なのに、なんで僕を殺さない？　僕はこの組織のみんなを裏切ろうとしてる、みんなを道連れに自殺しようとしてるんだよ!?　もう、何人かはあのヒーロー達に殺された！　僕のせいだ！　僕の組織に付き合ってヒーローに殺されたんだ！　だから、死ぬぞ！　これからももっと死ぬ、いや、僕が殺すんだ！　だから……だから早く！　早く僕を止めろよ、僕を倒せよ、僕を……僕を早く殺せよ！」

　悪意と恐怖、そして部下を、組織の仲間がヒーロー達に殺された事に対する悲しみと怒りが入り交じった叫びだった。

「僕を殺して……ヒーローになるなり、僕の代わりに悪の総そう統とうになるなりすればいいだろ！　……なのに、なのになんで何もしないんだよ！」

　──もしかしたら、ヒーローに仲間を殺されたから、こんなに追いつめられたのかもな。

　突然現れた『ヒーロー』。ただ、目的もなく偽ぎ悪あくを気取っていた彼らの前に現れ──死を振りまいた存在。

　少年は、自分を完全な悪に染める事で、仲間の突然の死を肯こう定ていしようとしたのではないだろうか。自分を保つ為に、自分の一部を破壊して。

　[image: なんばー]３７５６４はそう考えたが、確認しようの無い事なので口には出さなかった。

「紋もん章しよう、あるよな」

　その代わり……少年が叫び疲れるのを待った後で、静かに自分の言葉を紡つむぎ出した。

「この部屋の壁とか、この戦闘員の服とかに刻まれてるその……紋章があるだろ？」

「……え？」

　思わず子供らしい声を上げる総統に対し、戦闘員は部屋の奥に描かれた、時計をモチーフにした組織のロゴマークとでも言うべきデザインに目を向けた。

「……かっこいいよな」

「……」

　自分よりも遙はるかに力のある部下の意図がわからず、少年は相手の言葉を待ちながらマントの袖そでで涙なみだをぬぐった。

「このデザインが好きだから、俺おれはこの組織に忠ちゆう誠せいを誓ちかってる。いや、マジで」

「下へ手たな噓うそは……」

「噓じゃねえさ。……総統閣かつ下か。これが俺だ。その程度の事で、俺は自分の行動を簡単に決めちまうんだ」

　押し黙った少年に、戦闘員は先刻とは逆の立場となるように背を向けながら──照れ隠かくし混じりで己の肩かたを竦すくめて見せる。

「俺は、総統閣下とは逆だ。世界なんざどうでもいい……。いや、どうとも思う事ができないんだ……自分に、そんな資格があるのかって、怖くて怖くて仕方ない」

　それは、本音だった。

　同時にそれは、自分の『弱さ』の告白だった。

　自分の強さを実感できない男の、自分自身に対する不安の強さが──そのまま彼の生き方に現れていたのだ。

「だからよ……あんたは俺おれに、道を示してくれりゃいい。まー、無理心中に付き合うのは御ご免めんかもしれねえが……俺を倒してくれる本物のヒーローが現れるまでは……適当に、偽にせ者もののヒーローをボコるぐらいはしてやっからよ。な？」

　弟に言い聞かせる兄をイメージさせる口調で、戦闘員は優しく少年に語りかける。

　総そう統とうはしばらく呆ほうけたような顔をして戦闘員の方を見ていたが──やがて、静かに首を振りながら自分の言葉を紡つむぎ出した。

「……表情を隠かくす人間は、信用できないね」

「マスクしてんだ。無む茶ちや言うな」

　テンポのいい会話が交わされた後──二人は互いに顔をそらしながら──声も無く、静かに静かに笑っていた。

　自分の弱さを、笑っていた。




　沈黙に飽あきたのか……思い出したように、戦闘員が声をかける。

「そういや総統閣かつ下か。この紋もん章しよう、マジでイカすんだけど……誰がデザインしたんだこれ？」

　何気ない問いに、総統は何な故ぜか少し恥ずかしそうに言葉を紡ぎだした。

「あ、ああ……これをデザインしたのは外部の人間で……針はり山やまという男だ」

「へえ」

　戦闘員は、外部の人間がこの組織に関わったという事に少なからず驚いた。

　そして、総統が恥ずかしがっていた理由は、次の言葉で理解する事ができた。

「……僕の知人の……クラスメイトの父親だ。テレビの仕事だとでも勘かん違ちがいしていたのかな、『悪の組織のシンボル』と頼んでも、顔色一つ変えずに、真剣にやってくれたよ……」




　一通り納得して、[image: なんばー]３７５６４はそのまま部屋を出ようとする。

　だが、その背中に総統が疑問を投げかけた。

「おい、貴様は……[image: なんばー]１３８７１と最近仲がいいらしいな」

「[image: なんばー]１３８７１？」

「貴様をここに連れてきた女だ」

「ああ……。まあ、仲は悪くないつもりだ」

　合点がてんがいったと頷うなずき、初めて彼女の戦闘員ナンバーを知った事に気が付いた。

「そうか……まあ、あれだ。貴様がいるなら、とりあえず彼女は安心だな……」

「？」

　この瞬しゆん間かんは、総統の言っている言葉の意味はわからなかったのだが──彼はその後、すぐにその真意を知る事となる。




　彼女が「怪かい人じんに昇進する」と伝えに来たのは、それから僅わずか３時間後のことだった。
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「それにしても……意外とすっきりしたデザインだな」

　[image: なんばー]３７５６４がしみじみと感想を呟つぶやく、その視線の先にいるのは──昨さく日じつまでとは一八〇度印象の変わった、一人の『元』女戦闘員だった。

　白い百ゆ合りの花のようなフォルムのスマートな外観に、女性特有のボディラインが綺き麗れいに浮かび上がっている。

　顔の上半分は昆虫の頭部をイメージするような形状をしているが、グロテスクさよりも寧むしろ可か憐れんな印象を与えるデザインだ。鼻と口くち許もとには人間の形状がそのまま残っており、戦闘員のマスクをしていた時には解わからなかった、美しく整った顔の一部が露ろ出しゆつしている形となる。

　もっとも、顔の上部もヘルメットのような物らしく、その後頭部からは黒くしなやかな髪かみの毛が伸びており、隠かくされた目が奇き妙みような艶なまめかしさを醸かもし出していた。

　彼女はハナカマキリのフォルムを持つ怪人として改造手術を受け──そのまま、志願制の特殊遊ゆう撃げき部隊の隊長に収まった。

　ちなみに人間に変身する事も可能な怪人というコンセプトで改造された為に、外観的な改造はカニ怪人などと比べ大幅に軽減されている。

　桜の花びらを思わせる、薄うす桃ももと乳白色のグラデーションに彩いろどられた美しい『怪人』を見て、その格下にあたる戦闘員は呟いた。

「鼻から下しか見えないが……お前……結構美人だったんだな」

　珍しく愛あい想そのいい台詞せりふを吐はく[image: なんばー]３７５６４に対して、彼女──シルク・シックルという妙みようなコードネームの怪人は、妖よう艶えんな姿には不ふ釣つり合いな、幼さの残る無む邪じや気きな笑顔を作り出す。

「あはは、ありがとうございます」

「怪人なんだから、もう俺おれより立場が上だろ？　タメ口でいい」

「じゃあ、[image: なんばー]３７５６４さんが敬語を使ってくれたら、タメ口で話しますね」

　当然の事を返された[image: なんばー]３７５６４だったが、それには答えを返さず、別の話題を切り出した。

「しかし……なんでカマキリなんだ？　自分からカマキリ型を希望したって聞いたが」

「えっと。綺麗で強いハナカマキリって、子供の頃から憧あこがれてたんです」

「ふーん。まあ、綺麗だとは思うが……カマキリ好きな奴やつって珍しいよな？」

　何気なく相づちを打つ戦闘員に対し、怪人の女は妙な事を言い出した。

「それに私、この前、町で見たんです！　子犬ぐらいの大きさをしたカマキリが、女の子と喋しやべりながら歩いてたのを！」

「はぁ？」

「あれはきっとカマキリの妖よう精せいですよ！　だから私、これって運命だなって思って……」

　──やっぱり変わってるなあ、こいつ。

「妄もう想そう癖へきはそんぐらいにしとけよ」

　たしなめるような言葉を吐はくが、目の前の女怪かい人じん──シルクに対して嫌けん悪お感は示していない。このぐらい変わった性格だからこそ、自分のような存在を避けたりしなかったのだろう。

　[image: なんばー]３７５６４は自分の事をいまだに組織の鼻つまみ者だと思っていた。

　だが、その認識はすぐに改められる事となる。




　シルクに与えられた最初の指令は、『（自称）撃げき滅めつ戦隊ジェノサイダー』の本ほん拠きよ地ちに突入し、彼らに協力していた関係者・技術者を捕とらえるという内容だった。

　どうやら捕ほ虜りよにした五人から何らかの情報を得る事ができたようで、今回初めてこちらから『敵てき』に対して攻勢をかける事となったようだ。

　危険な任務という事で、遊ゆう撃げき隊の隊長であるシルク以外の戦闘員は全すべて志願制となった。

　そして──当然ながら[image: なんばー]３７５６４は真っ先に志願し、その噂うわさは数時間で『クロック』中に駆かけめぐる。




　──やれやれ……あの連中のアジトとやらには、どんな奴やつがいるか解わからないからな。

　万が一あのヒーロー達と同レベルもしくはそれ以上の敵がいた場合、シルク一人では危険が大きい。

　──成なる程ほど。昨日きのう総そう統とう閣かつ下かが言っていたのはこういうことか。

　志願制という事にすれば、自分が彼女についていくと総統も踏んだのだ。だとすれば、どんな怪かい人じんを送り込むより強力だと判断したのであろう。

　──あんま、買いかぶられても困るんだが。

　自分の強さに自信が持てない彼は、他人からの『信頼』という物が重荷でしかなかった。

　だが、彼女を護まもるのは自分の意志であり、他者の信頼は無視すればいいだろう。そう考えていたのだが──




　志願兵の募ぼ集しゆうには、実に数百人の戦闘員が集まった。市街地での任務のため、戦闘員の人数は十六人に限定されていた。

　選に漏もれてもこっそりついて行くつもりだった[image: なんばー]３７５６４は、気楽な調子でシルクに歩み寄り、小声で新たな隊長のカリスマを賞賛した。

「凄すごいな。大だい人気じゃないか」

　数少ない女性怪人の人気で男性隊員が集まったのだろう。もしくは、初めての攻勢という事で組織のテンションがあがっているのだろうと思っていた。

　だが──

「え？　何を言ってるんですか！　この人達全員、[image: なんばー]３７５６４さん目当てですよ？」

「は？」

　あまりの言葉に、最初は何の冗じよう談だんかと思っていたのだが──鈍どん感かんな彼は、そう言われてようやく自分に向けられる視線の山に気が付いた。

「あの人……だよな？」「ああ、シルク様と対等に話してたから間違いないだろ」「さっき総そう統とう秘書の人に確認して貰もらった。あの人が[image: なんばー]３７５６４さんで間違い無いよ」

　そんな声が、彼の耳に次々と飛び込んでくる。皆の声色は、いつもと同じような畏おそれが半分だったが……もう半分は、何かを期待するような声色が混じっている。

「見たいんですよ。みんな。[image: なんばー]３７５６４さんの『力』を」

　──冗談じゃない。

　誰かに期待されるのは、何よりも苦手なのだ。

　自分は本当に強いのか？

　自分は彼らの期待に応こたえられるのか？

　彼らが自分を過大評価していたら？

　全力を出しても、彼らが満足しなかったら？

　そして……もしも敵てきに負けてしまったら？

　突然腹はらが痛くなるかもしれない。突然自分の力が消えて無くなってしまうかもしれない。あるいは、突然地球上にブラックホールが現れて自分だけ吸い込まれてしまうかも、突然宇宙が栗くりまんじゅうに埋うまってしまうかも……。いや……もしも、今回こそ自分より強いヒーローが現れたら？

　誰かに期待されればされる程、普段は考えもしない不安が鎌かま首くびをもたげ始める。期待していた筈はずの事が、唐とう突とつに不安へと変わり果てる。

　最強の男の『弱さ』が顔をだす。

　──冗談じゃないぞ、いやマジで。

「あ、あれ？　緊張してるんですか？」

　シルクが不思議そうな顔で尋たずねかけてきた。無言のまま小さく頷うなずくと、シルクは口くち許もとで明るい笑顔を浮かべて部下である[image: なんばー]３７５６４を励ました。

「大丈夫、みんなカボチャだと思えば……」

「無理」

　あっさりと言い放ち、憂ゆう鬱うつが脳内を支配する彼を余よ所そに──その間に選ばれた十五人の戦闘員達は、周囲の羨せん望ぼうの視線の中で、心の底から喜びの声を上げていた。




　だが、彼らは気付いていない。

　この後待ち受けている、自分達の運命を。

　自分達が、この後地じ獄ごくを見る事になる事を。

　[image: なんばー]３７５６４も、シルクも、誰もその光景を予測してはいなかったのだ。
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「本当に、ここなのか？」

　誰もいない建物の中で、[image: なんばー]３７５６４は訝いぶかしげに尋たずねかける。

　所ところ沢ざわ郊外にある、いかにもといった感じの研究所風の建造物。シルクが自らの腕うでから伸ばした鎌かまで音もなく鍵を切り裂さき、強行突入を行ったのだが──内部には人の気配は全くなく、それどころか、生活や仕事の残ざん滓しすら窺うかがえない。

「ええと……間違い無い筈はずですけど……」

　答えるシルクも、自信なさげに首をかしげる。

　仲間が捕ほ虜りよになった事を危険視して、とっととアジトを引き払ったのだろうか？

　──ああ、どうやら敵てきは出てこないようだ。

　必要以上の期待を背負ったまま戦闘する事は避さけられるようで、[image: なんばー]３７５６４はとりあえず胸をなで下ろす。

「もしかしたら、彼らは噓うその場所を吐はいたのかも……すみません、本部に連絡を」

　連絡役の戦闘員に命令を下すシルク。

「おいおい、部下にすみませんって言って命令する奴やつが……」

　気が楽になった[image: なんばー]３７５６４が、上じよう司しをたしなめる言葉を吐こうとしたその瞬しゆん間かん──

　無線機を持った戦闘員の不安に満ちた声が、閑かん散さんとした建物の中にキン、と響き渡る。




「……本部と連絡がつきません！」




　ドクン

　仲間の言葉を聞いた瞬間、彼は自分の心臓の音を聞いた。

　嫌いやな予感がする。

　嫌な予感がする。

　過去の記き憶おくが蘇よみがえる。

　もはや己おのれの死を恐れる必要の無い程に強い生物の本能が、それでも危険を感じ取る。

　自分以外の危険を、感じ取る。

　過去の匂においが鼻を打つ。

　それは、かつて自分がもっとも恐れた匂い。

　死から最も遠い男の予感は──

　確実に、死を感じ取っていた。
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『クロック』本部




　地じ獄ごくは、そこにあった。

　連絡が取れなくなった本部に不安を覚え、任務も半ばに帰き還かんした、シルクと十六人の戦闘員。

　彼らが見た物は──。

　鉄てつ錆さびの匂においが鼻に染しみ、赤い色が無理矢理視界を占せん拠きよする。

　壁や天てん井じようが至る所で崩くずれ落ち、瓦が礫れきの下から時折誰かの手足がはみ出しているのが見えた。

　壊かい滅めつ。

　状況を表すなら、その一言で十分だった。

　敵てきのアジトへと出向いている間に──自分達のアジトが完全に壊滅させられていたのだ。

「何が……あった？」

　戻ってきた遊ゆう撃げき隊の面々は、ある者は驚きよう愕がくの表情を浮かべたまま固まり、ある者は生存者を求めて瓦礫をどけたり、シルクなどは総そう統とうの安否を求めてアジトの奥へと駆かけだし始める。

　[image: なんばー]３７５６４は、前者だった。

　過去に組織が潰つぶされた時の光景が蘇よみがえる。

　見つからないように、ガクガクと震えていた自分の姿が蘇る。

　──まただ。

　──また、俺おれは……何もできなかったのか？

　呆ぼう然ぜんと状況を整理しようとする彼の耳に、力の無い声が響き渡る。

「あぁ……[image: なんばー]３７５６４さん……[image: なんばー]３７５６４さんっすか……？」

　声の方に振り返ると、そこにはマスクの一部を血に染めた戦闘員が立っていた。かなり弱っているようで、頼りない足取りでこちらに近づいてくる。

「違ってもいいや……俺おれ、[image: なんばー]２９１８２っす」

　その番号には聞き覚えがあった。昨日きのう、自分に礼を言ってきた若い戦闘員だ。

「大丈夫か。……ああ、俺だ。何があった」

　泣き出したい自分の心を必死に抑おさえ込みながら、[image: なんばー]３７５６４は倒れそうになった相手を支えながら、この惨さん状じようの理由を問いただす。

「何がなんだか……ええと……あの捕ほ虜りよの五人を……誰かが解放したらしいとか……。いや、参りましたよ……総統以外の幹部、全員とっとと逃げちゃうんすから……。……やっぱ俺らじゃ全然太た刀ち打うちできなくて……。すみません！　俺おれらが力不足だったばっかりに……！」

　──なんでお前が謝る。

　謝らなければならないのは自分の方だ。監かん禁きんしてあるとはいえ、危険因子があるにも関わらずにシルクと行動を共にすることを選んだ自分のミスだ。

　[image: なんばー]３７５６４がそう考えている間に、[image: なんばー]２９１８２は気を失ってしまったようだ。彼はその場に残っていた遊ゆう撃げき部隊のメンバーに治療を頼むと、自分はシルクの後を追うように、指令室へと向かってまっすぐに駆かけだした。




　──誰かが解放した？　……裏切り？

　裏切り者。

　その単語が頭をよぎると同時に、彼の頭の中には総そう統とうの顔が思い浮かび、続いて『僕は、みんなを道連れにして……』という言葉が記き憶おくの海から呼び起こされた。

　しかし、すぐにその可能性を打ち消した。確かに精神的に不安定だとはいえ……あの時自分に見せた笑顔が、そう簡単に覆くつがえるとは思えない。

　彼は人に信頼される事は苦手だが──一度信頼した人間を疑う事は、それ以上に苦手だった。

　──だとすると、誰が？

　しかし、今はそんな事を考えている暇はない。

　総統がやったのではないとすれば……一番危険なのは、総統の少年に他ほかならないのだから。




　扉の奥には──膝ひざからへたり込んでいるシルクの姿と、その奥に横たわる、小柄な人影の姿があった。

「総統……！」

　慌あわてて駆かけ寄る戦闘員に対し、仮面の下の瞳ひとみがゆっくりと視線を動かした。どうやら意識はある事を確認して、深い安あん堵どの息を漏もらす[image: なんばー]３７５６４。

　だが、詳くわしい怪け我がの状況が解わからない。医学の知識が無い事を歯嚙がみしていると、その意図を汲くんでシルクが総統の状態を口にする。

「大丈夫……命に別状はないみたいです……でも、医者に運ばないと……」

「ああ……遅かったね……[image: なんばー]３７５６４……」

　彼女の言葉を遮さえぎったのは、他ほかでもない総統自身だった。少年は嫌きらっていた筈はずの部下の顔を見て、安心したように言葉を紡つむぎ始める。

「洗脳が通じにくい奴やつらだったけど……最後の最後に、僕が死んだっていう幻覚を見せることには成功したみたいだよ……。でなきゃ……確実にやられてた……」

「いいから喋しやべるな。傷に響くぞ」

「痛みは……無いよ。自分で自分の精神をいじったから……痛みは、感じない……」

　自じ虐ぎやく的な笑みを一いつ瞬しゆん浮かべたかと思うと──無事な仲間の姿を見て気が緩ゆるんだのか、少年の瞳ひとみから大粒の涙なみだがボロボロとこぼれ落ちた。

「あいつらが暴れ出した時……すぐに組織のみんなの心に『逃げろ』って揺さぶりをかけたんだ……でも、全員逃がす事はできなかった……何人かはあいつらに……あいつら……逃げようとして背を向けた戦闘員にまで……！」

「……」

　総そう統とうの悔くやしさに満ちた言葉を聞いて、[image: なんばー]３７５６４の中に、どうしようもない怒りがこみ上がる。

　半分は、あのヒーロー達に対してだが……

　もう半分は、自分自身の弱さに対してだ。

　自分は、自分は奴やつらを何とかするだけの力があるのに……何もできなかった。

　その場にいなかったという、たったそれだけの理由で。力がありながら、誰も助ける事ができなかったのだ！

　──ああ、弱さが顔をだした。

　──自分の弱さが顔をだしたぞ。

　ガクガクと膝ひざが震えだし、どうしようもない吐はき気が腹の底からこみ上げてくる。

　自分のせいで。

　自分のせいで人が死んだ。

　仲間が死んだ。

　いつもならば、組織の戦闘員が死んでも他ひ人と事ごとで済ませる事ができた。

　だが、今は違う。

　[image: なんばー]３７５６４の脳裏に、今け朝さ、自分を慕したって集まってくれた戦闘員達の顔が思い出される。全部同じマスクだが、その同じ顔の羅ら列れつが頭にこびりついて離れない。

　──俺おれの、俺のせい、で？

　吐はき気がこみ上げる。

　弱さがこみ上げる。

　周りにある全すべての物を消し去りたい衝しよう動どうが生まれ、それが吐き気や弱さと共に外に出ようとしたその瞬間──

「殺して……よ」

　その声は、非常に重い旋せん律りつとなって戦闘員と女怪かい人じんの頭に鳴り響いた。

「何だって？」

「何をおっしゃるんですか！」

　二人同時に抗議の声をあげるが、少年は言葉を止めようとしない。それは総統としての命令ではなく……一人の少年の、一つの懇こん願がんだった。

「お願い……もう……何も見たく無い……僕のせいで……これ以上何かが壊こわれるのを見たくないんだ……でも、今更引き返せないんだ……」

　それは、少年が初めて人間として他者に向けた願いだったかもしれない。

　だが──[image: なんばー]３７５６４は、その願いを怒りをもってはね除のける。

「殺せ？　殺せだと総そう統とう！　ふざけた事を抜かすなこのガキ、いくら総統閣かつ下かだって言っていい事と悪い事があるだろう！」

　それまで自分自身に向けていた怒りを、そのまま総統に投げ返す。

「……俺おれは、怖いんだよ」

　怒りの次に、悲しみが顔に表れる。まるで幻げん灯とう機きのように綺き麗れいに感情が入れ替わり、そんな自分を自覚しながら──彼は、やはり自分と総統が似たもの同士だった事を理解する。

「俺は、人を殺すのが怖いんだよ！　敵てきでさえ殺せない臆おく病びよう者だってのに…………お前みたいなガキを殺せだ？　無む茶ちやを言うな！　総統！」

　部下の必死な叫びに、少年は更に自じ虐ぎやく的な笑顔を浮かべるだけだった。

　その顔を見て、戦闘員の背筋に寒さむ気けが走る。

　自分が総統を殺さなければ、総統はシルクを洗脳してでも殺させるだろう。……自殺する度胸が無いからだ。自分がそうだから、よく解わかる。

　戦闘員は、とにかく総統にかける言葉を探し続けた。もはや目的などは構わず、ただ、掛けられる言葉を叫び続けた。

「もう、無傷で残ってるのは俺達だけだ、総統。敵を討うてという命令に従った、ハナカマキリの怪かい人じんが一人と、たった十六人の戦闘員だけだ」

　もしかしたらまだ無傷で逃げていない戦闘員もいるかもしれないが、今は数に入れていない。

「だが……最後まで生き残った精せい鋭えいだ。それに、洗脳が解けたのに闘って死んだ奴やつもいるだろ！　みんな……強い奴らばっかりだ。この組織は」

　いつの間にか、自分の顔にも自虐的な笑みが浮かんでいる事に気付き……そんな自分が情けなくて、再び悲しみの表情が顔を出す。

「だから総統、頼むよ」

　それまで決して総統に敬意を見せなかった[image: なんばー]３７５６４だったが──その様子を横から見ていたシルクは、この戦闘員が、自分よりも余程忠ちゆう誠せい心が強い事に気が付いた。

「殺せなんて命令しないでくれ。俺を、これ以上弱くしないでくれ。俺だけを……俺だけを弱虫にしないでくれ」

　あるいは──嫌きらい合っていたのは、同属嫌けん悪おだったのかもしれない。

「護まもれと、この組織を、あんたを、シルクを、みんなを護れって命令してくれ！　俺に生きる理由をくれ！　……悪の秘密結社の総統なんだろう、お前は！」

　自分の弱さにコンプレックスを抱いだく者が、互いの中に自分の弱さを見ていたのだろうか。

「だったら……どんな酷ひどい手を使ってもいいから、俺おれを、俺を……強くしてくれよ……！」




　彼の声を聞いている内に、総そう統とう自身もその事に気が付いたのだろうか──

　ゆっくりと笑いながら、少年は、閉じかけていた目を開いて再び戦闘員の顔を見て──次に、シルクの顔を見て呟つぶやいた。

「あのさ……君は……あのマーク、どう思う？」

「……えっ？」

　突然話を振られたシルクは、少年の目線の先にある物に目を向けた。

　そこには部屋の壁があるだけだったが──マークという単語から、恐らく、壁に描かれた組織の紋もん章しようの事を言っているのだと思った。

「かっこいいよね……」

「は、はい！」

　よく解わからないが、シルクは力強くそう頷うなずいた。

　すると少年は、叫びの途と絶だえた戦闘員に向かって言葉をかける。

「だってさ」

「……」

　無言で自分を見つめる『最強の弱者』に対し、少年は表情に力強さを取り戻し、語る。

「僕も君と同じさ……組織は、どうでもいいのかもしれない。だけど……だけど僕は……！」

　自分の力で身体からだを起こし──目の前の男女に対して、総統としての我が儘を口にした。




「あのマークは、まだ消したくない……！」





∞






数日後　埼さい玉たま県所ところ沢ざわ市　某ぼう所しよ




「父とうちゃん、なんか凄すごいよ？　ほら、あそこのマンション、トラックがたくさん止まってる！」

「あー、そう言えば今日、あのマンションに一気に二十人ぐらい入るって言ってたなあ」

　息子むすこの言葉に、男は家の側そばのマンションを見ながらノンビリとした声で呟いた。

　眼鏡めがねをかけたその男は、誰にも憎にくまれないような、何者にも嫌きらわれないような、そんな顔をしていた。

『憎めない顔』というのを突き詰めればそうなるであろうという、一切の嫌いやみの籠こめられていない相そう貌ぼう。

　日曜大工で本ほん棚だなを作っていた親子は、家の側そばに止まったトラックの一団をしばらく眺ながめていたが──

「あれっ？」

　やがて、息子むすこの方が驚いた声を上げると、庭を出てトラックが止まるマンションの方へと駆かけだした。

「あ、こら、神しん夜や！　引っ越しの邪じや魔まをしたらいけないよ！」

　父親の制止に耳を貸さず、好奇心の塊かたまりのような少年は、マンションに入っていく影の一つに大きな声で呼びかけた。

「時とき平ひらくん！　時平くんじゃん！」

「あ……」

　声をかけられた方の少年は、驚いた顔を見せながら、駆け寄ってきたクラスメイトにおずおずと手を振った。

「しばらく学校休んでたから心配したけど……そっか、引っ越ししてたから休んでたんだね！」

「え、あ、ああ。まあね。そ、そっか……ここ、神夜の家のすぐ側そば……だったね」

　あからさまにギクシャクした対応だが、神夜と呼ばれた少年は全く気にしていないようだ。

「そっかぁ……そうだ、今日、なっちゃんが家に遊びに来るから、時平君もおいでよ！」

「あ……ぎ、銀ぎん島じまも来るんだ？　ええと……、あ、そうだ。引っ越しの作業があるからさ」

　時平有ゆう紀きは同意を求めるような顔で荷物を運んでいた男女を見るが──男の方が、さわやかな笑顔と共に親指を立てた。

「ああ、総そうと……いや、有紀の部屋の準備はやっといてやるから。友達と遊んでこいよ」

　途と端たんに、有紀の顔が裏切られたというような顔になり、『後で覚えてろよ、[image: なんばー]３７５６４……』と、呪じゆ詛そのような声を漏もらしながら友人？　の少年に引きずられて行った。

「……完全に立ち直るまでに、少しはクラスメイトにもなれてもらわなきゃな」

「そうですねえ」

　傍かたわらにいた女性とそんな事を話している間にも、他ほかの男達が荷物をマンションに運び込む。




　アジトが壊かい滅めつしてから、一週間の時が流れた。

　一体誰が裏切ったのか、それは結局判明しなかった。正確には──大半の戦闘員が洗脳を逃れて野に放たれた今、確認する事など不可能に近かったというのが現状だ。

　──裏切者は……何な故ぜ組織を裏切った？

　崩ほう壊かいしたアジトを引き払いながら、[image: なんばー]３７５６４は静かに考える。

　──あの状況で組織を壊滅させて何の得がある？　あそこで組織を壊滅させる事でしかできない事があったとでもいうのか？

　しばらく考えたあげく──彼は、一つの可能性に気が付いた。気が付いてしまった。

　──俺……なのか？

　あの時点で組織が壊かい滅めつする事で、裏切り者が何をなせたのか？　それは──[image: なんばー]３７５６４にダメージを与える事だ。無む敵てきに近い筈はずの自分の心に──立ち直れない程の『絶望』を与える事だ。

　それに気付くと同時に──彼の中に、最初の日に半殺しにした幹部達の顔が何人も蘇よみがえる。

　──だとすると、結局……俺おれのせいなのか？

　あの日壊こわれた物は、単にアジトだけではない。『クロック』という組織そのものと──何人もの構成員の命。そして──少年の心と過去。

　だが……『彼』はまた、無傷だった。

　縋すがるべきものが、これから愛そうと思っていた存在が、自分の目の前で崩くずれ去っていく。無言の悲鳴を聞きながら、彼は今度こそ絶望に陥おちいり──世界の全すべてを破壊する事さえ考えた。

　だが、彼はそれをしなかった。己おのれの力があれば、簡単に叶かなう悪夢だという事を知りながら。

　今でこそ、少年らしく振る舞っている総そう統とう。部下が多く死んだというのに、一目ではそれを背負っている様子は見られない。

　だが──彼の鋭すぎる聴覚は──毎晩のように『それ』を聞いていた。

　総そう帥すいが一人きりになると──必ずその場所から、涙なみだを啜すするような音が聞こえてくるのを。

　その声を、総統の、少年の弱さを知っているからこそ──彼は静かに拳こぶしを握る。

　もしも、戦闘員というものが壊れかけた総統の心を繫つなぎ止める糸の一本に過ぎないと言うのなら──

　──俺おれは、絶対に切れない糸になってやる。




　俄にわかな喧けん噪そうの中で、男は静かに背後を振り返る。

　人数が大幅に減った仲間。

　単なるマンションになったアジト。

　記き憶おくに刻まれた、新たな地じ獄ごくの風景。

　何もかもが記憶に新しく、表面上は終わったように見えているが、仲間の死など、簡単に乗り越えられるものではない。

　あの件に関わったもの全員が、個人差はあれ、自分の心の中に傷を負った。総統は、自分の能力を使って彼らの傷を『消去』しようとしたが、その案に賛成するものは誰もいなかった。




　裏切り者とヒーロー達を探し出し、復ふく讐しゆうする。新しい『クロック』の最初の目的は世界征せい服ふくでも人類絶滅でもなく──限りなく私し怨えんに満ちたものとなる。

　そうした結末の全すべてを頭の中で思い返し──

　男は、笑っていた。




　己おのれの中にある全すべての『弱さ』。

　普ふ遍へん的に蠢うごめくそれらを認めたその時から──




　弱さは寧むしろ、彼の強さと成り果てた。





∞






　強くなりたい。

　ただそう思っているだけなんだ。

　だが、今は全すべてが欲しい。

　何もかも、何もかも、何もかも。

　護まもりたい人は、できた。

　貫きたい信念も、今はある。

　その全てが──俺おれの望む幸せが、すでに俺の『強さ』そのものなのだから。




　いまだに俺は、強さを求める。

　理由も無く、理由も無く。

　だが、今はそれに対する負い目はない。




　幸せに──理由など必要ないのだから。
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　そして俺は──




　ようやく『戦闘員』になれたのだ。





『３７５６４人目の悲劇』──完












　静かに復ふく讐しゆうを決意する男の心を見み透すかしているかのように、背後からシルクが日常的な言葉を投げかけてくる。

「そういえば……私、[image: なんばー]３７５６４さんの素顔、初めて見ました」

「思ったよりつまらない面つらでがっかりしたか？」

「いえ……凄すごく──優しい顔だなって思って」

　シルクの笑顔に、[image: なんばー]３７５６４は結局言葉を返す事ができず……ただ、口くち許もとだけで僅わずかに微ほほ笑えんだ。

　微笑む事しか、できなかった。

[image: ]













間章２　常敗無敵







　──今日は、静かな一日になりそうだ。

　太陽が頂点を少し過ぎた、暖かい空気の昼下がり。

　素顔を日の光に晒さらしながら、[image: なんばー]３７５６４はぼんやりとそんなことを考えた。

　多た摩ま湖この地下にあった巨大なアジトから、極ごく々ごく一般的なマンションに移り住んだ『クロック』の残党達。

　一階の部屋を割り当てられた[image: なんばー]３７５６４は、一階の住居だけにベランダ代わりにつけられた庭に降り、低い摒へい越ごしに外の様子を眺ながめていた。

「しっかし、防犯とか大丈夫なのかね？　このマンション」

　小学生でも頑がん張ばれば乗り越えられそうな塀の縁ふちにパシリと手を置きながら、『悪の組織の戦闘員』は不要な不安を口にする。

　このマンションに住んでいるのは、まがりなりにも『クロック』の構成員だった者達だ。そこいらの押し込み強ごう盗とうなら軽く撃げき退たいできるし、もしも彼らの『敵てき』──所謂いわゆる『正義のヒーロー様』が相手だとすれば、通常のセキュリティではなんの役にも立ちはしないだろう。

　頭ではそう理解していたが、[image: なんばー]３７５６４はただの人間だった頃の自分を懐なつかしむように、そうした庶しよ民みん的な考えを巡めぐらせていた。

　──この辺はなんか最近、連続殺人だの家の爆発事件だの、色々あったっつーからな。

　[image: なんばー]３７５６４は心中でそう呟つぶやき、今け朝さ読んだ新聞を心しん中ちゆうで思い返す。

【タクシー運転手連続失しつ踪そう・殺害事件、収しゆう束そくか】

【犯人、未いまだに不明】

【丸まる伐ばつ組のビル爆破事件、未だ犯はん人にんは捕つかまらず】

　悪の組織である自分達が起こした事件、並びに先日の多た摩ま湖こ周辺での騒ぎは、全すべて総そう統とうの能力で『なかったこと』にされていた。

　つまり、これらの事件は自分達とは全く関わりの無い事件という事になる。

　──物ぶつ騒そうな世の中だ。

　[image: なんばー]３７５６４はそう考えながら、彼は静かに街の中に目を向け──

　一人の男と、サングラス越しに眼めがあった。

　その男は一目で日本人ではないとわかる、綺き麗れいなブロンドの髪かみをした白人で、[image: なんばー]３７５６４は思わず眼を細めて相手の事を見つめ返す。

　だが、相手は眼を逸そらす事は無く、塀へい越ごしにこちらに近付き始める。

　──なんだ？

　素顔で数日過ごすなど久しぶりの事だ。もしかしたら、何か妙みような格好をしてしまっているのだろうか？

　そう考えた[image: なんばー]３７５６４は自分の体を見直すが、コレと言って問題は見あたらない。

　疑問符を頭に浮かべている間にも、その白人は塀を挟はさんだ僅わずかな距離に立ち止まり、流りゆう暢ちような日本語を繰りだした。

「……君は、君は、何者だ？」

「……!?」

　いきなりこの白人は何を言い出すのか。

　もしかしたら、自分とこのマンションの住人の正体を知っている者……最悪、あの謎なぞの『自称』正義のヒーロー達の一味なのだろうか？

　脳内に即座に警報音が鳴り響き、[image: なんばー]３７５６４は静かに身構える。

「……なんの、話ですか」

　もし、いきなり襲い掛かられたとしても、自分なら撃げき退たいできる自信はある。

　だが、別室にいる仲間やシルクが襲われたとしたら──

　そう考えて警戒したが、目の前の男から敵てき意いは一切感じられない。

　寧むしろ、何か珍しい昆虫を見つけた時のように、僅かな興奮と共にサングラスの奥で眼を見開いている。

「気付いているのかいないのかは解わからんが、君の『相そう』は極めて特殊だ」

「……宗教ですか？　そういうのはちょっと」

「失敬な！　私は確かに一なる神から八や百お万よろずの神まで幅広く認めてはいるが、信仰を持った事は一度としてない！　……他ほかの位い相そうの私については解らんが……」

　──？

　相手の言っている意味が解らず、[image: なんばー]３７５６４の混乱は深まっていく。

　──そう言えば、何番目かに俺おれになんか取り憑つかせてた『組織』の連中も似たような語り口だったなあ。

「はあ、そうですか……」

　どうやらまともではないらしいと判断した[image: なんばー]３７５６４は、適当に相あい槌づちを打って話を打ち切ろうとしたのだが──白人はますます興奮した様子で顔を近づける。

「何な故ぜ、何故君のような存在がこの次元の、この宇宙の、この星のこの国のこの町のこのマンションにいるのかは解らんが……あるいは、この町で昔から起こる、次元の綻ほころびとも言える様々な事件の『相』に引かれたか……？　それにしたとしても……いや……しかし、そう考えるのが一番納得がいくだろうか……。しかし、何故人間の姿を？　赤あか子ごの状態の時に……たまたま君の『相』が取り憑いたのか？　『彼』の周りでは奇き妙みような事件や人が集まる事は知っていたが、まさかこんなとんでもない『相』を呼び寄せるなど……ありえるのか？」

「はあ」

　──なにを自問自答してんだ、この人。

　相手の行動を疑問を思いつつも、[image: なんばー]３７５６４はとにかく話を終わらせようと試みた。

「いや、あの、私そういうのマジでいいんで。すいません」

「私をキチガイだとでも思っているのか!?　……だがそれもいいだろう。正気も狂気もこの際些さ事じだ。特に、君のような存在から見ればそうだろう。だが、これだけはこれだけは断言しておくとしよう私は君に！　わ、わ、私はね、ストレーガやコダマのように、視みえてはいけないものが視える異常者とは違う。だ、だが、こうして実際に私の眼に見えている君からは、実に実に実に様々な事を読み取る事ができる。私が私の外に十万以上の異なる『私』を見るように、君のような存在の『相』を読み取る事ができる。これがキチガイだというのならば私は敢あえてその言葉を受け入れよう誰よりも潔く寧ろ誇りを持って！」

「い、いや……だから、俺から何が読み取れるっていうんですか」

「なに、ただ単純な事だ。ただただ単純な事なんだよ、君！」

　興奮する白人は、何か畏おそれるような視線を[image: なんばー]３７５６４に送りながら、言葉通りの単純な答えを口にする。

「君は──恐らく……いや、確実に……何が起ころうと滅びる事はない。ただ、それだけだ」

「……ッ!?」

　もしもその言葉を言われたのが[image: なんばー]３７５６４以外だったら、『やはり宗教の勧誘か』だの『なんのキャッチセールスだ？』と思う事だろう。

　だが──彼にとっては、心当たりがありすぎた。

　沈黙する[image: なんばー]３７５６４に対し、白人は勢いよく語り始める。

　まるで、神話かなにかの序説を子供に聞かせるような口ぶりで。

「君は恐らく、あれだ。例えば……今まで死にそうな目に遭あっても……いや、常人ならば死ぬような目に遭っても、奇跡とも呼べる運命が働いて、偶然生き残る事ができた……そんな経験は無いかね？」

「……」

　占うらない師の戯ざれ言ごととして聞き流す、無視して家に入るという事もできたのだろうが──[image: なんばー]３７５６４の足は、釘くぎで打ち付けられたようにその場から動かない。

　やはり、心当たりがある。そう判断したからだ。

　現在の自分の体についてもそうだが──

「それはもはや、物語で言えば奇き跡せきというよりも『ご都合主義』などと思われる程の偶ぐう然ぜんで、君は命を長らえ、あるいはその時に、何かより強き『力』を手に入れたりしたのではないか？」

　ヤクザの事務所で生きながらえた時、たまたま、馬鹿げた程に空想的な『悪の組織』に連れ去られ、戦闘員に改造されて生き延びる事ができた。

　確かに、御お伽とぎ噺ばなしでもないような奇跡による延命だ。

　そして──その後の事は考えるまでもない。

　頭の中でそんなことをグルグルと考える[image: なんばー]３７５６４は、それらの思いを言葉にする事ができなかった。結果として黙り込む青年に、白人はますます勢いを増した言葉を投げつけた。

「はっきり言うとだね。あれだよ。君は無敵だ。刺される？　病気？　事故？　私の眼めが正しければ……君の『相』は、もはやそんなレベルではあるまい。極論を言うならば、ブラックホールの中に投げ込まれようが君は無傷とは言わずとも、少なくとも死なずには済むだろう。物理法則を越える？　既すでに越えているのではないかね？　更に、更に極論するならばだ！　例えば神のような存在が君の事を『存在しない』として世界そのもの、次元そのものを構築し直そうが、全宇宙、全次元の因いん果が律りつを操る存在が何か小こ細ざい工くをしようが、君は存在することを許されるだろう。それが、君の相だ」

　経きよう文もんのように途と切ぎれなく唱えられる言葉は、不思議と[image: なんばー]３７５６４の脳のう髄ずいに染みこんでいく。

　確実に、目の前の白人は自分について正確に語っている。

　神だのブラックホールだのという単語が出てきてピンと来ないが、自分が絶対に誰にも負けないであろうという事実は、なんとなく理解できるし、物理的なレベルでは実感もしている。

　今度は納得して黙り込む[image: なんばー]３７５６４に、白人は尚なおも──昼下がりの路上に全くそぐわない壮大な話を語り続ける。

「世界……この場合、多次元、平行宇宙、それらを統すべるあらゆる可能性を考慮したものを世界と呼ばせてもらうが……世界のあらゆるものに終わりがあるとすれば、君はその反動となる存在だ。巨大な陽電子の周りに一つだけ彷徨さまよう陰電子のように、他ほかの『死』あるいは『滅び』『敗北』『消滅』『無』といったものに対する反動の寄せ集め……それが君だ。無論、普通の人間にも生と死は対ついとして存在する。だが、死、あるいは無……あくまで人間である君の感覚に解わかるような単語を使っているが……そうしたものの方が分量が大きい。その、全すべての『存在』に対するお釣つりを全て引き受けているのが君、そう言えば早いだろうか。いや、もっと複雑なのだが人間である私には理解できない領域になるので私は発狂するのが怖いから敢あえてそこに足は踏み入れぬ事にしよう……」

「ええと……いや、すんません。もうなんかこっちの方は最初からわけわかんなくて発狂しそうなんですけど」

　抗義の声を入れるが、白人はブツブツと言葉を紡つむぎ続ける。

　止まる様子は一向に見られない。

　途と中ちゆうからは全く理解はできないのだが──それでも[image: なんばー]３７５６４は、白人の声を聞く度に強い不安に襲われる。

「君の握る拳こぶしで倒せぬ敵てきが現れたら、時をかけて、君は進化するだろう。それは数秒かもしれないし数万年かもしれないし数億年かもしれないし、あるいは気付いたら既すでに進化しているのかもしれない。その進化を遂げた時、君の拳は次元の壁すらも貫き、相手の全てを滅ぼす毒のような数列を流し込むだろう。君が、相手を滅ぼそうという意志を持つ限り──最後に立つのは、やはり君だろう。君の存在が消されても、君は消えない。消えるという事実自体が存在しないのだから。ハッ！　まるで中学生のノートに書かれた妄もう想そう上の存在だな君は！　私なら恥ずかしくて生きてはいられないが、それも無理だろう！　君は恐らく自殺すらもできまい！　自分で自分の心臓を貫こうが、君はやはりどうにかして生き残る！」

「殴なぐりますよ？」

　口ではそう言ったが、それは[image: なんばー]３７５６４の強がりだった。

　彼は、自分の背中にじっとりと汗あせを搔かいているのを感じ取る。

　不安が急速に己おのれの心を搔き乱す。いつか、最も聞きたくない言葉が出てきてしまうのではないだろうかと。最も不安である事を言われてしまうのではないかと。

　[image: なんばー]３７５６４がそう思った瞬しゆん間かんに──その心を読んだかのように、白人はトドメとなる言葉を吐はき出した。

「だけどね、君、あれだよ。勘かん違ちがいしてはいけないよ。君はただ、無敵なだけだ。決して強くなんかない」

「やめ……ろ……」

「ブラックホールの中に投げ込まれて助かるのも、宇宙の外の大きな存在がこの宇宙そのものを握りつぶした時に、奇き跡せき的にその因いん果がに逆らう事ができるのも、それはただ、君だけだ。君は何も守れない。敵てきがいない事と引き替えに、君は、君が無む敵てきだと意識したときには誰も守れてはいないだろう。迫り来る火から大事な思い人を庇かばったとき、君は自分が強いと思うかもしれない、それはそれでいい。だけどね、君、あれだよ。地球の酸素が全すべて無くなった時に、あるいはこの星そのものが爆ばく発はつした時、どうしようもない程に強力な呪のろいが君の思い人を蝕むしばんだ時、君は自分が無傷でいられる代わりに思い知らされる事になるだろう。君自身の限界を」

「やめてくれ……なんだよ！　あんた一体──」

　思わず塀へいを殴なぐり壊こわして摑つかみかかろうとした[image: なんばー]３７５６４だったが──

　その衝しよう動どうは、横から聞こえてきた暢のん気きな声に押さえ込まれた。

「あ、いたいた。もー。クラリタスー、どこいっちゃったのかと思ったよ！」

　透すき通るような声。

　森の中の湧わき水が、直接体に染みこんでくるような、そんな不思議な声だった。

　話している言葉は普通の若者の言葉なのだが、声質だけがそこから乖かい離りして、聞く者の心を鎮しずめる。そんな声だった。

　それに続いて聞こえてきたのは、前者とは正反対の野太く力強い笑い声。

「ハハーハァ」

　[image: なんばー]３７５６４が振り向くと、すぐ横の歩道上に東洋人の少女と黒人の大男が立っていた。

　二人は眼前の白人と知り合いのようで、友好的な笑みを浮かべながら抗議の声をあげている。

　白人は先刻までの時間が噓うそのように表情から興奮の色を消すと、能面のような顔で二人の元に足を向ける。

「そうか……では、行くとしよう寧むしろ行くしか選択肢しがないのだろう今の私達には」

「ったくもー。会社に任せておけばいいのに、わざわざ針はり山やまさんと直ちよくで打ち合わせしたいって言ってるのはクラリタスでしょ？　駄だ目めだよ、さぼっちゃ！」

「ハハーハァ」

「いや、待ってくれコダマ。私はさぼっているわけでは……」

　ブツブツと言い続ける白人を無視して、コダマと呼ばれた少女はニヘラと笑って[image: なんばー]３７５６４に美しい声を浴びせかけた。

「ごめんなさい。この人、頭おかしいの！」

「えッ……」

「変な事言われたかもしれないけど、気にしないで！」

「あ……ああ……」

　思わず頷うなずき、[image: なんばー]３７５６４は静かに呼吸を整えた。

　先刻の白人の言葉はなんだったのか？

　聞いている内はあれほど感情を揺さぶられたのに、今ではまるで夢だったかのように感じられる。やはり頭のおかしい人間の戯ざれ言ごとであったようにも思え、寧むしろそうであってくれという願いに包まれる。

　だが──その思いは、去り際の白人の言葉に搔かき消される事となった。

「もしも君が思い悩むのならば、一つだけアドバイスをあげよう」

「ん？」

「仮に敗北感を味わいたければ──ジャンケンでもしたまえ。無論、それが自分の命の掛かったものとなれば君は絶対に負けないだろうがね」




　三人組の姿が見えなくなった後も、[image: なんばー]３７５６４はしばらくその場に佇たたずんでいた。

　何を考えるでもなく、ただぼうっと空を見上げていた『戦闘員』の背に、馴な染じみのある声がかけられる。

「どうしたんですか？　空ばっかり見上げて」

「……ん？　んー……」

　庭に出てきた隣りん室しつの住人の言葉に、[image: なんばー]３７５６４はやはりぼーっとしたまま空を見上げ──

「なあ、俺おれさ……神様とかブラックホールと闘って勝てると思うか？」

「え？」

　言ってから、馬鹿な事を言ってしまったと後悔する[image: なんばー]３７５６４。

　これでは自分の方が頭のおかしい人間ではないか。

　だが──その話を聞いた隣室の女性──シルクは、柔やわらかい微笑ほほえみを浮かべて、なんの迷いもなく答えを返す。

「勝てますよ、絶対」

「……そうか」

　男は静かに頷うなずき、『なら、それでいいや』と口の中で呟つぶやいた。

「？　どうしたんですか？」

「いや、なんでもない」

　照れて顔を背そむける男の背後。

　マンションの室内の付けっぱなしにしたテレビから、ニュースの音声が流れていた。

　それは、新たな事件を告げる声。

　やはり物ぶつ騒そうな世の中だと感じさせるニュースを聞きながら、[image: なんばー]３７５６４は静かに自分の大事な物を護まもろうと決意する。

　自分がどんな存在だろうと、シルクや総そう統とう、仲間達だけは絶対に護ろうと。

　護り続ける事こそが、自分にとって勝利なのだからと。




　そんな彼の決意の後ろで、ニュースのアナウンサーの言葉だけがＢＧＭのように流れ続けた。

　淡々と、淡々と──




【先月末に埼さい玉たま県内の複数の病院にて、霊れい安あん室から遺い体たいが消えた事件の続報ですが──警察は一連の事件を同一犯による盗とう難なん事件と見て──】





『柏木クロスの真っ赤な死』へ続く









[image: THE DON'T OF THE DEAD　ジャンル『ゾンビ』]










　──ああ、ああ、なまぬるい。





‡






　その殺し屋は、体温が嫌きらいだった。




　どうしようもない程に、狂おしい程に生ぬるい人間の温度が気持ち悪い。

　自分の肌はだに指を這はわせる度に、そこからネットリとした生暖かさを感じて吐はき気を催もよおす。

　他人の体温も自分の体温も全くの区別なく──ただ、人間の持つどうしようもない温ぬくもりが生理的に受け付けなかった。

　子供の頃から思い続けていたのは、死体の持つ独特の『冷たさ』と、それが火か葬そうによって炎ほのおに包まれる瞬しゆん間かんの『熱』への憧あこがれ。

　生ぬるく蠢うごめく群衆に囲まれながら、殺し屋はただ、ただ、鬱うつ々うつとした気分の日々を送り続けていた。

　──いっその事、人の温度など消え去ってしまえばいいのに。

　殺し屋は、幼い頃から絶える事のなかったホラー映画──特に町にゾンビが溢あふれかえる類たぐいのものを見ては、生ける死者達に体温があるのかないのか、ないのならば、それはどんなに素す晴ばらしい事だろう、と考えていた。

　自分の周囲から『体温』が完全に消えたならば、それはどんなに素晴らしい事だろう。

　人肌はだに触ふれても生ぬるいと感じる事無く、ヒヤリ、とした適度な冷たさが訪れる。

　人は本来、死体であるべきなのだ。

　これだけ完かん璧ぺきに生きているのに、どうして進化というやつは、人間が体温などなくても生き　ていけるようにしてくれなかったのか。

　生きている限り体温からは逃げられない。

　しかし、死ぬわけにもいかない。

　ならば、死にながら生きるしかないのではないか？

　そう、ホラー映画で腐くさる程に見続けてきた、あの生ける死体のように！

　殺し屋は、ただ、そう強く願い続けた。

　そして。今宵こよい──




　夢が叶かなった。




　自分の周囲に広がる光景を見て、この瞬しゆん間かん、殺し屋は何とも言えぬ達成感に満ちていた。

　殺し屋の目の前に広がる風景は、まさに、死し霊りよう蠢うごめくパニックホラーのオープニングかクライマックスといったところだ。

　シルエットだけは、かろうじて人間のままである『モノ』の群。

　生物である事を放ほう棄きした肉の色。その隙すき間まからは赤と黄色の筋が這はう骨の色が白く浮かび、『それ』がなんであるかを見る者に嫌いやという程思い知らされた。

　実際に、実物を目にするのはこれが初めてだ。

　いや、写真だろうと映像だろうと、殺し屋は『本物』を見た事は一度も無かったのだが──確信を持って理解する。

　それが俗に『生ける死者』、更に俗っぽい言い方をするならば──『ゾンビ』と呼ばれる物体だという事を。




　夢が叶った。




　自分を取り囲む怪かい異いからは、密集した空間なのにも拘かかわらずまったく熱気が感じられない。

　熱の無い化ばけ物ものの群を見ながら、殺し屋は静かに微笑ほほえんだ。これこそが、自分の望む世界だと。

　しかし、熱帯夜の埼さい玉たまの気温と同化した骨肉の塊かたまりでは、人肌とそんなにかけ離れていない。

　──どうせならば、気温すらも凍いてついてしまえばいいのに。……なんでここは、南極じゃないんだ？

　そんな相反する思いを抱いだきながら──

　殺し屋は、ゾンビの群に囲まれていた。

　映画のワンシーンのように。

　傍かたわらに子供がいる所など、少々あざと過ぎる演出のようにも思えるが──紛まぎれもない現実として、少年は殺し屋の横にいた。

　年は、まだ14、５といった所だろうか。

　スキーヤーのようなゴーグルを目に被かぶせ、色硝子ガラスの奥の目の色は窺うかがえないが──その肌はだの白さと鮮あざやかなブロンドの髪かみの色から、少年が白人であろうと予想させる。

　嫌いやという程に古典的な演出に囲まれた状態。

　唯一、映画と違う点があるとすれば──




　殺し屋も、少年も──

　二人とも──笑っていたという点だろうか。





‡






数時間前　埼さい玉たま県所ところ沢ざわ市　某ぼう霊れい園えん




「ああ……落ち着く……」

　初夏の熱さが残る関かん東とうローム層の大地の上で、その女は、一人きりで精神的な涼しさを感じていた。

　純白の帽ぼう子しを被かぶった女は、周囲の墓ぼ石せきから放たれる冷気を感じながら恍こう惚こつの表情で満天の星空を仰あおぎ見る。

　町の灯あかりが反射されて、空にはそれほど星が見えるわけではない。だが、都会暮らしの長い女にとっては、それで充分だった。

　毎日の日課。

　誰もいない夜の墓はか場ばで空を眺ながめる。それだけで彼女は心が落ち着いた。

　複数の礼拝堂や管理事務所、果ては売店まである広大な霊れい園えんだったが、女はそうした建物からは幾分離れた、墓石が建ち並ぶ静かな空間に佇たたずんでいる。

　丁ちよう度ど霊園の中心。やけに供そなえ物の多い『針はり山やま家代々の墓』と書かれた極ごく々ごく一般的な形状の墓石の前。そこが彼女の特等席だった。

　横にある墓ぼ碑ひを見ると、まだそこには誰の名も記されていない。ただ、針山家の墓と書かれた墓石だけがそこにあった。

　恐らくは、新しくここに墓はかを買ったのだろうが──このお供そなえ物の多さは一体なんだというのだろうか？　誰もこの石の下に眠ねむっていないというのならば、一体何の為に？

　墓の中心をうろうろしている日々が続く中、そんな疑問を抱いだいたのをきっかけとして──彼女は毎晩、この『針はり山やま家の墓』を中心として夜の冷気に身を晒さらし続けた。

　毎日毎日。仕事の後に。

　あるいは仕事を始める前に。

　あるいは、仕事の最中だろうが──

　とにかく、この環境に身を置く事だけは毎日欠かす事無く続けていた。

　雨の日も、風の日も。

　変わりの無い毎日。

　人ひと気けの無い冷え切った空気。

　それこそが、彼女の求めている物だった。




　ただ──今晩、少しだけいつもと違う事があったとすれば──

　誰もいない筈はずの深夜の霊れい園えん。

　そのどこかから、すすり泣きの声が聞こえてくる事だけだった。




「──ぅぁ…………ＲＲｒ──…………」

　それは、やや高い調子の泣き声で、女か子供のものであろうことは理解できた。

「……？」

　深夜の霊園に、子供の泣き声など。

　女は魑ち魅み魍もう魎りようの類たぐいを頭に浮かべたが、その声の主は意外とすぐに発見する事ができた。

　規則正しく並んだ墓ぼ石せきと卒そ塔と婆ばの間を縫ぬうように、小柄な影が緩かん慢まんな動きで彷徨さまよっているのが見えた。

　その影は徐々に女の方へと近づき、霊園の中心近くにある四つ角から、明確に己おのれの正体をさらけ出す。

「……Ｃｏｒｐｓｅ……Ｃｏｒｐｓｅ……」

　外国語で何か呟つぶやきながら現れた存在を見て、女は僅わずかに警戒を緩ゆるめた。

　熱帯夜だというのに長なが袖そでの服を羽は織おり、目には厳いかめしいゴーグルをかけているという怪あやしい存在だったが──それは、明らかに子供と呼ぶべき年頃の少年だったからだ。

「ア……」

　少年は女の存在に気付き、泣きべそ混じりの口許を噤つぐみ、背を伸ばして相手の顔を凝ぎよう視しする。

　ゴーグルには色硝子ガラスが嵌はめられており、女は少年の表情を読み取る事ができなかった。

　──そもそも、夜だっていうのに色眼鏡めがねなんかかけて、外の景色なんか見えるのだろうか？

　疑問に思っていた女に向かって、少年は恐る恐るといった動作で近付き、口を開く。

「おばさん……あの、いえ、ごめんなさい。オネエさん、です、か。すいません、お騒さわがせ、シテます」

　──おばさんか。

　25歳さいは、この年頃の子供から見ればオバサンと見るのが普通なのだろうか？

　そんな事を思いながら、女はどこかイントネーションのおかしい日本語を繰る少年に向き直る。髪かみの色や肌はだの異常な白さと合わせて見るに、どうやら外国人のようだが──

　何な故ぜ、こんな夜中に霊れい園えんの中を彷徨さまよっているのか。日本人だとしても、一人で散歩するルートではないし、友達と肝きも試だめしや花火遊びに来たというわけでもなさそうだ。管理事務所にまだ人間が残っていて、この少年を見たとしたら──迷わず保護しにかかる事だろう。

　女はしばし対応に困ったが、無視するのも妙みような話だと思い、平静な態度で答える事にした。

「どうしたの？　こんな夜更けに墓はか場ばの中を徘はい徊かいするなんて物ぶつ騒そうだよ」

　年下とはいえ怪あやしさ極まりない者を相手に、敢あえて気さくな言葉で対応する女。言ってから、難しい日本語ばかりを使ってしまった事に気付き、相手に言葉が通じたか不安になった。

　そんな不安を余よ所そに、少年は女の言葉を聞いていなかったかのように首を振る。

「……無いんです」

「無い？　何がないの？」

　訝いぶかしげに眉まゆを顰ひそめる女。

　対する少年は、淡々とその問いに答えを返す。

　淡々と、淡々と。

　表情だけは泣きそうなまま──




「──死体」




　と、ただ一言。

「え？」

　この少年は何を言っているのだろう。

　周囲は墓場だ。死体もなにも、墓ぼ石せきの下には嫌いやと言うほど人間の成れの果て──白く燃え尽きた骨こつ灰かいが眠ねむっているというのに。

　訝しげな表情で沈黙する女を余所に、少年は独り言のように自分の境遇を愚ぐ痴ちり始めた。

「うぅ……。せっかく日本まで逃げてきたっていうのに……聞いてないよ……この国が、完全に焼いてから死体を埋める風習だなんて！」

　奇き妙みような事を言う少年に、女はますます眉を顰めた。ただ、表情は眉にしか現れる事なく、目と耳、そして全身の筋肉は静かな揺らめきを保ったままだ。

「でも、でも……お姉ねえさんに会えたから、もう、大丈夫です」

　その揺らめきが──

「お姉さん、死体がある場所を知ってるよね？」

　不意に、揺れる。

　少年が何気なく尋ねた一言は、女の本質にして最大の禁きん忌きをあっさりと踏みにじるものだったからだ。

　揺らめきが警報へと代わり、周囲に張り巡らせた意識を少年へと集中させる。

　明らかに気配が変わった女に対し──少年は、それまでの泣きべそをピタリと止め──微ほほ笑えみを含んだ視線で相手の身体からだをズグリと射い貫ぬいた。

「だって……お姉さんの周りをグルグルと回ってる人達が、言ってるよ。声は聞こえないけど──目が、そう言ってるよ？」

　それは残ざん酷こくな笑みというよりも、悪意に溢あふれる笑顔だった。

「自分達を殺したのは、この女だ……って」

　虫を捻ひねり潰つぶす無む邪じや気きな子供というよりも、サディストが弱者の傷を抉えぐる時に浮かべるような、僅わずかに興奮と快楽の色が混じった微笑み。

　子供でも、時折イジメっ子などが見せるような表情を浮かべながら──少年は、心底愉ゆ快かいそうに眼前の女へと現実を突きつける。

「お姉さん、殺し屋？　それとも殺人鬼き？　ひょっとして今はお仕事か趣味の後だった？　ちょっと血の匂においが残ってるよ？」

　流りゆう暢ちような日本語を繰りながら、白人の少年は静かに女を睨ねめ上げた。




　だが、少年の笑顔はそこで一いつ旦たん薄うすらぐ事となった。

「ああ、殺し屋だよ」

　女は、あまりにもあっさりと白状する。

　相変わらず眉まゆだけを顰ひそめながら、彼女は冷たい溜ため息いきと共に少年への言葉を吐はき出した。

「知られたからにはしょうがないね。ちょっと一緒に来てもらおうか」





‡






　体温が、嫌きらいだった。

　生ぬるい、ひたすらに生ぬるいだけの温度。

　彼女には、それが我が慢まんならなかった。

　少女の頃から思い続けた幻想。

　いっそのこと、周囲の体温など全すべて消えて、大気に満ちた温度の中に埋うもれてしまえばいいのにと。

　体温のぬるさを露ろ骨こつに嫌きらい始めた少女は、心のぬるさにも嫌けん悪おを覚え始める。

　熱くたぎる怒り、冷え切った想い。

　極きよく端たんな感情には好感が持てる。そうした温度の両極だけで生きる事ができれば──。それが彼女の理想像だった。

　だが、普通の人間は常にそんな温度差激しく生きているわけではない。どちらつかずのなあなあな感情。なにげない日常。気だるい関係。

　──ああ、ああ、生ぬるい。

　普通の人間が幸福と感じ、一部の人間は退屈と感じる生活を送っていても──彼女にとっては、ただ、ただ生ぬるい体温を感じるだけ。




　だから彼女は、殺し屋になった。




　死に関わる者達は、体温こそ普通だが──心の温度は体温から乖かい離りする事が多い。激しい熱さを放つか、絶望に冷めていくか。

　そして、殺した相手から体温が消えていき、冷たくなっていく瞬しゆん間かんが何よりも好きだった。

　殺し屋は冷静でなければならない。

　冷静にならなければ、自分が死ぬ事になる。

　だからこそ、彼女は心を冷やす。

　常に冷静でいる事で、自分自身の温度を低く保つ事に努める。心をクールにすれば、身体からだもクールになる筈はずだと。

　殺し屋は、自分の体温すらも嫌っている。

　夏でも冬でも常に体温を下げようと、身体に保冷剤や熱吸収剤を貼はり付ける事を絶やさなかった。

　今、こうして被かぶっている白い帽ぼう子しの裏にも、当然のように保冷剤が貼り付けられている。

　自分の異常には気付いていた。

　その異常さを言い訳にして、殺し屋という職業を続けて金を稼かせいでいる。

　──生ぬるい。

　体温が嫌いならばとっとと死ねばいいのだ。それなのにこうして死を拒絶して生き続けている自分を誰よりも生ぬるく想いながらも、結局自分自身の体温から逃れる事はできなかった。

　──だが、だがしかし、この仕事を続けていれば──

　いずれ自分も、同じように殺されるだろう。

　その時、自分の体温が朽くちていく瞬間を感じる事はできるのだろうか？

　自分が死ぬ瞬間を空想して、女はブルリと身体を震わせる。

　その時が来るまで、できるだけ自分の体温を感じないように──彼女はただ、静かに己おのれを閉じこめる。

　どんなヤバイ状況になろうとも、平静さを保ち続けることだ。

　死は拒絶であると同時に、望みでもあるのだから。

　そう嘯うそぶけば、大抵の事は平静でいられる。




　例え、初対面の怪あやしい少年に、自分の正体を即座に看かん破ぱされようと。

　例え、自分の周りに無数の怨おん霊りようがまとわりついていると言われようとも。




　だから、少年の言葉を信じ、受け入れた瞬しゆん間かんですら、殺し屋の心は動じない。

　怨霊から体温は感じないと知り──

　殺し屋は、寧むしろ安あん堵どした。
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　冷房が最高に効いた白い乗用車の中。

　助手席に座る少年が、運転席に座る女に声をかける。

「ボクね。呪じゆ学がく士なんだ」

「呪学士？」

「そ。科学者と呪じゆ術じゆつ士を合わせたような存在かな。まあ、この国の言葉に合わせて今ボクが作った言葉だけどね」

　シートベルトをせずに身体からだを投げ出している少年の言葉。いくつもの疑問はあったが、女は思いついた順に質問を切り出した。

「なんでそんなに日本語が得意なんだ？　外国の子かと思ったが」

「……どうでもいい所から聞くんだね。そ、ボクはオランダの方から来たばっかりなんだよ。この国に来るって決めた時に、手持ちの霊れいから言語情報をボクの脳のう髄ずいにトレースしたの」

「トレース？」

「幽ゆう霊れい、って呼ぶのかな。あの電子情報の残留体から、必要なものだけをボクの頭の中にダウンロードしたのさ」

　沈黙。

　僅わずかな間まをおいて、女が自分なりにかみ砕くだいた答えを口にする。

「人の魂たましいを自分に乗り移らせて、記き憶おくを奪ったって事？」

「ううん、模も写しやしただけだから、その幽霊さんは別べつ途とに存在してるよ。今は周りにいないみたいだけどね」

「幽ゆう霊れいが視みえるっていうのは、あれ？　霊れい感かんが強いって奴やつ？」

「ううん。ボクは人工的に視られるようにしてあるんだよ。子供の頃から少しずつ脳味み噌そを弄もてあそばられててさ。今は、このゴーグルと組み合わせれば、特殊な波長をキャッチできるんだ。つまり、お姉ねえさん達で言う所の幽霊とか、魂たましいって奴をね」

　淡々と異常な事を語る少年に、女は表情を乱す事無く質問を続けていった。

「なんで日本に来た？」

　具体的なその『システム』とやらに興味はなかったし、聞いても理解はできないだろうと判断した。少年がまるっきりデタラメを言っているという事も考えられたが、少なくとも自分が殺し屋であるという事を看かん破ぱしたのは事実だ。

　そう考えた彼女は、少年の話がでたらめだろうと真実だろうと、その話に付き合ってもいいだろうと判断する。

　そして、彼女の言葉に少年も淡々と自分の言葉を返していった。

「言ったでしょ、逃げてきたんだよ。……だけど、もうすぐ追いつかれるかもしれない……だから、ボクは闘う事にしたんだ。なのに……肝かん心じんの死体がないなんて……」

「話がさっぱり見えないよ。まず、何から逃げてるっての、君は？」

「……死し霊りよう術師」

「え？」

　古い西洋風のホラー映画で聞いたような単語に、思わず疑問の声をあげる殺し屋。しかし、呪じゆ学がく士と名乗った少年は、至って真剣な顔で言葉の続きを紡つむぎ出す。

「ボクが見てるような、この世界に強く残存してる魂たましい……怨おん霊りようって言うのかな？　それを死体に憑ひよう依いさせる奴さ」

「……生き返るって事？」

「違うよ。えっとね、なんていうのかなぁ……余よ程ほど力が強い悪あく霊りようとか、逆に英えい霊れいなんて呼ばれる子達だと、この世界に物理的に干かん渉しようする事ができるの。情報の波長を合わせてね。でも、普通の魂にそんな力はないから……情報の『通訳』になって、死体を動かす力を与えるのが死霊術師だよ」

　順序立てて語る少年を横目に見ながら、殺し屋は静かにアクセルをふかし込む。

　色々と聞きたい事はあるような気もしたが、聞いても解わからない事だろうと判断した殺し屋は、淡々と次の話題へと意識を移した。

「ふーん……。で、なんで君は死体を探してて……どうやってその魔ま法ほう使いと闘うの？」

「ゾンビで」

「……」

　沈黙が車内を包み込み、５秒ほどの間まを空けてから、殺し屋はようやく一言呟つぶやいた。

「……は？」

　と、ただ一言。

　訳が解わからないといった目で、女は横に座る少年の顔に目を向ける。

　ゾンビを使うのは、敵てきである死し霊りよう術師の方なのではないのだろうか？

　そんな殺し屋の疑問を感じ取ったのか、少年はゆっくりと自分の過去について語り始めた。

「ボクのいた組織……っていうか、会社だけど……魔ま術じゆつ集団が隠かくれ蓑みのとして創つくったのに、いつの間にか科学技術も進歩しちゃってさ……それでも、最初の目的は忘れてなかったんだ」

「へえ。目的って？」

「死者の蘇そ生せいと……それの、利用かな」

　──利用？

　きな臭くさくなってきたと思いつつも、殺し屋はとりあえず無言のままで話の先を促うながす。

　少年は、自分の研究の成果を自じ慢まんするかのように、少し誇らしげに微笑ほほえみながら口を開いた。

「最初の段階として、まずは死体を肉体的に生き返らせる、ある特殊なウィルスを創りだしたんだ。そのウィルスに感染した『死体』を、僕達は便べん宜ぎ上ゾンビって呼んでるだけだよ」

「ウィルス？」

「そ。正確には、ウィルスと細菌を混合させた奴やつだとかなんとか……。だけど、ボク、ウィルスと細菌の違いもよく分かんなかったから、その辺は詳くわしくないけどね。とにかく、細菌でもウィルスでもいいけど……『それ』を死体にどんどん感染させて、肉体的に蘇よみがえった所に魂たましいを入れるのがボク達の目的さ」

「それはつまり……敵の死霊術師と同じって事か？」

　長い説明を切るように女が尋たずねると、少年は少し頰ほおを膨ふくらませながら抗議の声を投げ返す。

「酷ひどいや！　あんな非科学的な呪じゆ術じゆつ師と一緒にしないでよ！」

「え……ええー？」

「大体、魂を入れただけで死体が動くなんて、そんな時代錯さく誤ごな事をやってるからいつまでも進歩が見られないんだよ。肉体は腐くさっていく一方だから、念ねん力りきで動かすっていっても限界があるのにさ！　所しよ詮せんあいつらは数に頼る腐りかけさ！　そんな古い魔ま法ほうにしがみついてる連中はそれこそ脳味み噌そが腐ってるんだ！」

「えええー……？」

「そこにいくと、ボク達は一歩先を行ってる。博士達が作ったウィルスなら、死体をウィルスの科学反応で動く別の『物体』に変へん貌ぼうさせて、ある程度自由に操れるんだ。人間だった頃よりも、より強きよう靭じんな細胞に変化してね。だけど、所しよ詮せんはウィルスだから複雑な指示なんてできないんだけどね。それでも、あの時代遅れの死霊術師よりはずっとレベルが上さ！」

「ふーん……」

　少年の自じ慢まん話はさっぱり理解できなかったが、とりあえず、殺し屋の頭の中には一つの単純な構図が浮かび上がる。




　猟りよう奇き！

　　　科学ゾンビ

　　　　　　　　ＶＳ

　　　　　　　　　怪かい奇き！

　　　　　　　　　　魔法ゾンビ




　──なんだその馬鹿げた構図は。

　仮に少年の話が全すべて真実だったとしても、笑うしかない程にＢ級だ。

　しかし、少年に幽ゆう霊れいが視みえている事も事実のようなので、殺し屋はとりあえず相手の言葉を尊重して話を続ける事にした。

「……で、なんでその一歩遅れた死し霊りよう術師から、君が逃げる必要があるの？」

「……そ、それは……」

　痛いところをつかれたのか、少年は途と端たんに口ごもる。

　対する殺し屋は、冷めた目つきのまま会話の続きを切り出した。

「ま、どうでもいいけどね。その辺の詳くわしい事情なんて。ともかく君はゾンビ使いで、敵てきのゾンビ使いから逃げてるってわけでしょう？　そりゃあ、今から死体を探してちゃねえ……」

「で、でも……あいつだって、海を越えて死体を運べやしないと思うから……やっぱりどこかで死体を調達する必要があると思うんだ。だから、あいつよりも先に死体を集めれば勝てるかもしれない……だから、ボクは死体を探してて……お姉ねえちゃんを、見つけたんだ。お姉ちゃんなら、絶対死体のありかを知ってると思ってね」

　そんな少年の言葉に、殺し屋はただ一言、

「ふーん」

　とだけ呟つぶやいた。

「……っていうかさ、驚かないんだね」

「そう？」

「ちょっと普通に会話しすぎじゃないかな、ボク達。ひょっとしてまるっきり信じてない？」

　訝いぶかしげにこちらを見つめてくる少年に対して、殺し屋は表情ひとつ変えぬまま問いかける。

「君こそ、ちっとも怖がってる様子はないみたいだけど。殺し屋の隣となりによくもまあ堂々と座ってられるもんだよね」

「アハハ……今……人ひと気けの無い場所に連れて行って殺そうって思ってるんでしょう？」

　声のトーンを落としながら、少年は再び余よ裕ゆうの笑みを浮かべて語り出す。

「言ったよね？　ボクはお姉さんの周りの人達が視えるって。さっきから必死に、ボクに向かって逃げろって感じの表情で訴えかけてるよ」

「……」

「ほら、そこの顔に傷のある白髪しらがの叔お父じさんなんか、両手の指が全部落とされてるよ？　お姉ねえさん、拷ごう問もんしてから殺したんだ……酷ひどいね」

　顔に傷のある白髪の男。

　殺し屋には心当たりがあった。恐らくは、つい先日始末した丸まる跋ばつ組の幹部だろう。

　だが、殺し屋は焦あせらない。

　居ようが居まいが、体温を感じなければそれはただの空気に他ほかならないからだ。

「ま、どうでもいいけどね。もうすぐ『処理場』に着くし。言い残す事はそれでいいの？」

「……えッ!?　反応、薄うすッ!?」

　まったく動じない殺し屋を見て、少年は逆に焦しよう燥そう感に包まれてしまう。

「は、ははーん、さては、まだ信じてないんだね！　ボクが本物の呪じゆ学がく士だって！」

　──本物も何も、呪学士って言葉自体が君の造語だって言ってたじゃない。

　そんな事を思い浮かべたが、少年が言いたいのは霊れい魂こん云うん々ぬんについてだろうと判断し、彼女は野や暮ぼな突っ込みを入れるのを止やめる事にした。

「まあ、その……どっちでもいいから。寧むしろその死し霊りよう術師とやらとの争いに巻き込まれる前に、君を始末するのが一番平和的な解決法だと思うしね」

　サラリと残ざん酷こくな事を言う殺し屋に、少年の顔から露ろ骨こつに余よ裕ゆうが消え失うせた。

「ちょ、ちょちょちょ、ちょっと待ってよお姉ちゃん！　ボクの話も聞いてよ！」

「私の周りを回る幽ゆう霊れい連中の中に、君が加わるだけなんでしょう？　なら、なんの問題もないと判断するけど」

　いつしか、白い乗用車の周囲には深い森が広がっていた。

　狭さ山やま湖こと多た摩ま湖の周辺に位置する深い森は、すぐ側そばにドーム型の野球場が存在する地域だという事を忘れさせる。

　車はいつしか、舗ほ装そうされた道路から街灯ひとつ無い砂じや利り道みちの中を進んでおり、周辺からは人の気配が完全に消え失せていた。

「待ってってば！　ボクが殺されるかもしれないのにこの車に乗ったのは、お姉さんと取引する為なんだからさ！」

「……『処理場』までもうすぐだよ。とりあえず、君をどう始末するかはそこで──」

　少年の言葉に耳を貸そうとせず、冷めた目つきで前方に目を向けていた女だったが──




　ふと、異常に気が付いた。




　砂利道を疾しつ走そうする車。

　月明かりも森の枝葉に遮さえぎられ、ヘッドランプの明かり以外は視界がゼロとなっている状況。

　そのヘッドランプ明かりの片かた隅すみに、人間の姿があったような気がしたからだ。

　──なんだ？

　こんな季節と時間にキノコ取りというわけではあるまい。虫とりにしてもまだ少々早すぎる時間帯だし、こんな奥地まで、明かりも持たずにクワガタを探しにくるものだろうか。

　その正体を探るべく、殺し屋はバックミラーに目を凝こらす。

　しかし、車の背後を照らすにはテールランプではあまりに頼りなく、ただ、無限とも思える闇やみが静まりかえるだけだった。

　そして、視線を前に戻した瞬しゆん間かん──




　車の前に、数人分の人影が立ち塞ふさがった。




　決して俊しゆん敏びんな動きではなかったが──森の中から迷う事無く砂じや利り道みちに歩んできたその人影を避さける暇いとまなど無く──

　衝しよう突とつ。

　これでもかというぐらいストレートな、衝突。

　想像よりも僅わずかに軽い衝しよう撃げきと共に、跳はね上げられた人影の一人がボンネットを転がり、フロントガラスにその顔面を叩たたきつけた。

　ぐずじゃッ

[image: ]

　袋の破れた生ゴミがマンションの屋上から落下したら、恐らくそういう音がしたのではないだろうか。

　殺し屋がその音を聞きながら瞬しゆん時じにそんな事を想像したのは──叩たたきつけられたそれが、生ゴミそのものであるように見えたからだ。

　人間が腐くさった時には、時間と共に驚く程の腐ふ敗はい液えきが滲にじみ出す。

　そんな知識を裏付けるかのような光景がそこにあった。

　明らかに生命活動を停止させた、血の気の欠片かけらもない白紫むらさきの肉の皮。それが、衝しよう突とつと共にガラスの上にぐずりじゅるりと砕け塗られる。

　人間の七割が水だという事を如によ実じつに思い出させる光景だが、それは既すでに人間とは言い難い存在だった。

　瞳どう孔こうの中まで白はく濁だくした眼球が飛び出し、殺し屋と視線が合う。恐らくもう何も見えてないであろう眼球がコロコロとボンネットの上を転がり、同時に、窓硝子ガラスに激突した物体も車の横へと流れ落ちた。

「……」

　殺し屋はエンジンを止めるどころか、更にアクセルを踏み込んで車を疾しつ走そうさせる。

　──心を冷やせ。

　衝しよう撃げきは感じたが、絶叫はあげなかった。

　声を吞のみ込むと同時に、焦しよう燥そうも身体からだの奥へと押し込んだ。

　そして、ライトをハイビームに直した瞬しゆん間かんも──彼女は、悲鳴をあげたりはしなかった。

　それは、ある程度予測する事のできる光景だったからだ。

　湖こ畔はんの遊歩道からはだいぶ離れた森の奥。その密集した木々の中を──

　いくつもの人影が、ねじ巻き人形のようにギクシャクと動いている光景を。

　シルエットを遠目に見るだけで、充分すぎる程に解わかる。

　──あれは、命のある人間の動きじゃない。

　僅わずかに表情を曇らせた殺し屋に、助手席の少年が肩かたを竦すくめながら呟つぶやいた。

「もう……遅かったみたいだね」

　諦あきらめ半分、皮肉半分の目で殺し屋を見つめ、自じ虐ぎやく的な声と共に首を振る。

「もう、完全にお姉ねえちゃんを巻き込んじゃったみたい……ごめんね」

「……あれが、ゾンビって奴やつか。映画そのままだね」

「映画なら良かったけどね」

　皮肉を込めた返答に、殺し屋はほんの僅わずか、自虐的に微笑ほほえんだ。しかし、少年の中にそこまでの余よ裕ゆうは存在しなかった。

「死体さえ……死体さえあれば……」

　窓から外の様子を探り、独り言と共に歯嚙がみする少年。

　目から精せい気きの色を失わせる呪じゆ学がく士に対し、殺し屋もまた、独り言のような声色こわねで呟つぶやいた。

「死体が……あればいいの？」

「え……？」

　僅わずかに精気を取り戻した声。

　そんな少年に、殺し屋は相変わらず無感情な表情で口を開いた。




「死体があれば……このくだらない冗じよう談だんの群に、少しは対抗できるの？」




　そう言いながら、徐じよ々じよに車の速度を落とした刹せつ那な──車の横から一体の『屍し体たい』が現れ、殺し屋の駆かる車のサイドミラーへとしがみつく。

「ひゃッ！　お姉ねえちゃん、は、早く振り落とさないと……！」

　少年は思わず叫ぶが──殺し屋は寧むしろ更に速度を落としながら、運転席の窓を開けるスイッチを押し込んだ。

　電子的な音と共に窓が開き、それに気付いたゾンビがこちらに顔を向けてくる。

　足は地面に引きずられたまま、腕うでの力だけで車にしがみついている状況だ。

　先刻跳はねとばした物と比べて腐ふ乱らんは進んでいないようで、腕がもげる様子は見られない。

　50代ほどの男性のように見えるが、なによりも特徴的なのは、その服装だった。

　病院などでよく見かける寝間着を見て、彼女は最近話題になっていた一つのニュースを思い出す。

【霊れい安あん室や監かん察さつ医の元から、死体次々と消失】

　内側から開けられたドア。

　被害者自身の指し紋もん。

　犯人の目的すら不明。

　ちょっとしたミステリーとして全国的に話題になっていたニュースだった。

　──なるほどね。

　少なくとも、敵てきは墓はか場ばを探すような間抜けな真ま似ねはしなかったらしい。少年よりも頭は格段に良さそうだ。

　そう判断しながら、殺し屋はもう一つの事を確認するべく──

　開け広げられた窓から、死体の顔面へと手を伸ばす。

　ゾンビが嚙かみ付こうとしてきたが、それよりも一いつ瞬しゆん早く女の手が屍し体たいのこめかみに伸び──

　頭を握り持つような感覚で、親指を屍体の眼がん窩かへとめり込ませた。

　うじゅり。

　屍体は痛みを感じないのだと思ったが、明らかにその屍体は顔を歪ゆがめ、そのまま手が外れて夜の闇やみの中へと転がり落ちていった。

　もはやその屍し体たいには目もくれず、ただ、僅わずかに腐ふ敗はいした肉がついた右手を見ながら──

　殺し屋は、冷静に呟つぶやいた。

「冷たい」

　続いて、嬉うれしそうに先刻の感かん触しよくを確かめる。

　切り出された馬肉を握り締めた時のようなあの、ひやりとした感かん触しよく。多少の蠢うごめきは感じられたものの、あの冷たさはまさしく肉にく塊かいそのものだった。

「私の推理は、正しかった」

　そして殺し屋は、クスリ、と子供のような笑顔を浮かべ──訝いぶかしげな目をする少年へと顔を向ける。

「屍体は、君に全部あげる。だから……このくだらない冗じよう談だんを──」

　それまで無感情だった目を僅わずかに輝かせながら──殺し屋は、淡々とした声で呟いた。




「私だけの、心地好い夢に変えてみせて」





‡






数分後




　車を降りた二人は、ゾンビ達の目を盗ぬすみながら森の中を進んでいた。

　ゾンビが周囲にいない事を確認しながら、少年は小声で怨うらみの言葉を練り上げる。

「あいつは……突然ボク達の前に現れて、死体の群を使ってボクの育ての親を殺したんだ……」

「……どうして、その死し霊りよう術師とやらは……君達を攻こう撃げきしたの？」

　自然の摂せつ理りに反する行動だとでも言って制裁に現れたのだろうか？　だとすればそれはお互い様だと思うのだが……

　そんな事を考える女に、少年はいけしゃあしゃあと殺し合いの原因を口にした。

「きっと、テロリストと組んで死体を兵器化しようとしてたボク達が邪じや魔まになったんだと思う。同業者として……あいつはボクらのシェアを横取りしようとしたんだ！」

「とりあえず、その争いに正義も悪も無いって事は良く解わかったよ」

「？　どうして？　あいつはなんの罪もないボクの仲間達を殺したんだよ？　ボク達が正義であいつが悪に決まってるよ！」

　目を輝かせながら言う少年に、殺し屋は処置無しといった顔で首を振る。

「……典型的に狂信的な二元論者だね。君達の研究がテロリストに渡れば、何人の人が死ぬと思ってるの？」

「そんなの知らないよ。ゾンビはただの道具だよ？　もし、テロリストさん達がゾンビで大量虐ぎやく殺さつしたとしても、それは使う人が悪いんであって、ボク達にはなんの罪も無いじゃない？」

「……まあ、殺し屋の私が善悪を語るのも馬鹿馬鹿しいからね。君の教育は誰か別の人にでも頼もうかな」

「それに、テロリストさん達がゾンビで虐殺すれば、また屍し体たいが増えてボク達はより深く研究する事ができるし、寧むしろ世の為人の為だよ！」

「ごめん、殴なぐりそうだからもう黙って」





‡






10分後




　黙々と歩き続けた二人は、やがて一件の廃はい屋おくにたどり着いていた。

　元々は何かの作業小屋だったのだろうか。森の中に隠かくれるように、簡かん易い式のプレハブが何件か並んで立っているが──この場所こそが、殺し屋の『処理場』だった。

　死体の群はまだここまで迫っていないようで、二人は束つかの間まの安息に包まれる。

　そのプレハブの前に立ち、少年は淡々と『敵てき』についての情報を語り続けた。

「警察なんか頼れないしね。あいつは自分の意志ですぐに死体を土の奥深くに隠かくす事ができるから……後にはただ屍体が残るだけさ」

「……本当に、映画や漫まん画がにでも出てくるような奴やつなんだね」

「ホントに酷ひどい事をするよね。平等に死んでた魂たましいをそそのかして、ゾンビとしてこき使うなんてさ……人の魂をなんだと思ってるんだろう」

「……」

　少年の言葉に、殺し屋は呆あきれた顔をした。

「そうだね……君は、その死し霊りよう術師とやらとは違うと思う」

「？」

「君は映画や漫画というよりも──寧むしろゲームの方が有名だしね」

「よくわからないよ」

　首を傾げる少年の横で──殺し屋は、笑っていた。

　なぜなら、二人の前には──

『ヴォォォォォオオオォオォォォオオォォ……』

　体温の無い亡もう者じやが、いや、今や亡者ですら、生命ですらなくなった物体が六体。プレハブに背を向けるようにして立ち並んで呻うめき声を上げていたからだ。

　肌はだの色はまさに腐ふ色しよくであり、眼球が緑色に染まっている。身体からだからはやはり腐ふ敗はい液が滴したたり、なんとも言えない悪あく臭しゆうをばらまいていたが、先刻車で撥はねたゾンビとは違い、肌はだには張りがあり、動きもだいぶ機き敏びんであるように感じられる。

　彼らはまだ腐ふ敗はいが始まったばかり──すなわち、極ごく々ごく最近に死んだ死体の群だった。

　体中には森の黒土が付着しており、それが地中から現れたという事を示している。

　──本当に、地面から出てこられるもんなんだな。

　死体を埋うめた場所まで案内した時──少年は、手にしたバッグの中からひとつの瓶びんを取りだした。

　少年のやったことは、それで終わり。

　その蓋ふたを開けると、その中に入っていた緑色の粘ねん液えきを地面に垂らし──ただ、それだけで作業は完了した。

　少年は『この粘ねん菌きんはね……腐ふ臭しゆうを辿たどって自分達から捜さがし出すんだよ。宿やど主ぬしである死体をね』と説明していた。

　粘液は、粘菌の一種だとしても非常識な速度で、水が土に染みるよりも何倍も早く地面の中へと消えていった。

　そして、僅わずかに数分後──

　地面が少しずつ蠢うごめき始め、勢いよく男の左腕うでが飛び出した。

　指の無いその死体は──まさしく、殺し屋が始末して埋めた男のものだった。




　──もしも息を吹き返した時の為に……今度からもっと深く埋めよう。

　自分が殺してプレハブ裏に埋めた死体が蘇よみがえる様は、見ていて気持ちのいいものではなかった。何しろ、殺人の証しよう拠こが次々と蘇る事になる。体温が感じられないのが、殺し屋にとって唯一にして最高に幸福な点だったのだが。




「使える死体は六体分だけだったけど……これならなんとか闘える！」

「こき使うの？　死体を」

　皮肉げに言う殺し屋に、少年は不思議そうな顔をして口を開く。

「？　この死体の中には人間の魂たましいは無いから大丈夫だよ。あんな死し霊りよう術師と一緒にしないで」

「私が無宗教主義で良かったね」

「いい？　あいつはとんでもない魔ま女じよなんだ！　ボクを育ててくれた人達がゾンビに殺されて死んだ時、ボクはすかさずこの薬を使おうとしたんだけど……あいつ、それよりも先に……殺したボクの家族をゾンビにして、ボクに襲いかからせたんだ！　本当に酷ひどいよ……今までの仲間に、ボクを殺させようとするなんて……！」

「家族同然の仲間を速効でゾンビにしようとした君もすごいけどね……」

「なんで？　だって、死んだらもう人間じゃなくてただの『物』なんだよ？　残された人間が生き残る為に、武器として有効利用しなきゃ」

　これ以上は話しても無む駄だだな。

　そう思った殺し屋は、あとは言い返す事をせずに周囲の光景に目を向けた。




　──体温の無い仲間達、か。




　──夢が叶かなったな。




　目の前にある物は、すでに生者でもなければ死者でもない。ただの『仲間』にすぎない。

　横にいる少年は仲間どころか『道具』としか思っていないようだが。そんな事を考えながら、殺し屋は静かに時を待つ事にした。

　彼女の沈黙を『自分の話に納得してくれた』と受け取ったのか、少年は満足げに自分の生み出した『作品』に目を向ける。

「ようし……これで、あいつをやっつけられるかもしれない」

「……そうだな」

　それぞれ別の意味で微笑ほほえみを浮かべながら、少年と殺し屋は尚なおも会話を続けていく。

「脳細胞を再構成した彼らには、犬と同じぐらいの判断力があるんだ。……だから、頭を潰つぶされたらやられちゃうけどね」

「どうして私達が主人だって解わかる？」

　当然の疑問に、少年はこともなげに答えた。

「さっきも言ったけど……ボクは、脳味み噌そとか色々弄いじられててね。ある程度は生み出した『もの』に指示を出せる。敵てきと味方っていうよりも……餌えさと、それ以外のものを分けるぐらいはね」

「敵と味方じゃなくて、餌とその他ほかか……なるほど、シンプルだ」

　軽く頷うなずきながら、女は改めて目の前の『もの』に目を向けた。こちら側に背を向けた状態だが、呻うめき声を上げながら小刻みに震えるその姿は、まるで食欲だけに満ちた餓が鬼きのようにも見えてくる。

「これは……あれ？　嚙かまれたら感染するって奴やつなの？」

「嚙まれて……死ねばね。生きてる人間の免めん疫えき抗こう体たいには勝てないように創つくられてる」

　──ますます映画とゲームの世界だね。

　こんな『もの』が、仮に街に放たれたらどうなるのだろうか。周囲から体温が消えてゾンビの街になる光景を想像し──彼女は、それもいいいかも、いや、それがいいかもなどと考え続ける。

　その刹せつ那な──




　ふと──森の奥がざわめいた。

　プレハブ外につけられた明かりは既すでに消しており、頭上に木々の無いこの場所では、月明かりが森の中と比べて一際明るく感じられた。

　ゆらり、ゆらりと蠢うごめく影が一体現れ、明らかにこちらに向かって歪いびつな動きで近づいてくる。

　ざわり、と再び闇やみが蠢き、更に一体、闇の奥で蠢いた。

　ざわり。

　更に一体。

　ざわり。

　更に一体。

　ざわ、ざわり

　統率性の無い蠢きは、いつしかこのプレハブを取り囲んでいた。

　徐じよ々じよにだが確実に近づいてくるゾンビを見て、殺し屋はくだらない事を思う。

　──ああ、物陰からいきなりワッて出てくるのも恐いが……こういう、徐々に来るのも嫌いやなものがあるなあ。

　テレビ画面の井戸から現れる有名な恐怖を思い出しながら、殺し屋はまるで他ひ人と事ごとのように事態を傍ぼう観かんする事にした。

　森に火を放とうとも思ったが、それで生き残れるかも微び妙みようであるし、そうなれば完全に事態が公おおやけになってしまう。

　──ゾンビも恐いけど、警察とヤクザも恐いしねえ。

　ならば、ここは一つこの少年に任せようとでも言うかのように、殺し屋はプレハブの壁に背をもたれさせながら、彼らが接近するのを静かに待ち続けた。




　そして、ゾンビ達の輪が狭まり、ある程度密集した状態になった瞬しゆん間かん──

　少年がニヤリと笑い、同時に、六体の『もの』が一いつ斉せいに駆かけだした。





‡






　それは、世にも凄せい惨さんな光景。

　生ける死者と死せる生者の壮絶な喰らい合い。どちらがどちらかなどという事はさして問題ではなく、ただ、ただ、気味の悪い物体が気味の悪い物体ともみ合い圧おし合い、腐ふ肉にくと腐ふ敗はい液をばらまきながら互いの身体からだを壊こわし合い、喰らい合う。

　ゾンビ映画を見た時に、殺し屋は『どうしてゾンビは共喰いしないんだろう』と考えた事があった。

　その理由がわかった。

　映像として見て──絵にする事が非常に難しい光景だからだろう。彼女はそう判断した。

　同時に彼女は、オオスズメバチとニホンミツバチの闘いを思い出す。

　凶きよう悪あくな力を持ったスズメバチがミツバチの巣を襲おそった時──ミツバチ達は、スズメバチを団子状に取り囲んで、体温を上げて蒸し殺してしまうのだという。

　さながら、動きの俊しゆん敏びんなウィルスゾンビがスズメバチ、数でワラワラと圧してくる死し霊りよう術じゆつ師しのゾンビがミツバチといった所だろう。

　もしもそんな体温で蒸し殺すなんて作戦だとしたら、今すぐにガソリンを巻いて燃やし尽くしたい所だった。だが、幸いな事にどちらのゾンビからも体温は感じられず──

　ただ、ゾンビ達の腐くさったスクラムだけが目の前に広がり続ける。

　時折、そんな喰い合いの群から迷い出たゾンビが女と少年の方に向かってきたが──

　腐りかけの身体からだを壊こわすのは、女の身でも割と簡単だった。穴を掘るつもりで置いてあったスコップを振りかぶり、殺し屋は勢いよくその先を振り回した。

　緩かん慢まんな動きの『腐りかけ』にそれを避ける事はできず、ゴルフのティーショットのような形で首を飛ばされてしまう。

　ジタバタしながら倒れ、徐じよ々じよに動かなくなっていく屍しかばねを見ながら、女は独り言のように呟つぶやいた。

「スコップは便利だね。刺さしてよし、叩たたいてよし、埋うめて良し」

「お姉ねえちゃんが……恐いよう」

　ニヘラと笑う殺し屋の女を見て、わざとらしく怯おびえた声を出す少年。

　そんな少年を無視しつつ、女は思う。

　──やっぱり、ゾンビで恐いのは数だな。

　少し前に見た映画のような『全力疾しつ走そうするゾンビ』ならともかく、このように緩かん慢まんな動きのゾンビならば、一対一では負ける気がしない。

　ただ、今ここにいるゾンビが全員襲おそいかかって来たら──銃じゆう座ざ式のマシンガンでもなければやっていられない事だろう。

　──あいつらに意志が残ってるとすれば、大層もどかしいだろうな。

　思うように動かない身体からだを動かし、どのような気持ちで生きている人間を襲うのだろう。明らかに『肉食獣じゆう』の動きではないというのに、映画に出てくるゾンビ達は──どうしてああも食欲旺おう盛せいなのだろう。

　しかし、彼らは映画で人間を捕ほ食しよくする。大人おとなしく草でも食べていればいいのに。生きている人間への怨うらみ？　とてもそんな知性が残っているようには見えない。

　──弱そうなのに、ああいう数で物を言わせる捕食者なんて……

　そこまで考えて、女は一つの生物を思い出す。

「ああ、軍隊蟻ありか」

「へ？　お姉ちゃん、どうしたのさ急に!?」

「ん……いや、なんでもないよ」

　少年の呟つぶやきに目を向けると、彼は喰い合いの様子を見ながら、キョロキョロと周囲の状態に目を向けている。

　そんな少年に、殺し屋は淡々と話しかけた。

　軍隊蟻ありの──女王を何とかする為に。

「で、どうするの、これから」

「うん……完全に壊こわれた向こうのゾンビから、幽ゆう霊れいが乖かい離りすれば……もしかしたら、術師の所に戻っていくんじゃないかなと思って……」

「で、どうなの？」

「……ダメみたい。死体から離れたら、どの霊れいもみんな明後日あさつての方向に飛んでいってる」

　喋しやべりながらも死し霊りよう術師を見ている少年の姿を横目に、女は静かに先刻の続きを考える。

　──映画はともかく、ああいう死霊術師に魂たましいを入れられたゾンビってのは……やっぱり、生きてる人間が憎にくかったり羨うらやましかったりして襲いかかるのかな……。

　ならば、ウィルスで動くゾンビに対してはどう思っているのだろう。

　生きてもいない、生物ですらないのに、自分達と同じ存在。魂すら無いのに、ただ蠢うごめき続ける……自分達の同類を、彼らはどう思って喰らい続けているのだろうか。

　生ける死者が死せる生者を喰らい、死した生者が生ける死者を喰らい、双方共に死者へと返って土へと返る。

　なんと無意味な殺し合いだ。

　──ああ……生ぬるい。

　元より恐怖を感じていなかった女は、段々とイライラした気分になってきて、それを抑おさえつけるように、少年に次の行動を尋ねかけた。

「見つけたらどうやって倒す？　普通に首とか締めて殺せる相手なのか？」

「どうだろう……試した事ないし……ぶっちゃけ、人間かどうかも解わからないよ」

「なるほど、正論だね」

「あ、でも、『指輪』を奪えば……！」

　少年の言葉に、殺し屋は眉まゆだけを顰ひそめて視線を向ける。指輪とは何の事かと目で訴えると、少年も殺し屋に視線を返しながら口を開いた。

「あの死し霊りよう術師は、いつも右手に嵌はめた指輪でゾンビ達を操ってた。……あいつ、ボクよりも正確に命令を送れるみたいだから」

「魔ま法ほうのステッキ……ってわけ？」

「そうだね。だから、あの指輪さえ奪えば……もしかしたらゾンビどころか、その指輪をネタにして、あいつに言う事を聞かせる事だってできるかもしれない」

「魔ま術じゆつ師も、物に縛しばられるのは人間と一緒か」

　──……ああ、やっぱり……生ぬるいな。

　そんな事を思いながら、ではどうやってその死し霊りよう術師の居場所を突き止めようかと考えていると──不意に、少年が声をあげた。

「そっか……そうだよねえ」

「？」

　平静を装った声をあげていたが──少年の表情は固まっている。

　同時に、一際強い腐ふ敗はい臭しゆうが女の鼻を刺激した。

　何事かと思い、殺し屋が視線を向けると──

　異常は、少年の足下に起きていた。

　少年の足が、柔らかい黒土から生えた、土と同じ色の手にがっしりと摑まれ──少しずつ、少年を地中に引きずりこんでいた。

　グブリ、グブリと、死体の体液で柔やわらかくなった黒土の中に、少しずつ少年の足が沈んでいく。更に二本、急きゆう造ぞうの底なし沼から腕うでが生はえ──少年のズボンの裾すそを握り締め、ゆっくりとその身を土の中に戻していく。

「どうやって土の中を移動してるのかは解らないけれど……」

　明らかに怯おびえた表情を見せながらも、少年は冷静に現在の状況を分析し続けた。

「すぐに土の中にゾンビを隠かくせるって事は……土の中からすぐに出せる、って事だよね……」

　少年がそう呟つぶやいた刹せつ那な──

　女は、自分の足が何者かに摑つかまれるのを感じていた。

　足下を見下ろすと、そこには腐くさった色の腕だけが。

「……」

　絶対絶命の危機。

　だが──

　ここに来ても、殺し屋の表情は変わらない。

　右の足首を摑まれたまま──身体からだを捻ひねり、反動を使って勢いよく身体を回転させた。

　ぶチ、ギチぶチ、みチリギチブギミジジュッ

　地中から嫌いやな音が響き始めるが、足首を摑む握力は変わらない。

　ただ、途と中ちゆうから回転しやすくなったのを感じ──殺し屋は、躊躇ためらいの欠片かけらもなくもう一回転してみせた。

　すると、嫌な音が途中で完全に止まり、足を摑む握力が途と端たんにゆるむ。

　その腐った指はあちこちにねじ曲がっており、赤黒く変色した肉の間から白い骨が覗のぞいていた。

　殺し屋が足を振り上げると、地中からはゾンビの腕だけが抜けだし、そのまま勢いに任せて宙を舞う。

『明日あした天気になあれ』と言いながら飛ばしたゲタを思わせる動きだったが、空から降るのは巻き散らされた血と腐ふ敗はい液と肉片だけだった。

「痛みを感じないってのも、大変だな？」

　普通ならば回転に合わせ、限界がくれば手を離して摑つかみ直す所を──痛みを感じない屍し体たいの手は、そのまま自分の腕うでが破壊されるまで気付かない。

　腐くさった身体からだの関節は、手て羽ば先さきの骨よりも軽く千ち切ぎる事ができた。

　殺し屋はズボンについた腐ふ臭しゆうだけは僅わずかに嫌けん悪おを覚えたが、それ以外はなんの躊躇ためらいも見せず──膝ひざまで埋うもれ、殺し屋のようにふりほどく事もできなくなっている少年に目をむける。

「……大丈夫？」

　少年の足首が土の中に埋もれた状態でも、殺し屋は至って冷静なままだった。

　元より仲が良かったわけではなく、行きずりに近い関係だが、彼がいなくなったら今後どうなるのかという疑念もあり、一応声をかけて手を伸ばす。だが、少年の足は想像以上に力強く地面に捕とらえられており、寧むしろどんどんと土の中へと沈んでいく。

　明らかに大丈夫ではない状態だが、少年は強がりとも取れる強気な表情を浮かべながら口を開いた。

「ボクなら……大丈夫、土の中に埋められても、暫しばらくはなんとかなると思うから……その間に、あいつを、死し霊りよう術師の女を倒しさえすれば……」

　既すでに下半身が地中に埋うまった少年は──苦く悶もんの表情を浮かべながらも、極めて冷静を保ったまま言葉を紡つむぐ。

「仕事を……依頼したいんだ。ボクは、ゾンビはなんとかできるけど……死霊術師みたいに『人間』を殺す技術はないんだよ」

「……」

「これだけのゾンビの群……絶対に、この近くにあいつも来てる筈はずだよ。ゾンビの活動範囲の中心に、あいつはきっと居る」

　言いながら、少年は鞄かばんを開く。

　中から紙袋を取り出し、埋まりゆく身体に無理を言わせて殺し屋の方へと放り投げた。

「だから……お願い、お願いだよ……どっちにしても、あいつがお姉ねえちゃんを見逃すとは限らない。だから、せめて、せめてあいつを……」

　そして、頭が消えた。

『ぁぁ……あぁ……』

　呻うめき声が数秒地面の中から聞こえていたが、やがてそれも聞こえなくなった。

　殺し屋は、しばし無言だったが──周囲にゾンビが近づいてこないかを警戒しながら紙袋の中を覗のぞき、その中にかなりの額の現金が入っている事を確認する。

　やがて何かを決意したように表情を変えると、無む駄だの無い動きでプレハブ小屋の一つへと駆かけ出した。

　未だ喰らい合うゾンビの群を避け、手際よい動きでプレハブの鍵かぎを開け、内部へと転がり込んだ。

　隠かくれる為ではなく──

　その『死し霊りよう術師』とやらと闘う為の武器を用意する為に。
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　──ああ……生ぬるい……。

　──自分自身の体温を感じる。

　──ああ、ああ、……気持ち悪い……。
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10分後──




　プレハブから出てきた女は、左手に鋭く長いナイフを、右手には小型の連射式ボウガンを手にしていた。

　些いささか殺し屋らしくない格好だが、殺し屋は小屋の中に銃じゆう器きなどを常備してはいなかったのだろう。

　女は、無言のまま森の中を駆かけていく。

　ゾンビ達は未いまだに『共喰い』を続けているが、彼女はそんなゾンビ達を一いち瞥べつすると、目もくれずに森の闇やみの中を駆けだした。

　人間は本能的に闇を恐れるという説もなんのその、まったく躊躇ためらいなく、僅わずかな星明かりを頼りにして木々の間を駆けていく。

　何かを探すように首をせわしなく動かしながら、目を爛らん々らんとギラつかせている。

　ほんの１、２分程ほど走り続けた直後──

　彼女は、自らが探すターゲットの声を聞いた。

「お探しなのは私ですか。それとも、この森から生きて逃げる為の道でございますの？」

「……」

　無言のまま立ち止まり、白い帽ぼう子しの隙すき間まから闇の中を見回すと──

　声の主は、ゆっくりとその姿を月明かりの下に現した。

　木々の切れ間となって、ちょうど頭上には月明かりが浮かんでいる。何か演出でも意識したのか、どうやらちょうどその明るい場所を選んで話しかけたかのようだった。

「どちらにせよ、貴女あなたの行き着く先は同じなのですけれどね？」

　傍かたわらに数体のゾンビを従えるのは──まだ、子供と言っても差し支えない年ねん齢れいの少女。

　褐かつ色しよくの肌はだ、漆しつ黒こくの髪かみ。

　顔には装飾品だろうか、布と鎖くさりの中間のような物を巻いており、表情などはまったく窺うかがいしれない。

　服装も明らかに日本で日常的に着るものとは違い、何か中南米の宗教的な祭事で着られるような衣装を纏まとっており──少女は少女で、ゾンビとはまた異質な空気を持って日常の空間を映画色に塗り変えていた。

[image: ]

「初めまして、可哀かわい想そうな女の方」

　国こく籍せき不明の少女は、実に流りゆう暢ちような日本語を伴わせ、恭うやうやしい一礼を見せ──

　残ざん酷こくな笑顔で呟つぶやいた。

「では、さようなら。いえ……死した後に私に繰られる事を思えば、『今後ともよろしく』と申し上げた方が宜よろしいでしょうか？」

　その言葉が終わるよりも先に──女は地を蹴けり、少女へと向かって迷い無く駆かけだした。

「あらあら、せっかちな方ですのね」

　少女がクスリと笑いながら手を上にかざすと、それを合図としたかのようにゾンビ達が動き出す。

　動く度に腐くさった体液が地面に滴したたり、吐はき気を催もよおすような匂においが森の中に満ちあふれた。

　緩かん慢まんだが迷いの無い動きで、ゾンビの一体が女の前に立ち塞ふさがる。

　刹せつ那な、ゾンビの顔面にナイフが突き刺さった。

　なんの躊躇ためらいもなく、恐怖すらも抱いだかずに、女はゾンビの眼がん窩かへとナイフの切っ先を叩たたき込み、そのまま脳のう髄ずいを搔かき乱す。

　息を荒くしながら、その一方の手で小型の連射式ボウガンを振り上げ──続いて迫り来るゾンビに撃うち放つ。

　何発も、何発も、ゾンビの顔面を完全に壊こわしたあたりで矢が尽きたが──それでも彼女はボウガンを離さず、痙けい攣れんする右のゾンビからナイフを引き抜きざまに、身体からだを大きく回転させた。

　遠心力を伴ったボウガンが、続いて迫っていたゾンビの側頭部を破壊する。

　腐ふ敗はいと共にもろくなっていた皮ひ膚ふと骨は、本来打だ撃げき用の武器ではないボウガンの一いち撃げきを受けて、卵を割るような音と共に砕くだけ散る。

　頭部を砕かれたゾンビ達は、バランスを崩くずした蠟ろう人形のように倒れ伏し、ビクビクという痙攣に合わせて小刻みに肉片と腐敗液をまき散らしていた。

　瞬しゆん時じに取り巻きのゾンビを始末された少女は、不愉快そうに眉まゆを顰ひそめながらも、敢あえて賞賛の言葉を口にする。

「……なるほど、中々おやりになられますわね。

確かにゾンビの動きは人間のそれに劣りますが、こうも躊躇いもなく『化ばけ物もの』を破壊できるとは。……ますます、欲しくなりましたわ。貴女あなたの魂たましい」

　御ご馳ち走そうを見つけた子供のように微笑ほほえむと、死し霊りよう術師は奇き妙みような質感の指輪を嵌はめた手を高々と振り上げ、叫ぶ。

「●●●●●●●」

　人間には発音できないような、奇き妙みような言語だった。それが済むと同時に、静まりかえっていた森が再びざわめき始める。

　今度は──物理的に、ざわめき始める。

「ですが……御存知ありませんでしたの？」

　少女は微笑むと同時に、一いち陣じんの風が二人の間を駆かけ抜けた。

「死霊は、人間だけに宿るとは限りませんわ」

　そんな『敵てき』の言葉が終わるか終わらないかのうちに──女は、自らの身体が動かないのを感じていた。

　見ると、手足には幾本もの細い何かが突き刺さっている。

　それは──鋭く尖とがる、木々の枝の先せん端たん部分。

　周囲を見回すと、背せ丈たけの低い樹木が異常なしなり方をして、こちらに向かって攻撃的な空気を放ちながら蠢うごめいていた。

　自然の風かと思ったのは──木々の葉が一いつ斉せいに動き出した事による空気の移動。それほどの勢いで動かされた植物は、ボウガンを勢いよく弾はじき跳とばし、女の身体からだに幾本もの枝を突き刺し──そのまま、引き千ち切ぎらんという勢いで締め上げた。

「あぁ……あぁあぁぁぁッ！」

　そこで初めて悲鳴を上げた女を見て、死し霊りよう術師は満足そうに笑い、独り言のように呟つぶやいた。

「私の……勝ちですわね」

　そして、死霊術師が余よ裕ゆうを持った笑みを復活させた瞬しゆん間かん──女は、右手のナイフを自分の手足に勢いよく突き刺し、そのまま自分の肉ごと植物の枝をえぐり出す。

　ザクリ、ザクリ、ザクリと、何度も何度も、必要以上に体中を切り刻みながら、視線だけは死霊術師を見み据すえて離さない。

「ぁぁぁぁああぁぁぁあッ！」




「えッ……」

　目の前の女の異常さを感じた死霊術師は、幼い身体からだを一歩その場から引き下がらせる。

「し……しぶといですわね……。貴女あなたは痛みを感じませんの!?」

　余裕だった筈はずの死霊術師の表情に、初めて焦しよう燥そうの色が浮かぶ。

　痛みに怯ひるむ事もなく、筋肉の何ヶ所かが断絶した歪いびつな動きで、女は獣けもののように飛びかかる。

「ひッ……いやぁッ!?」

　死霊術師の小こ柄がらな身体はあっさりと組み伏され、右手を持ち上げられ、嵌はめた指輪に血だらけの手が伸びる。

「や、やめ……」

　指輪を引きはがそうとしていた女だったが、中々取れない事に業ごうを煮やしたのか──

　右手にナイフを持ったのも忘れ、自らの口で死霊術師の指を喰い千ち切ぎろうと試みる。

　まるでゾンビのような女の行為に、死霊術師は必死の形ぎよう相そうで抵抗しようとしたのだが、完全不利な体勢となってしまっている為に思うように動かない。

　最も側そばにいるゾンビを呼び寄せたとしても、間に合うかどうか解わからない。

「やめ……」

　指が相手の口元に運ばれたと思ったのと同時に──不意に、身体が軽くなった。

　自分を押さえ込んでいた女の動きがピタリと止まり──その目から、即座に血の気が失うせて行くのが見て取れた。

　見ると──女の背後には一体のゾンビが立っており、その右手を女の背へと突き立てている。

　そのゾンビは、呪じゆ術じゆつ師の少女が呼び寄せたものではなかった。

　拷ごう問もんによって指先を失った、白髪しらが交じりの男の死体。女の背に突き立てているのは、グズグズになった手からはみ出た、鋭い骨の塊かたまり。

　つまり──先刻、呪じゆ学がく士の少年が呼び出したゾンビであり……死し霊りよう術師の少女は、そのゾンビに助けられる形となった。

　少女は、心底ホッとしたような顔をしながら、動かなくなった女の下から這はいだし──

「……誰も助けてなんて言ってませんわ」

　ゾンビの背後に立つ存在へと呟つぶやいた、

「でも、御礼は言いますわ。……助かりました」

　その言葉に対し──ゴーグルをかけた少年は、静かに笑いながら少女に手を差し述べる。

「……立てる？」





‡






「……死んだかな？」

「さあ、どうでしょうね。魂こん魄ぱくはまだ抜け出ていないようですから、動けないだけで意識は残っているかもしれませんわね」

　地面に倒れ伏す白帽ぼう子しの女を前にして、少年と少女は手を繫つないだまま言葉を紡つむぎ合う。

　素直な感情の起伏を伴って、外見のまま、仲の良い子供同士の会話のように。

「ああ、じゃあ、今日のゲーム、ボクの勝ちってことでいいよね？」

「……負けを認めるつもりはありませんわ。……ですが、今、助けられた礼として今日の所は勝ちを譲ゆずって差し上げます」

「ありがとね。じゃあ、約束通り……このお姉ねえちゃんの死体は、ボクが貰もらうよ」

「……私も少し興味ありますわ。後で貸してくださいまし」

　少女はそう言いながら、顔に巻いた装飾を取っていく。

　巻き付けられた布の下から現れたのは──東洋人の少女の顔だった。浅黒い肌はだは単に日焼けしたものだろう。

「ゲームを楽しむ為の演出とはいえ、この格好では町まち中なかを歩けないので苦労しましたわ」

「御免ね。次のゲームの時は、ボクが死霊術師の役をやるから……その時は、君が呪学士の役をやるといいよ」

「……楽しみにさせていただきますわ。まあ、次のゲームがいつになるかは解りませんし、初めてのゲームとはいえ、ここまで肉にく薄はくされるとは思ってませんでしたけれど……」

「そうだね、次からはもっと慎しん重ちようにやろう」

　談笑している少年と少女だったが──ふと、足下に倒れた女の指先が動いているのに気が付いた。死後硬直というよりも、まだ何かを求めてはいずっているといった雰ふん囲い気きだ。

　それを見た少年は、楽しそうに笑って──女に向かって語りかけた。

「全部……教えてあげるよ、お姉ちゃん」

　少女と話す時とは別種の、残ざん酷こくな笑顔を浮かばせて、淡々と『冥めい土どの土産みやげ』を紡つむぐ少年。

「たまたまお姉ねえさんがいた墓はか場ばに、たまたまボクがいて、たまたまお姉さんが巻き込まれて、たまたまその夜に敵てきの襲しゆう撃げきがあった……。偶ぐう然ぜんにしちゃできすぎだって思いませんでした？」

　月明かりの下で、少年は実に楽しそうに語り続ける。

「そう、偶然なんかじゃなかったんです。お姉さんを巻き込んだのも、全部必然だったんです」

　自分達の仕掛けたイタズラのタネを明かすように、一種のカタルシスの興奮を交えながら、少年はゴーグルの奥の目を輝かせた。

「ボク達は、死し霊りよう術師でも呪じゆ学がく士って奴やつでもないよ。道術って言うのが一番近いのかな……亜あ流りゆうのそのまた亜流みたいなはぐれ者の反はん魂ごん術師なんだ。ゴーグルも噓うそ。ボク達は自然に幽ゆう霊れいを視みれるように修練を積んでたし、死体も元から操れるんだけどね」

　女は小さな呻うめき声あげるが、少年はそれを無視し、自分の言葉だけを一方的に浴びせ続ける。

「演出っていうのかな、ま、退たい屈くつなゲームを楽しむためのお遊びさ。もっとも、実際になりきる為にその道の研究もしたけどね。それぞれ違う種類のゾンビが生み出せるようになったりして、結構面白かったよ」

　少年の言葉を受け継つぐように、少女が慇いん懃ぎんな態度のままで口を開いた。

「日本に来てから中々死し体たいを得られなくなった私達は、退屈な日々を過ごしておりましたわ。ですから、ゲームを始める事にしましたの。より優秀な『素体』を手に入れて、人間の社会に溶とけ込める優秀な反魂屍し体たいを創つくろうと」

「で、その記念すべき一回目のゲーム……そのゲストにして賞品なのが、お姉さんだったってわけさ」

　肩かたを竦すぼめながら話す少年に続いて、少女が嘲あざけるように言葉を紡つむぐ。

「殺し屋さんの身体からだと過去、そして技術と経験を積んだ『魂たましい』を手に入れれば、私達が望む死体を簡単に手に入れられるようになるという事でございますわ」

「この土地に来たときから、色々調べてたんだよ。色々な殺し屋の事とかね。そしたら、お姉ちゃんが腕うでがいいって言うから……魂に刻まれた知識と、その肉体を使うには丁ちよう度どいいかなって思って、色々お姉ちゃんの事を調べたんだ」

　殺し屋としての仕事を続けながら、その死体はゾンビを生み出す為の実験として処理する。

　残ざん酷こくな合理主義を語りながら、少年と少女は女を嘲あざけるように微笑ほほえんだ。

　既すでに周囲のゾンビ達は土へと戻しており、森の中には再び静けさが戻っていた。

　唯一その静寂を破る存在である子供達は、楽しげに笑いながら──白い女の身体を見下ろし続ける。

「日本が火か葬そうだって知らないわけないじゃん。……最初っから、全部、お姉ちゃんはボクらの掌てのひらの上だったってわけ。シナリオ通りだよ」

　ひとしきり言いたい事は言い終えたのか、小さく呻うめき続ける女を余よ所そに、少年と少女は再び自分達の会話へと戻っていった。

「それにしても……酷ひどいですわ。私の指輪の事をお教えになったのでしょう？　彼女、私のこの指輪を真っ先に奪おうとしてきましたわ。ルール違反ではありませんこと？」

　非難がましい目を向ける少女に、少年はドキリとしながら言い訳がましく手を振った。

「御ご免めんよ。この人の魂たましいが想像以上に面白くてね。どうしても今日は君に勝ちたかったんだ」

　あっさりと自分の非を詫わびながら、必勝の作戦を口にする。

「もし君が指輪を奪われて彼女に『支配』されたら──ボクが、後ろから襲わせてたよ。君を支配したと思って安あん堵どした時が一番の油断になると思ったからね」

「あら……でしたら、何な故ぜその前に私を助けて下さったのかしら？」

「それは……やっぱり、君が襲われてるのを見たら……反射的に動いてた。御免……っていうか、無傷で本当に良かったぁ」

　無む邪じや気きさを覗のぞかせた少年の言葉に、少女は目を反そらしながら俯うつむき加減に呟つぶやいた。

「……バカですわね……本当に」







　本来なら双そう方ほうともに顔を赤らめていそうな表情をしていたが──二人とも肌はだの色は変わらぬままだった。

「それにしても、指が嚙かみ千ち切ぎられなくて良かったね」

「ええ、流石さすがに千切られると修復が……」

　そんな事を呟きながら、少女が指輪の嵌はめる指を少年に見せる為に差し出した瞬しゆん間かん──

　彼女の腕うでが、何者かの手に摑つかまれた。

　ガシリと手首を握る指は、必要以上に力強く少女の細い肉を締め付ける。

　唐とう突とつに現れたその人影は──鮮あざやかな手つきで、有う無むを言わさず少女の指輪を奪い取る。

　緊張が解けていたせいだろうか。指輪はあっさりと少女の指から抜け落ち、第三者の手へと握られた。

　この間、僅わずかに１、２秒。

　少女の冷たい肌はだから伝わった振動が脳を揺らし、危険を感知した時には全すべてが終わっていた。




「ひッ!?」

「えッ……」




　何が起こったのか解らずに、二人は夜の闇やみから現れた第三者に目を凝こらす。

　影から現れたその女は、淡々とした口調で独り言を呟いた。

「手が……随分と冷たいよね。それに、瞬まばたきもしてない」

　そして、言葉の後半は、はっきりと少年少女に向けて告げられる。

「やっぱり君達──自分自身が、既すでにゾンビなのかな？　見てた感じ、息をしてたようにも思えないし」

　興味深そうな声色こわねで尋たずねてはいたが──

　殺し屋の表情は、相変わらず無感情なままだった。







　少年も少女も、一いつ瞬しゆんにして時間を止められた。

　何をする事もできず、ただ、ゼンマイ仕掛けの人形のように、足下に転がる白い帽ぼう子しと上着の女と──闇やみから現れた、黒髪かみに黒いタンクトップ姿の殺し屋を見比べ続けるだけだった。

「え……噓うそ……え？」

　少年の目には、殺し屋の周りを回る幽ゆう霊れいの姿も視みえた。だが、既すでに彼らは何を語る事もなく──諦あきらめたような表情で殺し屋の周囲を飛び交っている。

　ぽかんと口を開けている屍しかばね使い達を前に、殺し屋は白帽子の女に目を向ける。

「それ、今日のターゲット」

「……え？」

「うん、性た質ちの悪い麻ま薬やく中毒者でね。クスリ欲しさに強ごう盗とうとか殺しを続けててさ。警察に捕つかまる前に、私がその遺い族ぞくから依頼されたの。……できるだけ、苦しめて殺してくれって」

　少年はそこで、初めてうつぶせに倒れる女の呻うめき声に耳を傾けた。その口からは、かすれた声で『クスリ、クスリ頂ちよう戴だい、お金なら、あるんです。お金、クスリ、くだッ。くだッ……』と、壊こわれた声だけが響き続けていた。

「プレハブに監かん禁きんして、まずはクスリ抜きして禁断症状で苦しめてやろうって思ってたんだけど……本当に『たまたま』があったとしたら、今日、たまたまこの女がプレハブの中にいたことかな」

「そん……な」

「疑っては、いた」

　怯おびえた表情を見せる少年に、殺し屋は淡々と事実を突きつける。

「言語情報なんて複雑なものをトレースできる癖くせに、日本が火か葬そうだって知らなかったのはどうもな……」

　首を振りながら、殺し屋は左手で指輪を弄いじりながら──右手には、腰こしから抜いた大型の銃じゆうが握られており、少女の顔面へと向けて引金に指をかけていた。

「あ、これに装そう塡てんしてんのソフトポイント弾だんだから、当たった瞬間に顔面グチャグチャに吹き飛ぶと思うよ……気を付けてね。もし木とかが身体からだに突き刺さったら、反動で発射されちゃうと思うよ」

「う……」

　二人が完全に動かなくなった事を確認しながら、殺し屋は無感情な声で言葉を繫つなぐ。

「それでね……他ほかにもおかしい点はいくつもあった。霊れいに偵てい察さつさせてたとしても、あらかじめ森の中に死体を先回りさせておく事なんてできないだろうってな。それに、人間の脳味み噌そをどう弄いじくっても、細菌に命令なんか下せるのかなーって」

「ゾンビと幽ゆう霊れいはあっさり信じた癖くせに……！」

「確かに、ゾンビなんてものを見せられて私が混乱してたなら、騙だまされてただろうけどね。でも、冷静に考えたら……君が今その女に言ったみたいに、いくつもの偶ぐう然ぜんすぎる偶然が思い浮かんだからさ」

　殺し屋の表情は変わらない。

　少年を車に乗せた時や、最初に墓はか場ばで出会った時とまるで変わらない冷え切った空気を携たずさえている。

「うん。混乱と恐怖は判断力を無くすよ。まあ、その女は最初から判断力なんて無かったけどね。『クスリが欲しければ──森のどこかにいる女から、指輪を奪って持ってこい』って言ったら、簡単に動いてくれたしね。神経のネジが色々飛んじゃってるから、痛みとか……もうよく解わかってなかったんじゃないかな」

「……」

「私の帽ぼう子しと上着を着せた女が森の奥に走っていった後……お笑い草ぐさだね、君が土の中から現れて、悠ゆう々ゆうとゾンビの一匹を連れて後をつけていくじゃない。あとはまあ……」

　言いながら──殺し屋は、片手だけで器用に指輪を中指に嵌はめた。その瞬間、死し霊りよう術師の少女の顔が露ろ骨こつに怯おびえたものになる。

「この指輪が……本当にゾンビを支配できるのか試そうと思うんだけど……そうだね。『そこの男の子の方の弱点は何か、今すぐ教えなさい』……ってのはどう？」

　自らもゾンビである死霊術師の少女は、泣きそうな顔になりながらも、操られるように喉のどの奥から一つの答えを絞しぼり出す。

「ゴーグルの下の右目……義ぎ眼がん……その中に、私と同じ指輪がございますわ。……私とは違う術で……ゾンビになられた方ですから……その指輪じゃないと……支配できません……」

「ひッ……」

　少年は、完全に支配された死霊術師を見て、逃げ出そうとも考えたが──

　相変わらず少女の方を向いたままの銃じゆう口こうを見て、結局動く事ができずにいた。

　間にゾンビの一体も配置せず、ここまで接近を許した状態では、何もできる事などありはしなかった。

　自分の右目が抉えぐられる事から、その後に起こるであろう事を想像して──少年は、静かに顔を背そむけてみせた。

　殺し屋は、そんな少年の恐れを見ても──やはり無感情なままの声を投げかける。

「で、何か言う事は？」

「……え？」

「大人おとなをからかったあげくに命まで狙ねらった事について、何か言う事は？」

　固まり続ける少年と少女に対し、殺し屋は困ったように眉まゆを顰ひそめながら、言葉の続きを吐はき出した。

「何か言ってくれないと──」

　冷たく重い、空気すらも凍こおらせるような視線で二体のゾンビを射い貫ぬきながら──

「何か言い残す事は？　って聞き直さなきゃいけなくなるんだけど」

　完全に恐怖に支配された二人の子供は、声を合わせて呟つぶやいた。

『ご……ごめんなさい』

「はい、そうだね」

　子供達の素直な言葉を聞いて、初めて優しい笑顔を浮かべ──




「で……許すと思う？」




　殺し屋は、少年の右目に銃じゆう口こうを向けた。
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翌朝




埼さい玉たま県所ところ沢ざわ市　某ぼうマンションの一室




　殺さつ風ぷう景けいな部屋だった。

　元より狭せまくはない間取りだが、内部には必要最低限の家具とパソコンしか置かれておらず、実際の空間よりもだいぶ部屋を広く感じさせていた。

　雑誌はおろか新聞の類たぐいも見あたらないその部屋の中で、巨大な冷蔵庫だけが異常な存在感を放っている。

　そんな奇き妙みような部屋の中で、女は静かに口を開いた。

「……で？」

　殺し屋の言葉に、目の前の二人が思い思いに口を開く。

「……あー、いや、だからさ、結局銀ぎん島じまを始末できなくて、丸まる跋ばつ組からお払い箱になっちまってさ……」

「解かい雇こどころか、逆に始末されそうな空気だったので、挨あい拶さつには出向かずに戻ってきました」

　赤と青のニット帽ぼうを被かぶり分けた、よく似た顔の青年が二人。

　バツの悪そうな表情で誤ご魔ま化かす赤ニットとは対照的に、青ニットの青年は切せつ腹ぷくを覚かく悟ごした武士のような静けさで話し続けた。

「もうそれ、だいぶ前の話だよね？　一体何ど処こをどう逃げ回ってたの？　ったく、あんたらは本当にいっつもいっつも生ぬるいんだから」

　白い帽ぼう子しを被った殺し屋は、諦あきらめた溜ため息いきをつきながら、二人の弟に向かって事実を告げる。

「だから、お前らを執しつ拗ように追ってた丸まる跋ばつ組の幹部だけどね……始末しておいたよ。死体は出てこないだろうから、安心していいから」

　思いがけない言葉に、赤と青の兄弟は思わず顔を見合わせた。

「私の周りを恨うらめしげに飛んでるらしいけどね」

「？」

「いや……なんでもない」

　それっきり黙ってしまう殺し屋に、弟の一人である赤ニットが、恐る恐る声をかけた。

「あ、あのよ、姉あね貴き……」

「あー、あんたらの生ぬるい礼も詫わびも興味ないから、とっとと次の依頼を探しておきな」

　普段よりも幾分感情的な口調にはなっているが、基本的にどこか突き放したような言葉。

　ニット帽の兄弟はそれ以降何も言わず、ただ、青ニットの方が深々と頭を下げて部屋を出ようとした。

　ただ、最後に一つ、青ニットが気付いた事を口にする。

「姉ねえさんが指輪なんて珍めずらしいね」

「あ、マジだ。しかも二つもじゃねえかよ。どうしたよ姉貴。殺した奴やつからガメたのか？」

　弟達の言葉に、殺し屋は静かに言葉を返した。

「殺した相手からは、物は取らない主義でね」

　そして、相手には理解できないであろう言葉を口にして、自じ虐ぎやく的な笑顔を向けながら二人の弟を見送った。

「最初から死んでた奴から、借りてるだけさ」
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　マンションの廊ろう下かを歩きながら、兄弟は血を分けた姉について好き勝手な会話を繰り返していた。

「姉貴は、人間に興味が無いんだよなあ。俺おれらも含めてだろうけどよ」

「興味が無いから、なんの躊躇ためらいもなく殺せるんだろうね」

「そうか？　殺しは楽しむもんだろ？」

「だから兄にいさんはいつも失敗する」

「キツイ事言うなよ。ただでさえ姉あね貴きに睨にらまれて肝きも冷やしてんだからよ。ところでよ……気になってたんだが……」

「なんだい？　兄さん」

「姉貴の周りをチョロチョロして、俺おれらに茶ぁとか運んできた……あの二人のガキはなんなんだ？　どっから攫さらってきたガキだ？」

「……さあね。どっちにしろ、姉ねえさんが俺ら以外の人間を側そばに近づけるなんて珍めずらしい」

　そんな弟の見解を聞いて──

　赤ニットは、くだらない冗じよう談だんを口にした。

「人間じゃなくて、ロボットだったりしてな」





‡






「なあ……あの二人の周りも、やっぱり幽ゆう霊れいが飛び回ってたか？」

　殺し屋の言葉に、部屋の隅すみにいた二人の子供がテンポ良く声をあげる。

「えっと、赤い方の人にはお姉ちゃん以上にたくさんいたよ」

「青い方のお兄様には、静かなタイプの女性が一人憑ついてらっしゃるだけでしたわ。怨うらみというよりも、未み練れんといった感じの表情をなさってましたけれど」

　──あの二人らしいな。

　そんな事を考えながら、殺し屋は自分の手に目を向けた。

　二つの指輪は指にピッタリと嵌はまっており、禍まが々まがしいデザインの指輪は、まるで最初から彼女の一部であったかのようにしっくりと馴な染じんでいた。




　そして──連れてきてしまった二体のゾンビを見ながら、一人考えにふけり出す。




　やはり体温は嫌きらいだ。

　温度というものは、冷え切ったものか、熱くたぎるものに限る。

　考えてみれば、自分があの弟達と仕事してきたのも、冷え切った弟と煮えている兄の心の温度差が心地好かったからかもしれない。結果として、二人合わさるといつも生ぬるい結果となるのが気に入らなかったが。

　そんな事を考えていると──いつの間にか二人の子供が横に立っており、殺し屋が今け朝さ買い与えた服を着て、恐る恐る話しかけてきた。




「あの、お姉ねえちゃん……ありがとう」

「私達を……壊さないでくださいまして……」




　二人の死し霊りよう使いに『いいって』とだけ呟つぶやきを返し、殺し屋は再び思案の世界へと旅だった。




　子供だから見逃した。

　結果だけ言えば、そういう事になる。

　だが、そこには彼女なりの美学があった。

　人の命を奪う時は、殺し屋として徹てつ底てい的にビジネスライクに徹するか、マグマのような激しい怒りにまかせてと決めていた。

　だが、子供二人を目の前にして……しかも、子供の姿をした大人おとなというのならばまだしも、ゲームを楽しもうとする言葉や、計画の穴の多さから──殺し屋は、彼らが本当にまだ子供なのだと判断した。

　だからこそ、彼女は激しい怒りにまで達する事もできなかった。

　かといって正式な仕事というわけでもなく、今後商売の邪じや魔まになるからという理由で殺すなら、先刻の弟二人も邪魔といえば邪魔になる。

　このような生ぬるい状況で人を殺す事は、自分の中に鬱うつ屈くつした体温を溜ためる事になる。

　そう結論づけた彼女は──一つの命令と引き替えに、彼らを助ける事にした。





‡






「ところでよ……姉あね貴きさぁ、なんか顔色悪くなかったか？」

「そうだね。それに……姉さんの手とか、なんだか凄すごく冷たかった」

「……病気とかじゃなきゃいいけどよ」

　不安そうに呟く赤ニットに、青ニットがやや驚いたように口を開いた。

「……兄にいさんが誰かの心配をするなんて珍しい。病気じゃないの？」

「……死体に変えて、黙らせてやろうか？」





‡






「私を……お前達と同じ身体からだに変えろ」




　殺し屋として子供を殺せる程に非情にもなりきれない。その一方で、確実に殺しの仕事も続けている。

　どちら付かずの自分は実に生ぬるいなと思い、心底気持ちが悪くなった。

　しかし、自殺する気もない自分はますます生ぬるいと思い──

　だからせめて、身体からだの温度だけでも消し去ろうと考えた。

　だが、ゾンビと化して体温が無くなった今も、考える事は何も変わりない。

　気温は36度を超え、死体の身体を体温と同じ気温が包む。

　そんな空気の中──殺し屋は、また同じ事を心の中で呟つぶやき──次の仕事を得る為に、パソコンのメールソフトを立ち上げた。

　体温を、

　世界から体温を奪う、

　ただ、その一つの目的の為だけに。




　──ああ、ああ、なまぬるい。





『THE DON'T OF THE DEAD』──完















間章３　理由無き反魂







●月●日　雨　体温　気温と同調　他人の温もりは相変わらず気持ち悪い




　今日で、彼らが家に来て一週間になる。

　食事は最低限の水分があればいいらしいが、普通の食事もできるとの事だった。なんでも、胃や腸を擬ぎ似じ的に生きている時と同じように動かす事も可能なんだとか。自分の意志でそれが調節できるというのは大したものだ。私にもそのような機能があるのだろうか？

　名前はお互いに無いらしく、今までは『君』『あなた』とだけ呼び合っていたらしい。よく解わからない習慣だが、考えてみれば私も少年に名前を聞かなかったのでお互い様だろう。

　私も、最初は少年を始末するつもりだったのだから──名前など不要だと思っていたのだ。

　しかし、こうして暮らしてみると便べん宜ぎ上じよう名前は必要だ。

　私の名が『白』に、弟達の名が『赤』『青』にちなんだ名前なので、どうせならという事で、少年の方を灰色から『グレイ』、少女の方を虹にじ色から『レイン』と名付ける事にした。（最初はクロとミドリとかキンとギンとかにしようとしたが反対されてこの結果になった）

　ともあれ、それをきっかけとして、色々と話を聞いてみたのだが──

　特に気にしてはいなかったのだが、結果として二人の過去が徐じよ々じよに解わかってきた。

『彼ら』が生まれたのは、中国の大都市に程近い山岳地帯だった。

　現在は完全に日本語を操っているが、どうやら彼らはウィルスによるゾンビでもヴードゥーの秘術によるゾンビでもなく、我々の感覚でいえば『殭屍キヨンシー』と呼ばれるものに近いように思われる。私が子供の頃に見た映画では黒い服を着てピョンピョン跳はねているイメージが強かったが、どうやら手足は曲げられるらしい。（それを突っ込んだら『自分達はキョンシーとも違う。中国だけじゃなくてちゃんと日本や東欧の技術も含まれてるんだから』とむくれていたが、あの映画シリーズを見てきた私からすれば、中国生まれの動く死体は全すべてキョンシーだ）

　そもそも──彼らに関して言うなら、生まれた、というよりは、生み出された、造られた、蘇よみがえらされた、という方が近いかもしれない。

　道術と呼ぶには余りにも道を外れた法術（もっとも、私は道術に詳くわしいわけではないが、本人達がそんなことを言っていた。死体を神器としてどうたらこうたら細かい事を言っていたが、興味が無いので聞き流した）。如い何かなる書物にも載のっていない秘術・仙せん術の結晶として辿たどり着き、『術』を超え『法』となった一つの形。

　成長途と中ちゆうにある子供達を攫さらい、特殊な処理を施してから──その魂たましいを奪う。

　しかる後、幾人もの魂こん魄ぱくを練ねり合わせ錬り合わせ煉り合せ、空となった子供の器に宿らせ、死んだ筈はずの肉体を甦よみがえらせる。

　それだけの禁きん忌きを犯し、法を破り、人の命さえをも奪って造られた『彼ら』は、一体なんの為の存在なのか？

　答えは簡単だ。

　悲しきかな。彼らを生み出したのは、言わば蒐しゆう集しゆう家にして職人にして、闘とう鶏けい師。

　そう、彼らは闘鶏なのだ。

　自分の方がより優れた人形を作れるのだと、その出来映えを競い合う術師達。

　今で言うなら、テレビゲームで自分の育てたキャラクター同士を対戦させる感覚に似ているだろうか。いや、寧むしろそのものだと言っていいだろう。

　自分達の甦らせた屍しかばね同士を闘わせる。それは邪法と呼ばれても仕方ないだろう。

　ともあれ、彼らはそんな制作者達によって造られた一流の闘鶏というわけだ。

　そうした死し霊りよう使い達の間で、最も優れて最も禁忌を犯していた者が二人いて、その二人が彼と彼女、それぞれの生みの親なのだそうだ。

　まあ、聞いた限りではその二人はとんでもない外げ道どうだったと思われる。

　死体を弄もてあそぶ時点で一般的に見れば充分外道なのだろうが、そいつらは他ほかの国にまで出向いて様々な死体や──魂を収集したらしい。全くもってワールドワイドな話だ。

　二人の術師は、いつも互いの甦よみがえらせた死者同士を闘わせたり知性や美しさを競わせたりして争っていたらしい。私の奪ったあの指輪は、死体と魂たましいを定着させる触しよく媒ばいのようなものらしく、そこから魂と肉体、それぞれに影響力を与える代しろ物ものだそうで、術師達に命令されれば、例え『互いが首だけになっても殺し合え』という命令でも従わざるを得ないとの事だ。

　だが、ある日──それぞれが最高傑けつ作さくと称して譲ゆずらなかった屍しかばね人形達の運命の日──

　グレイはその日、相手の人形と壊こわし合いをさせられる事となっていたのだが──

　そこで初めて、レインと出会う。

　前世の記き憶おくも様々な魂の者が混じり合い、混こん沌とんとしていて、知識だけ持った子供のような存在だったと言える……と、レインが今日言っていたが、入れられた死体が子供のものなのだし、話を聞くにその術師達が集めた魂も子供のものが多かったというので、それも当然なのかもしれない。

　グレイは自分の創造主の優劣を競うゲームとして、彼らの前でレインと『壊し合う』予定だったのだが──少年の屍人形を生み出した術者は、指輪の力を使ってこう告げた。

『こっそりと……あいつを殺せ』

　あいつと言って指さしたのは──レインを生み出した術者だったそうだ。

　つまり、優劣を競うと言っておきながら、ライバルの存在が心底憎にくかったということだろう。あるいは、元から仲が悪かったのか。それは解わからないそうだ。……もしかしたら、レインの出来の良さに心を奪われて、無傷のまま彼女を奪おうとしたのかもしれないが、所しよ詮せんは私の推測に過ぎない。死体を愛する心は少し解る気もするが、私の理由とはきっと少し違うだろう。




　まあ、そんなわけで実にシンプルな暗殺計画……というよりもストレートすぎる殺害計画の出来上がりとなったわけだ。

　ところが、そこでどんでん返しが起こったそうだ。

　試合と言うべきか決闘と言うべきか、とにかくそれの始まりの合図が走った瞬間──グレイはあっさりと相手の術者を殺したそうだ。てっきりレインの邪じや魔まが入ると思っていたが、あまりにすんなり殺せた事に安心して振り返ったら──

　そこで、自分の術者がレインに殺されてるのを見たそうだ。

　つくづくその術者達はライバルだったわけだ。頭の中から運命に至るまで。

　話を聞いた瞬しゆん間かんは思わず笑ってしまった。なにかの落語のオチかと言って。

　今思えば悪い事をした。明日あしたあたり頭を撫なでてやって御ご機き嫌げんを取るとしよう。

　あの二人を見ていると、弟二人の小さい頃を思い出して大変に微笑ほほえましい。

　ただ、あの死体の二人に関しては、これからもずっと子供の姿のままなのだろう。

　心はどうなのだろうか？

　彼らは少しは成長するのだろうか。

　だとしたら、少しは幸せになって貰もらいたい、という思いはある。

　ろくでもない理由でろくでもない殺され方をして魂たましいや死体をろくでもなく弄いじられてろくでもない奴やつらに甦よみがえらされてろくでもない理由で闘わされ、殺しにまで手を染めさせられる。

　更に、日本に来て彼らが見つけた『楽しみ』を、ろくでもない私がろくでもない方法を使って破は綻たんさせたのだ。

　だから、せめてこれからはなるべく幸せに生きて欲しい。（既すでに死んでいるのだから、蠢うごめき続けて欲しい、というのが正しいのかもしれない）

　こんな事を考える私は、殺し屋失格だろうか？

　その一方で、彼らには私の助手として、殺し屋の仲間になってもらいたいという思いも存在しているのだ。




　ああ、ああ、なまぬるい。

　今日も相変わらず、私の心はなまぬるい。

　つか、気持ち悪ッ。





‡






　そこまで書き記し、白い帽ぼう子しを被かぶった女は静かにモニター上の日記帳のソフトを閉じる。ネットのブログなどではなく、無料でダウンロードした日記帳ソフトウェア。

　仕事についての事にも触ふれているその詳しよう細さいな日記帳は、彼女が逮たい捕ほされた場合に重要な証しよう拠ことなるだろうが、それでも彼女は構わなかった。

　ネットには一切繫つないでいないパソコンだし、これが押おう収しゆうされるような事態ならば、もはや他ほかの証拠も上がっている状態だろうという考えだったが──仮に全くの事故でこの内容が他者に知られても構わないと、冷めた人生を過ごした彼女は考える。

　──まあ、ここ最近の日記まで読んだら、多分小説か何かを書いてると思われるかもね。

　自分がゾンビの群に囲まれた事、ゾンビ使いの少年少女と出会った事、そして、自ら望んでゾンビと成り果てた事──

　そんな事まで詳細に記している日記の状態に、彼女は静かに苦笑した。

　昨日きのうの日記を書き終えた彼女の肌はだを、窓から差し込む日光が暖かく包み込む。

　だが、女はそれを嫌きらうように、室内だというのに改めて帽子を被り直し、少し迷った後に窓のブラインドを勢いよく引き下げた。

　お茶でも飲もうと思って室内を振り返るが、妙みようにがらんとした空気が彼女に僅わずかな寂しさを覚えさせた。

　──そういえば、あの二人……今日はどうしてるんだ？　帰りは遅いとか言っていたが……。




　──確か、多た摩ま湖こだか狭さ山やま湖の方に行くとか言ってたが……

　──遊園地にでも遊びにいくのかな？

　──それならそれで、微笑ほほえましくて結構だ。





‡






多摩湖畔はん




　周囲に見事な自然の景観が広がる湖、狭山湖。

　またの名を山やま口ぐち貯ちよ水すい池ちと言い、東とう京きようの水源とする為に昭和初期に造られた人造湖である。

　そして、その南側にあるのが、堤てい防ぼうで区切られた二つの貯水池──通称『多摩湖』。

　こちらの貯水池はそれぞれ村むら山やま上じよう貯水池と村山下げ貯水池と分かれており、大正から昭和にかけて造られた。

　１００メートル程の距離しか離れていないものの、多摩湖は位置的には東京都の湖となっており、埼さい玉たま管かん轄かつである狭山湖との間に県境が設定されている形となる。

　それぞれ日本のダム湖百選にも名を連ねる所ところ沢ざわ市有数の観光名所であり、周囲にはドーム型球場や遊園地、現在は営業休止中ではあるがその他複数のアミューズメント施設が名を連ねていた。

　一方で、湖の周辺には狭山の自然が色濃く残っており、行楽に訪れる人も後を絶たない。

　現在は多摩湖の東側は工事の為に水が抜かれている状態だが、その他の貯水池には広大な水面が青空の下に広がっており、市街地とは全く違った所沢の姿を映し出していた。




　そんな湖面を臨む広い遊歩道の上で、二人の子供達が仲なか睦むつまじく手を繫つないでいる。

「ここだね、レイン」

「そうですわね、グレイ」

「レインは、どっちの湖だと思う？」

「さあ……ここからじゃどちらとも言えませんわね。グレイもそうでしょう？」

　互いに名前を呼び合うのは、灰色のジャケットを羽は織おる少年と、極彩色の服を纏まとった少女。

　白服の殺し屋に名前を与えられた彼らは、それが嬉うれしいのか、いつも必要以上に互いの名前を呼び合っていた。

　自分達で仮の名前を付けた事は何度かあったものの、他人から好意を持って与えられたものは初めての経験である。

　しかも、その人物にとって家族の証あかしとも言える色の繫がりを含めてくれた事が、まだ幼い心を持った屍しかばね人形の二人にとっては嬉うれしくて仕方がなかった。




　名前をもらった日──白い帽ぼう子しを被かぶった殺し屋は、二人に向かって指輪を差し出してきた。

　自分達の命を支配する為の、彼らにとっては命よりも大事な指輪。

「名前つけたからには、もう家族だ。逃げるなりなんなり好きにするといい」

　ぶっきらぼうにそう言うと、殺し屋は淡々と食事の仕度を始めた。

「ま、私に怨うらみがあるなら晴らすのもいいだろうね。抵抗はするけど」

　包ほう丁ちようを握りながらニッコリと微笑ほほえむ殺し屋だったが、その目には殺意も敵てき意いも感じられなかった。

　グレイとレインは互いに顔を見合わせたが──

　やがて、どちらともなく夕食の準備を手伝い始めた。




　その時の事を思い出しながら、二人は湖を眺ながめてどこか嬉しそうに語り始めた。

「いい人だよね、真ま白しろお姉ねえちゃん」

「そうですわね」

「僕らの最初の御主人様とは大違いだ」

「……もう、あの頃の話はやめませんこと？　思い出すだけで吐はき気がしますの」

[image: ]

　ツン、と横を向く少女の肌からは、一切の体温は感じられない。

　そして、同じく体温の無い顔をゴーグルで隠かくした少年が、静かに笑って言葉を返す。

「そうだね……今は、真ま白しろお姉ねえちゃんが僕らの御主人様だからね。指輪が返ってきた今も」

「初めて、自分の意志で共にいる事に決めたんですものね」

「そうだね、だから……」

　グレイはそこで一呼吸置くと、広大な水面を眺めてこう呟つぶやいた。

「これからは、お姉ちゃんに迷めい惑わくをかけないように遊ばなきゃね」

「同意しますわ」

　そう言って、彼女は周囲から感じる『気配』に耳を傾ける。

「やはり、素す晴ばらしいですわ……。この湖の底よりももっともっと深い所から、素晴らしい魂たましいのうねりを感じますわ」

「そうだね……人間だと思うけど、少し違うような……一体、どんな人達の魂なんだろうね？」

「数多くいるみたいですし……恐らく、死んだのは極ごく々ごく最近の事みたいですわね……」

　常人には理解しがたい会話を紡つむぎながら、少年と少女は、ただ笑う。

「それと……レインは気付いてる？　最近……町の方にも、凄すごい気配を感じるよね？」

「ええ。休む事なく移動しているみたいですから……車か何かに取り憑ついたものかもしれませんわね」

「その魂とこっちの魂、闘わせて遊んでみようか？」

「……グレイにしては、いいアイディアですのね」

　二体の屍しかばね人形は嬉うれしそうに楽しそうに、実に子供らしい無む邪じや気きな無邪気な笑顔を浮かべ──

　湖の底より湧わき上がる魂の鼓こ動どうを、ただ静かに静かに感じ続けた。
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●月●日　追記




　そうそう、思い出した事を記しておく。

　グレイとレインが『ゲーム』と称して死体を動かし続けていた理由だが──

　そんなものは、存在しなかった。

　彼らは、ゲームと言えば自分達を甦よみがえらせた術師達が興じていた物しか知らなかったのだ。

　だとしたら、死体を蠢うごめかせて遊ぶ事は彼らが唯一自発的に覚えた娯ご楽らくと言える。もしかしたら、ゲームや野球をしたり、テレビや漫画を読むよりも楽しい事なのかもしれない。

　だとしたら、私にそれを止める権利など無いだろう。

　誰かに迷めい惑わくがかからないのならば別に構わない。

　死も魂たましいも──私は『商売』にし、あの子達は『玩具おもちや』にしている。それだけの差だ。

　ただ、私の時のように誰かを殺そうとしたら──頰ほおでもひっぱたいて止めてやるつもりだ。

　死体を玩具にするのはいい。だが、彼らは殺しを請うけ負うには幼すぎる。

　少なくとも、今はまだ。

　だから、せめてあの子達が精神的に大人おとなになるぐらいまでは、保護者面づらをさせて貰もらうつもりだ。その後の事は知らないが。

　なんと中ちゆう途と半はん端ぱなんだろう。こんな自分が本当に嫌いやになる。

　ああ、死んで正解だった。ゾンビになって正解だった。

　心がこんなにもなまぬるいのに──

　体までなまぬるいのは、正直耐えられなかっただろうから。




　ああ、ああ──なまぬるい。





『柏木クロスの真っ赤な死』へ続く









[image: 柏木クロスの真っ赤な死　ジャンル『戦隊ヒーロー』]










　突然だがッ！　君はヒーローを信じるか!?

　絶対的な正義の味方というものを信じるか!?

　ヒーロー！

　ヒーロー！

　世界を救うぜヒーロー！

　悪を滅ぼせヒーロー！

　子供を助けろヒーロー！

　余よ裕ゆうがあれば大人おとなも助けろヒーロー！

　子犬を助けろヒーロー！

　子猫ねこも助けろヒーロー！

　時には子供の未来の為に！

　時には宇宙の平和の為に命を懸かける！

　悪以外はなんでも助ける、それがヒーロー！

　全すべての人間は救えない？　どちらかを選ばなきゃいけない？

　ナンセンス！

　そんなのはヒーローを知らない奴やつらのたわ言だ！

　いいか、例えば解げ毒どく剤ざいが一つしかない毒に二人の子供が冒おかされて、どちらか一方しか助けられないって時！

　それでも何故か両方助ける事ができてこそのヒーローだ！

　それができるからこそヒーローだ！

　かっこいいぜヒーロー！　イカすぜヒーロー！

　努力だぜヒーロー！　友情だぜヒーロー！　勝利だぜヒーロー！

　ヒーロー！　そう！　足りない！　足りないんだ！

　この世にはヒーローが足りなすぎるッ！

　もう一度言うよ、何度でも言うぜ！

　ヒーロー！　ヒーロー！

　この世が上う手まく回ってないのは何な故ぜか？

　そう、ヒーロー分の不足だ！

　ヒーローが足りてれば、全部上手くいくんだ！

　ヒーロー！　ヒーロー！

　あんたの心の中にヒーローはいるか？

　ヒーロー！　ヒーロー！

　今こそ呼ぼうぜ！　声を上げて！

　呼べば答えるさ！　なぜなら！　そう！

　ヒーローは今！　君の！　目の前にいるからさ！




「うーんとね」




　おお！　ヒーローを呼ぶ気になったのかい？

　だが、もしもヒーローを呼ぶならもっと大きな声と信じる心が必要だ！　さん、はい！

「うん、あのさ、人生経験が君よりもちぃっとだけ豊富なおっちゃんから、一言だけいいかな」

　なんだいオヤッさん！　オヤッさんもヒーローを求めてるのか？

「そういう方向じゃ、多分……その、なんだ。精神薄はく弱じやくとかそういうの認められないから」

　……。

「……」

　……。

「裁判じゃ欠片かけらも有利になんねえよ？　そういうの」

　……マジっすか。

「うん、マジもマジよ、大マジ。いやまあ、便べん宜ぎ上逮たい捕ほしただけだからさ。起き訴そになるかどうかはこれから決まるんだけどね。それも君の態度次第だけど、今のままじゃ正直言って難しいと思うわけだよ。不ふ起き訴そ」

　いや、すいません。すいません本当にすいません。

　出来心なんです。許して下さい刑事さん。

「で、それを踏まえてもらった上で話を始めようか。いや、何週間も病院で寝てて、ようやく動けるようになったところを悪いんだけどさ」

　……はい。

「……で、まあ、君はだ。あんな赤い全身タイツと赤い覆ふく面めんで、高速道路から突然飛んできて、高速の上に架かかる道路を走ってたＲＶ車に、見事に着地したわけだ。天てん井じようを思い切りへこませてなあ」

　……はい。

「普通ならねえ、その車の持主の方を疑うんだけどさ。そうもいかないわけよ。事前にねえ、なんか……いくつか通報があるわけだよ。高速道路を走ってるバスの上で、赤い服着た奴やつがなんかやってるってよ。まあ、その件は何な故ぜか証言者がみんなもう『覚えて無い』っつってるからいいんだけどさ……。通報記録の中には、その前後に銃じゆう声せいを聞いたってのもあるんだがな……。で、まあ、そこに現れたのが……あんたってわけだ」

　……はい。

「で、何があったって？」

　……いえ、その、バスジャックが起こったって連絡が本部に入って……それで怪かい人じんに……あ、いや、違います違います忘れて下さい！　え、ええと……良く覚えてないんです、あ、あれはその、同好会でやってるイベントの出し物のヒーローショーに使う服で、どうしてあんなコスチュームを着てあんな所にいたのか全然……。

「……あんた、まさかなんかキメてんじゃないだろうね？」

　い、いえ、違います。

　薬なんかやってませんって！

　酒もやってないん……あ、いや、そう！　酒！　酒です！

　酒をたくさん飲んで酔っぱらっちゃったから！　だから、きっとその……記き憶おくがないんですよきっと！

「……ふーん。そう」

　いや、はは、すいません。車の修理費は働いて返しますんで……。

「でさ、これはなに？」

　あッ、それは──

「最初は玩具おもちやかと思ったんだがね。この……なに？　ビームサーベルっつーのかい？　君の腰こしに付けられてた奴さ」

　……。

「これなあ、試しにやったら鉄パイプとかガシガシ切れたんだけど。これってどう見ても殺さつ傷しよう力あるよねえ？　いや、こんなもん扱った事ねえから、どういう範はん疇ちゆうの危険物になるのか、今検事と相談してるとこでなぁ。バーナーかチェーンソーあたりと同じ扱いじゃねえかって話になってる」

　……えッ……ちょッ……検事ってそんな。

「まあ、起き訴そか不起訴か解わからんが……どのみち、しばらく泊まってって貰もらうから。よろしく」
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　俺おれの名前はクロス！　柏かしわ木ぎ十ク字ロ架ス！

　撃げき滅めつ戦隊ジェノサイダーのリーダーにしてレッドである男だ！

　……本名だ。

　おっと、だが俺はこんな変わった名前をつけた両親を恨うらんじゃいない。

　寧むしろ感謝しているぐらいだ！

　なぜなら、名は体たいを表す！　ネーム・イズ・ボディ！

　俺はこの世に対する悪を払う拍ひよう子し木ぎにして十じゆう字じ架か！　イメージ的には十字架を二つカチカチ鳴らして戸締まり用心、火の用心だ！　火の気だけではなく悪まで払う……それが俺！

　今回はたまたまあの戦闘員に投げ飛ばされて不覚を取ったが、次はこうはいかない！

　何な故ぜなら俺はヒーロー！　悪を皆殺しにジエノサイドするヒーローだ！

　ヒーローは強い！　何故ならば、ヒーローは強いからだ！







　……そんな自問自答を終わらせ、俺は警察署を後にした。

　こうして自分を確かめないと、正直ヒーローなどやっていられない。

　だが……俺は、ヒーロー失格だ。

　一人で先走ってバスジャック事件の解決に向かったというのに、たかが戦闘員一人に返り討うちに遭あってこの始末だ。

　どうやら俺はあの戦闘員に空高く投げ飛ばされ、頭から一般道を走っていたＲＶ車の上に落下したらしい。警察に拘こう留りゆうされたのは実質数日だが、その前に半月以上意識不明の状態だったそうだ。

　町の景色と温度が明らかに変わっている事から、俺は自分が長い眠ねむりについていた事を実感した。ちょっとした浦うら島しま太た郎ろうの気分になる。

　身元のわかる物を何も所持していなかった為に、意識が戻るまで誰にも連絡できない状態だったそうだが──それはラッキーでもあった。

　なにしろ、どこに『クロック』の手先がいるか解わからない。

　身元が簡単にバレたら、本部のみんなや俺おれの友人に迷めい惑わくがかかってしまう。

　しかし……ともあれ、そんな身元があやふやな俺が、こうして無事に釈しやく放ほうされて良かったと言うべきだろうが……少しばかり、納得がいかない所もある。

　俺が落ちたＲＶ車に乗っていた人が被害届を取り下げてくれたからいいようなものの、何な故ぜ俺がこんな目に遭あわねばならないのか。第一、俺を投げたのはあの戦闘員なんだから、あの戦闘員が逮たい捕ほされなきゃおかしいのではないだろうか。

　釈放された理由の二つ目は、高速道路上で俺を見かけた連中が、今になって『覚えていない』と証言してくれた事だった。恐らくは、『クロック』の奴やつらの情報操作だろう。俺が逮たい捕ほされたという情報も覆くつがえらないのは奴らなりの嫌いやがらせなのだろうか。

　ともあれ、こうして自由になったのだが……俺は、ヒーローを続けていいのだろうか？

　正直、あの戦闘員に勝てる気がしない。

『クロック』の新型怪かい人じんに負けたというのならば話も解わかる。

　しかし、自分が負けたのはただの戦闘員なのだ。

　一体あの男は何者なのだろうか？

　これは、至急博士達と相談する必要がある……のだが、正直、本部に戻るのは気が重い。

　果たして、他ほかの連中はこんな俺を受け入れてくれるだろうか？

　博士はともかく……どうも、他ほかの四人とはソリが合わない。

　ブルー、イエロー、グリーン、ピンク。

　あいつらは、本当に魂たましいの絆きずながあるかのように仲が良い。まるで頭の中が繫つながっているかのように、一心同体といったチームワークを見せつける。

　なのに、俺だけどこか蚊か帳やの外だ。表だって口にはしないが、あいつらも心の底では俺の事を認めていないような気がする。

　一人で活かつ躍やくすれば認められるような気がして、先走った結果がこれだ。

　警察に捕つかまっていた上に武器を没収されたなど、なんと言い訳すればいいのだろう。不ふ起き訴そという事で、後で俺の家に送るとは言っていたが……。アパートにあれが届くよりも先に、一刻も早く報告をしておいた方がいいだろう。

　バトルスーツと私服を切り替える腕うで輪わも、よく返してくれたものだ。

　後から来た所ところ沢ざわ署しよのお偉いさんらしき男が、『まあ、この町じゃそんなものは珍しくもないからねえ』と言っていた事が気にはなるのだが。

　だが、今はそんな事よりも……本部に帰ってまずなんと言い訳するか……そして、ＲＶ車を壊こわしてしまった家に謝罪にいかねばならない。住所だけは聞いているので、被害届を出さないでくれた御礼ぐらい言いに行くのが筋というものだろう。

　……だが、何と言って謝ればいいのだろう？　投げ飛ばしたのは戦闘員とはいえ、俺が弱かった事に責任があるのはどうしようもない事実だ……。

　俺おれはそんな暗い気持ちで、航空公園に隣接する所ところ沢ざわの役所通りを後にした。
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　そんな俺を更なる絶望の底に叩たたき込んだのは──本部の状況だった。

　簡単な話だ。

　本部が……無くなっていたのだ。

　別に、粉こな微み塵じんに破壊されていたとかそういう話じゃあない。

　傷一つなく、綺き麗れいなものだ。バスジャックと聞いて俺が飛び出した時と全く変わっていない。

　ただ一つ──人の気配が無い事を除のぞいて。

「なんだよ……おい……おーい！　誰かいないかーッ！」

　不安に駆かり立てられて叫んでみるが、返事はない。

　狭さ山やま湖この傍そばの森の奥にある、博物館風の外観を持つ建造物。

　見間違えようがないし、こんな外見の建物が森の中に何件も建っているとは思えない。

　だとすれば……みんな……みんな何ど処こに行ってしまったんだ？

　入口には枯かれ葉が積もり、もう何日も人の出入りが無い事を感じさせた。

　まさか、俺は見捨てられたのだろうか？

　信じたくない。だが、あんな大失敗をやらかしたからには、クビになることも……

　……クビ、ってなんだよ。

　俺は、俺は！　選ばれたんじゃなかったのか!?

　ヒーローになったんじゃなかったのか!?

　あんなに憧あこがれたヒーローに！　子供の頃からずっとずっと夢見てきたヒーローにッ！

　なのに、なのにこの仕打ちか！　会社じゃあるいまし、クビってなんだよ！

　……いや、待て……待て！

　もしかしたら、みんなの身に何かあったのかもしれない！

　そうだ、きっとそうだ。それを早とちりしてクビになったなんて……何を言ってるんだ俺！

　しっかりしろ！　俺！　ヒーローはこんな所でくじけたり仲間を疑ったりしない！

　冷静に考えたらみんなに何かあったと思うのが普通じゃないか！

　やっぱり俺は……自分に自信が持てなくなっているのだろうか？

　俺はやはり……ヒーローになるべきではないのだろうか？

　あの時の戦闘員の言葉が頭を過よぎる。




『……馬鹿か、お前。ガキを……殺す気か？』




　確かにあの戦闘員の言う通りだ……。

　俺おれが迂う闊かつに飛び込んだせいで、奴やつらの銃じゆう弾だんが子供達に向かっていたとしたら……。

　子供達を護まもる為の行為が、子供達を危険にさらしていたというのか？

　……いや、違う。

　子供を護る為の行為？　馬鹿な！　俺は自分の力を示す為だけに先走ってバスに向かっただけではないか！

　完全にヒーロー失格だ……。

　どうして、こんな俺にジェノサイダーのリーダーとしての立場が……

　そんなことを考えた瞬しゆん間かん、俺の頭に鈍にぶい痛みが走った。

　後頭部が重苦しく締め付けられるような感覚。緊張型頭痛という奴だろうか。

　……最近、こんな頭痛が多い気がする。

　気のせいだろうか。

　……。

　……。

　……。

　気のせいだ。

　俺はなんだ？

　そう！　俺はヒーロー！

　俺の名前はクロス！　柏かしわ木ぎ十ク字ロ架ス！

　撃げき滅めつ戦隊ジェノサイダーのリーダーにしてレッドである男だ！

　……本名だ。

　おっと、だが俺はこんな変わった名前をつけた両親を恨うらんじゃいない。

　寧むしろ感謝しているぐらいだ！

　なぜなら、名は体たいを表す！　ネーム・イズ・ボディ！

　俺はこの世に対する悪を払う拍ひよう子し木ぎにして十じゆう字じ架か！　イメージ的には十字架を二つカチカチ鳴らして戸締まり用心、火の用心だ！　火の気だけではなく悪まで払う……それが俺！

　今回はたまたまあの戦闘員に投げ飛ばされて不覚を取ったが、次はこうはいかない！

　何な故ぜなら俺はヒーロー！　悪を皆殺しにジエノサイドするヒーローだ！

　ヒーローは強い！　何故ならば、ヒーローは強いからだ！




　俺はいつも繰り返す自問自答を呟つぶやきながら、とりあえずその場を後にした。

　そうだ、俺はヒーローなのだ。

　ヒーローは細かい事を気にしてはならない。

　だから俺おれは、何の迷いもなく次の目的地へと向かう事にした。

　……。

　……？

　何かおかしい、と一いつ瞬しゆん違和感を感じたが……頭痛が強くなってきたので、とりあえず後で考える事にしよう……。

　なあに、全部上う手まくいくさ……俺は、ヒーローなんだから……。
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所ところ沢ざわ某ぼう所しよ




　俺がＲＶ車を壊こわしてしまった人の家は、どうやらこの辺あたりにあるらしい。

　だが、この辺りは電柱などに番地が書いていないので微び妙みように解わかり辛づらい。

　途と方ほうに暮れていると──通りの角、マンションの辺りから一つの声が耳に届く。




「あ、いたいた。もー。クラリタスー、どこいっちゃったのかと思ったよ！」




　普通ならば、ただの町の雑音と聞き流す程度の音量だった。

　だが、その声は……陳ちん腐ぷな形容でいいなら、美しい……そうだ、ただ、美しかった。

　俺は思わず息を吞のみ、声のした方に足を向ける。

　するとそこには、奇き妙みような組み合わせの男女がいた。

　一人は東洋人の少女。

　一人は黒人の大男。

　一人は白人の瘦やせた男。

　はて。この町でこんな組み合わせの集団を見るのは初めてだな。どこの人達だろう。

　静かに様子を伺うかがっていると、東洋人の女が声をあげる。

　先刻の、心の中に染み渡るようなあの声だ。

「ったくもー。会社に任せておけばいいのに、わざわざ針はり山やまさんと直ちよくで打ち合わせしたいって言ってるのはクラリタスでしょ？　駄だ目めだよ、さぼっちゃ！」

　ああ、本当に綺き麗れいな声だ……心に染み渡るようだ。

　……ん？

　針山？

　いま、針山と言ったか？

　俺の心しん中ちゆうの疑問など当然伝わるわけもなく、三人組はスタスタと道路の先を歩いていく。

　マンションの塀へいの中からそれを見送る男が一人見えたが、もしかしたら彼も今の少女の美声に心を奪われたのかもしれない。

　だが、俺おれはまったく別の目的で……彼らの足取りを追う事にした。

　やがて、三人組は少し広めの庭のある一軒家へと向かい──その塀の中を見て、俺は一台の大型ＲＶ車に目が止まる。

　ああ、ああ、そうだ、やはりそうだ。

　車庫に停まっている大型のＲＶ車と、塀門の表札にある名前を見て、俺は自分が目的の場所に辿たどり着けた事を確信する。

　黒い表札にはハッキリと白字でこう彫り込まれていた。

　針はり山やま真しん吉きち。

　そうだ、間違い無い。

　ここの住人こそが──まさに、俺が落下した車の持主というわけだ。
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「いやー、そんな。わざわざいいのに」

「あの……本当に申し訳ありませんでした」

　チャイムと共に顔を出したのは、車の持主本人だった。

　針山真吉という名前の、眼鏡めがねをかけたその男は──誰にも憎にくまれないような、何者にも嫌きらわれないような、そんな顔をしていた。

『憎めない顔』というのを突き詰めればそうなるであろうという、一切の嫌いや味みの籠こめられていない相そう貌ぼうだと言えるだろう。

　俺は優しい笑顔が出てきた事に少しだけ安あん堵どし、深々と頭を下げて謝罪の言葉を述べる事にしたのだが──。

「ああ、いいですっていいですって。サマーちゃんの魔ま法ほうのおかげで、タダで直りましたし」

「？」

「あ、すいません。こっちの話ですよ。とにかく、怪け我がが治なおられたようでなによりです」

「いえ、その……ありがとうございます」

　今、魔法だのなんだの言わなかっただろうか？

　それとも俺の聞き間違いか……。

　ともあれ、車庫を見る限り車の天てん井じようは完全に修復されているようだったし、お金もかからなかったというのならば少しだけ罪悪感が減る。

　しかし、謝罪しなければならない事は確かだ。

　そもそも、何な故ぜ空から降ってきたのかという事を説明しなければならないのだろうか……。

　しまった、全く考えていなかったぞ。酒に酔よって気付いたら、という言い訳を果たして彼は受け入れてくれるだろうか？　……いや、ここで噓うそをつくのも心苦しいが……。

　俺おれがそんなことを悩みながら沈黙していると、玄げん関かんに向かって廊ろう下かを慌あわただしく走ってくる足音が聞こえてきた。

「父とうちゃん！　父ちゃん！」

「こら、神しん夜や。お客さんの前だろう？　コダマお姉ねえちゃん達にお茶を運べって……」

　玄関に現れたのは、小学生ぐらいの男の子だった。

　俺はバスジャックの時の事を思い出し、僅わずかに胸が軋きしむ感覚に襲われた。

　ああ、俺はヒーローとして、こうした子供達の未来を護まもらなければいけないのに……結局、この先どうすればいいのかすら解わからない、どうしようもない状況に……

　そんな事を愚ぐ痴ち愚痴頭の中で考えていると──

　少年は父親の言葉を聞かず、目を爛らん々らんと輝かせながら、とんでもない事を口にした。

「父ちゃん！　この人が、正義のヒーロー!?」

「!?」

　少年の言葉に、俺は心臓が止まるかと思った。

　なんだ……？　どういう事だ!?

「こら、神夜！　いけないよ、今は正体を隠かくしてるんだから、悪の組織の人に聞かれたら御ご迷めい惑わくがかかるだろう？」

「!?　!?　!?」

　全く自然にやり取りを返す針はり山やまさんを見て、俺はますます混乱した。

　どういう事だ？　彼らは……何を知っているのだ？

　……いや、待てよ……

　そういえば……俺はもしかして、あの赤い戦闘着のまま病院に運ばれたのだろうか？

　時間が経たてば自動的に解除されるようになっているが、そう言えば……目覚めた時には既すでに病院の寝間着姿だった記き憶おくがある。

　確かにあのコスチュームは、どういうわけか昔からテレビなどに出てくる『正義の戦隊』のデザインに酷こく似じしている。子供の頃からああいうものに憧あこがれていた俺としては、特に疑問もなく装着していたのだが……。

　そうか！　だとすれば、俺がヒーローショーか何かのアレだと思って、それで場を和なごませようと冗じよう談だんを言っているだけなのだろう。

　考えてみれば、『正義のヒーロー』の実在を信じる人間なんてそう簡単にいる筈はずがあるまい。

「いやー、ビックリしましたよ。突然車が大きく揺れたと思ったら、車の上に真まっ赤かなスーツを着た貴方あなたが……いやあ、最初は血かと思って肝きもを冷しました」

「ええと、あの……そうなんです、俺、あの時ヒーローショーの……」

「でも貴方あなたがヒーロー……っていうんですかね、そういう人で本当に良かった！　普通の人だったらまずその程度の怪け我がじゃ済まなかったでしょうからねえ」

「……」

「ねえねえ！　お兄にいちゃんは何と闘ってるの!?　宇宙人？　悪あく魔ま!?　地底人!?」

　……あれ？

　なんか……信じてる？　この人達……？

　本気で俺おれが『正義のヒーロー』だとでも思ってるような、そんな風に目を輝かせている。

「ええと、あの……」

「いや、すいません。きっと人に正体を明かしてはいけないのでしょう？　私達はなにも聞きませんし気付いてません。そういう事で如何いかがでしょう？」

「……」

　……なんて答えればいいんだ？　こういう場合。

　混乱が続く俺に、無む邪じや気き極まりない声が掛けられた。

「ねえねえ。正義の味方って事は、将しよう馬まお兄ちゃんとマヤお姉ねえちゃんの知り合いなの？」

　神しん夜やと呼ばれていた少年はそんなことを尋たずねてきたが──

　俺にはなんの事か解わからず、更なる混乱に落ち込むだけだった。

　そう、俺はヒーロー。

　ヒーローなんだ……。

　ああ、頭痛だ。

　また、頭痛が……。

　頭痛が……。
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数分後




　柏かしわ木ぎクロスが針はり山やまさんの家から出て行くのを、隣りん接せつするアパートの影から覗のぞく者が、二人。

　高校生ぐらいの年頃と思しき二人は、混乱した表情の男を遠目に見ながらささめき合う。

「確かに、少しだけ……気配がするね、あの人」

「だろ？　だけど……違うよね、あの人は、『光ひかり島じま』の人じゃない。正真正しよう銘めい──人間だよ」

「でも……なんだろう、私、たまにこれに似た気配を感じたような気もするけれど……」

「ああ。そうだ、あれに似てる」

「あれって？」

　少女の疑問に対し、少年も不思議そうな顔をして──自分の感じた事を口にした。




「サマーちゃんの持ってるあの魔ま法ほうの杖つえと……少しだけど、同じような感じがするんだ」
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夕刻　某ぼうマンション




「時とき平ひらくん！　とーきひーらー君！」

　私服姿のシルクと共に近所の買い物から帰ってきた時平有ゆう紀きは、マンションの入口で馴な染じみのある声に呼び止められた。

「や、やあ……どうしたの、神しん夜や」

　クラスメイトの針はり山やま神夜の姿を確認して、『クロック』の首領『ワン・デイ・タイラントある日の暴君』こと時平有紀はぎこちない笑みを浮かべてみせた。

　基本的に有紀はクラスメイトとの間に壁を作ろうと必死になっている。

　多くの生徒達はそんな有紀の態度に怯おびえて近づかないのだが、その壁をズカズカと突き抜けて近づいてくる子供達も何人か存在した。

　針山神夜はその代表格で、女子の銀ぎん島じまサマーと共にいつも有紀に雑談をもちかける。

　戦闘員を通じてクロックのデザインを彼の父親に頼んでいる手前、邪じや険けんに扱うわけにもいかず、能力で人格を操る事も考えたが、記き憶おくの操作ならともかく、人格の操作をクラスメイトに行うのは流石さすがに気が引けた。あるいは有紀本人が気付いていないだけで、本当は彼もその状況を楽しんでいたのかもしれない。

「ねえ、明日あした？　暇ひま」

「えッ……いや……明日は日曜日だから……暇って言えば暇だけど……」

　本当は自分達の組織を滅ぼした『正義のヒーロー達』を捜さがすという目的があるのだが、特に上う手まい言い訳も思いつかない上、実質的に有紀自体はやることがないので、思わずそんな答えを返してしまった。

　それを聞いた神夜は、嬉うれしそうに顔を輝かせると、手を広げて誘さそいの言葉を投げかける。

「明日さ、父とうちゃんやなっちゃんと一緒に西せい武ぶ園えんに行くんだけど、時平君もおいでよ！」

「えッ」

　西武園とは、所ところ沢ざわの南西──西武ドームと隣りん接せつする西武園ゆうえんちの俗ぞく称しようだ。

　疑問に眉まゆを顰ひそめる有紀に、神夜は無む邪じや気き極まりない表情で微笑ほほえみかける。

「せっかく引っ越して来たんだから、そのお祝いだよ！　お弁当は母かあさんがたくさん作ってくれるから、用意しなくても大丈夫だよ？　それに、２時からヒーローショーもあるんだって！」

「いや、その……ほら、小６でヒーローショーってのも……」

　なんとかして断わろうと言葉を探す有ゆう紀きの後ろで、シルクが柔やわらかい笑顔で口を開いた。

「あら、素す敵てきじゃない。有紀君、行ってくるといいよ？」

「……ッ！」

　一般人の手前、シルクは『両親の他界した有紀を引き取った従い兄と弟このお姉ねえさん』という事になっている。どこかぎこちないが、それらしい喋しやべり方をするシルクに、有紀は恨うらめしそうな視線を向ける。

「良かったぁ！　ねえ、行こうよ！」

「う……で、でも……」

　普段他者との間に強固な壁を作って来ただけに、その壁を突破された時は非常に脆もろくなるようだ。

　それでも気力を振り絞しぼって渋しぶり続ける有紀に対し、神しん夜やはなおもはしゃぎ続ける。

「あとね！　あとねッ……これは、内ない緒しよにしろって言われたんだけど、時とき平ひらくんには特別に教えてあげるね！」

「なに？」

　珍めずらしくヒソヒソ声になる神夜に、有紀は不ふ審しんに思いながらも耳を近づけた。

　そして、その耳に飛び込んできた言葉は──

「あのね、絶対に絶対に内緒だよ！　あのね、あのね、明日あした、大人おとなの人も一人来るんだけどさ……その人、実はね……正義の味方なんだよ！」

「……え？」

「テレビに出てくるみたいに、変身して悪の組織と戦う……正義のヒーローなんだって！」




「本物の人と一緒にヒーローショーを見るって、なんだか凄すごくわくわくしない!?」
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夜　所ところ沢ざわ某ぼう所しよ　アパート




　ああ、頭が痛い。

　頭が痛い。

　どうしてこんなに痛むんだろうか。

　針はり山やまさんの家を出てから、異常に頭が締め付けられる。

　きっかけは……

　きっかけは……ある。

　あの短い会話に続いて、あの父子おやこと話したのは……。







「あの……俺おれが、正義のヒーローだなんて、本当に信じてるんですか？」

「？　違うんですか？」

「いえ、その……」

　困ったように俯うつむいた俺に、針はり山やまさんは優しい微笑ほほえみで語り始めた。

「いや、すみません。私も知り合いに忍にん者じやや魔ま王おうやドラゴンや魔ま法ほう少女といった、色々と個性的な方がいるものでして……貴方あなたのように変身する人も、三人ぐらい知り合いが居ますから」

「……」

「救急車に乗せる時、貴方の服が自動的に今のその服に替わるのを見れば……そりゃ、普通じゃないって事ぐらいは解わかりますよ」

　なんと言葉を返すべきか。

　相手の言っている意味がよく理解できない。

　ドラゴン？　魔王？　魔法少女？　一体どういう類たぐいの冗じよう談だんなのだろうか？

　冗談ではないとしたらどういう事なのだろう。頭の中の混乱はすぐさま新しい混乱を呼び、俺の心をただひたすらに惑まどわせる。

　そんな放心状態の俺に、少年の元気な声が飛び込んできた。

「ねえねえ！　お兄にいちゃんは、どうやって正義の味方になったのッ？」

「こら、神しん夜や！　『なったんですか？』だろ？　……すいません、こいつったら好奇心ばっかりで……甘やかした私が悪いんでしょうかね、やっぱり」

　針山さんの少し的まとのずれた謝罪の言葉は、すぐに俺の耳から流れ落ちていった。

　その前の、少年の質問がグルグルと渦うず巻きながら頭の中を支配する。

「え……俺？」

　途と端たんに、頭の後ろが重くなった。

「俺は……」

　そうだ……そうだよ。

　頭が重い。頭が重いが……考えられる。

　考えれば考えようとすればするほど頭が痛むが、もう遅い。

　こんな形で……一般人に聞かれて……今、気付いた。

　気付いてしまった。

　……あれ？

　俺、なんで、いつ。

　どうして俺はヒーローになろうなんて……思ったんだろう？

　俺はいつ、ジェノサイダーの一員になったのだろう？

　そもそも……撃げき滅めつ戦隊ジェノサイダーっていうのはなんだ？

　一体どういう集まりなんだ？

　選ばれる基準は？

　闘いの目的は？

　何な故ぜ、『クロック』と戦っている？

　この不思議な腕うで輪わの仕組みは？

　あの、警察に没ぼつ収しゆうされたビームサーベルみたいなのは一体なんだ？

　何故、こんなにも疑問が多い？

　俺の記き憶おくが消えたとか、そういうわけじゃない。……ないと思う。

　一番不思議なのは……なんで……なんで俺は、こんな基本的な事を疑問に思わない？

　警察はそもそも正義の味方とかいう方向ではなく、俺を頭のおかしい奴やつとして見ていたようなものだから、気付かなかったが……。

　こうして、素すで『どうして正義の味方になったの？』と聞かれてみるまで、自分でその疑問を浮かべようとしなかった。

　何故だ？

　何故だ？

　自分の脳味み噌そが理解できない！

　いや……思えば、その疑問に自分で辿たどり着きそうな事もあった。

　だが、その度に、今感じてるこの頭痛が酷ひどくなって……。

　俺の頭の中にいつもの言葉が湧わき上がる。

『俺の名前はクロス！　柏かしわ木ぎ十ク字ロ架ス！

　撃滅戦隊ジェノサイダーのリーダーにしてレッドである男だ！

　……本名だ。

　おっと、だが俺はこんな変わった名前をつけた両親を恨うらんじゃいない。

　寧むしろ感謝しているぐらいだ！

　なぜなら、名は体たいを表す！　ネーム・イズ・ボディ！

　俺はこの世に対する悪を払う拍ひよう子し木ぎにして十じゆう字じ架か！　イメージ的には十字架を二つカチカチ鳴らして戸締まり用心、火の用心だ！　火の気だけではなく悪まで払う……それが俺！

　今回はたまたまあの戦闘員に投げ飛ばされて不覚を取ったが、次はこうはいかない！

　何故なら俺はヒーロー！　悪を皆殺しにジエノサイドするヒーローだ！

　ヒーローは強い！　何故ならば、ヒーローは強いからだ！』

　……一字一句全く同じ言葉が、俺の頭の中に、俺が考えようとしなくても、いや、違う、考えなきゃいけないような気がして、不安になってッ！

　俺はそれを考えている間、自分の身体からだが自分の物じゃないような気がして……

　俺おれは、何か言い続ける少年に対して、相あい槌づちを打っていたような気がする。

「わあ！　やったぁ！　父とうちゃん、僕、後で時とき平ひら君も誘さそってくるね！」

「……えッ？」

「いやあ、いいんですか？　本当に」

「え、ええと、何がです？」

「えッ？　いえ、ですから、明日あした、私がチケットを余あまらせていたので、息子むすこと西せい武ぶ園えんにという事になりまして……それで、宜よろしければ御一緒に、という話なんですが……すいません、やはり御ご迷めい惑わくでしたか？」

　なるほど、そういう話だったのか……どういう経けい緯いで初対面の人間、しかも今年21歳さいになる俺を遊園地に誘ったのかは解わからないが……。しかし、俺はそんな事をしている場合なのだろうか？　一刻も早く消えた仲間達を捜さがすべきなのではないだろうか？

　迷いが表情に浮かんだのだろう。針はり山やまさんの息子だという少年が不安げな声をあげた。

「え……駄だ目めなの？　……駄目なんですか？」

　少年は寂しそうな顔をして、純粋な瞳ひとみでジっと俺の事を見つめてくる。

　ものすごい罪悪感だ。

　自分の存在に疑問はあるが──これだけは確かだ。

　俺は、子供を泣かせるような大人おとなには絶対にならない。

　子供の頃からの自分への誓ちかいだ。

　だから俺はヒーローに憧あこがれた。

　子供を泣かせてはいけない。

　ヒーローは、この世に存在するべきなのだ。

　誰だ！　ここにいる純真な子供にこんな悲しそうな顔をさせてる奴やつは誰だ！

　俺だ!?

「行くよ、行くに決まってるじゃないか！　俺、遊園地とかすっげえ大好きなんだからさ！」

　気が付けば、満面の笑顔を少年に向けていた。

「え、本当にいいんですか？　何かご予定でもあるのでは」

「子供の喜ぶ笑顔……それが俺の予定ですから！」

「かっこいいー！」







　そして、俺は頭痛が少し和やわらいだのを機に、こうして無事に帰って来られたのだが。

　俺の選択は、正しかったのだろうか？

　……ああ、そうだ。

　正しいに決まっている。

　俺おれはヒーロー。

　子供の笑顔の為に生き、子供の未来の為に死す。

　何を迷う事があるんだ。

　自分が何者だろうが、俺はただ……子供達の幸せだけを考えていればいいんじゃないか！

　ただ、一つ気になる事があるとすれば……

　力強く心しん中ちゆうで頷うなずいた瞬しゆん間かん、頭痛が和やわらいだのだが──

　これは……俺の疑問と何か関係があるのだろうか？

　ああ、ああ。駄だ目めだ。

　疑問に思った瞬間……また頭が痛くなってきた。

　だが、嬉うれしそうに跳はねている少年の顔を見て、今更行くのをやめるなどとは言えなかった。




　そして俺は──眠ねむれぬまま朝を迎える事となった。
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日曜日　午前11時　西せい武ぶ園えんゆうえんち




　人が多い。俺の感想はその一言につきる。

　日曜日の遊園地は想像以上に人が多く、少しくらいの特異点など簡単に隠かくしてしまうようだ。

　まあ、特異点と言ってもいい年した俺が仏ぶつ頂ちよう面づらで椅い子すに座っているというだけなのだが。

　なんでも今日は２時からヒーローショーもやるらしい。今テレビでやってる『獄ごく卒そつ戦隊ヘルレンジャー』のものだそうだが……正直、俺がそれを見るというのは、その、どうなんだろう。

　そんな複雑な思いを余よ所そに、子供達は実に無む邪じや気きにはしゃぎ回る。

「ねえねえ！　なっちゃん、見て！　富ふ士じ山さんがあんなにはっきり！」

「へー。噴ふん火かしないかなあ」

「……物ぶつ騒そうな事を言うなよ、銀ぎん島じま」

　遊園地内で最も高い建造物、ジャイロタワー。

　ゆっくりと回転しながら地上80メートルに達する展望施設の中で、俺はすぐ傍そばではしゃいでいる子供達に目を向ける。

　一人は針はり山やまさんの息子むすこの神しん夜や君。

　双そう眼がん鏡きようを片手に、高所から見える景色の一つ一つを楽しんでいる。今いま時どきの子供の中では格別に『子供らしい』少年だと思っていいだろう。

　噴火がどうこう言っている眼鏡めがねの女の子は……なっちゃんと呼ばれているが、一体何なに人じんなのだろう。黄緑色の髪かみに青い瞳ひとみ。頭の上に載のせているカマキリの玩具おもちやが蠢うごめいてるように見えるのは気のせいだろうか？

　最後の一人は、冷めた表情の大人おとなびた少年だった。時とき平ひらと呼ばれていたが、変わった名みよう字じだ。

　……先刻から、時折こちらをチラチラと見ているような気もするが……まあ、針はり山やまさんを除けば俺おれは唯一の大人なのだから、何者なのかと思っている事だろう。一応針山さんの知り合いという事で説明はしているが、詳くわしい関係を聞かれない事を祈いのるばかりだ。

「お兄にいさんは、普段は何をしてる人なんですか？」

　祈った傍そばからこれだ。

　時平君とやらが、俺の素す性じようをなんの脈みやく絡らくもなく尋たずねて来た。少しは子供らしく窓の外を見てはしゃいで欲しい。

　全く人生はままならない！

　ああ、やはりこの世に神はいない。

　だからこそ、ヒーローが必要なのだ……！

　……俺のような失格ヒーローではなく……万ばん能のうの力を持った、本物のヒーローが。

　寝不足の俺は、「旅ガラスさ」と適当な答えを紡つむぎながら、窓の外に目を映したのだが──

　異変が起こったのは、その時だった。

　窓の遠くから──何かが光ったように見えた。

「あれ？　ねえねえ神しん夜や君、あれって何かな？」

「んー？　どしたの？　なっちゃん」

「ほら、あっちの方……なにか光ったみたい……」

[image: ]

　南の方角だ。

　多た摩ま湖この方で、何かが見えた。

　……爆ばく発はつ？

　ちがう、あれはなんだ……？　光の……帯おび……

　まさか。

　あれはまさか……

「ご、ごめん。ちょっと貸してもらっていいかな？」

「うん、いいよー」

　俺おれは神しん夜や君から双そう眼がん鏡きようを借りると、俺はレンズ越しに光の見えた方へと視線を向ける。

　虹にじ色の光は既すでに消えていたが──工事中で水が抜かれている多摩湖の、露ろ出しゆつした湖底部分に無数の人影が蠢うごめいているのが見えた。

　少なくとも十人はいるだろうか？　黒い服を特徴とした連中に、薄うす桃もも色の艶つややかな色をした、人間とは少し異なるシルエットが一つ。

　あれは……もしかして！

『クロック』の怪かい人じんと、戦闘員……！

　俺の脳裏に、あの時の……バスの中の光景が甦よみがえる。

　全身を戦せん慄りつが貫いたが、まだ何かの間違いではないかという疑念も残っていた。

「神夜君、今の光……」

「え？」

「君には、どういう風に見えた？」

　恐る恐る尋たずねるが──少年は、不思議そうな顔をしてこちらを見上げるだけだった。

「クロスお兄にいちゃん、光ってなに？　どうしたの？　……あれ？　僕、いつの間にお兄ちゃんに双そう眼がん鏡きよう貸したっけ……」

「……！」

　今し方がた見た光の事を……覚えていないのか？

　なっちゃんと呼ばれた女の子も、時とき平ひらと呼ばれていた少年も、針はり山やまさんですら、何か不思議そうな視線をこちらに向けている。

　彼らは、今し方の光を欠片かけらも気にしてはいないようだ。

　間違いない、こんなに早くというのは珍しいが、クロックの精神操作が周辺に影響を与えているのだろう。

　俺達『ジェノサイダー』の人間は、この催さい眠みん電波（？）の影響を防ぐ事ができるらしい。

　こうしている場合ではない。

　一刻も早く、あの場所に向かわなくては！

　あそこに『クロック』の戦闘員達がいるとするならば！

　今しがたのあの虹にじ色の光は、ジェノサイダーの放つソドムビームの光の筈はず！

　つまり、つまり、あそこで他の四人が戦ってるという事だッ！

　双そう眼がん鏡きようを細かく動かし、俺おれは仲間達の姿を確認しようと躍やつ起きになった。

　ああ、いた……！

　ジェノサイダーのみんなだ……！　まちがい……

　な……

　　　　　……い……

　　　　　　　　　　……え……？

　ジャイロタワーは既すでに下降を始めており、次第にその視界から現場の状況が消えていく。

　地上に到着するまで、しばらく沈黙を続けていたが──

「すいません、針はり山やまさん……」

　気付けば、俺は肺から空気を絞しぼり出し、感情の無い声を上げていた。

「ちょっと用事を思い出しました」

　俺は双眼鏡の先に──見てはいけないものを見つけてしまった。

　ジャイロタワーの扉が開くと同時に、俺は精一杯の作り笑いを針山さん達に向けていた。




「すぐに戻りますが……もしも戻らなかったら、俺の事は忘れてください！」
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　ジャイロタワーの可動式展望ルームが地上に降りると、柏かしわ木ぎと名乗った男は、

「すいません、すぐに戻りますが……もしも戻らなかったら、俺の事は忘れてください！」

　と、意味深しんな台詞せりふを残して駆かけ去っていった。

　神しん夜やはしばらくポカンと口を開けていたが──やがてハッと息を吞のみ、隣となりにいた父親に大声を上げてはしゃぎだす。

「そっか！　きっと上から悪い奴やつらを見つけたんだ！　それをやっつけに行ったんだよ！」

「ええッ!?　じゃあ、本当にあの人、正義のヒーローなの!?」

「そんなわけないでしょ」

　驚きの声をあげる眼鏡めがね少女を、彼女の頭の上に乗った緑色の物体が窘とがめた。

　──あのカマキリの玩具おもちや、一体なんなんだろう……？

　彼らを見ていた有ゆう紀きはそんな事を考えながら、胸ポケットからそっと携帯電話を取りだした。

　その最新機種を見て、神夜は目を丸くして父親にねだりかける。

「あ、時とき平ひらくんの携帯だ！　いいないいな！　ねえ父とうちゃん。僕にも──」

「時平くんぐらい礼れい儀ぎ正しくなったら買ってやるから」

　──そりゃ永遠に無理だろうなあ。

　内心で苦笑しながら、有ゆう紀きは針はり山やまさんへと頭を下げる。

「すみません。ちょっと、従い兄と弟このお姉ねえさんに電話を入れようと思って……」

「ああ、はいはい」

　なんの疑いも無く見送る針山さんにもう一度頭を下げ、有紀はそっと彼らに背を向けた。




『……これで良かったんですか？』

　電話口から聞こえてきたのは、ハナカマキリの怪かい人じんであるシルクの声。

「うん……やっぱりあいつもあの『戦隊』の一人だったんだ……」

『その方よりも先に、あいつらが現れたのは予定外でしたけど……』

「……ああ。まさか、向こうから現れるとは思わなかった」

　大人おとなびた口調で喋しやべり終えると、時平有紀はギリ、と奥歯を嚙かみしめる。

　本来なら、近場で爆ばく発はつか何かの事件を起こして、柏かしわ木ぎクロスという名の男の様子を窺うかがうつもりだった。

　だが、結果として──彼らが多た摩ま湖こに現れた途と端たんに、『ジェノサイダー』と名乗る戦隊が襲い掛かってきたらしい。

「もう一度聞くけど……みんな、無事なんだね」

『ええ、どうにか……ただ、[image: なんばー]３７５６４さんが来ていると気付いた時には、目め眩くらましと共に逃げ出してましたけど』

「とりあえず、みんなが無事ならいいよ。少なくとも、あの柏木って男を調べれば、あいつらのアジトも……」

『あの、それなんですが……』

　電話口の向こうで、急速にシルクの声が曇っていくのが感じられた。

「？　どうした？」

『いえ……それが……あそこに現れた戦隊なんですけど……』




『ちゃんと、五人揃っていたんですが……？』
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　どういう事だ。

　どういう事なんだ。

　誰だ。

　誰だ誰だ誰だ誰だ誰だ。

　あれは誰だッ！

　そして、俺おれは何だ!?

　俺の名前は柏かしわ木ぎクロスッ！　ヒーローだ！

　俺はヒーロー！　撃げき滅めつ戦隊ジェノサイダーのレッドにしてリーダー！

　その筈はずだ！　その筈だ！

「変・身キル・オール！」

　遊園地を出て人ひと気けが薄うすれた時点で、俺は腕うで輪わの力を発動させた。

　全身に力が漲みなぎる！　そうだ！　この溢あふれる力こそがヒーローの証あかし！

　俺はジェノサイダーのレッド！　それは間違いない！

　だとしたら、誰だ、誰だ！

　あれは誰だ！

　双そう眼がん鏡きようの奥にいた、俺と同じ格好をした赤いジェノサイダーは、一体誰だ!?

　現場に向かう俺の目に映るのは、眩まぶしく輝くピンク色の光。

　あれはピンクが逃走の際に用いるＤ・Ｅ・フラッシュの光……！

　戦闘員や怪かい人じん達の目は眩くらませられるが、俺達のこのコスチュームのバイザー越しならば視界は確保できる……ッ！

　後を追え！　後を追え！

　なんとかして……追いついて……話を聞かなければ……

　いや……謝らなくちゃ……勝手な事をして、しばらくいなくなって……

　迷めい惑わくを掛けたって！　でも、俺はみんなのことが大好きだから……！

　だから、絶対に絶対に絶対に──




　何分ほど走ったろうか──

　周りは既すでに道という道は無く、深い森の中に入っていた。

　しかし、どこか見覚えがある風景だ。一体どこで見たのだろう？

　そして、俺は見た。

　皆が走る先、森の一部と思われた場所の風景がグニャリと歪ゆがみ──

　そこに、地下へと向かって斜めに開かれた、シェルターの入口のような物が姿を現した。

　やった！　あそこが新しい『本部』か！

　良かった……！　きっと前の本部は『クロック』の連中に突き止められて、場所を移しただけなんだ！　だが、でも、だけど、違う！　ＮＯ！

　今はそんな事はどうでもいい！

　あの、あの、今のレッドは……あいつは一体────

　あと少しで入口に差し掛かるという、その刹せつ那な──




　目の前に、光が弾はじけた。




「がッ……!?」

　全身が痺しびれる。なんだ、何が起こった!?

　突然の激痛。そして、脳を揺さぶる不快な衝しよう動どう。

　この衝動には覚えがある……昔、クロックの怪かい人じんの必殺技を喰らった時と同じ物だ……！

　まさか、俺おれが……俺が奴やつらに後をつけられて!?

　だとしたら、だとしたら俺は、俺は……

　……え？

　不安に怯おびえながら倒れ伏した俺の、視線を上げたその先にいたのは──

　いたのは……

　えッ……あれ……

「はか……せ……？」

「久しぶりじゃのう。柏かしわ木ぎクロス」

　医者のような白衣に白い髪かみ、白い髭ひげ。

　年は60をとうに越していると思しき体だが、背筋は若者のように伸びきっている。

　ああ、ああ、間違い無い。

　そうだ、俺をジェノサイダーの一員にしてくれた司令官であり、武器や腕うで輪わを作ってくれた偉大なる『博士』だ。

「ぶ、無事だったんです……か……！　は、はやく、逃げてくだ……さい！　奴やつら……が……」

　痛みに耐えながら声を絞しぼり出した俺に──

　博士は実に冷淡な声を紡つむぎ出した。

「そんなもん来とりゃせんよ。今貴き様さまの脳天を揺さぶったのは、ワシじゃ」

「え……？」

　博士は一体何を言っているのだろう。

　痛みは引いてきたが、不思議と立ち上がる気にはならない。

　いや、違う。立ち上がろうとしているのに、身体が全く動かない。

　麻ま痺ひ!?　毒……？　電気……！　何な故ぜ!?

　いくつかの要素は考えられるが、どうやら博士が俺に何かをしたのは確からしかった。

「全く驚かせてくれるわい。モニター越しにジェノサイダーの後を追う影を見つけた時は、[image: なんばー]３７５６４の化ばけ物ものかと思うたではないか……ッ！」

「どう……して」

　問いかける俺おれを無視して、博士は俺の体をジロジロと睨ねめ付けた。

「なるほど。その腕うで輪わをまだ着けておったから、あの目め眩くらましも無効だったというわけか。たまたまここに居たのは……おぬしにとってはアンラッキーだったのう」

　はか……せ……？

「二度と会わなければ、あるいは幸せに暮らせたかもしれぬものを」

　え……？

　何がなんだか解わからない。

　疑問が膨ふくらむ俺の目の前に、新しい足音が複数聞こえてきた。

「どうした？　ドクター」

「おお、心配することはないわい。ほれ、五人目が見つかるまでの『補欠』が、どうやら病院か警察から出てきとったらしい」

　見るとそこには、黒いスーツを来た鋭い顔つきの男が立っており、後ろには四人の女性が立っていた。

「大丈夫なのか？」

「なあに、こやつはもう用済みよ」

　そう言いながら、博士は俺の横に屈かがみ込み、動けない俺の体から変身用の腕輪を奪い取った。

　途と端たんに俺の体が淡く光り、戦闘用のコスチュームから普段の私服へとチェンジする。

「しかし、一月近く放置したのに全く変身の効果が落ちんとは、改めてお主らの『魔ま法ほう』とやらには驚きよう愕がくするわい」

　まほ……う……？

「驚いて貰もらうばかりでは困る。何のために、貴き重ちような杖つえを二本も差し出したと思っている？」

「解っておる。この杖のシステムの解かい析せきは順調に進んでおる。あの化物を倒せる程のパワーを得られれば……そのパワーを使えば、お主らを元の『魔法の国』とやらに戻す事は簡単であろうよ」

　まほうの……くに……？

　何を非常識な事を言ってるんだ……？

　抗議の声を上げたかったが、俺の体はまだ満足に動いてくれない。

　ようやく指先の感覚が戻り始めたところだ。

　だが……動けた所で、俺は一体何をすればいいんだ？

　そんな俺を無視して、スーツの男と博士は淡々とした意味不明の会話を続けている。

「杖の力さえ戻ればいい。魔ま力りよくは我々がコントロールする」

「くく……そうじゃったな。まあ良いわ。ワシも、数十年ぶりに新たな『力』を手にする事ができて、ここ数ヶ月胸躍おどる気分じゃてな」

「しかし……よりにもよって、杖つえの力の実験をこんな御お伽とぎ噺ばなしの様ような事に使うとは……」

「そこまで苦々しげに言う事はあるまい。こちらから見れば『魔ま法ほうの国』などという物の方が余よ程ほど御伽噺じゃ」

「……こっちは、この手の漫まん画がだのなんだのに影響受けたガキのせいで……」

　ブツブツと呟つぶやき続けた男だったが、やがて、苛いら立だちを募つのらせながら俺おれと博士に背を向けた。

「とにかく、約束は守ってもらうぞ！　その化ばけ物もののような男とやらを始末したら、我々に協力して貰もらうからな！」

　捨て台詞ぜりふめいた言葉と共に、男は四人の女を引き連れて森の奥へと向かい──

　次の瞬しゆん間かん、まるで煙けむりのようにその姿を消してしまった。

「……ふん。気味の悪い連中じゃ。何が魔法か！　ワシが必ず新しき『科学』へと変質させてくれるわ……」

　やはり苦々しげに呟く博士は、思い出したかのように倒れる俺へと視線を向ける。

「おっと……今のは聞かなかった事にしてもらえんかのう？　まあ、どの道始末するんじゃが」

「なッ……」

　始末？

　始末って……どういう事だ!?

　散さん々ざんわけの解わからない会話を聞かされたかと思ったら、次に博士は俺を始末するなどと！

　驚きと不安と怒りと疑問、四つの感情が複雑に絡からみ合い、俺の心を更なる混乱へと落し込む。

「クヒヒ……そんな目で見るんではないわい……」

「どうして……博士……！　なんで……あの、あのレッドは一体……！」

「おお、彼か？　お主ぬしのような『間に合わせ』ではなく……正真正しよう銘めい、ジェノサイダーのレッドじゃよ」

「……？」

　何を……何を言ってるんだ！

　レッドは俺じゃないか！

　そうだ！　俺はクロス！　柏かしわ木ぎクロス！　本名だ！

　この名前をつけてくれた両親に感謝を……

　感謝を……

　両親……

　……

　……

　俺の……




「俺の両親って……誰だ？」




　軽い恐怖と共に呟つぶやいた俺おれの言葉に、博士はニンマリとした嫌いやらしい笑みを顔面に貼はり付ける。

「おう、おう。さっきの衝しよう撃げきで、脳味み噌そが元に戻りかけておるようじゃな」

「えッ……」

「せめてもの情けじゃ。今、思い出させてやるとするわい──せめて、自分の事ぐらい思い出すがよい。もっとも……それでも、両親の思い出なんぞは出てこんじゃろうがな」

　言うが早いか──博士の手の平が、俺の頭の上に載のって──

　先刻の衝撃と似たような振動が、弱く、しかし確実に俺の頭の中を揺さぶり始める。

　頭の中というよりも──もっと違う何かを、まるで記き憶おくそのものを、俺そのものを揺さぶられるような……

「洗脳システムはワシと前総そう統とうの共同開発でな、結局ワシは信用されなんで、こうして直接接せつ触しよくした者の脳味噌を揺さぶり、記憶に彫刻を施す事しかできんのだが……」

　博士の声と共に──

　俺の中に、死んでいた筈の記憶が甦る。

「思い出すついでに、お主ぬしの知らんかった情報も教えてやろう。なに、冥めい土どの土産みやげという奴やつよ」

　だが、俺の頭の中に湧わく思い出は、柏かしわ木ぎクロスとしての自分でもなく──

「数ヶ月前、町で妙みような事件が起きての……それを追っていたら、さっきの連中が浮かび上がり……『魔ま法ほう』とかいう物がワシの知識の中に飛び込みおったのよ」

　仲間と初めて出会った日の思い出でもなく──

「ワシは奴やつらと接せつ触しよくを持ち、壊こわれたという『杖つえ』を直せるかもしれんと口車に乗せたのよ。そして……杖と同じような波長のエネルギーを持った、『光ひかり島じま』からこの町に来ておる連中に目をつけたんじゃが……」

　ジェノサイダーになったときの思い出でもなく──

「丁ちよう度ど、四人組の『光島』出身者を捕とらえてのぉ。なんでも『自分達はジェノサイダー。レッドを捜さがしている』とか抜かすではないか！　そこでワシは、あの忌々しい[image: なんばー]３７５６４を殺す為に、密かに『組織』の敵てきとして……奴らを育てていたわけよ」

　両親の顔でもなく──

「滑こつ稽けいな連中じゃわい。奴らの言う『大だい邪じや神しん王おう』とやらを倒すのに協力してやると言ったら、なんでも言う事を聞いたわい。なんでも、『力を得ろ、と総司し令れい様が頭の中で命じる』と来た！　クカカッ！　そのターゲットとやらも、随ずい分ぶんと強大な存在らしい！」

　淡い青春時代の思い出でもなく──

「だが、まだレッドが揃そろわんと言うでな……ワシは、仮かり初そめのレッドを仕立て上げる必要があった。そこでワシは、『組織』の中で、表おもての顔として戸こ籍せきを持っている者を選び──ちょいと組織のデータベースを弄いじって『いなかった』事にして、ゆっくりと洗脳したわけじゃ」

　俺おれが欲する思い出、それら全すべての代わりに浮かび上がったのは──




　黒く輝く、『クロック』の戦闘員のコスチューム。




　敵てきだ。敵だ敵だ。倒すべき敵だ。

　……いや。違う、違う、だめ、やめ、やめて、くれ、これは、思い出してはいけない気が……あああぁぁぁぁぁあぁああぁぁぁぁあぁぁぁぁぁ……ああぁぁ……

　ああああああああああああああ！

　ああああああああああああああ！

　ああああああああああああああ！

　ああああああ俺だ俺だ俺だ俺だ！




　この戦闘員は、『クロック』の待たい機き室で、鏡に映った俺だ！




「なあに、お主ぬしを選んだ理由は……仮の戸こ籍せきの名前がそれっぽかった。ただそれだけじゃよ」




　思い出した、思い出したでも駄だ目めだ思い出したら駄目だああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああそうだこの入口はジェノサイダーの本部なんかじゃない、ここは、ここは、『非常口』だああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああそうだ思い出した全部全部なにもかも思い出した畜ちく生しようなんで思い出した酷ひどいだろ畜生なんでこんなッ！　こんなッ！　コンナッ！　コンナァァァァァああぁぁぁぁぁぁああ噓うそだ噓だ噓だ俺がクロックのただの戦闘員に過ぎなくて博士は博士はジェノサイダーの博士じゃなくて、

　博士はッ……博士は……クロックの幹部の一人の……




「だが……先月、本当に光ひかり島じま出身の『レッド』が現れてな。貴き様さまはもう────」

「ああぁぁっぁぁぁぁあああああぁぁぁっぁぁぁぁぁああ────────ッ！」

　気付けば、俺は絶叫していた。

　自分の本当の過去か、

　脳味み噌そを揺さぶられた痛みと不快感か、

　それとも、これからの自分の運命を呪のろってだろうか、

　とにかく俺は、絶叫を上げていた。

　その声に釣つられたのか、地下に向かう扉の奥から、まだ戦闘コスチューム姿だったジェノサイダーのみんなが顔を出す。

　ジェノサイダー！　ジェノサイダー！

　そうだ……ジェノサイダーってのは……俺がガキの頃にやってた架空の戦隊じゃないか。

「どうしたんですか！」

「大丈夫ですか!?　博士！」

　ああ、この声……ブルー、ピンク、みんなの声のままだ。

「あぁああ……あぁあああぁ、ブルー！　俺おれだ……レッド……クロスだ……！」

　気付けば俺は、ブルーに向かって手を伸ばしていた。

　縋すがるように、足あ搔がくように。

　だが、ブルー達は眉まゆを顰ひそめながら……

「何者だ、貴き様さま……？」

　俺に絶望を与えてくれた。

「レッドはここにいるぞ！」

「顔も全然違うじゃないか……！」

　……。

　博士に洗脳されたのだろうか。

　それとも──最初からこいつらは、俺の顔など見ていなかったのだろうか？

　……

　……

　……

　ああ、そうか。

　そうなのか。

　俺おれは、もう、どこにもいない。

　ヒーロー失格も糞くそもあるか。

　俺は、最初から──ヒーローなんかじゃなかった。

　それどころか、戦闘員としての過去も消され──

　仮かり初そめの居場所すら消され──

　戦闘員になる前の過去など、元からこの博士に完全に消されて覚えちゃいない。

　ああ、ああ、ああ。

「……こやつは『クロック』のスパイじゃ！　危あぶない所じゃったが、なんとか動きを封じる事ができた……今すぐにトドメを刺せ！」

　なんと、芝しば居いがかった台詞せりふだろう。

　俺は、俺は、全すべてを奪われた上に、こんな子供じみた命令に殺されるのか。

　……子供……子供か……。

　こんな時、俺おれの脳味み噌そに浮かんだのは……

　さっきまで、楽しく遊園地で一緒に遊んでいた……三人の子供達の顔だった。

「死ぬ……わけには……いかない」

「何ぃ？」

　眉まゆを顰ひそめる博士の顔など、もうどうでもいい。

　子供達か。

　神しん夜や君と、なっちゃんと……時とき平ひらくんだったかな。

　急に抜けだして、悪い事をしてしまった。

「俺は……すぐに、戻るんだ……待ってる子供が……いるから」

　その言葉に、ジェノサイダーの五人は一いつ瞬しゆん顔を見合わせたが──

　舌した打ちした博士が、とてつもなく余計で冷れい酷こくな一ひと言ことを呟つぶやいた。

「惑まどわされるな！　こやつの待っとる子供というのは……あの、『クロック』の総そう統とうの事よ！　子供の姿に惑わされかけた事を忘れるな……！　あやつが生きておったからこそ、こうして偽にせ物ものが……」

　──そんなわけがあるか。

　──俺は確かに偽物かもしれないが、俺を待ってるのは……

　──……いや、待て。『クロック』の総統が……子供？

　──そんな話は……聞いてないぞ？

　──いや、待て……思い出せそうだ……俺は……

　──クロックの戦闘員で……そうだ、総統は……

　──……!?　そんな……まさか！　まさか──

　俺が最後に思い出した記き憶おくは、言葉にする前に……俺自身が何度も叫んだ必ひつ殺さつ技わざによって搔かき消された。

「ミリオン・キル・クラッシャーッ！」

　息が合ってる。

　流石さすが本物だと思った瞬しゆん間かん、痛い光が俺の身体からだを吹き飛ばした。




　脊せき髄ずいがやられたのか、もはやなんの感覚も伝わらない。

　痛みすらも。

　どうやら、俺の体は爆ばく発はつはしないらしい。

　しないらしいが──死ぬらしい。

　俺の体は空高くに吹き飛ばされ、最後に見たのは、まるで航空写真さながらに映る、狭さ山やま湖こと多た摩ま湖の雄大な水面だった。

　そして、俺の体は急速に森へと向かって落ち始め──

　俺おれは、自分の手足が既すでに身体からだから千ち切ぎれている事に気が付いた。

　バラバラになったまま、森の中に落ちていく俺。

　感じられるはずのない痛みが酷ひどい。

　感じられるはずのない寒さむ気けも酷い。

　ただ、それ以上に──体が重い。

　重い、重い、自分の体の中心にブラックホールでもできたかのようだ。

　体の中に向かって押しつぶされる。そんな感覚が俺の全身を襲い──────




　俺は奴やつらのいた場所からかなり遠くに落下していくのを感じていた。

　ああ、これなら爆ばく散さんした方がいい死に方だなあと、密ひそかにテレビの怪かい人じん達を羨うらやみ──




　落下。




　衝しよう撃げき。




　何かが俺の頭から飛び出した……ような気がした。




　そして、俺は永遠の闇やみへと包まれる。

　確かな過去など何もない故ゆえに、当然走そう馬ま燈とうすら浮かばず──

　俺という存在の全すべては、暗く暗く暗く跡あと形かたもなく消え去った。










　────────筈はずだった。
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クスクスクス　　　　　　　　　




クスクスクスクスクス　　　






　聞こえる。

　完全な闇やみの中、俺おれの耳は確かにその声を捉とらえている。

　笑い声だ。

　笑い声が聞こえる。

　子供の、子供達の笑い声だ。

　体に痛みは感じない。それ以外の感覚も感じない。

　ただ、耳だけはハッキリと聞こえる。

　目は見えるだろうか？　開けるのが少し躊躇ためらわれる。

「ねえ、起きなよ、お兄にいさん」

「もう、貴方あなたに『眠ねむ気け』という概がい念ねんは無い筈はずですわ」

　あの世？　天使？　死神？

　ぼんやりとそんな単語を頭の中に浮かべながら──俺は、自分に『意識』がある事に少し驚き、同時に──急速に不安になった。

　自分は……一体どうなってしまったのだろうか？

「ねえねえ、安心していいよ、お兄さん」

「貴方あなた、とてもラッキーだったんですのよ？」

「……う……」

　子供の声だ。やはり間違いない。

　俺は、その声に導かれるようにゆっくりと瞼まぶたを開く。

　するとそこには、まだ高い位置にある太陽と──

「おはよう。それとも『お帰りなさい』かな？」

「どの程度意識が残っているか、見み物ものですわね」

　灰色の服を着た少年と、原色の派手な服を纏まとった少女が立っていた。

　日本人だろうか？　微び妙みように違うような気もするが、話している言葉は間違いなく日本語だ。

「君達は……？　俺は……死んだ筈じゃ……」

　喉のどの感覚がおかしいが。気にせずに声を出してみた。

　すると、目の前の子供達の目が爛らん々らんと輝いた。

「アハッ！　凄すごい凄い！　意識もはっきりしてる上に、言葉までちゃんと喋しやべれるよ！」

「屍しかばね人形としての出来は、真ま白しろお姉ねえ様に匹ひつ敵てきいたしますわね……手足が千ち切ぎれていたのが残念ではありましたけれど、やはり魂たましいがほぼ完全な形の内に術式を施せば良いのですわね」

　……この子達は、何を言っているんだろう。

　手足が千切れた？

　あ、そうだった。千切れたじゃないか。俺おれ。

　しかし。手足の感覚は……うっすらとだが、確かに存在する。

　そう思って、俺は自分の体を見て──心が引きつった。

　比ひ喩ゆでもなんでもない。俺は今、心が確かに何かに強く引っ張られ、歪ゆがまされた！

　なんだ……なんだ……これ。

　俺の腕うでは所々が醜みにくく千切れ、何か鉄てつ釘くぎのような……巨大なホチキスのハリを思わせる物で無理矢理繫つなぎ止められている。

　露ろ出しゆつした腹はらにも巨大な裂れつ傷しようがあり、太い糸の間からは赤黒い肉がはみ出していた。

「ああ、ちゃんとした道具が無いから、荒っぽいけど……一応内臓が飛び出ないように縫ぬい合わせてあげたんだから、感謝してよね」

「防ぼう腐ふ術も施してありますから、腐ふ敗はいガスで破は裂れつする心配はございませんわ」

「理解できてないと思うから、単純に言うけど……お兄にいさん、もう死んでるんだよ？」

「今の貴方あなたは、日本人に分かり易やすく言うと……俗に、ゾンビという存在ですわ」

[image: ]

　相手の言葉が吞のみ込めない俺おれに──二人の子供達は、無む邪じや気きな笑顔で微笑ほほえみ合った。

「ついでに言うなら、僕達の奴ど隷れい、だけどね」

「あら、奴隷なんて可哀かわい想そうですわ。私達を護まもる騎き士しになって頂きましょう？」

　クスクスと笑いながら、子供達は意外と礼れい儀ぎ正しく、自分達から名乗りを上げた。

「僕の名前はグレイ」

「私の名前は、レインと申します」

　ぼんやりと子供達を眺ながめる俺に──グレイと名乗った少年が、やはり無邪気な一言を。

「ま、同じ屍しかばね人形同士……仲良くやろ？」







　それから30分程ほど話を聞き続けて、ようやく俺は事態を吞み込み──

　今は、山の中で土を掘っている。

「助かったよー。丁ちよう度ど、大人おとなの人手が欲しかったんだ」

「私達は肉体労働には向いておりませんもの！」

　身勝手な事を言う子供達の声をスルーしながら、俺はただ黙々と土を掘る。確かに彼らが持っていたのは通常の工事シャベルだ。子供が扱うには骨が折れる事だろう。

　話を聞くと……二人はどうやら、『死し霊りよう術師』という類たぐいの人間らしい。

　彼ら自身の顔色もいいようには見えないし、先刻『屍人形同士』と言っていたことから、この子達自身もゾンビなのではなかろうかと推測できる。

　とても信じられない言葉の数々だったが、こうして自分の身体からだの状態を見れば信じざるを得なかった。

　彼らはこの周辺で、変わった魂たましいがいくつも蠢うごめいているといって、その『魂』や死体を収集しているのだそうだ。

　死体と魂の場所を求め、毎日のように通っていた彼らだが──今日になって、ようやく新鮮な死体と出会う事ができたらしい。

　……つまり、俺に。

「この下に、多分ある筈はずなんだけど……その死体も変わってるんだ」

「魂の気配が凄すごく凄く濃いのですけれど、何な故ぜか大部分を失っているような……自然に霧む散さんしたわけでもないでしょうし、本当に奇き妙みような話なんですけれど」

　決して趣味がいいとは言えない。

　だが、どうでもいいことだ。

　自分はもはや、目的も過去も命すらも失い……生ける屍どころか、死せる屍状態なのだから。

　どうなっているんだ。

　俺おれという存在は、一体なんなんだ？

　魔ま法ほうにやられて、自分がただの戦闘員だと気付かされて、その成れの果てがゾンビとは。

　いや、例え何だとしても……つくづく俺は──『ヒーロー』とは縁遠い存在らしい。

　俺は、死体の子供達から言われるままに穴を掘るゾンビとして存在を終える。

　この子供達の笑顔が見られるなら、それも悪くはないかもしれないな。

　遊歩道からはかなり離れたこの場所で、ひたすら穴を掘るツギハギ男か。

　まだ日が照っているとはいえ、ちょっとしたホラーだ。

　人に見られたら、攫さらってきた子供達を埋うめる穴を掘っているように思われかねない。

　しかし、不思議と子供達に逆らう気がしない事を見ると……もしかして、何か呪じゆ詛そのようなものでもかけられているのかもしれない。そう言えば『君は僕達の奴ど隷れいだ』みたいな事も言っていたような気がする。

　そんなことを考えていると……土を掘る感覚が微び妙みように変わる。

　……。

　……服だ。

　白と紺こん色の混じった布と……間から見える白い塊かたまりは……ああ、骨だ。

　所々肉が残っているが、腐くさったのか蟲むしに食われたのか、大部分は骨が露ろ出しゆつしている状態だ。

「あ！　出てきた出てきた！」

「これで、より深く魂たましいの気配を辿たどれますわ」

　上から覗のぞき込んで暢のん気きな事を言う子供達。本当に趣味の悪いことだ。魂の気配だかなんだか知らないが、そんなものを辿って一体どうしようというのか。

　だが、今や俺は趣味の悪さの集しゆう大たい成せいのような存在になってしまっているのだ。文句を言うのは彼らから命じられた仕事が終わってからだ。

　俺はもはやヒーローではない。

　ただのゾンビだ。肉にく塊かいだ。

　信じていた過去すらも全すべて偽いつわりで、もはや本当の俺など何ど処こにも存在しないのだ。

　だから……だから、これで良かったのかもしれない。

　冷たい肉の塊として、道具としてこの身体からだを使われ続ければ、何も考えなくて済む。どんな現実にも裏切られなくて済む。

　そうだ、俺は道具だ。感情なんか持つ必要はない。

　もう、博士達に対する怨うらみも憎にくしみも感じない。一度死んで吹っ切れたのだろうか。

　静かに暮らしていこう。俺の仕事でこの子達が少しでも楽になるなら、俺にはその小さな幸せだけあれば充分だ。鉄の道具に油を差すように、ほんの一、二滴てきの幸せさえあれば、俺にはそれでじゅうぶ──

　……？

　スコップの更なる一掘りが、俺おれの心しん中ちゆうの呟つぶやきを一いつ瞬しゆん止めた。

　見えた物は。赤。

　赤い革かわの塊かたまり。

　消そうとした感情が、押さえ込んだ感情が跳はね上がる。

　俺がその赤い塊を摑つかみあげると……

　それは、ああ、ああああ。




　これは、これは……ランドセルだ。




　女の子達が背負う、血のように真まっ赤かな真っ赤なランドセル。

　慌あわてて半分ほど露ろ出しゆつした死体の全体に目を向けると……

　小さい。

　あまりにも小さい。

　白骨化など関係無く、見れば解わかる。

　これは、畜ちく生しよう、なんてことだよ畜生！

　これは、子供の死体だ！　小学生の死体だ！

　なんで……なんでッ！　今のッ！　この日本でッ！

　いや、例え、いつの時代のどこの世界だろうとッ！

　どうして女の子の死体がこんなところにある!?

　心臓が跳ね上がる。

　いや、心臓は停まってるんだった。

　だが、だが、確実に今……俺の中で何かが、跳ね上がった。

　気付けば俺は、半分以上白骨化した死体を土の中から引き出し、穴の外へと寝かせていた。

「この子は……なんだ？　おい、この死体は一体……なんだ!?」

「慌あわてないで、今、レインが魂たましいを辿たどってるから」

　グレイはそう言いながら、死体に手をかざす少女の事を見守っている。

　だが、畜生、だが、どうしてこんな事にッ！

　呼吸の必要など無いのかもしれないが、俺は思わず息を荒げていた。

　すると、それまで沈黙していたレインが声を上げる。

「……ああ、魂の一部は非常に強く残っておりますわ」

　その声色こわねには、珍めずらしいものを見つけたという喜びの色と……僅わずかな、哀あわれみの色が混じっていた。

「この子の周囲に残っていたのは、殺された時の強い記き憶おくのようですわね。魂と記憶を同調してみましたが……首を絞しめられ、そのまま殺されたみたいです」

「なッ……」

　余あまりにもあっさりと告げられた事実に、俺おれの停まった筈はずの心臓が再び跳はね上がる。

　予想はしていた。こんなところに埋うめられた少女が、自然死という事はまず無いだろうと。

　押さえ込もうとしていたものが。

　失った筈の感情が、俺の中に甦よみがえる。

　これは、なんだ？　怒りか？　悲しみか？

　いや、そんな事はどうでもいい。どうでもいいんだ。

　問題なのは、問題なのはだ。

　死体がここに埋まったままという事は……

　犯人は、まだ捕つかまっていないという事だ。

「許される……のか？」

　子供の首を絞しめ殺した奴やつがのうのうとしていて、この死体の少女は……俺には見えないし聞こえないが、幽ゆう霊れいになってまで苦しんでいるというのか？

　許されるのか？　許される筈がない！

　……なんだ？　俺は、何な故ぜ怒ってる？

　自分が死んだというのに、何故、他人の死にここまで憤いきどおる？

　……。

　ああ、そうか。

　俺は……

　俺は……

　頭の中に子供達の顔が浮かぶ。

　その中には……時とき平ひら君の……いや、『総そう統とう閣かつ下か』の顔もあった。

「君達に……頼みがある」

　俺は静かに、恩人？　である二人に頭を下げる。

　キョトンとして振り返る少年少女に、俺は無表情のまま呟つぶやいた。




「奴ど隷れいにでもなんでもなるから……少しだけ俺に、時間をくれないか？」
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午後３時　遊園地




　ヒーローショーも無事終わり、赤あか神がみ瑠る流るは楽屋の出口から出てきた恋人に声をかける。

「ムー、お疲れ様！」

「ああ……見に来てくれたんだ？　ありがと」

　そっけない返事をするムーに、ルルは不満そうな声を漏もらす。

「えー、ステージから見つけてくれなかったの？」

「無理だって。こっちはイーとか叫びながら何回も転げ回るのに必死なんだよ？　割のいいバイトかと思ったけど、とにかく戦闘員のスーツが暑くて暑くて……ああ、風ふ呂ろ入りたい」

「帰り、銭せん湯とうにでも寄る？」

　ルルは楽しげに恋人の腕うでを取ったが──

　ふと、周囲の人々が何やら慌あわただしい事に気が付いた。

「？　なんか騒さわいでるみたいだけど、どうしたの？」

「いや、それがさ。レッドの衣い装しようが持って行かれたとかなんとか……」

「えッ？　泥どろ棒ぼう？」

　目を丸くするルルに対し、ムーは困ったように視線を宙に泳がせる。

「いや……なんか、全身凄すごい傷だらけの人が、『ちょっと借ります』って言って持って行ったとかなんとか……」
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同時刻　遊園地内広場




「ねえねえ、あのお兄にいさん、本当に戻って来るのかな？」

「来るよ！　だって、ヒーローなんだもん！」

　なっちゃん──銀ぎん島じまサマーの疑問の言葉に、神しん夜やは力強く答えを返す。

　ヒーローショーが終わった後、神夜はなんの疑いもなく柏かしわ木ぎクロスを待ち続けた。

「たぶん、もう来ないよ」

　有ゆう紀きは独り言のように呟つぶやき、どこか寂しげに目を伏せる。

　レッドが二人いた事は謎なぞではあるが、とにもかくにも、彼はあの謎の戦隊の一味であり、今頃は合流している事だろう。

　目的の全く見えない行動だったが、一々ここに戻ってくるメリットがあるようにも思えない。

　そう考え、溜ため息いきと共に顔を上げると──

　真まっ赤かなシルエットが、少年達の目の前に立っていた。

「待たせたな！」

　瞠どう目もくし、体を強こわばらせる有ゆう紀き。

　本部が壊かい滅めつした時の悪夢が甦よみがえり、思わず悲鳴を上げそうになったが──

「あッ！　戻ってきてくれたんだ！」

「凄すごい！　変身してる！」

「あれ？　でも、その衣い装しよう、さっきのヘルレンジャーのじゃない？」

　不思議そうに尋たずねる神しん夜やに、赤いヒーロースーツの男は胸を張って答える。

「ちょっと大人おとなの都合でね！　自前のスーツを敵てきに奪われてしまった！」

　明らかにテンションが先刻と違うが、声は確かに柏かしわ木ぎクロスのものだった。

「戻ってきたばかりで悪いが！　私は、大事な物を取り返しにいかねばならない！」

「ええッ!?」

　悲しそうに目を開く神夜に、レッドは力強く頷うなずいた。

「安心してくれ！　私は必ず戻る！」

　レッドは神夜とサマーの肩かたをポンポンと叩たたき──ベンチに座ったまま、驚いた表情で固まっている有紀にそっと顔を近づけた。

　そして、耳元で一言、彼にだけ聞こえる声で呟つぶやいた。

「今まで気付かなくて申し訳ありませんでした……、総統閣下」

「……ッ!?」

　有紀の心が、更なる驚きよう愕がくに包まれる。

　──どういう事だ!?

　もしも奴やつらの仲間ならば、自分の正体がばれたという事だろうか？

　しかし、そうだとしたら……何な故ぜ『総そう統とう閣かつ下か』と敬うやまった呼び方をするのだろう。

　あの連中は、そんな皮肉を言うようには思えない。

　混乱する『クロック』総統の耳に続いて飛び込んできたのは、遠くから迫る喧けん噪そうだった。




「あッ、居たぞ！」「おい、衣装を返せ！」「子供達に何する気だ！」




　迫り来る数人の男達の姿を認め、レッドは静かに頷き──神夜達に親指を立てて突き出した。

「では諸君！　また会おう！　トウッ」

『トウッ』と叫びながら、別に飛ぶわけでもなくそのまま駆かけていく。

　そんなヒーローの姿に、神夜達は暫しばしポカンとしていたが──

　有紀は携帯を取りだしながらそっと皆の元を離れると、大急ぎでシルクの携帯を呼び出した。

「もしもし、シルク……？　今、遊園地の出口から、赤いヒーローが逃げてくから……すぐに後を追いかけて！」
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多た摩ま湖こ地下『クロック』本部　跡あと地ち




　多摩湖と狭さ山やま湖この地下に広がる、広大な『クロック』の地下施設。

　一つの巨大な駅のように、編あみ目めのように広がる巨大な空間。

　既すでに壊かい滅めつした区画とは別に、元から使用されていなかった区画がいくつも存在する。

　それは、一つの幻想。

　現実からのあからさまな乖かい離り。

　そんな空間の中で──冷蔵庫程もある巨大な演算機器が何台も並ぶ部屋があった。

　複数のモニターを見ながら、『博士』は楽しげに今後の事に思いを馳はせる。

　──さて。奴やつの死体は謎なぞの変死体としてニュースを騒さわがすじゃろうが、ここにはさして影響はあるまい。

　バラバラになって森の奥に飛び散った柏かしわ木ぎクロスの最後を思い出し、博士は楽しそうにくつくつと笑った。

　──あれが、[image: なんばー]３７５６４だったら最高なんじゃがの。

　しかし、[image: なんばー]３７５６４は、魔ま法ほうの力で生み出した『巨大ロボ』を素す手でで倒すような男だ。あの程度の必殺技で倒せるとも思えない。

　だが、彼を追いつめる事を諦あきらめたわけでもなかった。

　──ふん……居場所ぐらい摑つかめておらんと思うてか。

　モニターの一つに映るのは、時とき平ひら有ゆう紀きやシルク、[image: なんばー]３７５６４達が住むマンションの姿。

　──奴が離れた隙すきにあのカマキリ女や総そう統とうを始末すれば……奴はどんな顔をするかの。

　くつくつと笑いながら博士は心しん中ちゆうで独り言ごちる。

　──今日、この施設の真上に奴らが集まっているのを見つけた時は、もしやここの事がバレたかと冷や汗あせを搔かいたが……杞き憂ゆうだったようじゃの。

　博士はニヤリと顔を歪ゆがませ、今度は基地内部のモニターに目を向け──

　そこに蠢うごめく、複数の影が目についた。

　──？　レッド？　何な故ぜまだ戦闘コスチュームを？　後ろのガキどもはなんじゃ？

　──ッ!?

　眉まゆを顰ひそめながら他ほかのモニターを確認した博士は、そこに私服姿のレッドが仲間達と談話している姿を確認する。

　──馬鹿な？　すると……奴は何者じゃ!?

　頭の中に柏木クロスの顔が浮かび、博士は慌あわててそれを搔き消した。

　バラバラに森へと落ちていくのをその目で見ているのだ。生きている筈はずがない。

　そう確信しながらも、博士の心は焦しよう燥そうの泥沼に落ちていく。

　──なぜ防衛装置が作動せん!?

　透とう明めい化の技術を持った敵てきが迷い込んで来たとき、あるいは透明化した怪かい人じんが脱出するのを防ぐ為に、入口付近はサーモグラフィーで見張られている。センサーが体温を感知すると、この部屋に警報が鳴る筈はずだった。

　しかし──不思議な事に、サーモグラフィーは彼らの体温を感知していなかった。

　特殊なスーツという事も考えたが──後ろを歩いている子供達の肌はだにも体温の反応を示してはいなかった。

　体温が無い。『それ』は侵入者の側からすれば当たり前の事であり、サーモグラフィーに掛からなかったのは全くの偶ぐう然ぜんだったのだが──そんなことを知る筈もない博士の心は、得体の知れないものに対する恐怖に鷲わし摑づかまれた。

　続いて設置してあった赤外線センサーに『レッド』が触ふれ、そこでようやく警報音が鳴り響いたのだが──

　既すでに博士の心は、どうしようもない不安の虜ろ囚しゆうと化した後だった。
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　息苦しくも広大な地下空間の中に、死し霊りよう術師達の無む邪じや気きな声が響き渡る。

「へえー、こんな所があったんだ！」

「入口がただの土に見えたのは、幻覚か何かでしょうか？」

「ホログラムみたいな感じじゃないかな」

「ホログラムだの湖の地下に巨大施設だのと……非常識にも程がありますわ」

　お前らが言うなと思ったが、俺おれは敢あえて反論せずに施設の奥へと進んでいった。

　この子達を危険にさらしたくは無いのだが、二人は「そこから強い魂たましいの気配を感じるから連れて行け」と言いだし、何な故ぜか俺はそれに逆らう事ができなかった。

　やはり、逆らえない呪じゆ詛そのような物がかけられているのかもしれない。

　だが……仮にもあいつらは『ヒーロー』だ、この子達には手を出すまい。

　問題は博士だけだが……あの『クロック』の裏切り者だけは、俺がこの手で……。

　……殺す、のか？

　くそ、どうするかはぶちのめしてから考えよう。一体俺が操られている間に何があったのかは解わからないが、総そう統とう閣かつ下かが針はり山やまさんの家の近所に移り住んでいる所から見て『クロック』は壊かい滅めつに近い状態にあるのかもしれない。

　もしかしたら、昼前に見かけたあの戦闘員達で全員という事もありうる。

　双そう眼がん鏡きよう越しに見たピンク色の女怪かい人じんは見たことがない。新入りだろうか？

　それに……[image: なんばー]３７５６４はどうしたのだろう。あいつがいながら、組織が壊かい滅めつする事などありえるのだろうか？　博士の口ぶりでは、まだ生きてはいるようだが……。

　……。

　彼らに助けを求めるという選択肢しも、あった。

　だが、今更どんな面つらを下げて助けを求められる？

　俺おれは……俺は、『ジェノサイダー』のレッドとして、かつての仲間を……仲間を……！

　……いや、今はよそう。

　これは、俺のケジメだ。

　せっかく甦よみがえったこの命。せめてあの裏切り者をこの手でぶちのめして……

　奪われた『俺』を取り返すのも悪くない。

　その後ならば、杭くいを心臓に打たれて灰になっても構わない。

　御お札ふだか何かで封じられても構わない。

　総そう統とうに裏切り者と罵ののしられ、[image: なんばー]３７５６４に粉こな微み塵じんにされるのも覚かく悟ごしよう。

　今はただ、前に進む事だけを考えろ。




　俺の記き憶おくが確かならば、既すでにモニター室には警報が鳴り響いている事だろう。

　身を隠かくす事は無意味。このままモニタールームを目指すべきだろうか。

　そんな事を考えている俺を余よ所そに、グレイとレインは病院の廊ろう下かのような通路を進み、何かに導かれるように十字路の角を右に曲がる。

「お、おい、勝手に……」

「大丈夫だよ、お兄にいさん」

「こちらから……呼ぶ声が聞こえますわ。魂たましいが叫ぶ声が聞こえますわ」

　どういう事だ？

　この施設に彷徨さまよう魂があるとでもいうのか？　俺にはそんな声は聞こえないが。

　トテトテと駆かける子供達を追うと、一つの扉に辿たどり着いた。

　この区画は基本的に使われていなかった筈はずなので、なんの部屋かは解わからない。

　扉には暗証番号でロックが掛けられており、二人の子供が顔を見合わせて途と方ほうに暮れている。

「今、時間解るか？」

「えッ？　ええと……４時12分だけど」

　腕うで時計を見ながら答えたグレイの言葉に頷うなずくと、俺は扉の暗証番号装置に１６１２と打ち込んだ。

　ランプが青く光り、扉のロックが外れる音がする。

　ビンゴ！

『クロック』全施設共通のパスワード……『現在時刻』ってのをまだ変えて無かったのか。

　あの博士、天才だが意外と間抜けだな。

　苦笑しながら扉を開くと──

　子供達は目を輝かせ、俺おれの表情は瞬しゆん時じにして凍こおり付いた。




　ここは恐らく……博士独自の研究施設なのだろう。

　ちょっとした体育館ほどの広さはあるだろうか？　『クロック』の施設全体でもかなり広い部類に入る。

　中央は広く開けられているが、コンクリートの床ゆかには所々に妙みような染みが残っており、天てん井じようからは幾つもの鎖くさりやフックが伸びている。

　だが、俺を凍らせたのはそんな不ぶ気き味みな内装ではなく──

　部屋の左右に壁のように置かれている、巨大な水すい槽そうだった。

　怪かい人じんの治ち療りようや、オリジナルの生物兵器などを使うのに使用する物だ。これは他ほかのラボで見かけた事がある。

　その水槽の中には、奇き妙みような溶液が浸されており──

　見るなと叫んで子供達の目を塞ふさごうとしたが──彼らは目を輝かせながら、『それら』に向かって駆かけ寄っている。

　ああ、そうか。あれは、あの子達が望んでいる物だった。

　死体。

　死体、死体、死体。

　明らかに人間の死体である物体が、いくつもいくつも水槽の中を漂ただよっている。さながら巨大なホルマリン漬づけだ。広いラボの隅すみには巨大な冷れい凍とう庫こらしきものも見えたが、中に何が入っているか、あまり想像したくない。

　しかも……それぞれの死体には切り刻まれた痕あとや、なんらかの植物や動物と融ゆう合ごうさせようとしたような痕がある。死体同士が不気味に融ゆう合ごうしている物すらある。怪人を造る過程よりも、遙はるかに生々しくグロテスクに思えるが……。

「クヒヒ……驚かせてしまったかのう」

　突然の声に振り返ると──部屋の入口に『博士』が立っていた。

「その死体は、『魔ま法ほうの杖つえ』の実験体じゃ。元はクロックの戦闘員だっただけあって、死体になっても中々頑がん丈じようじゃわい」

　……何？

　……こいつ。今、何て言った？

『クロック』の……戦闘員と言わなかったか？

「前にこの施設を使ってた奴やつらが、御ご丁てい寧ねいに死んだ仲間を埋まい葬そうしておったのでな。掘り出してリサイクルさせてもらったわい」

　……。

　……こいつ……ッ！

　すると……するとやはり、『クロック』は……。

「今の言葉に反応するという事は、やはり『魔ま法ほう』か『クロック』の残党、どちらかの関係者かの？　いや、暗証番号を知っとるという事は後者か。……ふん、もしや柏かしわ木ぎのアホウがここに来る際、後でもつけられていたか……？　まあ、残党ならば[image: なんばー]３７５６４を連れてくるべきじゃったのお……。もっとも、この場所を知る貴き様さまを生きて帰す気など欠片かけらもないがな！」

　この腐くされ外げ道どう……！

　俺おれが飛びかかろうとしたその寸前、通路の方から複数の足音が迫り、『ジェノサイダー』が顔を出す。緊急事態を察したのか、全員戦闘コスチュームにチェンジ済みだ。……厄やつ介かいな！

「博士！　何事ですか！」

「!?　あいつらは一体!?」

「子供……!?」

　先刻を俺を殺した奴やつらの登場に、俺は思わず身を止めた。

　……ゾンビになったのはいいが、戦闘力があがったわけではない。しかも、腕うで輪わもビームサーベルも無しのこの状況。計画無しに来たとはいえ、流石さすがにこれはまずい。

　さて、どうやって博士を人ひと質じちにとったものだろうか……。

「お前達！　何者だ!?」

「……さては『クロック』か『大だい邪じや神しん王おう』の仲間か!?」

　大邪神王とかいう方は知らない。こいつらの元になったテレビ番組のラスボスだったような気もするが、どうして現実と妄もう想そうを混同しているんだ？　これも博士の洗脳か？

　だが……俺の代わりに返事をしたのは、水すい槽そうにくっついていたグレイだった。

「そこのお兄にいさん達、変わった『魂たましい』をしてるね」

「……？」

「まるで、一つの大きな魂を五人で共有してるみたい。……ううん。もっと多くの人達かな？」

「なにを言っているの？　この子」

　ピンクが眉まゆを顰ひそめる。確かに、俺も何を言っているのかさっぱりだ。お前らの事もさっぱりだが。

「お喋しやべりはそこまでじゃ！　ガキどもは放っておけ、まずはそこの赤い奴じゃ！」

　やがて痺しびれを切らしたのか、博士が大声でジェノサイダーの五人に指令を下す。

　何をそんなに焦あせってるんだ？　この爺じいさん。

「ふん……どうせさっきのもサーモグラフィーの故こ障しようじゃろうて……そのイカれた格好の奴やつを排除せい！」

『応ッ！』

　息が揃そろってるねえ。羨うらやましい。

　だが、どうやら逃げる暇など無いようだ。

　ゾンビの体でどこまでできるかは解わからないが……俺おれはただ、自分自身にケジメを付ける。

　それだけだったのだが──




　ガシャン




　覚かく悟ごを決めた俺の背後で、硝子ガラスの割れる音が緊迫した空気を劈さいた。

　思わず振り返った瞬しゆん間かんから、

　俺達は、完全に映画のスクリーンの中に迷い込む事となる。

　博士やジェノサイダー達は言葉を失っているようだが、俺は不思議とその光景を受け入れられた。半分予測していた、と言ってもいいかもしれない。

　ならば俺は、スクリーンの中らしく──役者に徹てつする事にしよう。

　これからは、俺が──俺こそが──

　絶対無む敵てきのヒーロー様だ、畜ちく生しようめ。
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「なん……だ、これ」

　ジェノサイダー達は、その光景を見て──自分達が映画の中にでも迷い込んだのかと錯さつ覚かくしてしまった。

　突然部屋中の水すい槽そうが割れたかと思うと、中から薬液が溢あふれだし──

　空になった水槽の中から、博士が『弱点を調べる為』と言って保存していた敵てきの雑兵達が、ゆっくりと這はいだし、そのまま何事も無かったかのように立ち上がるではないか。

　手足が別々の生き物のようにガクガクと動き、水槽の横に立っていた子供達を無視して、数十体の『死体』達が、一直線にこちらへと歩み始めた。

　死体は筋肉の有無など関係ないとばかりに、ギクシャクと体を動かしながら蠢うごめき進む。

『それら』の視線は既すでに侵入者の赤いバトルスーツの男を通り過ぎ、ジェノサイダーと博士だけを虚うつろな瞳ひとみに映していた。

「あらあら、こちらを漂ただよっていた『魂たましい』が、全すべて貴方あなた達への怨うらみの声を上げていたのですけれど……。完全に呪じゆ法ほうが終わらない内から動き出してしまいましたわ」

　水すい槽そうの前に立っていた少女は無む邪じや気きな笑みを浮かべ、表情と合わない口調で呟つぶやいた。

「どうやら貴方あなたがたが……この人達を殺した殺さつ人じん鬼き、という事で宜よろしいのですかしら？」

「みたいだね。凄すごいよ、僕らの故郷のマフィアクラスだよ、この殺害数は。僕らの最初の主あるじよりは下だけど」

　少年も笑いながら相づちを打つが、ジェノサイダーの耳には、既すでにそんな台詞せりふは届かない。

「ば、ば、ば、馬鹿な!?　なんじゃ!?　なんじゃこれは!?」

　博士が狼ろう狽ばいした声を上げ、蠢うごめく死体達から一歩後じさる。

　自らの手でグロテスクな外観となった死体の数々が、怨うらみの籠こめられた目で博士の方だけに意識を向ける。顔の筋肉は崩くずれ、表情などはなく──ただ、ただ視線だけが向けられる。

　カプリカプリ、またカプリ。一歩一歩を地面に喰らいつかせながら、タン、タン、タンと一定のリズムで足を動かす死体、死体、そして死体。

「くそッ……こいつら!?　なんなんだぁッ!?」

　ジェノサイダーのブルーが、一番近くまで迫ってきたゾンビに、キレのある回し蹴げりを撃うち放つ。衝しよう撃げきと共にゾンビの首に足がめり込み、そのまま顔面を歪いびつな方向にねじ曲げる。

　だが、首が曲がったまま──戦闘員の服を着たゾンビは、力任せにその足を押し戻した。

「うぁッ!?」

　バランスを崩し転倒するブルー。そこに、無数のゾンビ達が勢い良く群がった。

　その様子を見て、グレイが嬉うれしそうにはしゃぎ出す。

「アハッ！　すごいや！　やっぱりこの死体とか魂たましいとか、他ほかと少し違うよ！」

　安全な場所から事態を眺ながめる子供達の前で、新たな死体を造ろうと死体の群がモゾモゾとブルーの四し肢しへと伸びていった。

「ひッ!?　や、やめ、お前ら、や、助け……助け……」

　情けない悲鳴に反応したのは、ビームサーベルを出したイエローだった。

「くそッ……なんなんだ、こいつら！」

　勢い良く空を切るビームサーベルは、ジュワ、と肉が焦こげる嫌いやな音を立て、ブルーを摑つかんでいたゾンビの腕うでがぼとりと落ちた。

　そのまま、二撃げき、三撃。

　首や足を薙ながれたゾンビ達の勢いは殺され、残りの三人によってなんとかブルーはゾンビの群から引きはがされた。

「……!?」

「なんですの……？　あれは……!?」

　今度は子供達の方が驚く番だった。

　表情から笑顔が消え、緊張の色が現れる。死し霊りよう術師から見ればゾンビよりもビームサーベルの方が遙はるかに異常な存在だろう。

　この地下施設といい、死体に施された処理といい、「普通ではない」とは確信していたが、光と共にゾンビ達を焼き裂さく武器は、彼らにとって完全な不意打ちだった。殺傷力はチェーンソーと大して変わらないかもしれないが、奇き妙みような色で光り輝くその刃やいばは、子供達を瞬しゆん間かん的な不安の渦うずへ落とし込む。

　彼らが未知の武装に目を奪われている隙すきに、立ち上がったブルーが、それまでの恐怖を怒りへと変えて拳こぶしを握った。

「こいつら……。糞くそッ……みんな！　この化ばけ物ものを操ってるのはあの子供達だ！」

　叫ぶが早いか──

　五人の「正義の味方」の視線が、部屋の奥にいるグレイとレインに一いつ斉せいに注がれた。

　次の瞬間──ブルーはいち早く床ゆかを蹴けり、子供達へと向かって駆かけ出した。

　ゾンビ達の合間を縫ぬい、振りかざした刃の勢いに淀よどみはなく──

「ひッ……」

　想像外の速さと、ゾンビ達を瞬しゆん時じに切り裂いた謎なぞの剣……そして、なんの躊躇ためらいも感じられないブルーの刃に、レインは思わず悲鳴を漏もらす。

「……レインッ！」

　そんな彼女を庇かばおうとして、レインに前から飛びつき、強く抱だきかかえるグレイ。

　だが、ブルーは少女を護まもろうとする少年の背に向ける刃を止めようとしない。

　寧むしろ、隙だらけの背中を見て、チャンスとばかりに柄つかを握る手の平に力を込める。

　情けも容よう赦しやもない正義の一いち撃げきが振り下ろされ──。

　肉の焦こげる音と匂においが、光の刃を勢い良く包み込んだ。







「なッ……」

　空気の固まった室内。

　ゾンビ達の呻うめきすらも止まった中で、最初に声をあげたのは、ブルーの驚きよう愕がくの声だった。

　勢い良く振り下ろしたビームサーベルと子供達の間に、一人の男が立っていた。

　赤い男が、立っていた。

　赤い死体が、立っていた。

「なにを……してる？」

　赤い手袋が溶とけ焦こげ、その中にある肉すらも焦げ付かせながら、柏かしわ木ぎクロスはそれを強く握り締める。

「お前は……ヒーローじゃないのか？」

　左手でブルーの手首を摑つかみ、勢いの緩ゆるんだ光こう刃じんを──右手で、力強く握にぎり込んでいた。

「お前……子供に……なにしてんだよ」

[image: ]

　熱さを感じないのか、クロスはそのまま手を離そうともせずに、静かな調子で語りかける。

　それはブルーに対してというよりも、寧むしろ独り言のように──

「理解は、できる。子供が純粋なんてのは幻想だ。この子達のやってる事は死者への冒ぼう瀆とくかもしれない……この子達は悪かもしれない。あるいは、子供のふりをしてる老ろう獪かいな年寄りかもしれない」

　──なんだ、な、な、なんだ、こいつは！

　震えるブルーの眼めに映るのは、ジェノサイダーのものと良く似た赤い仮面。

　慌あわてて距離を取ろうとするが、手を握る左手に激痛が走り、更に強い力で圧迫される。

　──う、うごかない……!?

「だけど……理屈じゃないんだ、そうだろ？」

　焦あせるブルーは、蹴けりを入れて引きはがす事を思いつくのが一いつ瞬しゆん遅れ──

「例えこの子達が『悪』だろうが……一秒も迷わずに子供を斬きりに来るような奴やつは……この俺おれがぶちのめす！」




　強烈な頭突きを鼻柱に叩たたき込まれ、力ずくで手持ちの武器を奪うばわれる。




　一方のクロスは、奪い取ったその刃やいばをコンクリート製の床ゆかに思い切り突き立て──

　焦こげた右手を、ブルーの顔面に叩たたき込んだ。

　躊躇ためらいも、戸と惑まどいも、後悔さえをも吹き飛ばし、その死体は──自分自身に吼ほえ叫ぶ。




「俺おれじゃなくてもいい！　ただ……ヒーローが！　俺の心の中の英雄がッ！　必ずッ！　必ずッ！　……必ず、必ず必ず必ずぶちのめす！」
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　気付けば、俺は動いていた。

　ブルーの奴やつがグレイとレインに向かった瞬しゆん間かん、体が勝手に動き──警察曰いわく『鉄パイプも斬きる』というビームサーベルを受け止め、自分でもよく理解のできない叫び声をあげていた。

　手が焼ける感覚はあるが、熱さは無い。痛みも無い。

　俺の拳こぶしでひっくり返ったブルーを見ながら──俺は、奇き妙みような事に冷静そのものだった。

　そして俺は、ふと──過去の事を思い出す。

　度たび重かさなる洗脳のせいだろうか。戦闘員になる前の記き憶おくは、今や殆ほとんど残っていない。

　それでも、一つ、たった一つ……もしかしたら、やはり博士に植え付けられた記憶かもしれない光景が、俺の頭の中に甦よみがえる。




　両親の顔も覚えていなかった俺が、どうしてテレビで見た『ジェノサイダー』の事は思い出せたのか。簡単だ。俺が物心ついた頃、両親は既すでにこの世にいなかったからだ。

　俺がジェノサイダーを見るよりもずっと前に、親父おやじとお袋ふくろは、旅行先で強ごう盗とうに殺された。

　同行していた中で俺だけが助かったらしいが、その頃はまだ、実感が湧わかなかった。

　そして、両親を失った悲しみに気付いた頃に──テレビのヒーロー達にのめりこんだ。

　親父とお袋の旅行先に、こんなヒーローがいれば良かったのに──ただ、そんなことだけをぼんやりと考えながら。

　つまるところ、俺にとっての人生は、親よりもテレビのヒーローに満たされていたのだろう。

　自分自身がヒーローになろうという、馬鹿な妄もう想そうを抱いだく程に──




　現実か妄想かも解わからない記憶に思いを馳はせながら、俺は手早く背後を確認した。

　そこでは自分達の無事を悟さとった少年と少女が、俺の方を不思議そうな目で見つめている。

「何も命じてないのに……どうして……」

　グレイの下らない疑問を無視し、俺は元気そうな彼に安あん堵どの声を投げかけた。

「……怪け我がはないみたいだな。もう少し……下がっていてくれ」

　仮に……仮にだ。

　この行動がもしも、後ろで互いをかばい合う子供達の呪じゆ詛そによるものだとしたら──

　俺おれは、それでも別に構わない。

　記き憶おくも知識も過去もいらない。

　一つだけ、一つだけあればいい。

　あのバカ博士に植え付けられた、偽にせ物ものの心でもいい。

　体ていよく洗脳する為に植え付けられた、仮かり初そめの心でもいい。

　──子供達の笑顔を護まもる。

　その青臭くさい信念があれば、それでいい。

　俺は、それでいい。

　たったそれだけの事で、俺は、ヒーローになれる。

　全すべてを奪われた俺が、この俺がだ！

　……ヒーローの本質は、結果じゃない。

　信念だ。

　だから、おい。聞いてるか。聞いてるのか俺。

　今だけは、なんてケチくさい事は言わない。

　この信念よ、永遠に折れるな。死んでも折れるな。




　俺は既すでに死んでるんだ。何を畏おそれる事がある？
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「ブルー！　しっかりしろ！」

「こいつ……ッ！」

　ゾンビ達の間をかいくぐり、赤、黄、緑、桃ももの四人が倒れたブルーの元へと駆かけつける。

　たった一人で相対する赤い男は、マスクの下に表情を隠かくし、ただ力強く彼らの前に立ちはだかり──その背後では、護まもられるべき存在である子供達が不安そうに状況を眺ながめていた。

　ただ一人、博士だけが不ぶ気き味みに肩かたを戦慄おののかせていた。

「今の声……まさか……まさか……!?」

　呼吸を荒げながら、博士は勢い良く首を振り、軽い悲鳴を喉のどの奥に溜ため込んだ。

「……ありえん！」

　心当たりの無い赤いバトルスーツの男。

　その下にいる存在について想像力を働かせた博士は、顔を青ざめさせて一歩後じさる。

　と……その背中に軽い衝しよう撃げきが走る。

　何か、ではなく、感かん触しよくからして『誰か』にぶつかったようだ。

　もしやゾンビかと、博士が慌あわてて振り返ると──




　そこには、黒い服に身を包んだ、20代中頃といった感じの男が立っていた。




「……これは、どういう状況なんだ？」

　部屋に蠢うごめくゾンビ達と、子供達を護まもるように立つ一人のレッド。そして、そんな彼を取り囲む別種のレッド＆四人。

「ま、しかし……なるほどな、ドクター……。アンタが裏切り者だったっつーわけか」

　答えの出なさそうな光景は放っておきながら、その青年は表情を顔面の奥に溜ため込むと──

「道理で、あっさりこいつらが解放される筈はずだぜ」

　それは、『クロック』の中で、最初に改造手術を行おうとした博士と、その時の手術スタッフだけが知っている、とある戦闘員の素顔であり──。

　それに気付いた瞬しゆん間かん──今度こそ、博士は悲鳴を躊躇ためらわなかった。

「なぁ……なあああぁああぁぁああぁっぁぁぁぁぁぁ!?　な、な、[image: なんばー]３７５６４!?」

　[image: なんばー]３７５６４。

　その言葉を叫んだ瞬間、今度こそ本当に部屋の中の時間が止まる。

　博士やジェノサイダー達はもとより、蠢き続けていたゾンビ達でさえ──

　名前を聞くのと同時に、魂たましいが凍こおり付いた。

　ただ、子供達だけが何事かという目でなりゆきを見守っており──柏かしわ木ぎクロスは、マスクの下で複雑な表情を浮かべて沈黙する。

　そんな凍り付いた空気の中、[image: なんばー]３７５６４は静かにゾンビ達に目を凝こらし、彼らが纏まとっている服が『クロック』の戦闘服であると気付くや──

「まさか……こいつらは……」

　表情に怒りと悲しみを満たし、博士の方に明確な殺意を投げかける。

「……ッ」

「ま、待て……待つんじゃ」

「……お前ら……あいつらを殺した上に……こんな……死体を玩具おもちやにするような真ま似ねを……！」

「ま、待て！　このゾンビどもについては、ワシらは知らん！」

　博士は弾はじかれるように[image: なんばー]３７５６４から離れ、大おお慌あわてで手を振った。

　だが、そんな言い分を聞いているのかいないのか──

「ああ、まあ、どっちでもいいや。どっちでもいいんだよ、そんなことは」

　彼の呟つぶやきに合わせるように、通路を走る足音が鳴り響き、部屋の入口に薄うす桃もも色のカマキリのフォルムを持つ女性怪かい人じんと、『クロック』の戦闘員達が姿を現し──やはり部屋の中の光景を見て、皆一様に凍り付く。

　そんな彼女達を安心させる為に──[image: なんばー]３７５６４は戦闘員のマスクを被かぶりながら、冷静な声色こわねで問いかける。

「どのみち……俺おれが全力でお前らをぶん殴なぐる事に、変わりはないんだからな」
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「な、なにをしとる！　お前達、早くこやつらをなんとかせい！」

　博士が金切り声をあげるが、こいつらは一歩も動かない。

　マスクのせいで表情は見えないが、恐らくは怯おびえているのだろう。当然だ。俺だって……[image: なんばー]３７５６４に立ち向かうなんて正気の沙さ汰たとは思えない。

『クロック』内での恐ろしい仲間としての記き憶おく、そして、バスで戦った恐ろしい敵てきとしての記憶。敵と味方、両方のあいつを知っている俺としては、絶対に闘いたくない相手だが──何な故ぜだろう、目の前の連中よりは、よっぽど信頼できる存在だ。

　ブルー達は既すでに俺の事など無視しているようだ。お互いに顔を見合わせながら、ヒソヒソと何事かをささめき合っている。

（ど、どうする）

（ビッグマサカーをローキック一発で倒すような奴やつだぞ!?）

　……ビッグマサカー。

　ああ、あの巨大ロボか。

　俺のいない間に実用化されてたのか……今思うと、恐らく『魔ま法ほう』とやらで具現化させていたのだろうが……ローキックで倒したのか。[image: なんばー]３７５６４ならありえない話ではない。

（……あの子供達は、やはりあいつらの仲間か？）

（人ひと質じちに取る価値はあるかもしれないわ）

　……。

　お前ら、どこまで、

　どこまで俺をがっかりさせれば気が済むんだ。

「もう黙れよ、偽にせ物ものども」

　苛いら立だちを隠かくさずに答えた俺の言葉に、奴らはビクリとこちらを振り向いたが──やがて、向こうのレッドが肩かたを怒らせ叫びだす。

「偽物はお前だろう！　おかしな格好をしやがって！　……もしや、光ひかり島じまに大量にいた大だい邪じや神しん王おうの手先か!?」

「……よく解わからんが、まあ、お前達に恨うらまれてるぐらいなら、大邪神王とは友達になれそうだ」

　俺はニヤリと笑うと、ビームサーベルを床ゆかに刺したまま──五人の戦隊を睨ねめ付ける。

　さっきまで俺は、ゾンビになっても力は何一つ変わらないと思っていたが──少しばかり、有利な点もあるようだ。

　痛みを感じなくていい。死を恐れる事もない。

　躊躇ためらう事無く全力が出せる。かつて『戦闘員』として体を改造された俺おれの全力がどんなものなのかは解わからないが──

　俺の心の中のヒーローに背そむかぬ為に、こいつらにだけは……絶対に負けるわけにはいかない。

　五対一か。戦闘員をやられて追いつめられた怪かい人じんと同じ立場だ。

　だが、悪くない。不思議と力が湧わき上がる。

　[image: なんばー]３７５６４には手を出させない。その前に終わらせる。

　何な故ぜなら俺は、ヒーローだからだ。

　子供達を護まもる為ならともかく、自分の為の闘いに、悪の戦闘員の力など借りはしない。

　……あいつが悪じゃない事など解ってる。

　だが、せめて──今だけは、格好をつけさせて欲しい。




　誰にも負けてはならない、絶対無む敵てきのヒーローとして。
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午後４時半　森の中




　既すでに暗くなった森の中を、老人が年に不ふ相そう応おうなスピードで駆かけ抜ける。

「くそッ……くそッ……」

　──あんな奴やつに……ッ！　[image: なんばー]３７５６４でもない、あんな……死に損ない……いや、ゾンビ……幽ゆう霊れい、馬鹿馬鹿しい！　そんなものが信じられるか！　ともかく、あんな奴相手にやられるとは、役に立たん連中だ！




　あの直後──あの赤い乱入者は、奪うばい取ったビームサーベルを使わずに、敢あえて素す手ででジェノサイダー達に立ち向かった。

　ゾンビ達は、[image: なんばー]３７５６４達が現れてから動きを止めており、[image: なんばー]３７５６４も赤い乱入者──柏かしわ木ぎクロスに手を貸すべきか否か迷っている状態だった。

　そんな、完全に一人で戦う状態となったクロスだったが──結果として、彼は一人で五人のジェノサイダーを叩たたきのめしてしまった。

　致命傷は、いくつも与えた筈はずだった。

　博士の目から見ても、少なくとも一度はビームサーベルが彼の腹と胸に突き刺された筈だ。

　だが、それで変わった事と言えば──幾分声がかすれた程度。

　そして、捨て身覚かく悟ごのカウンターで、ヒーロー達を次々と屠ほふっていった。

　逃げ出そうとしたグリーンとピンクは、それぞれ[image: なんばー]３７５６４とシルクによって止められ、そのまま縛しばり上げられたのだが──

　その光景は、博士は見ていない。

　乱戦の最中、イエローのビームサーベルが乱入者の頭を掠かすめ、ヒーローマスクが吹き飛ばされた瞬しゆん間かん──

　博士はその下から現れたクロスの顔を見ると──

　絶叫をあげて、脱だつ兎との如ごとく駆かけ出した。




「くッ……」

　振り返る事無く森の中を逃げていた博士は、山道の中に一台のタクシーが停まっている事に気が付いた。

　何な故ぜこんな山道に？　と、普段ならば疑問に思うところだが、今の博士にそんな余よ裕ゆうは欠片かけらもない。

　空車かどうかも確認せずに駆け寄り、自動的に開く前にその扉を引き開けた。

　そして、転がり込むように車内に入ると、運転手に向かって勢い良く叫ぶ。

「変質者に追われておる！　どこでもいい！　すぐに車を出してくれ！」

　息を切らしながら窓の外に目を向けるが、まだ追ってくる様子は見られない。だが、油断できる状況である筈はずもなく、一刻も早くこの山道から離れたいところだった。

「お、おい！　聞いておるのか……！」

　返事の無い運転手に業ごうを煮にやし、再び鋭い声で叫びあげるのだが──

　代わりに返ってきたのは、奇き妙みような運転手の呟つぶやきだった。

「お客さん、すごい、です、ます」

「……？」

「こんなにも、初めてです、信じてる、人、幽ゆう霊れい、を」

「なッ……？　変な事を言うな！　こ、こ、この世に幽霊なんぞあるか！　……そ、そうじゃ、魔ま法ほうなどというものも科学で証明できる、いや、できた。じゃが、幽霊なんぞ……！」

　博士は自分で自分に戒いましめるように呟き続けていたのだが──

「怖い、です。ね。お客さん、そう言って、実は、幽霊、怖い、ですね？」

　次の瞬間──『何か』が、博士の内臓を搔かき乱した。

　精神的な表現などではなく──実際に何か力あるものが腹の中に侵入し──博士の内臓をめちゃくちゃにかき回し、引きちぎり、握りつぶす。

　悲鳴すら上げる間も無く──肺を潰つぶされた老人は、その場にグニャリと崩くずれ落ちた。

　あっさりと、あまりにもあっさりと────致命傷を負う事となった『博士』。

　仮にも自分に改造を施しており、通常の人間の数倍の筋力と生命力を誇ほこる身の上である。あの[image: なんばー]３７５６４以外には、死の恐怖を感じる事は無いと奢おごっていた博士だが──

　今日は、『ゾンビ』『幽ゆう霊れい』という二つの超常現象により、その自信を根幹から崩くずされそうになっていた。

　そして今──彼の心を支えていた堤てい防ぼうは完全に崩れ、勢いよく水が溢あふれ出す。

　老人の命の水を外へ漏もらし、現実で『血』という形となって現れる。

　何が起こったのか解わからぬまま、激痛から体の重さに意識が支配されつつある博士に、運転手が全く脈みやく絡らくの無い事を語り始めた。

　淡々と、淡々と。

「私は、別に、違う、の、です。

　殺すつもり？　そんなものは、無かった。

　ただ、ね。ほら、ちょっとあの女の子が生意気だったから、うん。

　そもそも、小学生が一人でタクシーなんて、その時点で生意気なん、です……」





∞☆‡★∞






タクシー内




「確かに、完全な正義も完全な悪も幽霊や宇宙人以上に架か空くうの存在と言えるかもしれませんねえ。どう思います、お客さん。

　……お、瞳どう孔こうが広がってきましたねえ。そろそろですか。

　あの小こ娘むすめも、死ぬときはそんな感じでしたから。ハハ。

　ああ、そうだ。

　領収書は御入用ですかね、お客さん？」




　俺おれの最後の皮肉は、聞こえていたのか、いないのか……

　まったくチョロいもんだ。

　これほどまでに見事に、しかも会った瞬しゆん間かんから『同調』していた奴やつは初めてだ。

　あとは、こいつが完全に死んで魂たましいが抜け出すのを待つだけだ。

　こんな山の中で、こんなにも完かん璧ぺきな『客』に会えるとは！

　……しかし、どうして俺はこんな山道を走るつもりになったのだろう？

　町まち中なかの方が、カモは大量に溢あふれているというのに。

　……ん？

　おっと、第二のカモの登場だ。

　……なんだありゃ？　コスプレか？　戦隊ヒーローのリーダーみてえな真まっ赤かなスーツを着やがって。

　コスプレ兄にいちゃんはドアを勢い良く開けると、中にあった爺じいさんの死体……いや、魂たましいが出てないということは、まだくたばってないのか？　それを見て目を丸くしながら大声をあげた。

「一体……一体何があったんですか!?」

　俺おれはその言葉を聞き流しながら、静かにこいつを喰う方法を吟ぎん味みする事にした。

　しかし、こんな山奥で二つも魂が喰えるとは、今日はなんだかついている。

　まったく、本当にどうして俺はこんな所に来ようと思ったのか。

　この辺りは、俺があのガキを埋うめたところだってのに。縁えん起ぎでもねえ。




　──私が呼んだからだよ。




　なんだそうか。私が呼んだからか。

　……。

　……？

　……なんだ……？　なんだ今の……感覚は？

　今、俺は……何か言ったか？




　──戻って……来れたよ。




　……!?




　──嬉うれしい。嬉しい、嬉しい嬉しい嬉しい。完全な私じゃないけど……どこかに消えちゃった私の魂がどうなったのか、それは解わからないけれど……。




　気のせいじゃない。聞こえる。いや、俺が心の中で何か言っている!?

　幽ゆう霊れいになっても心がどうこう言うのは変な話かもしれないが……いや、待て、しかし……

　刹せつ那な──俺は、俺の中の何かが、笑う気配を感じ取った。

　覚えがある……ああ、あああああ、なん、で、何でだ畜ちく生しよう！

　この、この感覚は！　この感覚は畜生！　ちちちちちちちちち畜生畜生畜生畜生うううううううううううううううううううううううううううううううううううううううああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁ




　──心を荒げても……無む駄だだよ……運転手さん。




　その聞き覚えのある『声』の言う通り──俺おれがどんなに声を荒げても、それを突き抜けてッ！　俺の中にッ！　俺の存在に直接声を届かせああああああ畜生！

「手前てめえ……ッ！　手前……！　一体、一体何を連れてきたぁぁぁッ！」

　俺は思わずコスプレ野や郎ろうに叫んだが、何の事だか解わからないと言った顔で、『大丈夫ですか!?』と暢のん気きな声をあげてやがる畜生め。くそ、くそ！　噓うそだ！　畜生！　あいつは、あのガキはッ！　確かにあの妙みようなタクシーと一いつ緒しよに、何ど処こかに消えた筈はずなのに……！




　──私の殆ほとんどはどこかに消えちゃったみたいだけど……今日、ね、素す敵てきな人達が私の死体を見つけてくれたの。……あなたが埋うめた、あの森の奥深くから。




　噓だ噓だ噓だあんなところを掘る奴なんかいるもんかかかかかぁぁぁぁぁぁｌ




　──貴方あなたの情報を吸収した時に……私と貴方は一部混じってるんだから……貴方の中から私の情報を引き出せば、ある程度は魂を復元できるかもしれないって……素敵なお友達が教えてくれたの。

　──身体からだがあるのに死んでる、変な子達だったけど……会ったばかりだけど……大事な大事な、お友達だよ？




　やめろやめるやめてててててててててててああですますです、す、です、あ、です、す、

　落ち着け！　俺！　なんで……なんでそんな事に！

　木々の間に沈んでいく夕暮れの中、俺は再びこのガキに喰われ助け助け助け喰われ助け──

　必死に助けを求めるが、赤いコスプレ野郎は、俺の声も姿もまるで見えていないようで、俺が殺した爺じじいを見て驚いてててててててててててててててててててて畜ちく生しようやっぱりだ、こんな恐ろしい化ばけ物ものを放っておくなんて、さっきこの爺に言った通りだ。やっぱりこの世に正義のヒーローなんざなんざなんざなんざ助けて下さい存在してるならたすけててててて

　──いるよ。

　──……今更、私がこんなこと言うのも変だけど……

　──あのお兄にいちゃん、私の死体を掘り出して……

　──私が運転手さんに殺されたって知った時に、言ったんだよ？

　──「ごめん」って、

　──「許してくれ」って、

　──「俺おれが、その場にいなかった事を許してくれ」って、

　──「君を救えなかった事を許してくれ」って。

　──馬鹿だよね。偽ぎ善ぜん者しやだよね、このお兄にいちゃん。

　──だけど、だけどね、

　──私も、ちょっとだけそう思っちゃったんだよ。

　──「ああ、このお兄ちゃんが、あの時そばにいてくれれば」って、

　──このお兄ちゃんさえいてくれれば、私はきっと助かったんだろうなって。

　──恨うらんでるのかな、私。どうなんだろう。

　──だから、私は……

　──……？　聞いてるの？　おじさん。

　──ああ、もう聞こえてないか……

　──じゃあ、私が代わりに言ってあげるね。

　──領収書は、いりますか？
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午後４時45分




「お兄さん」

「大丈夫ですの？」

　タクシーのあった筈はずの場所で呆ぼう然ぜんとしている俺に、少し不安の混じった声がかけられた。

　そう、たった今まで……この場所に、タクシーがあった……ように見えたんだが……あれは俺の気のせいだったんだろうか？

「危あぶない所だったね」

「強力な魂たましいでしたから、逆に持って行かれてもおかしくありませんでしたわ。とにかく、貴方あなたの魂が無事なようで何よりです」

　？　よく解わからないが……俺は何かこの子達に心配をかけてしまったのだろうか。だとしたら、やはり俺はヒーロー失格かもしれない。

「ああ……これ、ちゃんと来たんだ」

「さっきの死体と僅わずかに『繫つながり』があったので、引き寄せてみた甲か斐いがありましたわね」

「結局どんな奴やつだったんだろう？　見る前にあの子と融ゆう合ごうしちゃったのは残念かな……」

　落ち込む俺をよそに、グレイとレインが周辺を見ながら何事かを呟つぶやいていたが、まあ、俺にはどうでもいい話だろう。俺は、ゾンビになっても別に幽ゆう霊れいが視みえるようにはなっていない。この調子では、自分が幽霊になっても他ほかの幽霊は視えないかもしれない。寂さびしい老後ならぬ寂しい没後だ。

　そんな事を考えていると──やがて二人がもじもじと顔を見合わせ、俺おれに対して途と切ぎれ途切れに言葉を紡つむぎ出す。

「えっと……お兄にいさん、さっきは……ええと、ありがとう」

「おかげで……体を傷つけられずに済みましたわ……」

　御礼を言い慣れていないのだろうか。少し照れているようにぎこちない。

「気にするな。当然の事をしたまでだ」

　俺の言葉に、

「でも、このままじゃ僕達の気が済まないよ」

「私とグレイにできることなら、何か御礼をさせてくださいませ」

　子供はそんな事気にしなくていい、と言おうとしたが──ふと思い立ち、俺は二人に向かって一つだけ見返りを求める事にした。……やはり、俺はヒーロー失格かもしれない。

「じゃあ……一つだけ、頼みを聞いてくれるかい？」

「なあに？」

「さっきの施設でゾンビにした彼らを……あの状態から解放してくれないかな……？」







　施設に戻ると──そこは既すでに地じ獄ごくではなかった。

　瀕ひん死しの状態で縛しばられた『ジェノサイダー』達への怨うらみが晴れたのかどうかは解わからないが、魂たましいを解放された死体が、糸の切れた人形さながらに床ゆかへと倒れ伏していく。

「……何がなんだかさっぱりだが……」

　俺は、[image: なんばー]３７５６４が子供達に罰ばつを与えると言い出したらどうしようと冷や冷やしていたが、彼は特にグレイ達の事を追及するでもなく、薄うす桃もも色の怪かい人じんに向かって呟つぶやいた。

「もう一度、墓はかをちゃんと作ってやんなきゃな」

　かつての仲間達の死体とジェノサイダー達を抱かかえて去っていく戦闘員達を見送って、俺は、[image: なんばー]３７５６４に対する印象が少しずつ変わっていった。

「……あんたが何者かは知らないが……このジェノサイダーとかいう連中の仲間じゃあないらしいな。悪の組織として見み逃のがすわけにはいかないが、残念だが今は手が空いてないからよ、あとは好きにしてくれ」

　彼がマスクの奥で僅わずかに笑ったような気がしたのは──俺の気のせいだろうか？

「願わくば……あんたみたいな奴が、誰よりも強いヒーローに成長して……俺達みたいな悪の組織を止めてくれるといいんだが」

「子供達の未来が、それを願うなら」

　去りゆく背中にそう告げたが、俺は、今後彼らと戦うような事にはならないのではないか。そんな予感があった。

　予感というよりは、希望に近いものかもしれないが。




　そして──グレイ達と共に施設を出た俺おれを、夕暮れの闇やみが包み込む。

　だが、俺にとっての日曜日はまだ終わらない。

　酷こく使しされたばかりの俺の体はギクシャクしたが、それでも俺は、子供達の待つ遊園地へと足を向けた。今からなら、ギリギリ閉館時間に間に合うだろう。

　このまま、二人の死し霊りよう術師に頼んで土に返るという選択肢しもあったのかもしれない。

　だが、俺はヒーロー。

　消え去る時は子供を助けてダンプにはねられると決めている。たった今、そう決めた。

　それに、今はなんとしても、総そう統とう……いや、時とき平ひら君や神しん夜や君の所に戻る事が先決だ。

　戻らなくてはならない。




　俺はヒーロー。

　遊園地で子供達と握手するのは、ヒーローの義務であり──最大の喜びなのだから。
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●月●日　晴れ　体温　気温と同調　肌はだ寒い日々が心地好い




　今日は、夜遅くに帰ってきたグレイとレインが、妙みように興奮していた。

　なんでも『魔ま法ほうを見た』だの『すごく格好良い正義の味方に助けてもらった』だの、『悪の組織のカマキリ怪かい人じんの人が綺き麗れいだった』だの、『喋しやべるカマキリを見た』だの『針はり山やまさんにバーベキューを御ご馳ち走そうになった』だの、要約するとそんな感じだった。

　……ここ10日程ほど多た摩ま湖この辺りを散策していると言っていたが、今日は日曜日だ。西武園でヒーローショーでも見てきたのだろうか？

　まあ、なんにせよ、魔法だの戦隊ヒーローだの悪の組織だの──夢のある話で大変に結構なことだ。子供はそのぐらい壮大な話をして丁ちよう度ど良い。（別に１００％噓うそだと疑っているわけではない、弟たちも魔ま女じよッ子だの喋しやべるカマキリがどうこう言っていた気もするし、なにより、ゾンビや幽ゆう霊れいが存在するなら、ヒーローや悪の組織が存在してもいいだろう）

　そんな事より、あんなに子供らしくはしゃいでいる彼らは初めて見た。それが私には何よりも嬉うれしい。

　無む邪じや気きというだけなら、新しん鮮せんな死体などを見つけた時に、確かに彼らははしゃいでいるが、そういうのとは少し違う。

　本当の意味で、子供らしい興奮だ。

　もしも、そのヒーローとやらがあの子達に人間らしい笑顔を与えたのだとすれば、私は悪人だが、そのヒーローに感謝しよう。

　子供達を熱く熱く熱狂させる事ができるのは、正直羨うらやましいかもしれない。




　私はもう、そんなに熱くなった事など無いのだが。

　ああ、ああ、なまぬるい。
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夜　針はり山やまさん宅　庭




「焼けたよー」

　澄み渡る声が、星の広がる空に木霊こだまする。

　周辺の住宅の中では一番の広さを誇ほこる針山さんの家の芝しば生ふにて、季節はずれのバーベキューが行われていた。

　針山さんは月に一度ぐらいのペースでバーベキューを催もよおしており、近所の人や仕事の取引相手を呼んで、日本としては少々大がかりなホームパーティを開くのだそうだ。

　どうせ遊園地で子供達が一緒になるのだからと、昨日きのうのうちに『ジョン＝デルタ』の三人などにも声を掛けて急きゆう遽きよ行う事にしたとの事だ。

　……そんな席に、俺おれがいてもいいのだろうか？

　変身を解くわけにはいかない。

　俺は今、基本的にフランケンシュタインの怪かい物ぶつ状態なのだから。

　……いや、もっと酷ひどいかもしれない。見たら肉が食えなくなる人が出る事は必ひつ至しだろう。

　しかし、しかしだ。だからと言って……

　この……ジェノサイダー・レッドのコスチュームのままでいいのだろうか？

　腕うで輪わを奴やつらから取り返した俺は、元のコスチュームを返して再びこの姿に変身した。ヘルレンジャーのコスチュームは見るも無む惨ざんな姿になっていたのだが──遊園地で、なっちゃんと呼ばれていた子が何か杖つえを振りかざしたと思ったら……新品同様の状態に治なおってしまった。

　……一体俺は、今日一日だけでいくつのカルチャーショックを受ければいいのだろう。いや、そもそもカルチャーショックと言っていいのだろうかこれは。

　ともあれ、今のこの格好は明らかに浮いてしまうのではとドキドキしていた。もしかしたら、空気の読めない俺おれの存在で今後の針はり山やまさんの仕事に支し障しようをきたしてしまうのではなかろうか？

　そんな事を考えていたのだが──

「ハハーハァ」

　肉番長となっていた東洋人の少女の合図を聞いて、大柄な黒人が遠えん慮りよ無く串くしへと手を伸ばす。

　こちらを気にした様子は全く無い。

　確かに何人かは好奇の視線でこちらを見ているが……思っていたよりも全然軽い反応だ。

　ただ……もう一つ問題があるとすれば。

　さっきあれほど格好良く別れた──少なくとも俺はそのつもりだが──[image: なんばー]３７５６４が、俺の隣となりで堂々とウーロン茶を飲んでいる事だろうか。




「……だから俺は、みんなのおかげで精神的な敗北を乗り越えられたと思うんすけど」

「それは成長ではない。言ったろう、君が精神的に崩ほう壊かいしないように周囲の状況と君の心が『進化』しただけだ。いいか、万物の運命を示した予言書があるとして、その書物に君の運命だけは書かれていない、何な故ぜなら他ほかの運命を運命として決定付ける為の存在が君であり……」

「……いや、もういいっす。すいません」

　[image: なんばー]３７５６４は隣に立っていた白人とわけの解わからない会話をしていたが、すぐに切り上げてこちらに向かって口を開く。

「あのジェノサイダーの奴やつらなあ、とりあえずふんじばって……今度こそ、総そう統とう閣かつ下かがキッチリと脳味み噌そを弄いじくるとよ」

　とんでもない事をさらりと言ってのける[image: なんばー]３７５６４だが、こうして見ると普通の若者だ。俺よりも少し年上の……なんというか、コンビニでバイトをしていても違和感はないだろう。

「おい、有ゆう紀き、肉くえよ肉。大きくなれないぞ」

「……子供じゃないんだから、そんな事言わないでよ」

「あはは、そんな風に照れる内はまだ子供ですよ？」

　[image: なんばー]３７５６４に言われて顔を赤らめる少年と、それを見てクスリと笑う若い女。この女は、もしかしてあのカマキリ型の怪かい人じんだろうか？

　総統閣下もああして見ると普通の小学生だ。神しん夜や君という友達もできたようで何よりだが……組織が壊かい滅めつした悲しみを、友達と共に乗り越えていって欲しい。

　その神夜君はというと……天性の人なつっこさで、早速友達の輪を広げているようだった。

「へえー。グレイ君達、死し霊りよう術師なんだ！　じゃあ、ドラキュラとか作れるの!?」

「いや、吸きゆう血けつ鬼きはちょっと」

「ドラキュラは固有名詞ですしね……でも、興味はありますわ」

　神夜君は、目をキラキラ輝かせながらグレイ達の話を聞いている。恐らく彼らの話を欠片かけらも疑ってはいないだろう。将来変なキャッチセールスに騙だまされないか心配だ。

　だが、いいさ。彼が純真さを持ったまま育つならそれもいい。

　そんなことを考えていると──コダマという例の美声少女が、こちらをじっと見つめている事に気が付いた。ああ、やはりこの格好は珍しいのだろうか？

[image: ]

　ところが──コダマ嬢じようは俺おれの腕うで辺あたりをじっと見つめると──

　視線をそこに向けたまま、優しく美しい声で呟つぶやいた。

「へえ、君、こないだここの家のそばにいた子だよね？　どしたの？」

「……えッ？」

　いったいこの子は何をしているのだろう？

　腰こしをかがめて、何かの話を聞くようにこくこくと頷うなずいていたコダマだが、不意に俺を見上げてこう言った。

「貴方あなた、可愛かわいい子に憑つかれてるね！」

「……えッ？」

「んーとね。この子の声はけっこうハッキリ聞こえるよ？　『貴方がいなかった事を恨うらんで良いのか、貴方に感謝していいのか解わからないから……とりあえずそれが解るまで取り憑く事にした』だってさ！」

「……」

　何を言っているのかいまいち解らないが……幽ゆう霊れいの存在に関しては、今の俺には信じる以外の選択肢しは存在しない。しかし、彼女の言う少女の霊れいとは一体……？

「あ、あと、『罪滅ぼしもしたい』と、『土の中から、見つけてくれてありがとう』だってさ。ああ、この子の死体でも見つけてあげたのかな？　ひょっとして」

「……ッ！」

　その言葉を聞いて、俺おれは、山中で見つけた死体の事を思い出す。あの後、匿とく名めいで警察に通報しておいたからやがて遺族に連絡がいくとは思うのだが……彼女の魂たましいがその後どうなったのか、ずっと気にはなっていた。

　俺は、自分の傍かたわらに目を降ろすが──そこにはやはり何も見えない。

　それでも、それでもだ。

　俺は力強く頷うなずき、その場に向かって微笑ほほえみかけた。

　結果として、彼女が俺を恨うらんでくれても構わない。

　それが俺を苦しめるとしても──全すべて受け入れよう。その上で、彼女を救う方法を考えよう。

　考え続けよう。俺にはそれができる筈はずだ。何な故ぜなら、俺はヒーローだからだ。

　便利な言葉だ。ヒーローと名乗ればなんでもできるつもりか、俺。

　いや……それでいい。

　子供っぽい信念で構わない。今の俺には、ただそれだけが信じられる唯一の事なのだから──自分が納得できる闘いを続ける為に──敢あえて俺は、また叫ぶ。




　俺の名前はクロス！　柏かしわ木ぎ十ク字ロ架ス！

　名前も過去もない戦隊の、たった一人の隊員にしてリーダーにしてレッド！

　……本名だ。

　おっと、だが俺はこんな名前とへんぴな境遇を恨んじゃいない。

　寧むしろ感謝しているぐらいだ！

　なぜなら、名は体たいを表す！　ネーム・イズ・ボディ！

　俺はこの世で交差する全すべての子供達の笑顔を望む！

　そう世の中上う手まくはいかないかもしれない。

　子供にだって悪党はいる。子供ゆえの無む邪じや気きさが他ほかの子供を苦しめる事もある。

　だが、そんな子供達も含めて……全ての未来の為に俺は戦う！　例えその子供が、将来世界を滅ぼす事になるとしても──その時は、その世界の子供達をまた救おう！

　世界平和と同じぐらい滑こつ稽けいな願いかもしれないが、俺にはそれができると信じる！

　何故なら俺はヒーロー！

　ヒーローは強い！　何故ならば、ヒーローは強いからだ！





∞☆‡★∞






　そんな決意と共に、柏かしわ木ぎクロスは一つの夢を思い描く。

　ヒーローとしての自分ではなく、柏木クロス個人としての小さな夢を。

　──もしも自分が子供達の笑顔を護まもりきれた時には──俺おれも、一緒に笑う事にしよう。

　──今までなにもできなかった俺は──ただ、子供らしく笑うとしよう。

　と、それこそ無む邪じや気きな子供のように、ただ静かに決意する。

　それが、子供の頃の自分自身に対する贖しよく罪ざいになると信じて──




　ヒーローは、今日も自らの夢を追う。





『柏木クロスの真っ赤な死』──完















余章







　目が覚めると、博士は暗い部屋の中にいた。

　──？　一体ワシはどうなったんじゃ？

　──あれは……あのタクシーで急に腹の中がよじれたと思ったら……ここは一体……？

　そこまで考え、彼はそこで──自分の手足が縛しばられている事に気が付いた。

「なッ！　これは……なんじゃ!?　おい！　誰か！　誰かおらんか！」

　叫び声に現れたのは──『クロック』の戦闘服を着た一人の男だった。

「ああ、目が覚めたか」

「な……[image: なんばー]３７５６４ッ！」

「違うよボケ爺じじい。俺おれは[image: なんばー]２９１８２だ。声ぐらい聞き分けろ」

　[image: なんばー]２９１８２と名乗った男は、どこか楽しげに声を弾はずませ、淡々と博士に状況を説明する。

「いやー、俺もさ、こんな事したくないんだけどよ。このまま死に逃げされても、俺達は納得できないって事でさ。いや、なんていうか、凄すごいね、ゾンビなんて本当にいるとは思わなかったけど……ま、ともあれ」

　マスクの下で静かに笑いながら──

「……苦しめ、クズ野や郎ろう」

　戦闘員は、博士の鼻を強化された体で思い切り蹴けり飛ばす。

　嫌いやな音がして、博士の顔面が歪いびつにひしゃげた。確実に鼻骨が折れた音だが──鼻血は殆ほとんど流れない。

　それは──博士の全身の血の流れが止まっている事を示していたのだが、博士はそんなことには気付かず、ただ、痛みに対して正直な悲鳴をあげる。

「ぐあぁぁぁぁあぁあぁッッッ！　や、やめてくれ！　命だけは、命だけは勘かん弁べんしてくれぇ！」

　情けなく叫ぶかつての上じよう司しに対し──戦闘員は、やはり子供のように無む邪じや気きな笑みを浮かべながら──残ざん酷こくな一言を口にした。

「大丈夫、死ぬ事はねえよ……」




「お前はもう、死んでるからな」
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成なり田た良りょう悟ご

沖田雅さん著、『オオカミさんとおつう先輩の恩返し』の中で銀島サマーのコスプレをしているキャラを見て驚愕するの図。担当さんが私に伝え忘れていた為、全く知りませんでした。オオカミさんの絵師のうなじさん、著者の沖田さん、ありがとうございました……！
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イラスト／エナミカツミ＆ヤスダスズヒト

エナミカツミ：広島県出身。イラストを描く上でのこだわりは、人物の描き分けです。同じ顔のキャラがいないことを目標に頑張ります。

ヤスダスズヒト：三重県出身。イラストを描く上でのこだわりは、性的欲求に頼らないキャッチーな絵。男女フラットに好かれるように頑張ります。
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